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闘 h .
上 ノ ー ,
綜 介 肌 . 床 , 4 6 :  P . 1 9 6 1 - 1 9 6 5  1 9 9 7
肺 気 肺 に 対 す る 肺 気 址 減 少 手 術 と H O T か ら の 航 脱
無 § 牛 ・ ・ ・ , フ 俺 1 _ [ 1  渉 , 菊 池 喜 E 草 , 岡 部 慎 一 , 及 川 ま な み , 白 十 1 3 男 , 黒 川
ニ ヨ 三 二
呼 吸 不 全 ニ ュ ー ズ レ タ ー ,  P . 5 - 6  1 9 9 7
1 1 乎 吸 臂 噐 感 染 症 」 t 亘 炎 伐 i の 四 J 1 句  H a e m o p h i l u s  i n a u e n z a e ,  s t r e p t o c o c c u s  p n c u m o ・
n i a e  及 ぴ  M o r a x e Ⅱ a  c a t a n ' h a l i S  の 抗 牛 . 物 質 感 受 性 : 1 9 9 4 - 1 9 鮖 の 検 討
西 岡 き よ , 獣 原 央 子 , 大 野 勲 , 白 士 邦 屶
T h e  J a p a n e s e  J o u n l a l o f  A n t i b i o t i c s , 5 0 :  P . 7 6 8 - フ 7 5  1 9 9 7
心 不 全 移 行 川 ] の 肥 大 心 の 万 細 胞 の カ ル シ ウ ム ハ ン ド リ ン グ お よ び 収 縮 と 弛 緩 一
A C E 阻 害 薬 に よ る カ ル シ ウ ム 反 允 、 性 の 改 哲
白 士 邦 リ }
_ 1 卜 f l
加 1 賀 谷
、 コ 」 . ,
医 学 の あ ゆ み , 1 8 3 : P . 1 5 8 - 1 5 9  1 9 9 7
N 0  の 関 芋 ・ と そ の コ ン ト ロ ー ル
三 浦 元 彦 , ー ノ 瀬 正 和 , 白 十 邦 男
M o l e c u l a T  M e d i c i n e , 3 4 :  P . 5 1 7 - 5 2 3  1 9 9 7
心 血 管 再 構 築 は ど の よ う な 機 能 師 六 を も た ら す の か ・ 血 流 と 血 管 再 1 俳 築
小 丸 達 也 , 广 1 士 邦 屶
H e a r t  v i e w , 1 :  P . 8 2 - 8 7  1 9 9 7
P 波 の 異 常 を ど う 統 む か
篠 崎 毅 ,  h 士 邦 屶






























心不全 q険1_ⅡiE威新D 医歯粲シャーナル(束京), P.615-620 1997
心筋炎と心峽炎
池剛淳,内十邦屶

























気 近 の 防 御 機 構
志 村 早 m , 斉 際 弘 樹 , 増 田 徹 , 佐 々 木 司 , 白 上 邦 屶
臼 気 食 会 十 R , 4 9 ( 2 ) :  P . 9 7 - 1 0 2  1 9 9 8
肺 商 血 圧 症 の 肺 血 管 田 モ デ リ ン グ 機 構 に お け る P D G F の 役 割 と P 2 ν W A F V
C i p l ,  P 2 7 / K ゆ 1 ,  P 1 6 / 1 N K 4 A  に よ る 川 川 M ? り モ デ リ ン グ 伶 1 仟 卸 の 可 能 性
片 Z 「 大 ,  p r e m s e t h , 内 士 J " り 」
呼 吸 , 1 7 ( 5 ) :  P . 5 9 5 - 6 0 1  1 9 9 8
原 充 忰 肺 局 血 } 上 症 に 対 す る エ ポ プ ロ ス テ ノ ー ル ナ ト リ ウ ム の 甑 床 評 価
岡 枝 武 筵 , 河 介 忠 一 , 白 十 邦 男 , 上 松 瀬 形 " J , 山 J I 0 ア ト 射
肌 } 末 恢 薬 ,  U ( 6 ) : P . 1 0 9 1 - 1 1 1 9  1 9 9 8
成 人 気 管 支 喘 息 と 久 『 党 過 敏
遠 藤 直 美 , ー ノ 瀬 正 和 , 白 Σ ヒ 那 男
ブ レ ル ギ ー の 領 域 , 5 ( 3 ) :  P . 1 7 - 2 2  1 9 9 8
喘 息 モ デ ル に よ る 血 管 透 過 性 亢 進 と そ の 制 御
ー ・ ノ 南 i 、 1 F 利 , _ 1 浦 元 彦 , 「 司 1 而 至 , 織 戸 1 埒 雅 文 , 大 内 讓 , 小 宅 逹 也 ,
際 【 臣 美 , 増 戸 康 文 , 杉 浦 久 敏 , 門 上 邦 屶
Π 小 : 1 恂 部 炊 患 学 会 学 会 紘 3 5 , 第 3 7 山 1  総 会 記 録 シ ナ :  P . 2 4 4 - 2 4 8  1 9 9 7
E v i d e n c e - 1 〕 a s e d  M e d i c i n e  に ゛ ' づ き β 遮 断 薬 療 法 の 適 応 を 検 訓 1 す る
广 1 上 邦 屶
M e d i c a l  T r i b u n e , 3 1 ( 1 の :  P . 9 - 1 6  1 9 9 8
呼 吸 機 能 か ら 見 た L V R S の 適 応 と 効 果
黒 浮 一 , 飛 田 渉 , 菊 池 宮 博 , 岡 部 快 ・ , 呉 徳 男 , 及 川 ま な み , 煕 、 川
良 望 ,  1 1 1  に ナ { W }
Π 本 胸 部 疾 恕 、 ぢ 6 会 N ' 志 , 3 5 :  P . 9 6 - 9 9  1 9 9 8
虚 血 心 に お け る 冠 徹 小 血 管 機 能
小 丸 逹 也 , 白 士 邱 屶
T I ] e l ' a p e u t i c  R e s e a r c h , 1 9 :  P . 2 5 4 0 - 2 5 4 2  1 9 9 8
心 筋 炎 と 心 1 峽 炎
池 田 淳 , 訂  1 ' 邦 男
Y e a r  N o t e  1 9 9 9  別 冊  S e r e c t e d  A r t i c l e s  :  P . 3 1 5 - 3 2 7  1 9 9 8
幼 " モ ル モ ヅ ト に お け る 抗 原 吸 人 誘 発 後 の 気 逝 灰 1 6 性 の 亢 進 と そ の 抑 I J I
谷 口 ・ ,  H 1 村 弦 , 飯 心 , 秀 也 , 劉
, " 上 邦 リ }
ア レ ル ギ ー , 4 7 ( 8 ) :  P . 7 2 0 - 7 2 5  1 9 9 8
肺 塞 栓 症 の 疫 学
佐 久 岡 雫 仁 , 熊 壊 祝 久 , 白 士 邦 男


































,iセ}長川!心の万1」ゼ治北fi;乎仙iにおける 10dine-123 Metaiodobcnzylguanidine 心'分イ
メージングのイ」'用性:心拍変動パワースペクトル解析との比段検刷
ニオヌ 力途采,池剛涼,沌1・H 村,関1げ羊平, 1Ⅱ町加1,千釜尚朗,後藤
汁,广1__上邱屶
























S A P A T .  T h e  s w e d i s h  a n g i n a  p e d o r i s  a s p i r i n  s l u d y
白 十 邦 男
1 1 h
加 賀 谷
、 丑 . ,
D A T A  U P  D N f E ( 1 1 1 Π 徹 , 臼 和 田 邱 男 , 斎 心 康 編 ) , 先 端 " ξ . ツ ヰ 士 ( 東
j l o  :  P . 1 3 0 - 1 3 1  1 9 9 8
W A R I S .  T I 〕 e  w a T f a r i n  T e 一 Ⅱ l f a r c t i o n  s t u d y
内 士 邦 男
1 1 b
加 賀 谷
』 、 ゛ ,
D A T A  U P  D A T E ( 1 小 _ ] 徹 , Π 和 田 邦 男 , 斎 藤 康 綸 り , 先 端 晦 学 朴 ( 東
京 ) :  P . 1 3 4 - 1 3 5  1 9 9 8
商 粘 度 超 音 波 ド プ ラ 法 に よ る 到 可 刎 脈 雌 弾 竹 値 と 動 脈 破 化 危 険 因 子 の 関 係
小 岩 再 郎 , 本 田 英 行 , 鎌 田 英 ・ , 下 釜 尚 朗 , 广 1 上 邦 男 , 弘 ξ 力 木 毅 , 長 谷 川
英 之 , 令 井 瀞 ; , 小 鉢 態 賓
1 ケ ξ 学 の あ ゆ み , 1 8 7 :  P . 8 0 7 - 8 0 8  1 9 9 8
卞 要 疾 恕 、 の 最 新 の , 舌 題 1 9 9 8 -  J 雁 血 竹 心 1 欠 悲
小 丸 述 也 ,  1 f 1  に J ・ " り }
M e d i c a m e n t  N e w S  1 5 7 0 :  P . 8 - 1 0  1 9 9 8







気 道 過 敏 性 の 成 立 機 庁
・ ・ ノ 瀬 【 [ 利 , 白 十 邦 男
プ ラ ク テ ィ ス 1 人 」 1 斗 シ リ ー ズ ; 気 管 支 喘 府 、 :  P . 1 8 3 - 1 8 7
腰 部 大 動 脈 瘤 の 成 因 と 予 防
山 l j 心 リ } , 池 田 丹
氏 学 の あ ゆ み , 1 8 8 ( 4 ) : P . 2 3 7 - 2 如  1 9 9 9
肺 血 管 荊 変 の 肺 勁 脈 造 影
仏 . 久 冏 聖 イ 1 , 内 ・ 上 邦 屶
呼 吸 , 1 8 ( 1 ) :  P . 2 9 - 3 4  1 9 9 9
循 喋 動 態 検 査
h 士 邦 リ } , 澁 田 右
心 臓 血 管 カ テ ー テ ル  1 9 的
ヌ V 青 支 喘 1 ' ! 、 と レ ド ヅ ク ス
杉 浦 久 敏 , - 1 瀬 正 和 , 广 1 士 邦 屶
呼 吸 と 循 喋 , 4 7 ( 2 ) :  P . 1 3 5 - 1 4 2  1 9 9 9
父 道 炎 症 と N O
杉 浦 久 敏 , ー ・ ノ 瀬 止 和 , 白 十 、 邦 リ }





















第 3 回アミオタロン研究会誥演集, prog. Med.19(1): P.39-45 1999
ヌ゛〒支喘}息、女(道1且剤食にお{ナる transforming 即'owthfactorβ1 の発現
大野真ψ,人河原雄・・,,山「人」広平,田村弦, WO0Ⅱey K.0'byne, Jor・
danaM,白士邦男
呼吸,18(5): P.549-555 1999


























モ ル モ ヅ ト 1 喘 忘 1 、 モ デ ル に お け る 円 Ⅱ 1 占 型 と 遅 発 型 反 1 心 に 対 す る  A T P 感 受 杜
K + c h a n n e 1 1 捌 Π 薬 ,  J T V - 5 0 6  効 釆
, 田 村 弦 , 飯 島 秀 弥 , 山  I J 3 屶劉
ア レ ル ギ ー , 4 8 ( 1 1 ) :  P . 1 2 1 2 - 1 2 1 6  1 9 9 9
呼 吸 器 疾 悲 、 の 診 断 に 必 要 な 右 心 カ テ ー テ ル 検 査
佐 久 Ⅲ 1 聖 . f l ,  1 ÷ 1 + J お リ 1
別 冊 , 医 学 の あ ゆ み , Π 乎 吸 器 疾 患 一 s t a t e  o f  a 此 S  ( v e r . 3 ) :  P . 1 8 8 - 1 9 0
1 9 9 9
心 外 膜 疾 患
佐 久 惜 凹 野 二 , 白 十 邦 屶
1 人 」 1 斗 学 , 文 光 1 誇 :  P . 4 7 3 - 4 7 6  1 9 9 9
ト 大 静 脈 フ ィ ル タ ー 留 匙 後 の 合 併 症 に 苫 愈 L た 慢 件 肺 血 枠 塞 蛉 症 の 1 例
出 町  1 順 , 佐 久 1 1 - 1 1 4 旦 仁 , 池 H 1  淳 ,  t 屯 田 イ j , 熊 坂 祝 久 , ' 1 士 邱 屶
セ ラ ピ ュ ー テ ィ ヅ ク ・ り サ ー チ , 2 0 ( 4 ) :  P . 1 田 8 - 1 0 2 0  1 9 9 9
慢 性 閉 案 忰 肺 疾 患 と 気 管 支 喘 息 、 の 気 通 軟 骨 の 形 態 計 測
志 村 早 苗 , 原 1 - 1 正 彦 , 内 」 ゴ 那 男
軌 道 の 生 理 と 病 態 : P . 6 3 - 7 0  1 9 9 9
ム チ ン 分 泌
色 川 俊 也 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 苗 , 白 1 邦 男
炎 症 ・ 免 疫 と マ ク ロ ラ イ ド ,  u p  t o  d a t e  : 1 〕 . 1 2 3 - 1 3 7  1 9 9 9
気 管 支 喘 息 患 名 に お け る C R H 負 荷 試 験 と A C T H 負 荷 試 験 の 比 皎 検 詞
岩 崎 正 , Ⅲ 村 弦 , 佐 野 久 仁 火 , 人 河 原 雛 ' , 羽 根 田 カ ン ナ ,  U I J 3 屶
ブ レ ル ギ ー , 4 8 : 6 3 2 - 6 3 8  1 9 9 9
気 道 炎 症 と N O
杉 浦 久 敏 , ・ ・ ・ ノ 瀬 正 和 , " 1 , 3 屶
A m 〕 u a l R e v i e W  1 9 9 9 , 呼 吸 器 , 下 心 翔 二 等 編 , ' ・ 1 ・ ψ 卜 玖 で . 学 1 + , 東 京 :  P . 4 8 -
5 6  1 9 9 9
肺 容 1 ' 減 少 丁 ヰ 荊 施 h 仞 R こ お け る 生 命 予 後 の 検 付
黒 澤 一 , 飛 田 渉 , 菊 池 禽 卜 噂 , 岡 訊 夕 禎 ' , 田 如 1 乳 火 ,  Y C T u n , 北 室 匁 1
巳 , 安 途 哲 也 , 内 士 邦 リ }
厚 小 省 特 定 疾 恕 、 呼 1 吸 不 令 開 杏 研 究 飢 乎 所 蛸 0 イ W 叟 研 究 Ⅷ 佐 占  1 9 9 9
気 道 の り モ デ リ ン グ と サ イ ト カ イ ン ・ 1 顎 休
大 野 勲 , 白 Σ E 邦 男
I g E - F C ε R I ー マ ス ト 細 俳 邑 1 1 刈 岫 と サ イ ト カ イ ン :  P . 1 2 2 - 1 3 0  1 9 9 9
1 5 . 1 8  肺 忰 心 疾 患
白 士 邦 リ } , 池 田 丹


















year note 2001 別冊 Selected a此icleS 平成12年6 j1発行,平成12匂ξ6 j1発行
喘}息、刊t女(道炎症と matrix metaⅡOproteinase
大野勲,熊谷克紀,岡田伝゛司,白上邦男




































肺 容 量 減 少 療 法 に お け る 肺 活 呈 の 愆 義 に つ い て
黒 澤 一 , 飛 1 _ U  渉 , 菊 池 再 M 、 局 1 諦 映 一 , 川 畑 靴 央 ,  Y e ,  T u n , 安 述 暫
也 , 北 室 知 巳 , 小 j 峨 告 正 , 内 士 邱 屶
厚 牛 省 特 定 疾 恕 、 呼 吸 不 令 調 沓 研 究 班 平 成 1 1 イ W 変 研 究 ゛ 艮 告 ' _ 1 1 ・ , 6 0 - 6 3  2 0 0 0
気 管 支 喘 忘 、 と タ キ キ ニ ン
小 荒 井 晃 , ー ・ ノ 瀬 正 和 , 服 部 俊 大 , 白 士 邦 リ }
ア レ ル ギ ー 科 , 9 : 3 4 5 - 3 5 1  2 0 0 0
一 般 1 呼 吸 機 能 試 験 と ア レ ル ギ ー 性 岼 吸 器 疾 匙 、 と の 関 連
小 荒 井 兒 , ソ 瀬 ' 和 , 白 士 邦 リ }
成 人 , ア レ ル ギ ー 利 ・ , 9  ( S U P P I . 1 ) : 2 4 7 - 2 5 3  2 0 0 0
イ オ ン チ ャ ン ネ ル を 標 的 と し た 呼 吸 器 疾 恋 、 :  C F T R
笹 森 寛 , 佐 々 木 司 , 服 部 俊 大 , 白 士 邦 屶
分 子 呼 1 汲 器 病 , 4 :  P . 4 5 7 - 4 伐  2 0 0 0
F e n s p i r i d e
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 白 士 J 3 屶
呼 吸 , 1 9 : 1 5 9 - 1 6 2  2 0 0 0
イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 感 染 と 気 道 過 敏 性 亢 進
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 服 部 俊 大 , 打 十 邦 屶
呼 吸 と 循 環 , 4 8 : 1 1 1 9 - 1 1 2 5  2 舶 0
樂 急 l m 栓 除 去 術 に て 救 命 し 得 た 急 一 則 市 血 栓 来 栓 症 の 3 例
商 橘 徹 , 仇 久 間 聖 仁 , 谷 川 俊 「 , 山 十 邦 リ } , 田 十 村 恍 ' , 金 澤 」 上 1 瑞 , 加 Ⅲ *
敦 , 茂 泉 善 政 , 佐 久 制 俊 明 , 平 本 哲 也 , 同 胸 剖 ψ 卜 科 佐 藤 成 和
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h ,  V 0 1 . 2 1 ,  N O , 4
P G 1 2 と 強 心 剤 の 併 川 に よ り 小 1 症 右 心 不 全 を コ ン ト ロ ー ル L え た P P H の  H 列
局 橋 徹 , 佐 久 1 1 打 聖 仁 , 綿 田 淳 , 沌 田 有 , 北 向 修 , 池 Π 1  浮 , 内 十
邦 屶
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h ,  V 0 1 . 2 1 ,  N O . 9
コ ン ビ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ " ン に よ る 心 匡 誘 釦 動 の  C r 北 i c a l m a s S  仮 説 の 検 討
戸 田 直 , 芦 原 貴 司 , 鈴 木 ケ , 難 波 経 豊 , J 川 頼 綾 香 , 池 田 隆 徳 , 稲 珂 」 1 _
司 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 屶 , 小 沢 ' 即
確 子 恬 報 通 信 ' 学 会 技 術 研 究 報 告 ( M E  と バ イ オ サ イ バ ネ テ ィ ヅ ク ス )  1 0 0
( ) : 8 5 - 9 2  2 0 0 0
S A P A T  ( t h e  s w e d i s h  A n g i n a  p . e c t m 、 i s  A s p i r i n  T r i a D
三 浦 昌 人 , 白 ・ 上 邦 屶










258WARIS (the waYfatin Re-infardion study)
三浦昌人, h士邦屶
DATAUPDATE,140-141 2000
PARIS (persantine-AspiTin Reinfarction study)
_」浦昌人,白 1二邦屶
DATAUPDATE,132-133 2000













































佐 久 間 聖 仁 ,
臨 床 医 , 2 6
2 7 0
2 0 0 1 年
心 不 全 病 気 と 薬 の 説 明 ガ イ ド 2 0 0 1
加 賀 谷 門 十 邦 屶
" 1 1
_ 1 ^ . ,
薬 局 , 記 : 4 3 6 - 4 4 2  2 0 0 1
屯 症 心 不 令 治 療 の 進 歩
加 賀 谷
Ⅱ 且
内 ・ し 邦 屶
」 1 H . ,
杉 下 靖 朗 ・ 門 1 剖 和 夫 ・ 欠 崎 義 雄 ・ , 高 本 眞  1 倫 , 中 外 医 学 才 士 , 束 京 ,  A n ・
n u a l R e v i e W  2 0 0 1 循 環 器 , 2 0 0 : 1 9 5 - 1 9 9  2 0 仇
治 療 力 剣 を ど う 立 て る の か ?
奈 良 正 之 , 白 士 邦 男
永 J + 1 り 占 , ハ ム レ ヅ ト の 治 療 学 : 1 6 0 - 1 6 4  2 0 0 1
心 室 頻 拍 の 誘 発 性 に 対 す る ア ミ オ ダ ロ ン の 検 刊
「 布 橋 孝 典 , 広 瀬 尚 徳 , 大 友 淳 , 熊 谷 浩 ・ 司 , 杉 江 正 , 従 サ 卞 義 尚 , 福 山 浩
馬 場 忠 夫 , 力 1 Ⅲ 奉 浩 , 金 野 ネ 往 司 , 小 山 二 鄭 , 苅 訊 夕 明 彦 , 沼 口 裕 隆 , 篠
ー ー ー ー ^ ,
崎 毅 , 三 浦 昌 人 , 福 地 満 正 , 波 辺 淳 ,  h 十 邦 屶 , 小 田 倉 弘 典
P r o g r e s s  i n  M e d i c i n e , 2 1 ( s u u p l e . 1 ) : 3 4 - 3 5  2 0 0 1
心 房 絲 ば 功 発 生 と 持 続 の メ カ ニ ズ ム  W a v e l e n g t h 仮 説 を 用 い た 検 討 一
船 越 正 行 , 篠 崎 毅 , 加 底 浩 , 馬 場 恋 夫 , 竹 内 雅 治 , 鈴 木 秀 , 三 浦 昌
人 , 福 地 満 正 , 渡 辺 淳 , 仇 藤 男 ・ ー , 山 士 邦 男
J p n  J  E l e c t r o c a r d i o ] o g y , 2 1 : 2 2 - 3 0  2 0 0 1
心 不 全 の b e t a - b l o d 祀 r 療 法 に 対 す る ブ ミ オ ダ ロ ン の 影 糾
篠 崎 毅 , 1 萄 橋 孝 典 , 渡 辺 淳 , 池 田 淳 ,  h  上 邦 y }
P r o g r e s s  i n  M e d i c i n e , 2 1 ( s u p p l e 3 ) : 2 5 1 - 2 5 2  2 0 0 1
胸 抽 卜 胸 部 の 症 状
篠 崎 毅 , 广 1 十 ナ 3 男
昭 肝 ぐ 右 護 , 2 7 : 8 3 3 - 8 3 5  2 0 0 1
ア ミ オ ダ ロ ン 内 般 早 期 に Q T 延 長 と  T d P  を 呈 し た  1 症 例
広 瀬 尚 徳 , 篠 崎 毅 , 馬 場 恵 犬 , 加 厩 誕 浩 , 二 1 浦 昌 人 , 福 地 満 正 , 波 辺
淳 , 白 士 J 3 男 , 均 訂 、 1  畭
心 臓 , 3 3 ( s u p p l e . 3 ) : 4 5 - 4 8  2 0 0 1
日 本 人 の 冠 動 脈 疾 患 、  E B M  に 基 づ く 虚 l m 竹 心 疾 悲 、 の 治 療 法 の 選 択
小 丸 達 也 , 白 十 邦 男
人 道 〒 喰 官 , 臨 床 と 研 究 , 7 8 四 ) : 1 5 5 1 - 1 5 5 5  2 0 0 1
2 7 1
r 1 十 邦 男























































長 期 ポ ン プ 治 療 の 注 意 市 項
佐 久 冏 聖 仁 , 高 橋 徹 , 白 士 邦 男
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h , 2 2 : 2 0 9 0 - 2 0 9 2  2 0 0 1
肺 高 m U 1 ξ 症 一 診 療 の S t r a t e g y - 6 . 疫 半 に つ い て
佐 久 問 聖 仁 , 由 士 邦 男
H e a r し  V i e w , 5 : 1 4 2 5 - 1 4 3 2  2 0 0 1
・ 一 酸 化 窒 業 吸 入 療 法 を 施 打 し 九 心 匡 ゞ 小 1 覇 欠 損 症 の 1 例
商 橋 徹 , 佐 久 惜 1 聖 仁 , 縄 田 淳 , 北 1 阿 修 , 鎌 1 _ Ⅱ 萸 一 ・ , 杉 村 宏 ・ ・ 、 郎 , 内
十 邦 屶
T h a ' a p e u t i c  R e s e a r c ] 〕 , 2 2 : 2 0 6 7 - 2 0 6 9  2 0 0 1
急 性 心 不 全 が ど う 見 え る か ? ー そ の 直 珂 象 診 断 一 心 血 管 冠 動 脈 造 影
白 士 邦 男 , 池 円 淳
救 急 、 ・ 蝶 中 治 療 , 1 3 : 5 2 9 - 5 3 7  2 0 0 1
X 1 Π , 肺 循 環  3 . 胴 沙 上 心
白 Σ 上 邦 屶 , 池 田 淳
南 江 堂 , 循 環 器 疾 恕 J 役 新 の 治 療  2 0 0 2 - 2 0 0 3 午 版 , 4 4 8 - 4 諺  2 0 0 1
2 0 0 2 年
肺 来 栓 症 頻 座 の 推 定 : H 本 病 理 剖 検 輯 桜 を 川 い た 検 討
佐 久 問 聖 仁 , 高 橋 徹 , 北 向 修 , 中 村 真 潮 , 矢 津 卓 宏 , 山 剛 典 一 , 太 田
肝 t 弘 , 中 匹 f  赳 , 白 、 1 二 邦 男
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h , 6 3 2 - 6 3 4  2 0 0 2
急 性 肺 塞 栓 症 の 診 断 法 と 治 療 法 の 変 化 : } 柿 来 栓 症 研 究 会 共 同 作 業 部 会 縦 告
佐 久 問 聖 仁 , 岡 田 修 , 中 村 真 沸 1 , 小 西 宣 文 , 宮 原 嘉 之 , 内 十 邦 男
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h , 6 0 2 - 6 0 3  2 0 0 2
肺 塞 栓 症 の 治 療 : 適 応 と 実 際 : 血 栓 溶 解 療 法
佐 久 間 聖 仁 , 白 士 邦 屶
H e a r t v i e w , 1 7 6 3 - 1 7 6 7  2 0 0 2
肺 血 栓 塞 栓 症 の 両 像 診 断 , 4 ) 右 心 カ テ ー テ ル に よ る 検 査 ( 血 管 内 超 音 υ 鰯 去 と
血 管 内 視 鏡 )
佐 久 1 剖 聖 仁 , 白 十 邦 男
汗 " 寮 学 , 1 1 6 9 - 1 1 7 1  2 0 0 2
院 内 に て 心 停 止 を 来 た し 九 急 性 肺 塞 栓 症 の 6 例
杉 村 宏 ・ 一 郎 , 佐 久 冏 聖 仁 , 局 橋 徹 , 出 町 順 , 縄 田 淳 , 鎌 冊 英 一 , 北
向 修 , 角 道 紀 子 , 鈴 木 汎 1 , 池 朋 淳 , 白 士 邦 屶

















宏・一郎,角道紀f,池m 淳, e lf邦リ}
Therapeutic Research,4:613-615 2002
肺動1脈瘤による閉空判_肺炎で死亡した肺商血圧症の 1例







































β 一 b l o d 祀 r と ア ミ オ ダ ロ ン 併 用 効 采 の 心 叫 又 縮 機 能 改 誇 作 加 に つ い て
多 田 博 了 ' , 深 蜘 リ 井 平 , 1 高 橋 孝 典 , 篠 崎 毅 , 二 宮 木 報 , 池 m  淳 , 渡 辺
諄 , 白 士 邦 リ } , 菊 池 涼 ・ ー
n ' o g r e s s  i n  M e d i c i n e , 5 9 2 - 5 9 5  2 0 0 2
2 0 0 3 年
β 一 1 〕 1 0 d 鵜 r  と ア ミ オ タ ロ ン 併 川 効 果 の 心 収 痢 淋 幾 能 改 魚 イ 乍 用 に つ い て
多 川 " f , 深 堀 耕 平 , 品 橋 孝 典 , 篠 崎 毅 , 二 宮 木 恨 . 池 則 淳 , 波 辺
淳 ,  h 上 邦 屶 , 菊 池 普
P r o g r c s s  i ] 1  M e d i c i n e , 2 2  ( S U P P I . 1 ) : 5 9 2 - 5 9 5  2 0 0 2
I C D 植 え 込 み 後 に 心 タ ン ポ ナ ー デ を 発 生 し た 1 例
多 佃 陣 了 , 篠 崎 毅 , 深 加 林 井 平 , 大 友 涼 , 1 搭 橋 孝 爽 , ル 訓 須 尚 徳 , ゛ り 卜 残
尚 , 熊 谷 浩 , 司 , 杉 江  1 1 . , 沼 1 コ 谿 隆 , ・ ξ 浦 昌 人 , ; 岳 地 満 正 , 田 1 木 1 恍 ・ , 小
田 介 磁 、 典 , 渡 辺 淳 , 内 士 邦 リ }
心 1 琶 図 , 2 2 : 6 5 3 - 6 5 7  2 0 0 2
肺 商 血 1 - 1 ξ 症 悲 、 者 の 重 症 度 評 価 , 効 果 治 療 判 定 に お け る ポ ジ ト ロ ン C T の 村 用 性
及 川 美 奈 子 , 大 谷 宏 紀 , 加 1 賀 谷 腔 , 出 町 順 , 袷 H 栃 徹 , 佐 久 開 聖 仁 ,
井 f i 辻 雄 , 内 上 J ' 男
厚 生 労 働 省 1 1 定 疾 態 、 ・ 呼 吸 不 全 に 関 す る 調 沓 研 究 ・ 乎 成 1 4 午 度 帆 告 冉 ,
9 3 - 9 5  2 0 0 3
心 不 全 治 療 薬 の 最 近 の 成 織
」 1 1 1
加 賀 谷
白 土 邦 男
」 ゛ . ,
A n n u a l R e v i e W 2 0 0 3 循 環 器 ( 杉 、 下 岬 i 朗 , 門 Ⅲ 1 和 夫 , 矢 崎 義 雄 , , 隔 ポ 員 一 ・
新 D  小 外 欣 § ヲ ヰ 上 ( 東 〕 ; 0 ,  H 7 - 1 5 1  2 0 0 3
イ _ i 心 負 荷
加 賀 谷
f 1 1 1
大 谷 宏 紀 , 及 川 夬 余 f , 佐 ク 、 1 引 聖 仁 , 内 上 邦 屶
I U I . ,
心 } 幟 核 医 学 の 基 礎 と 臨 床 , 改 訂 版 し 長 人 長 良 細 ) , 1 6 6 - 1 6 9  2 0 0 3
収 縮 性 心 外 映 炎
佐 久 川 1 聖 イ 、 1 , 内 十 J 心 男
外 来 診 療 の す べ て ( 改 訂 第 二 用 ゐ , 3 1 4 - 3 1 5  2 0 0 3
噂 門 1 矢 ト レ ー ニ ン グ 問 題
佐 久 間 栗 仁 , 白 ・ 1 f 邱 屶
循 環 鴇 、 , 、 リ 1 " 1 リ ミ 1 , 1 1 : 1 5 3 - 1 5 8  2 0 0 3
慢 竹 肺 血 枠 楽 栓 竹 肺 商 血 庄 症 に つ い て 一 急 、 性 佃 ル の 比 較
佐 久 問 聖 仁 , 高 橋 徹 , 出 岡 狐 , 鈴 木 淵 , 紲 田 諄 , 北 向 修 , 池 川
淳 , 打 ト ナ 3 屶




























































血 栓 内 膜 摘 除 に よ り 肺 品 血 圧 症 が 幡 快 し た 慢 性 肺 血 栓 楽 栓 症 件 肺 商 血 圧 症
1 宕 H 命 徹 , 佐 ク 、 1 剖 聖 仁 , 出 1 町 順 , 紲 田 淳 , 鈴 木 潤 , 角 通 紀 子 , 杉 村
宏 、 郎 , 白 士 邦 屶
t h a ' a p e u t i c  Y e s e a r c h , 2 4 四 ) : 1 8 1 6 - 1 8 1 8  2 0 0 3
予 兆 処 く 充 症 し , ス テ ロ イ ド 療 法 が 茗 弦 力 し 九 ア ミ オ ダ ロ ン 肺 1 姉 π リ の イ 列
浅 海 泰 栄 , 安 村 良 屶 , 坂 巻 文 雄 , 花 谷 彰 久 , 廣 岡 慶 治 , 小 谷 敏 , 宮 武 邦
大 , 拘 上 邦 男 , 山 芹 正 和
内 科 総 合 1 } 刊 誌 ,  N l e d i c a l p r a d i c e  2 0 : 1 0  2 0 0 3
心 肥 大 の シ グ ナ ル を R 1 で 診 る
大 谷 乞 絲 己 , 白 士 邦 屶
加 賀 谷
1 1 1 」
_ 「 , ' 1 . ,
呼 吸 と 私 ヤ 業 , 5 1 ( 1 0 ) : 1 0 6 1 一 備  2 0 0 3
チ ア ノ ー ゼ
加 賀 谷
1 ! 1  十 邦 男
f 1 ι 1
' f 1 1 ' ,
呼 吸 と 循 喋 , 5 1 ( 1 2 ) : 1 1 9 7 - 1 2 0 2  2 0 船
山 f 1 医 の 広 告 の 嶋 代 を 迎 え て
白 上 邦 屶
氏 学 の あ ゆ み , 2 0 7 ( 1 1 ) : 9 4 9 一 鮖 4  2 0 船
当 院 に お け る ア ミ オ ダ ロ ン 開 始 量 と } 姉 介 併 症 に つ い て の 検 討
遠 際 秀 兄 , 篠 崎 毅 , 佐 藤 公 卸 . , 多 田 博 子 , 深 堀 耕 平 , 広 瀬 尚 徳 , 高 橋 孝
典 , 大 友 淳 , 熊 谷 浩 司 , 杉 江 正 , 若 1 Ⅱ 裕 司 , 八 木 ゛ 也 , 刈 部 明 彦 , 沼 Π
裕 隆 , ニ { 浦 昌 人 , 福 地 満 正 , 波 辺 淳 , 白 土 邦 労 , 亦 井 健 次 部 , 菊 池 涼
循 環 器 , 例 町 医 , 1 1 ( D  : 1 - 2  2 0 船
慢 性 心 不 全 に お け る ブ ミ オ タ ロ ン の 収 縮 能 改 美 効 宋 に つ い て
1 宕 汁 需 孝 典 , で 知 崎 毅 , 二 宮 本 蛾 , 述 藤 秀 児 , 佐 藤 公 剣 . , 多 田 博 子 , 深 堀 耕
平 , 広 瀬 尚 徳 , 大 友 淳 , 杉 江 止 , 若 山 裕 司 , 苅 部 明 彦 , 溺 「 1 裕 降 ,
浦 昌 人 , み " 琶 佑 正 , 菊 地 淳 ・ , 波 辺 淳 , 白 士 邦 男
P r o g N s s  i n  M e d i c i n e , 2 3  ( s u p p l e . 1 ) : 1 2 6 0 - 1 2 6 2  2 0 0 3
唖 眠 1 1 、 〒 無 呼 吸 症 候 群 と 心 不 全
篠 崎 毅 , 小 川 浩 1 , 内 ・ 上 邦 男
J p n  E l e C れ ' o c a l ' d i 0 1 0 g y , 2 3 : 6 0 6 - 6 1 3  2 0 0 3





急 、 件 肺 塞 栓 症 の 疫 学
仇 久 冏 塑 仁 , 白 士 邦 労
侍 W 末 医 , 3 0 ( 3 ) : 2 8 1 - 2 8 3  2 0 0 4
特 架 原 発 性 肺 商 血 1 - 1 ξ 症 の 治 繊 の 披 近 の 進 歩 羽 斐 的 治 療
佐 久 岡 聖 仁 , 白 士 邦 屶



































E丘ect of rapid atrial pacing on coronary sinus nの'epinep]〕rine levels
荒井徹,羽恨川峰, h上邦男,中島俊之,金沢正1啼,小野寺平リ},石川
健,三浦1イi'_,沌111,任
.10urnal of Molecu]ω・ and ceⅡUlar cardi010gy,11(1D 昭千「巧4午11jl
E丘ed of coronary ocdusion on early ventricular djastolic evcnts in conscious
dogs
久萬田俊明, JOEL S. KARLINE, HUBERT POULEUR, KIMP,
GALLAGHER,白士邦リ}, JOHNROSS, J.R
1979 the American physi010gicalsociety :542-549 昭千Π54年
1981年
The effed of pericardi山n on the Diastolic properties ol t11e He磁't - EX・
Perimenta] suldies on volume Load on Acute lschemla in open chest Dogs
h 1二邦男,金沢正岫, Ei川健,小島俊之,沌島任






C o m p a r a t i v e  s t u d y  o f  p l a s m a  c a t e c h o l a m i n e  c h a n g e s  d u T i n g  v a r i o u s  e x e r c i s e s
神 Ⅱ 1  仁 , 羽 杠 U 川 売 , 荒 井 徹 , 白 士 邦 屶 , 小 岩 、 禽 : 郎 , , ・ 1 ・ 岫 鳥 俊 之 , 金 沢 正
略 , イ ・ i 川 健 , 大 Υ f 正 敏 , 橋 Π 良 一 ・ , 三 父 知 文 , 沌 鳥 仟
]  o f  M o l e c u l a r  &  c e Ⅱ U 1 雛  C 印 ・ d i 0 1 0 g y , 1 3 : 7 3  ( a l 〕 s t r a c t ) 昭 不 Π 5 6 イ f
1 9 8 3 年
E 丘 e c t s  o f  o x y g e n  B r e a u 〕 i n g  o n  p u l m o n a r y  v a s c u l a r  l n p u t  l m p e d a n c e  i n
P a Ⅱ a 北 S  w i t h  p u l n 〕 o n a r y  H y p a l e n s i 0 Π
T a k a s h i  H a n e d a ,  T O S I 】 i y u l d  N a k a j i m a ,  K u n i o  s h i r a t o ,  s a c h i o  o n o d e r a ,
T a m o t s u  T a k i s h i m a
C h e s l , 8 3 : 5 2 0 - 5 2 7  Ⅱ 〕 8 3
5
6
A s s e s s m e n t  o f  t l 〕 e  M a g n i t u d e  o f  A m ' t i c  R e g u r g i t a t i o n  b y  D y e  l n j e c t i o n  l n t o
U ] e  D e s c e n d l n g  A o r t a
T a k a s h i  H a n e d a ,  K u n i o  s l 〕 h ' a t o ,  M a s a t o s h i  o h e ,  M a s a h a r u  K a n a z a w a ,
K e n  l s h i k a w a  ,  R y o i c h i  H a s h i g u c h i ,  H i t o s h i  K a n d a ,  Y o s h i r o  K o i w a ,
T a m o t s u  T a k i s h i n 松
C a t h e t e r i z a t i o n  a n d  c a r d i o v a s c u l a r  D i a g n o s i s , 9 : 2 0 9 - 2 1 8  1 9 8 3
1 9 8 6 年
J u x t a c m ' d i a c  m ' e s s u r e  i n  d o s e d  c h e s t  d o g s
H .  s a s a l d , 1 < .  s h i r a t o ,  M .  N a k a m u r a ,  T .  T a k i s h i m a
J .  A P P I .  p h y s i 0 1 .  V 0 1 . 6 0 : 1 8 4 - 1 9 0  1 9 8 6
7
1 9 8 9 年
C h a n g e  l n  p  w a v e  h e i g h t  d u r i n g  l 〕 r o g r e s s i v e  e x e r c i s e  i n  p a t i e n t s  w i t h  d 〕 r o n i c
0 ] 〕 s l r u c t l v e  p u l m o n a r y  d i s e a s e
W .  H i d a , 0 .  T a σ U c h i ,  H . 1 W a s e ,  M .  s a t o ,  T .  c h o n a n ,  Y . 1 く i k u c h i ,  M
O g a ね ,  K .  s h i r a t o ,  T .  T a k i s h i m a
T O ] 〕 o k u  J .  E X P .  M e d .  V O 】 . 1 5 7 ,  P . 7 9 - 8 0  1 9 8 9
8
9
E f f c c t s  o f  v e r a p a m i l  a n d  B E Y  K  8 6 4 4 0 n  t h e  h y p o i x i c  c o n t r a c t i o n  o f  a 〕 e  i s o ・
] a t e d  h u m a n  p u l m o n a T y  a r t e r y
M . 0 ] 1 e , 入 1 .  o g a t a ,  K .  s h i r a t o ,  T .  T a ] く i s l ) i m 2
T o h o k u  J .  E X P .  M e d .  V 0 1 . 1 5 7 ( 1 ) ,  P . 8 1 - 8 2  1 9 8 9
1 0
E { f e c t s  o f  d r u g s  o n  t l w  h y p o x i c  c o n 廿 a c t i o n  o { 壮 〕 e  i s o l a t e d  h u m a n  p u l n 〕 o n 印 、 y
m ' t e r y
M . 0 1 〕 e ,  M .  o g a t a ,  K .  s h i r a t o ,  T .  T a l く i s ] 〕 i m a
J a p a n e s e  c i T .  J .  V 0 1 . 5 3 ,  N O . 1 0 ,  P . 1 2 9 7  1 9 8 9
11
1990年
Three-dlmensional quantitative coronary angiography
T. saito, M. Misaki, K. shirato, T. Ta]dshima
IEEE TRANSACTIONS ON BIOMEDICAL ENGINERING, V01.37(8),
P.768-フフ7 1990
12 Lcft venれ'1Culat end-systo]ic stress-volume index fatio in aortic and milral
regurgitation with non〕〕al ejection fraction
M. Nakaσawa, K. S]1h'ato, T. ohyama,八1. sak11nla, T. Talくishima
Am. He祉't Journal, VO].120(4), P.892-901 1990
13
1991年
Inauence of reduced presynaptic myocatdial norepinephTine stores on lea
Ventricular conn'actⅡi{y
J.1keda,1. Haneda, H. Kanda,'f, Hh'an〕oto, M. Furuyan〕a, T. sakun〕a,
K. shitato, T. Talds]1ima
Journal of tl〕e Autonomic Nervous system,34:231-238 1991
14 Vibl'ation analysis of the human left ventricular posta'obasal waⅡ at a〕e mo・
ment of ule fn'st l〕earl sound en〕ission
Y.1くoiwa, T. ohyama, T. Ta]くagi, J.1くil{uchi, H. Honda, Y. shimizu, R
Hashigud〕i, K. shirato, T. Takishilna
T01〕oku J. EXP. Med.,164:125-144 1991
37
15 Responses of an'ium and ventride to sustained sympaa]etic nerve Sれn〕ulation
M. Furuyama, T. Haneda, J.1keda, T. Hiralnoto, T. sakuma, H. Kanda,
K. shira加, T. Takishima
Am. J.1〕.hysi01.,261:1889-1894 1991
16 E任ect of perlcardiun〕 on regional n]yocardial systolic function in acure ische
Inla
K. shirato, K.1Shik小Va, M. Kanazawa, T. Nakajima, K. Muna]くata, M
Sakuma, T. Haneda, T. Ta]dshima
TohoRU J. EXP. Med.,165:271-282 1991
17
1992年
Differa〕ces i11 Myocardial Fluoro-18 2-Deoxyglucase uptake in Young ver・
Sus older patients witl〕 Hypertropl〕ic cardiomyopathy
Y. Kagaya, N.1Shida, D. Talくeyama, Y. Kanno, Y. Yamane,1<. shirato, Y
Matuyama, M.1to, T.1do, T. Matsuzawa, T. Takishima
The Amctican Journalof cardi010gy,69:242-246 1992
: 揺
1 8
M a x i m u m  s t r e s s - v o l u m e  l n d e x  R a t i o  o f  a ] e  l " e 丘  V e n t n c l e  i n  H y p e r t r o p h i c
C a r d i o m y o p a t h y
M .  N a k a g a w a ,  K .  S I 〕 i r a t o ,  M .  s a k u m a ,  H . 1 S 1 1 i g a l d ,  M .  o h e ,  J . 1 1 W d a ,  T
T a k i s h i m a
C a t h e t e r i z a t i o n  a n d  c a r d i o v a s c u l a r  D i a g n o s i s , 2 6 : 1 8 5 - 1 9 1  1 9 9 2
1 9
P  w a v e  h e i g h t  d u r i n g  Ⅱ 〕 c r e m e n t a l  e x a ' c i s e  i n  p a { i e n t s  w i t l ]  d ] r o n i c  a 】 r w a y
0 ] 〕 s h 、 a c t i o n
W .  H i d a , 0 .  T a g u d 〕 i ,  Y .  K i l く U c h i ,  M .  o h e ,  K .  S 1 1 i r a t o ,  T .  T a l d s l 〕 1 m a
C 1 1 e s t , 1 0 2 : 2 3 - 3 0  1 9 9 2
2 0
B e c ] o m e t h a s o n e  l n l ] a l a t i o n  A s s o c i a t e d  N 入 弓 t h  R e d u c e d  A c t i v a t e d  E o s i n o p h i l s  i n
S p u t u m
S .  M u e ,  K .  Y a m a u c h i ,  K .  s h h ' a t o ,  A .  M u e ,  K .  o h u c h i
D n 壌  1 1 1 V e s t , 4 ( 6 ) : 4 9 3 - 5 0 0  1 9 9 2
2 1
1 9 9 3 年
M o d Ⅱ i c a t i o n  o f  r e g i o n a l  m y o c a r d i a l  p c r f o n n a n c e  c a u s e d  b y  b ] o o d  w i t h d r a w a l
a n d  i n f u s i o n  l n  a c u t e  i s c h a e m i c  c a n l n e  h e a r t
K . 1 S i k a w a ,  K .  S I 〕 i r a t o ,  M .  s a k u m a ,  M .  K a n a z a w a ,  K .  M u n a k a t a ,  T
T a k i s h i m a
A c t a  p h y s i 0 1 .  s c a n d .  V 0 1 . 1 4 7 ,  P . 5 9 - 6 7  1 9 9 3
2 2
E 丘 e c t s  o f  a  c o m b i n a t i o n  T ] 1 e r a p y  o {  A n t i c o a g u l a n t  o f  p r l m a r y  p u l m o n a r y
H y p a t e n s i o n
M .  o g a t a ,  M .  o h e ,  K .  s h j r a t o ,  T .  T a k i s h i m a
J a p a n e s e  c i 丁 C u l a t i o ] 〕  J O W ' n a l ,  V 0 1 . 5 7 ,  N O . 1 : 6 3 - 6 9  1 9 9 3
2 3
I n c r e a s e d  e x p r c s s i o n  o f  p D G F  A -  a n d  B - c h a i n  g e n e s i 1 1 r a t l u n g s  w i l h  h y p o x i c
P u l m o n a r y  h y p e r t e n s i o n
D ,  K a t a y o s e ,  N I . 0 1 1 e ,  K .  Y a m a u c h i ,  M .  o g a t a ,  K .  s h i r a t o ,  H .  F u j i m i ,  S
S h i b a h a r a ,  T .  T a l d s l 〕 i m a
A m .  J .  p h y s i 0 1 . ,  V 0 1 . 2 6 4 ,  P . 1 , 1 0 0 - 1 0 6  1 9 9 3
2 4
E 丘 e c t s  o f  p e r c u t a n e o u s  t r a n s l u m i n a l  m i t r a l  v a l v u l o p l a s l y  o n  p l a s m a
C 2 1 e c h o l a m i n e  l e v e l s  d u r i n g  e x e r c i n e
J . 1 k e d a ,  M .  F u r u y a m a ,  T .  s a k u m a ,  A .  K a t o h ,  M .  S U 鄭 ,  T .  T a R i t a ,  K
M a e h a r a ,  T .  T a k i S 1 1 i m a ,  K .  s h i r a t o
A m .  H e a r t  J . ,  V 0 1 . 1 2 6 ,  P . 1 3 0 - 1 3 5  1 9 9 3
2 5
E 仟 e c t s  o f  c h a n g e s  i n  A f t e r l o a d  o n  R e g i o n a l  w a Ⅱ  N l o t i o n  i n  A c u t e  l s c l 〕 e m i c
C a n Ⅱ 〕 e  H e a r t
M .  s a l く U m a ,  K .  s h i r a t o ,  Y .  o i k a w a ,  A .  K a t o h ,  M .  N a k a g a w a ,  H . 1 S h i g a l d ,
T .  T a k i s h i m a
T O ] ] o k u  J .  E X P .  M e d . ,  V 0 1 . 1 9 6 ,  P 3 1 - 4 1  1 9 9 3
26 Involvement of superoxide in ozone-induced Aitway Hypen、esponsiveness in
Anestheuzed cats
T. Takahashi, M. Miura, U. Katsun]ata, M.1Chinose, K. Kimuma, H.1n・
Oue, T. Takisl〕ima, K. shirato
Am. Rev. Respir. Dis., V01.148, P.103-106 1993
Modification of Myogenic lntrinsic Tone and [ca2+] of Rat lsolated Arteri・
Oles by pyanodine and cyc]opiazonic Add
J. Nvatanabe, A. Karibe, S. Horiguchi, M. Keitoku, S. satoh, T. Takishi・
n〕a, K. S]1irato, circulation Research, V01.73, P.465-472 1993
Ne山、opeptide Y inhib北S neur0σenic inaammation in guinea pig airways
T. Takahashi,1YI.1CI〕inose, H. Yamauchi, M. Miura, N, Nakajima, J
Ishikawa, H.1noue, T. Taldshima, K. SI〕irato
J. APPI. physi01., V01.75, NO.1, P.103-107
Anuasthma Drug,1budⅡast,1nl〕ibits Ne山'ogenic plasma Extravasation in
Guinea-P璃 Ah、ways
M.1CI〕inose,1<.1くimura, T. Taka11ashi, M. Miura, H.1noue, T. Talds]1i・
ma, K. sh]rato
Am. Rev. Repir. Dis.,148:431-434 1993
Decrease in Beta-adrenergic Recep0玲 of Lympl〕ocytes in spontaneously oc・
Curring Acute ASU〕nね
1. Hataoka, M. okayama, M. sugi, H.1noue, T. Takishima, K. shirato
Chest, V01.140, P.508-514 1993
Upper ai[way musde acuvity during sustained hypoxia in awake humans
S. okabe, W. Hida, Y. Kikud〕i, H. Kurosawa, J. Midorikawa, T. chonan,
T. Takishima, K. shirato
J. APPI. physi01., V01.75, NO.4, P.1552-1558 1993
The resp011Ses of left ventricular end-systo]ic pressure-diameteT re】ationsl〕ip
to acute pressure overload il〕duced by aortic constriction
Y. oilくawa,1<. shil、ato, M. sakuma, K. Katoh, M. Nakagawa, T
Taldshima
Acta physio]. scand., V01.149, P.273-281 1993
SmaⅡ Airway lnvolvementin Mixed connecuve Tissue Disease
T.1Zumiyama, W. Hida, M.1Chinose, H.1noue, T. Takishima, T. okazaki,
K. shira加











P r e v a ] e n c e  o f  s l e e p  A p n e a  a m o n g  J a p a n e s e  l n d u s h ' i a 1 工 入 1 0 r k e r s  D e t e r m i n e d  b y
a  p m ' t a b l e  s l e e p  M o n i t o r i n g  s y s t e m
W .  H i d a ,  C .  s h i n d o h ,  H .  M i k i ,  Y .  K i k u d l i ,  S .  o k a b e , 0 .  T a g u c l ] 1 ,  T
T a k i s h i m a ,  K .  S I ] i r a t o
R e s p i r a t i o n ,  V 0 1 . 6 0 ,  P . 3 3 2 - 3 3 7  1 9 9 3
M o r p h o m e t r i c  a n a l y s i s  o f  a i r w a y s  i n  s j ? g r e n '  s  s y n d r o n w
Y .  A n d o h ,  S .  s h i m u r a ,  T .  s a w a i ,  H .  s a s a k i ,  T .  T a l d s l 〕 i m a , 1 < .  s h Ⅱ ' a t o
A m .  R e v .  R e p i r .  D i s . ,  V 0 1 . 1 4 8 ,  P . 1 3 5 8 - 1 3 6 2  1 9 9 3
P u l m o n a r y  e m p h y s e m a  f 0 Ⅱ O w e d  b y  p u l m o n a r y  f i b r o s i s  o f  u n d e t e n n i n e d  c a u s e
N .  H i w a t a t i ,  S .  s h i m { Ⅱ ' a ,  T .  T a l く i s h i m a
R e s p i t a t i o n ,  V 0 1 . 6 0 ,  P . 3 5 4 - 3 5 8  1 9 9 3
T h e  e 丘 e d  o f  a n  o r a 1 1 e u k o t r i e l 〕 e  a n t a g o n i s t ,  O N O - 1 0 7 8 ,  o n  a Ⅱ a ' g e n - i n d u c e d
i m m e d i a l e  b r o n c h o c o n s t r i c t i o n  i n  a s t h m a t i c  s u b j e c t s
Y .  T a n i g u c h i ,  G .  T a m l u 、 a ,  M .  H o n m a ,  T .  A i z a w a ,  N .  M a r u y a m a ,  K
S h i r a t o ,  T .  T a k i s l 〕 i m a
J .  A ] 1 e r g y  c l i n 、  1 m m u n 0 1 . ,  V 0 1 . 9 2 ,  P . 5 0 2 - 5 1 2  1 9 9 3
1 9 9 4 年
A n  e x p e c t o r a n t ,  s t e p r o n i n ,  r e d u c e s  a Ⅱ ' w a y  s e c t e t l o n  l n  v l t r o
K .  Y a m a d a ,  M .  s a t o h ,  S .  s h i m u r a ,  T .  s a s a k i ,  T . 1 ' a l く i s h i m a ,  K .  s h i r a t o
R e s p i r a t i o n ,  V 0 1 . 6 1 ,  P . 4 2 - 4 7  1 9 9 4
B r a d y k i n i n - i n d u c e d  a i T w a y  i n a a m m a t i o n :  c o n t r i b u l i o n  o f  s c n s o r y  n e u r o  p e p ・
t i d e s  d i a a 、 s  a c c o r d i n g  t o  a i T w a y  s i t e
N ,  N a k a j i m a ,  M . 1 d ] i n o s e , 1 .  T a k a h a s h i ,  H .  Y o m a u d 〕 i ,  A . 1 g a r a s ] 〕 i ,  M
M i u r a ,  H . 1 n o u e ,  T .  T a k i s l 〕 i m a ,  K '  s h i T a t o
A m .  J .  R e s p i r .  c r i t .  c a r e  M e d . ,  V 0 1 . 1 4 9 ,  P . 6 9 4 - 6 9 8  1 9 9 4
E 丘 e c t  o f  p i l o c a r p i n e  o n  p r o p r a n 0 1 0 1 - i n d u c e d  b T o n C 1 1 0 c o n s t r i c t i 0 1 1 i n  a s t h m a
M .  o k a y a m a ,  T .  s h e n ,  J .  M i ( 1 0 r i l く a w a , ] .  L i e ,  H . 1 n o u e ,  T .  T a ] d s h i m a ,  K
S h Ⅱ ' a t o
A m  J  R e s p i r  c r i t  c a r e  M e d ,  V 0 1 . 1 4 6 ,  P . 7 6 - 8 0  1 9 9 4
E 丘 e c t  o f  r y a n o d i n e  o n  d e v e l 0 郡 n e n t  o f  l n y o g e n i c  r e s p o n s e  Ⅱ 1 1 ' a l  s m a Ⅱ  S I く e l e t a l
m u s c l e  a r t e r i e s
J .  w a t a n a b e ,  S .  H o r i g u c l 〕 i ,  A .  K a r i b e ,  M .  K e i l 0 1 く U ,  M .  T a k e 1 1 C h i ,  S .  s a t o ] 1 ,
T .  T a k i s h i m a ,  K .  S I 〕 i r a t o
C a r d i o v a s c u l a r  R e s e a r c ] 1 ,  V 0 1 . 2 8 ,  P . 4 8 0 - 4 8 4  1 9 9 4
O x y g e n  c o n s u m p t i o n  o f  r e s p i r a t o r y  m u s c ] e s  m  p a t i e n t s  w i t h  c o p D
C .  s h i n d 0 1 〕 ,  W .  H i d a ,  Y .  K i k u c h i , 0 .  T a g u c h i ,  H .  M i l d ,  T .  T a k i s h i m a ,  K
S h Ⅱ ' a t o









43 E丘ed of sublnentalstimulation for several consecutive nights in patients with
01〕slructive sleep apnoea
W. Hida, S. okabe, H. Miki, Y. Kikuchi,0, Taguchi, T. Takishima, K
Sh廿a加
Thorax, V01.49, P.446-452 1994
CGRp induces [ca2+]i; rise and glycoconjugate secretion in feline h'acheal
Submucosal gland
M. Nagaki, T. sasa]くi, S. shimura, M. satoh, T. Takishima, K. shirato
Respiration physi010gy, V01.96, P.311-319 1994
44
45 Magnesium regulatesion transport across canine trachea] epithe]ium
M. satoh, S. shimura, T. sasaki, M. Yamamoto, H. okayama, T
Takishima, K. shirato
Respiration p]〕ysi010gy, V01.96, P.321-329 1994
46 Chemosensit1Ⅵty and petception of dyspnea in patients with a 11istory of
near-fata] astl〕ma
Y. Kikuchi, S. okabe, G. Tamura, X入1. Hida, M. Homma, K. shirato, T
Taldshima
The New England Journal of Medicine, V01.330 NO.12, P.1329-1334
1994
47 Quinine inhib北S production of tumor necrosis factor-a from human alveolar
macrophages
N. Maruyama,1<. Yamaud)i, Y. ohl{aW3ra, T. Aizawa, T. ohrui, M. Nara,
T. oshiro,1. ohno, G. Tamura, S. shimura, H. sasald, T. Takishima, K
Shirato
Am. J. Respir. ceⅡ M01. Bi01., V01.10, P.514-520 1994
41
48 Involvement of apamin-sensitive K+ channels in antigen-i11duced spasm of
gulnea-pig isolated trad〕ea
H. Yamauchi, M. Mi111'a, M.1Chinose, J.1SI〕ikawa, N. Nakajima, M
Tomaki, H.1noue, K. Maeyama, T, walanabe, K. shirato
Br. J. pharmac01., V01.112, P.958-962 1994
49 GIucocorticoids suppressed production and gene expression of interleukln-5
by periphera] blood mononuclcar ce11S in atopic patients and nom〕al subjects
H. okayama, T. FUSI〕imi, S. shimura, H. sasald, K. shirato
J. ALLERGY CLIN.1MMUNOL., VO】.93, P.1006-1012 1994
50 In vivo release of glutamate in nudeus tradus solitarii of the rat during
h}やOxia
A. Mizusawa, H. ogawa, Y.1くi】くUchi, W. Hida, H.1くUrosawa, S. okabe, T
Takishima, K. shirato
JOLⅡ'nal of physi010gy (London), V01.478, NO.1, P.55-66 1994
4 2
5 1
E 丘 e c t  o f  a n  o r a l  g o l d  c o m p o u n d ,  a u r a n o f i n ,  o n  n o n - s p e c i f i c  b r o n c h i a l  h y p e r ・
r e s p o n s i v e n e s s  i n  m i l d
M . 1 ・ { o n n 〕 a ,  G .  T a m u r a ,  K .  S I 〕 i r a l o ,  T .  T a l d s h i m a
T h o r a x ,  V 0 1 . 4 9 ,  P . 6 4 9 - 6 5 1  1 9 9 4
5 2
P a ・ t u s s i s  T o x i n - s e n s i t i v e  G  p r o t e i n  m e d i a t e s  c o r o n a r y  m i c r o v a s c u l a r  c o n t r 0 1
d u r i n g  a u t 仇 ' e g u ] a t i o n  a n d  i s c h e m i a  i n  c a n i n e  h e a r t
T .  K o m a r u ,  Y .  w a n g ,  K .  A k a i ,  K .  s a t o ,  N .  s e l く i g u d 〕 i ,  A .  s u g i m u r a ,  T
K u m a g a i ,  H .  K a n a t s u k a ,  K .  s h i r a t o
C i r c .  R e s . ,  V 0 1 . 7 5 ,  P . 5 5 6 - 5 6 6  1 9 9 4
5 3
E 丘 e c t  o f  u n Ⅱ a t e r a l  p h r e n i c  n e r v e  d e n e r v a t i o n  o n  d i a p h r a g m  c o n t r a c t 1 Ⅵ t y  Ⅱ ]
r a t
C .  S I 〕 i n d o h ,  W .  H i d a ,  H .  K u r o s a w a ,  S .  E b i h a r a ,  Y . 1 く i R U C I 〕 i ,  T .  T a ] d s h l n 〕 a ,
K .  s h i r a t o
T o h o k u  J .  E X P .  M e d . ,  V 0 1 , 1 7 3 ,  P . 2 9 1 - 3 0 2  1 9 9 4
5 4
T a c h y ] d n i n s  i n d u c e  a  〔 c a 2 + ] i  r i s e  i n  t l 〕 e  a d n a r  c e Ⅱ S  o f  f e l i n e  t r a c l ] e a l  S 1 1 b ・
m u c o s a l  g l a n d
M .  N a g a l d ,  H . 1 S h i h a r a ,  S .  s h i m l u ' a ,  T .  s a s a l d ,  T .  T a k i s h l m a ,  K ,  S 1 1 i r a 加
R e s p i r a t i o n  p h y s i o ] o g y ,  V 0 1 . 9 8 ,  P . 1 1 1 - 1 2 0  1 9 9 4
5 5
A n t i g e n - i n d u c e d  a i r w a y  r e s p o n s e s  a r e  i n h i b i t e d  b y  a  p o t a s s i u m  c ] ] a n n e l
O p e n e t
M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  T .  T a k a h a s h i ,  H .  Y a m a u d l i ,  N .  N a l く a j i m a ,  A
I g a r a s h i ,  J . 1 S h i l く a w a ,  H . 1 n o u e ,  K .  M a e y a m a ,  T .  X N a t a n a b e ,  T .  T a l d s ] ] i ・
m a ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r  c r i t  c a r e  M e d . ,  V 0 1 . 1 5 0 ,  P . 3 8 8 - 3 9 3  1 9 9 4
5 6
E x t r a c e Ⅱ U ] a r  A T p  r e g u l a t i o n  o f  f e l i n e  t r a c h e a l  s u b m u c o s a l  g l a n d  s e c r e t i o n
S .  s h i m u r a ,  T .  s a s a l d ,  M .  N a g a l d ,  T .  T a k i s h i m a ,  K .  S I 〕 h ' a t o
A m .  J . ,  P . 1 1 y s i 0 1 . ,  V O ] . 2 6 7 ,  L 1 5 9 - 1 6 4  1 9 9 4
5 7 S l r u d u r e  a n d  f u n c t i o n  o f  h u m a n  h i s t a m i n e  N - m e t h y t r a n s f e r a s e :  C T i 6 C a l  e n ・
Z y m e  m e t a b o ] i s m  m  h i s t a m i n e  m e t a b 0 Ⅱ S l n  a i r w a y
K .  Y a m a u c h i ,  K .  s e k i z a w a ,  H .  s u s u l d ,  H .  N a k a z a w a ,  K .  K a t a y o s e ,  H
O h t s u ,  G .  T a m u r a ,  S .  s h i b a l 〕 a r a ,  M .  T a k e n 〕 u r a ,  K .  M a e y a m a ,  T
W a t a n a b e ,  H .  s a s a k i ,  K .  S I ] i r a t o ,  T .  T a l d S 1 1 i m a
A m .  J .  p h y s i 0 1 . ,  V 0 1 . 2 6 7 ,  L 3 4 2 - 3 4 9  1 9 9 4
5 8
E 丘 e c t s  o f  t r a d i t i o n a 1 1 〕 e r b a l  m e d i c i n e  a n d  a n t i - a Ⅱ e r g i c  a g e n t s  o n  c e Ⅱ  g r o w t h
a n d  h i s t a m i n e  c o n t e n t i n  h u m a n  b a s o p l 〕 i l i c  l e u I く e m l a  c e ] 1  Ⅱ n e  K U  8 1 2 F
Y .  T a n n o ,  Z ,  D a n ,  K .  s h i r a t o
J 0 山 ・ n a l  o f  T r a d i t i o n a ]  M e d i c i n e ,  V 0 1 . 1 1 ,  P . 9 5 - 9 9  1 9 9 4
59 Upper alrway musde activity during REM and Non-REM sleep of patients
With obstructive apnea
S. okabe, W. Hida, Y.1くikuchi,0. Taguc]〕i, T. Takishima, K. shirato
Chest, V01.106, P.767ーフ73 1994
Accumulation of basophils and 壮〕eir chen〕otactic activity 血 the airways during
natural ah'way narrowi11g in asthmatic individuals
N. Maruyan〕a, G. Tamura, T. Aizawa, T.01〕1'ui, S. S]〕imura, K. shirato,
T. Takishin松
Am. J. Respir. crit. cal'e Med., V01.150, P.1086-1093 1994
E丘ects of an ATp sensitive potassium cl〕annel opener,1evcromakalim, on co、
ronary al'terial microvessels in ale beating canine heart
K. sato, H. Kanatsuka, N. seldgud〕i, K. Akai, Y. wang, A. sugimura, T
Kumagai, T. Kolnuru, K. shirato
Cardiovascular Researcl〕, VO].28, P.1780-1786 1994
Potassium channel opener, YM 934, inhibits neurogenic p]aslna ]eakage in
gulnea plg alrways
J.1Shil{awa, M.1d〕inose, N' Na]くajima, T. Takahashi, H. Yamauchi, M
Miura, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care Med., V01.150, P.1379-1383 1994
E丘ects of 皿'ostaglandin E2 inhalation on hypercapnic response in normal
Subjects
J. Midorikawa, Y.1くikud〕i,0. Taguchi, W. Hida, S. okabe, T. Takishima,
K. shirato
Am. J. Respir. crit. care Med., VO].150, P.1592-1597 1994
Bronchoalveolar lavage as a possible cause of acute exacerbation in idiopau〕ic
Pulmonary fibrosis patients
N. Hiwatari, S. shimura, T. Takishin)a,1<. shirato
T01〕0]くU J. EXP. Med., V01.174, NO.4, P.379-386 1994
1995年
Role of hypoxia on incTeased blood pressure in patients with obsh'11Ctive sleep
apnoea
S. okal〕e, W. Hida, Y.1くilくUd]i,0. Taguchi, H. ogawa, A. Mizusawa, H
Mild, K. shirato
Thorax, VO].50, P.28-34 1995
Isoproterenol augments ATP-evoked cl- secretion across canine tracheal
epithelium
M. satoh, M. Yamaya, S. shin)ura, T. Masuda, M. Yamamoto, T. sasaki,
H. sasaki, K. SI〕irato











E 丘 e c t  o f  i n t r a m e d U 1 1 a T y  p r o c a i n e  i n j e c t i o n  o n  h 、 a c h e a l t o n e  a n d  p h l ' e n i c  n e 1 1 ・
r o g t a r n
S . 0 1 く a b e ,  W ,  H i d a ,  T .  c h o n a n ,  T . 1 乞 U m i y a m a ,  Y .  K i k u c h i ,  T .  T a l d s l 〕 i m a ,
K .  s h i r a t o
R e s p i r a t i o n  p h y s i 0 1 0 g y ,  V 0 1 . 9 9 ,  P . 8 9 - 9 6  1 9 9 5
6 8
L o c a l i z a t i o n  o f  h i s t a m i n e  N -  m e t h y l t r a n s f e r a s e  m e s s e n g e r  R N A  i n  h u m a n
n a s a l  n 〕 u c o s a
M . 0 ] く a y a m a ,  K .  Y a m a u c l 〕 i , 1 < .  s e ] d z a w a ,  H .  o k a y a m a ,  H .  s a s a ] く i ,  N . 1 n ・
a m u r a ,  K .  M a e y a m a ,  T .  w a t a n a b e ,  T .  T a k i s h 】 m a ,  K .  s h h 、 a t o
J .  A L L E R G Y  C L I N . 1 M M U N O L . ,  V 0 1 . 9 5 ,  P . 9 6 - 1 0 2  1 9 9 5
6 9
I n  s i t u  E x p r e s s i o n  o f  t h e  c e Ⅱ  A d h e s i o n  M o l e c u l e s  i n  B r o n c h i a l  T i s s u s  f r o m
A s t l u n a 6 C s  w i t h  A i r  F I O W  L i m i t a t i o n : 1 n  v i v o  E v i d e n c e  o f  v c A M - 1 / V L A - 4
I n t e r a c t i o n  i n  s e l e c t i v e  E o s i n o p h i 1  1 n f i l t r a t i o n
Y .  o h k a w a r a ,  K .  Y a m a u c h i ,  N .  M a r u y a m a ,  H .  H o s h i , 1 .  o h n o ,  M .  H o n m a ,
Y .  T a n n o ,  G .  T a m u l ' a ,  K .  S I ] i r a t o ,  H .  o h t a n i
A m .  J .  R e s p i r .  c e 1 1 M 0 1 .  B i 0 1 . ,  V 0 1 . 1 2 ,  P . 4 - 1 2  1 9 9 5
7 0
Q u a n t i t a t i v e  D o u b l e - T r a c e r  A u t m ' a d i o g r a p h y  w i t h  T r i t i u m  a n d  c a r b o n - 1 4
U s i n g  l m a g i n g  p l a t e s :  A p p l i c a t i o n  加  M y o c a r d i a l  M e t a b o l i c  s t u d i e s  i n  R a t s
Y .  Y a m a n e ,  N . 1 S h i d e ,  Y . 1 く a g a y a ,  D .  T a k e y a m a ,  N .  s h i b a ,  M .  c h i d a ,  Y
S e k i g u c h i ,  T .  N o z a l d ,  T . 1 d a ,  K .  S I 〕 i r a t o
T h e  J o u m a l  o f  N u c l e a r  M e d i c i n e ,  V 0 1 . 3 6 ,  N O . 3 ,  P . 5 1 8 - 5 2 4  1 9 9 5
7 1
H y p o g l o s s a l  N e r v e  s t i m u l a t i o n  A 丘 e c t s  t h e  p r e s S 磁 ' e - V O ] u m e  B e h a v i o r  o f  u ] e
U p p e r  A i r w a y
W .  H i d a ,  H .  K u r o s a w a ,  S .  o k a b e ,  Y .  K i k u c l 〕 i ,  J .  M i d o r i k a w a ,  Y .  c h u n g ,
T .  T a k i s l ] i m a ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r .  c r i t .  c a r e  M e d . ,  V 0 1 . 1 5 1 ,  P . 4 5 5 - 4 6 0  1 9 9 5
7 2
E l e v a t e d  s u b s t a n c e ,  P .  c o n t e n t i n  l n d u c e d  s p u t u m  f r o m  p a t i e n t s  w i t h  A s t 1 1 m a
a n d  p a t i e n t s  w i t h  c h r o n i c  B r o n c h i t i s
M .  T o l n a k i ,  M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  Y .  H i r a y a m a ,  H .  Y a m a u c h i ,  N
N a k a J l m a ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r ,  c r i t .  c a r e  M e d . ,  V 0 1 . 1 5 1 ,  P . 6 1 3 - 6 1 7  1 9 9 5
7 3
P o t e n t i a l  r o l e  o f  i n t e r l e u k i n - 1  i n  a 1 1 e r g e n - i n d u c e d  l a t e  a s t h m a t i c  r e a c t i 0 1 〕 s  m
g u i n e a  p i g s :  s u p p r e s s i v e  e H e d  o f  i n t e r ] e u k i n - 1  r e c e p t o r  a n t a g o n i s t  o n  l a t e
a s t h m a t i c  r e a c t i o n
S .  o k a b e ,  H . 1 n o u e , 1 < .  Y a m a u c h i ,  H . 1 i j i m a ,  Y .  o h k a w a r a ,  T .  T a k i s h ] m a ,
K .  s h i r a t o
J .  A L L E R G Y .  C L I N . 1 M M U N O L . ,  V 0 1 . 9 5 ,  P . 1 2 3 6 - 1 2 4 5  1 9 9 5
74 Chronic a11ergen exposure en]〕ances cholinergic neuro transmission in sensi・
tized guinea-pigs
N. Kageyalna, A.1garashi, M.1Chinose, M. Miura, H. Yamaudli, NI
Ton〕ald, J.1Shikawa, Y. sasald, K. SI〕i丁ato
Eur. Respir. J., V01.8, P.752-754 1995
Eosinopl〕il peneh'ation through cultured human airway epithe]ia] ceⅡ]ayer
T. Masuda, M. Yan】aya, S. shimura, H. Hoshi, H. sasalくi, K. shirato
Am. J. Respir. ce11 M01. Bi01., V01.12, P.633-641 1995
Nitric oxide as a relrograde messenga' in the nucleus tractus solitarii of rats
dur]ng hypoxia
H. oga、va, A. Mizusawa, Y.1くikuchi, W. Hida, H. Miki, K. shirato
Journalof physi010gy, V01.486, NO.2, P.495-504 1995
IL-5,1L-8 and GM-CSF immunostaining ofsputum ceⅡS in bronchialasthma
and chronlc broncl〕itis
H. Hoshi,1. ohno, M. Honma, Y. Tanno, K、 Yamauchi, G. Tamura, K
Sh辻ato
Clinicaland ExperimentalA11ergy, V01.25, P.720-728 1995
Submentalstimulation and supraglouic resistance during mouth breathing
NV. Hida, S. okabe, H. Mild, Y. Kikudli, H. Kurosawa, T. Takishima, K
Shlrato
Respiration physi010gy, V01.101, P.79-85 1995
Gramicidin-pa'forated patch recording : GABA response in mammalian neu・
rones lvith inねCt inれ'acCⅡUlar chlonde
S. EI〕ihara, K. SI]irato, N. Harata, N. Akai1ζe
]ourna] of p]】ysi010gy, V01.484, NO.1, P.フフ-86 1995
Vasodilatory E丘ect of Nicorandil on coronary A此erial Microvessels:{ts De
Pendency on vesselsize and a〕e 11Wolvement otthe ATP-sensitive potassium
Channels
K. Akai, Y. wang lく. sato, N. sekiguchi, A. sugimura, T. Kumagai, T
Komaru, H.1くanatsuka, K. shirato
Journalo{ car(1iovascU1そW pharmac010gy, V01.26, P.541-547 1995
Significance of the Right ventTicular R'ee N入laⅡ in Dogs with and without
PU11nonary constr]ction
1<. Munakata, K. shirato,1<.1Shikawa, M. sakuma, M. Kanazawa, T
Hal〕eda, T. Takishilna











I n c r e a s e d  R e g i 0 1 〕 a l  s y s t o l i c  M y o c a r d i a l  s t i 丘 n e s s  o f  杜 〕 e  L e f t  v e n t r i c l e  d u r i n g
C o r o n ω ・ y  A r t e r y  o c d u s i o n  i n  a  D o g :  A n a l y s i s  o f t h e  F i n i t e  E l e m e n t  M o d e l
H .  H o n d a ,  J .  T a n i ,  T .  M i y a z a k i ,  Y . 1 く o i w a ,  T .  T a k i s h i l n a ,  K .  s h i r a t o
T o h o k u  J .  E X P .  M e d . ,  V 0 1 . 1 7 フ ,  P . 1 2 5 - 1 3 7  1 9 9 5
8 3
N i t T i c  o x i d e  r e g u ] a t i o n  o f  g l y c o c o n j 1 蠣 a t e  s e c r e t i o n  f r o m  f e l i n e  a n d  h u m a n
a l r w a y s  l n  Ⅵ t r o
M .  N 2 g a k i ,  S .  s h i m u t a ,  T .  h ' o k a w a ,  T .  s a s a l く i ,  K .  s h i r a t o
R e s p i r a t i o n  p h y s i 0 1 0 g y ,  V 0 1 . 1 0 2 ,  P . 8 9 - 9 5  1 9 9 5
8 4
T N F - a  m R N A  E x p r e s s i o n  i n  D i a p h r a g m  M u s d e  a 丘 e r  E n d 0 1 0 x i n  A d m i n i s 、
t r a t l o n
C .  s h i n d o h ,  W .  H i d a ,  Y .  o h R a w a r a ,  K .  Y a m a u c h i , 1 ,  o h n o ,  T .  T a k i s h l m a ,
K .  S I 〕 i r a t o
A m .  J .  R e s l 〕 i r .  c r i t .  c a r e  M e d . ,  V O ] . 1 5 2 ,  P . 1 6 9 0 - 1 6 9 6  1 9 9 5
8 5
A Ⅱ e g i c  a i r w a y  Y e s p o n s e  a n d ,  P . 0 ね S s i u m  c h a n n e l s :  h i s t a m i n e  r e l e a s e  a n d  a i r ・
W a y  i n a a m m a t i o n
M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u T a ,  T .  T a k a h a s h i ,  H .  Y a m a u c h i ,  N .  K a g e y a m a ,  M
T o m a l d ,  N .  E n d o h ,  E .  s a k u r a i ,  T . 工 入 7 a 仏 n a b e ,  K .  s h l r a t o
M e t h .  F i n d  E X P .  c l i n .  p h a r m a c 0 1 . 1 7 ( C ) : 3 6 - 3 9  1 9 9 5
8 6
R o l e  o f  t h e  p a r a b r a c h i a l  n u d e u s  i n  v e n t i l a t m ' y  r e s p o n s e s  o f  a w a 1 ζ e  r a t s
A .  M i z u s a w a ,  H .  o g a w a ,  Y .  K i k u c h i ,  W .  H i d a ,  K .  s h i r a t o
J o u r n a l  o f  p h y s i 0 1 0 g y ,  V 0 1 . 4 8 9 ,  P . 8 7 フ - 8 8 4  1 9 9 5
8 7
E 丘 e c t  o f  s a i b o k u - t o  ( c h a i - P U - T a n g ) ,  a  t r a d i t i o n a 1 1 ] a ' b a l  m e d i d n e ,  o n  t h e
e x p t e s s i o n  o f  t u m o t  n e c r o s i s  f a c t o r  d u r i n g  l a l e  a s t l 〕 m a t i c  r e s p o n s e  l n  g u l n e a -
P l g s
Y .  T a n n o ,  D .  z h u ,  K .  M a e d a ,  H . 1 i j i m a , 1 .  o h n o ,  L . H .  p a n ,  H .  o h t a n l ,  H
N a g u r a ,  K .  s h i r a t o
I n t .  J . 1 m m u n o p h a r m a c 0 1 . ,  V O ] . 1 7 ,  P . 9 2 3 - 9 3 0  1 9 9 5
E o s i n o p h Ⅱ S  a s  a  p o t e n t i a l  S 飢 l r c e  o f  p l a t e l e t - d e r i v e d  g r o w t h  f a d o r  B - c h a i n
( P D G F - B )  i n  n a s a l  p o ] y p o s i s  a n d  b r o n c h i a l  a s t h m a
1 .  o h n o ,  Y .  N i t t a ,  K .  Y a m a u c h i ,  H .  H O S I 〕 i ,  M .  H o n m a ,  K .  w o o l e y ,  P
0 ' B y r n e ,  J .  D 0 1 0 v i c h ,  M .  J o r d a n a ,  G .  T a m 1 Ⅱ ' a ,  Y .  T a n n o ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r .  c e 1 1 M 0 1 .  B i 0 1 . ,  V O ] . 1 3 ,  P . 6 3 9 - 6 4 7  1 9 9 5
8 8
8 9
H e a t t  R a t e  v a r i a b i l i t y  a n d  H a n d  v a s c u l a r  R e s i s t a n c e  x V 北 h  L o w e r  B o d y
N e g a t i v e  P ル S S 山 ' e  i n  p a t i e n t s  w i t h  c o n g e s t i v e  H e a r l  F a i l u r e
Y .  K o s e k i ,  K .  s a l く U r a i ,  J . 1 k e d a ,  T .  T a s h i l n a ,  J .  K o y a m a ,  Y .  K o n n o ,  K
S h i r a t o
T h e r .  R e s . ,  V 0 1 . 1 6 ,  P . 2 8 5 2 - 2 8 5 5  1 9 9 5
90 Role of {1〕e parabrad〕ial n11deus in ventilatory Nsponses of awake rals
A. Mizusawa, H. ogawa, Y. KilくUchi, W. Hida, K. SI〕irato
J. physi01. London, V01.489, P.87フ-884 1995
91
1996年
n'ecm'dial or Epicardia11nput o{ phase-con廿0Ⅱed Minute vibration: E丘ed
On coronary FIOW Rate in Regiona11SCI〕emia
Y. Koiwa, H. Honda, T. Naya,1<. shirato
Diastolic vibration and coronal'y FIOW Rate, P.117-130 1996
92 Nitrogen Dioxide Exposure lncreases Airway conh'actile Response to Hista・
mine by Decreasing Histaminc N-Melhyltransferase Activity in Guinea P喰S
H. Hoshi, K. Yan〕audli, K. seldzawa, Y. ohkawara, H.1ijima, E. sakurai,
K. Maeda, S. okinaga,1. ohno, M. Honma, G. Tamura, Y、 Tanno, T
Watanal〕e, H. sasalくi, K. S】]irato
Am. J. Respir. ce11M01. Bi01., V01.14, P.76-83 1996
93 Coronary Angioplasty Ameliorates Hypopa'fusion-1nduced EndotheⅡal Dys・
Iunction in patients with stable Angina pectoris
T. Komaru, S.1Soyama, N. se]dgudli,1<. Akai, N. shiba, S. Yasuda, M
Funakosl〕i, K. shirato, M. zuguchi, E. Noza]d,0. Nishioka, K. Tan〕ald
J. Am. C011, cardio]., VO].27, NO.1, P.30-37 1996
94
47
Morpho]ogic Aspects of Airways of patients with puln]on雛'y Emphysema
F0ⅡOwed by BronchialAslhma-1ike Attack
M. Haraguchi, S. SI〕imura,1<. shirato
AM. J. RESPΠて. CRIT. CARE. MED., V01,153, P.638-643 1996
95 A Neur01くinin l-Receptor Antagonist lmproves Exercise-induced Airway
Narrowing in Asthmatic palients
M.1Chinose, M. Miura, H. Yamauchi, N.1くageyama, M. Toma]d, T
Oyake, Y. ohuchi, W. Hida, H. Miki, G. Tamura, K. shirato
AM. J. RESPIR. CRIT, CARE MED., VO].153, P.936-941 1996
96 T]〕e Role olEXれ'aceⅡUlar cations in u〕e Development of Myogenic c0しaraction
il〕 1Solated Rat sma11 Arteries
J. X入latanabe, S. Horiguchi, M. Keitoku, A.1くaribe, M. Takeuc]1i, S
Suzuld, S. satoh, K. S11irato
Japanese circulation J飢lrnal, V01.60, NO.4, P.239-246 1996
97 Invo]vement o{ endogenous tac]〕y]dnins in LTD4-1nduced alrway responses
J.1S11ikawa, M.1d〕inose, M. Miura, N. Kageyama, H. Yamauchi, M
Tomald, Y. sasaki, K. shirato
Eur. Respir. J., NO.9, P.486-492 1996
4 8
9 8
T h e o r e t i c a 1  れ ' e a l m e n t  o f  s t r l a t e d  m u s d e :  D y n a m i c  e x t e n s i o n  o f  { o u r - s t a t e
m o d e ]
H .  H o n d a ,  Y . 1 く o l w a , 1 < .  s h h ' a t o
H e a l ' t  v e s s e l s ,  V 0 1 . 1 1 ,  P . 4 4 - 5 3  1 9 9 6
9 9
E 仟 e c t s  o f  s p o n t a n e o u s  m y o c a r d i a l  o s c i 1 1 a t i o n  o n  c a r d i a c  f u n c t i o n :  d i r e c t  o b ・
S a ' v a t i o n  o f  t h e  e p i c a r d i a l  f l u o r e s c e n c e  i m a g e  i n  c a l c i u m  o v e r l o a d e d  i s o l a t e d
1 〕 a m s t e 丁  h e a r t s
T .  s h i n o z a ] d ,  N . 1 S I 〕 i d e ,  M .  s a t 0 1 〕 ,  K .  s h i r a l o
C a r d i o v a s c u l a r  R e s e m 、 C I 〕 ,  V 0 1 . 3 1 ,  P . 7 8 4 - 7 9 2  1 9 9 6
B r a d y ] d n i n  r e g u l a l i o n  o f  a i r w a y  s u b m u c o s a l  g l a n d  s e c r e t i o n :  t o l e  o f  l 〕 r a d y l d ・
n i n  r e c e p t 0 1 '  s u b t y p e
M .  N a g a l d ,  S .  S ] 1 i m u r a ,  T . 1 r o k a w a ,  T .  s a s a l d ,  T .  o s h i r o ,  M .  N a T a ,  Y
K a k u l a ,  K .  s h i r a t o
A n ] .  J .  p h y s i 0 1 . ,  V O ] . 2 7 0 ,  L 9 0 7 - 9 1 3  1 9 9 6
T h e  1 Ⅱ C i d e n c e  o {  R e s p i r a t o r y  T r a d  p a t h o g e n s  a n d  A n t i m i m ' o b i a l  s u s c e p l i b Ⅱ ・
i t i e s  o f  s t r e p t o c o c c u s  p n e u m o n i a e ,  H a e m o p h i l u s  i n a u e n z a e  a n d  M の ' a x e 1 1 a
( B r a n h a m e Ⅱ a )  c a t a r r h a l i s  l s o ] a t e d  b e t w e e n  1 9 9 0  a n d  1 9 9 3
1 < .  N i s h i o k a ,  H .  o g i w a Y a , 1 .  o h n o ,  Y .  T a n n o , 1 < .  s h Ⅱ " a t o




N - A c e t y c y s t e i n e  l n h i b i t s  L O S S  O {  D i a p l 〕 r a g m  F u n c t i o n  i n  s t r e p t o z o t o c i n -
t r e a t c d  R a t s
W .  H i d a ,  C .  s h i n d o h ,  J .  s a t o h ,  M .  s a g ι Ⅱ ' a ,  Y .  K i l く L l c h i ,  T .  T o y o t a ,  K
S h i r a l o
A M .  J .  R E S P I R .  C R I T .  C A R E  M E D . ,  V 0 1 . 1 5 3 ,  P . 1 8 7 5 - 1 8 7 6  1 9 9 6
1 0 3
E x p r e s s i o n  o f  H e m e  o x y g e n a s e  a n d  l n d u c i l 〕 1 e  N i t r i c  o x i d e  s y n l h a s e  m R N A  i Ⅱ
H u m a n  B r a i n  T u m o r s
E .  H a r a ,  K .  T a k a 1 1 a s h i , ' r .  T o m i n a g a ,  T .  K u m a b e ,  T . 1 く a y a m a ,  H .  S U Z U I < 1 ,
H .  F u j i 捻 ,  T .  Y o s h i m o t o ,  K .  s h i r a l o ,  S .  S I ) i b a ] 〕 a r a
B I O C H E M I C A L  A N D  B I ( ) P H Y S I C A L  R E S E A R C H  C O M M U N I C A ・
T I O N S ,  V 0 1 . 2 2 4 ,  N O . 1 ,  P . 1 5 3 - 1 5 8  1 9 9 6
E n d o g e n o u s  n i t l i c  o x i d e  m o d H l e s  a n t i g e n - i n d u c e d  m i c r o v a s c u l a r  l e a l く a g c  ] n
S e n s i t i z e d  g u i n e a  p } g  a l r w a y s
M .  M i 1 Ⅱ , a ,  M . 1 C h i n o s e ,  N .  K a g e y a m a ,  M 、 丁 o m a l d , ' f .  T a k a h a s l ] i ,  J
I s h i k a w a ,  Y .  o h u c ] 1 i ,  T .  o y a l く e , 0 .  E n d o h ,  K .  s h i r a t o
J .  A 1 1 e r g y  c l i n . 1 m m u n 0 1 . ,  V 0 1 . 9 8 ,  P . 1 4 4 - 1 5 1  1 9 9 6
R e p e a t c d  a Ⅱ e r g e n  e x p o s u t e  e n ] 1 a n c e s  e x c i t a t o r y  n o n a d t e n e r g i c  n o n c h o l i n e r g i c
n a ・ v e - m e d i a t e d  b 】 ' o n c h o c o n s b ' 1 C t i o n  i n  s e n s i t i z e d  g u i n e a - p i g s
N .  K a g e y a m a ,  M . 1 d 〕 i n o s e ,  A . 1 g a r a s h i ,  N I '  M i u r a ,  H .  Y a n 〕 a u c h i ,  Y
S a s a l d ,  J . 1 S h i ] く a w a ,  M .  T o m a k i ,  K .  S I 〕 i T 且 加
E u r .  R e s l 〕 i r .  J . ,  V 0 1 . 9 ,  P . 1 4 3 9 - 1 4 4 4  1 9 9 6
1 0 4
1 0 5
106Angiotensin converting enzyme (ACE) inhibitor-induced cougl〕 and sub・
Stance p
M. Ton〕aki, M.1Chinose, M. Miura, Y. Hirayan〕a, N. Kageyama, H
Yan〕auchi, K, shh'ato
T]10rax, VO】.51, P.199-201 1996
107Continuily of aiTway g01〕1et ceⅡS and inh、aluminal mucus in tl〕e airways of
Patialts with broncl〕ial astl〕n〕a
S. shimura, Y. Andoh, M. Haraguchi, K. shirato
Eur. Respir. J., V01.9, P.1395-1401 1996
108The e丘ed of diastolic vibration on u〕e relaxation ol rat papiⅡary musc]e
P.M.L. Janssen, H. Honda, Y. Koiwa, K. shiTato
CardiovascularResearch, V01.32, P344-350 1996
109Iransf01、ming GroW壮〕 Fador β1 (TGF β1) cene Expression by Eosinophils in
Aslhmatic Airway lnflammation
1. ohno, Y. Nitta, K. Yamauchi, H. Hoshi, M. Honma, K. WO0]1ey, P
0'Byfne, G. TanlLlra, M. Jordana,1<. shirato
Am. J. Respir. cel] M01. Bi01., V01.15, P.404-409 1996
110Eoshinophil Adhesion to cu]tured Airway Epitl]eⅡal ceⅡS from Guinea pig
Lun宮S
T. Masuda, S. shimura, N. Nlaruyama, M. Nara, K. shil'ato
Respiralion, V01.63, P358-362 1996
四
111Diffuse Alveolar Henlorrhage caused by l"ung Metastasis of ovarian An・
glosarcon〕a
M. NaTa, T. sasald, S. shimura, M. Yamamoto, T. OSI〕iro, Y. Kaiwa, Y
Kurosawa, F. Tezuka, K. shirato
InternalMedicine, V0135, P.653-656 1996
112Hislidine Decarboxy]ase Expression in Mouse Mast ceⅡ Line P8151S lnduced
by Mouse peritoneal cavity lncubation
H. ohtsu, A, Kuramasu, S. suzuki,1<.1garasl]i, Y.01〕uchi, M. sato, S
Tanaka, S. NaRagawa, K. shirato, M. Yaman〕010, A.1Chi]くawa, T
Watal〕a]〕e
The Joumal of Bi010gical chelnistry, V01.271, NO.45, P.28439-28444
1996
113Incubation wit】1 1gE 111仇'eases cholinel、gic Neurotranslnission in Human Air・
Ways ln vitro
M.1d〕inose, M. Mi1Ⅱ'a, M.1'omald, T. oyake, N.1くageyama, Y.1Rarashi,
Y. Maruyama, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care Med., V01.154, P.1272-1276 1996
5 0
1 1 4
C 0 2  r e s p o n s e  f m '  t h e  b l 、 a i n  s t e l n  a r t a ' y  b l o o d  a o w  v e l o c i t y  i n  m a n
W .  H i d a ,  Y . 1 く i l く U c h i ,  S .  o k a b e ,  H .  M Ⅱ d ,  H . 1 く U r o s a w a , 1 < .  s h i r a t o
R e s p i r a t i o n  p h y s i 0 1 0 g y , 1 0 4 :  P . 7 1 - 7 5  1 9 9 6
1 1 5
1 9 9 7 年
D e x a m e t h a s o n e  s u p r e s s e d  g e n e  e x p r e s s i o n  a n d  p T o d u c t i o n  o f  i n t e r l e u k i n - 1 0
b y  h u m a n  p e n p h e r a l  b l o o d  m o n 0 1 1 U c l c a r  c e Ⅱ S  a n d  n ] o n o c y t e s
T .  F u s h i m i ,  H .  o k a y a m a ,  T .  s e ] d ,  S .  s h i m u r a , 1 < .  s h h ' a t o
I n t .  A r c h  A 1 1 e r g y  l m m u n 0 1 . , 1 1 2 :  P . 1 3 - 1 8  1 9 9 7
1 1 6
M e c h a n i s m s  o f  c o r o n a l ' y  m i c r o v a s c u l a r  d i l a l i o n  i n d u c e d  b y  d ] e  a c t i v a t i o n  o f
P a ' t u s s i s  t o x i n - s e n s i t l v e  G  p r o t e i n s  a r e  v e s s e ] - s i z e  d e p e n d e n t :  h e t e r o g e n e o u s
i n v o l v a 〕 ] e n t  o f  n i t r i c  o x i d e  p a t h w a y  a n d  A T P - s e n s i t i v e  K 十  C h a n n e l s
T .  K o n l a r u ,  T .  T a n i k a w a ,  A .  s u g i m u r a ,  T .  K u m a g a i ,  K .  s a t o ,  H . 1 く a n a t ・
S U I く a ,  K .  S ] ] i r a t o
C i r c .  R e s . 8 0 :  P 、 1 - 1 0  1 9 9 7
1 1 7
R o l e  o f  e n d o g e n o u s  n i t r i c  o x i d e  i n  a i t w a y  n 】 i c r o v a s c u l a r  l e a ] く a g e  i n d u c e d  b y
i n 丑 a m m a t o r y  m e d i a t o r s
N .  K a g e y a m a ,  M .  M i 山 ・ a ,  M . 1 d ] i n o s e ,  Y .  o h u c l 】 i ,  N .  E n d o h ,  K .  S I 〕 h 、 a t o
E u r .  R e s p i r .  J . 1 0 :  P . 1 3 - 1 9  1 9 9 7
1 1 8
L a c 】 く  o f  v e n t i l a t o r y  t ] 1 r e s l ] o l d  ] n  p a t i e n t s  w i t h  d ] r o n i c  o b s l r u C Ⅱ V e  p u l m o n a r y
d i s e a s e
J .  N l i d o r i k a w a ,  W .  H i d a , 0 .  T a g u c l ] i ,  S .  o k a b e ,  H . 1 く U r o s a w a ,  A
M i z u s a w a ,  H .  o g a w a ,  S .  E b i l 〕 a r a ,  Y . 1 く i k u C 1 1 i ,  K .  S 1 1 i r a t o
R e s p i r a t i o n  6 4 :  P . 7 6 - 8 0  1 9 9 7
1 1 9
R o l e  o f  c y t o s o l i c  c a 2 +  a n d  p r o t e i n  k i n a s e  c  i n  d e v e l o p i n g  m y o g e n l c  c o n t r a c ・
t i o n  i n  i s o l a l e d  r a t  s m a 1 1  a r t e n e s
A . 1 く a r i b e ,  J . 叉 入 l a t a n a 】 〕 e ,  S .  H o r i g u c h i ,  M .  T a k e u c l 〕 i ,  S .  s u z u l d ,  T
F u s h i n 〕 i ,  H .  K a t o h ,  M .  K e i t o k u ,  S .  s a 加 h ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  P I 〕 y s i 0 1 . 2 7 2 :  P . H 1 1 6 5 - 1 1 7 2  1 9 9 7
1 2 0
H e t e r o g e n e i t y  o f  m y o c a r d i a l  a u o r o - 1 8  2 - d e o x y g l u c o s e  u p t a k c  i n  p a Ⅱ e Ⅱ t s
W i t 1 1  a p i c a l  h y p e r わ ' O P ] ] i c  c a r d i o l n y o p a t l 〕 y
N .  s h i b a ,  Y .  K a g a y a ,  N . 1 S I 〕 i d e ,  H .  o l a n i ,  D .  T a k c y a n 〕 a ,  Y .  Y a m a n e ,  M
C h i d a ,  J . 1 k e d a ,  T . 1 d o ,  K .  s h i r a t o
J a p a n .  c i r c .  J , 6 1 :  P . 2 2 3 - 2 3 0  1 9 9 7
1 2 1
S i g n a t u r e  c u r r e n t  o f  s 0 2 - i n d u c e d  b l ' o n c h i t i s  i n  r a b b i t
N . 1 W a s e ,  T .  s a s a l d ,  S .  s h i m u r a ,  T .  F U S I 〕 i m i ,  H .  o k a y a m a ,  H .  H o s h i ,  T
I r o k a w a ,  K .  s a s a m o r i ,  K .  T a k a h a s l 〕 i ,  K .  s h i r a t o
J .  c l i n . 1 n v e s t . 9 9 :  P . 1 6 5 1 - 1 6 6 1  1 9 9 7
122Significance ol e]evated Rroc0Ⅱagen一Ⅱ1-peptide and transfonning growth
factor-i3 1eve]s of bl'onchalveo]ar lavage auids from jdiopatl]ic pulmonaTy
fibrosis patients
N. Hiwatari, S. shimura, K. Yamauchi, M. Nara, W. Hida, K. shirato
Toh01くU J. EXP. Med.181: P.285-295 1997
123Patch-dalnp cl〕aracterization ol se仇'etory process in ]〕uman basophHS
T. oshiro, Y.1くakuta, N. Maruyama, T. Fushin)i, H. okayama, G
Tam、Ⅱ'a, S. SI〕imura, K. S]〕h'ato
Int. Arch AⅡa'gy lmlnun01.112: P336-340 1997
124FMLp actions and its binding sites in lsolated human coTonary arteries
M. Keitoku, M. Kohzuki, H. Katoh, M. Funakoshi, S. suzuld, M
Takeuchi, A. Karibe, S. HOTiguchi, J. watal]abe, S. satoh, M. Nose, K
Abe, K. SI〕Ⅱ・ato
J. M01. ceⅡ Cal'di01.29: P.881-894 1997
125AIP-induced cl- secretion with suppressed Na十 absorption in rabbit
tracheal epithe11Um
N.1Wase, T. sasald, S. SI〕in〕ura, M. Yaman〕oto, S. suzuki, K. shirato
Respir. physi01.107: P.173-180 1997
126RO]e of cyclic ADP-ribose in ATP-activaled potassium c{1rNnts in alveolar
macrophages
S. Ebihara, T. sasalくi, W. Hida, Y. Kikucl〕i, T. oshiro, S. shin〕1U'a, S
Takasalva, H. okamoto, A. Nishjyama, N. Akaike, K. shilato
J. Bi01. chem.272: P,16023-16029 1997
51
127Myocardial g]ucose meta】〕olism is dHferent betwecn hype[U'ophic
CaTdiomyopathy and hypa'1ensive l〕eal't disease associated with asymmetrlcal
Septal hyperh、ophy
N, S]1jba, Y. Kagaya, N.1Shi(1e, D.'rakayama, Y. Yamane, M. chida, H
Otani, T.1do, K. shira加
Tohoku J. EXP. Med.182: P.125-138 1997
128Im airment of neutal nitric oxide-mediated relaxation a丘er antigen cxposure
In gu]nea plg alrwayS Ⅱ〕 vltro
M. Miura, H. Yamauchi, M.1Chinose, Y. ohuchi, N. Kageyama, M
Tomald, N. Endoh, K. shira{0
Am. J. Respir. crit. cm'e Med.156: P.217-222 1997
129E[fect of dantrolene sodium on calcium-oveΥ10aded l〕eat
M. saloh, N.1S11ide, T. shinozald, Y. Kagaya, K. SI〕h・ato
Japan. circ. J.61: P.855-863 1997
5 2
1 3 0
S t i m u l a t e d  g l u c o s e  u p t a k e  i n  t h e  i s c h e m i c  b 飢 ' d e r  z o n e : 1 t s  d e p e n d e n c e  o n
g l u c o s e  u p t a k e  i n  t h c  n o r m a Ⅱ y  p e r f u s e d  a t e a
Y .  Y a m a n e ,  N . 1 S h i d e ,  Y .  K a g a y a ,  D .  T a k e y a m a ,  N .  s h i b a ,  M .  c h i d a ,  T
N o z a l d ,  T .  T a k a h a s l ] i ,  T . 1 d o ,  K .  s h i r a t o
J .  N u d .  M e d . 3 8 :  P . 1 5 1 5 - 1 5 2 1  1 9 9 7
工 Ⅱ
C D 4 4  e x p r e s s i o n  o n  b l o o d  e o s l n o p h i l s  i s  a  n o v e l  m a r k e r  o f  b r o n c h i a 1 1  a s t h m a
1 < .  s a n o ,  K .  Y a m a u d 〕 i ,  H .  H o s h i ,  M .  H o n m a ,  G .  T a n 〕 u r a ,  K .  s h i r a t o
I n t .  A r c h  A 1 1 e r g y  l m m u n 0 1 . 1 1 4  ( S U P P I . 1 ) :  P . 6 7 ー フ 1  1 9 9 7
1 3 2
S e r u m  s e c r e t o r y  l e u k o p T o t e a s e  i n l ] i b i t o r  l e v e l s  i n  c l 〕 1 、 o n ] c  b Y o n c h i t i s  a n d
S j ? g r e n ' s  s y n d r o m e
Y .  A n d o h ,  S .  S ] 〕 i m u r a ,  H .  s a i t o ,  T .  s a s a l d ,  H .  M i t s u h a s h i ,  K .  s h i r a t o
T o h o k u  J .  E X P .  M e d . 1 8 2 :  P . 3 1 9 - 3 2 5  1 9 9 7
1 3 3
I m p r o v e m e n t  o f  e x e r c i s e  p a ' { o n n a n c e  w i t l 〕  s h o r t - 1 e n n  n a s a l  c o n t i n u o u s
P o s i t i v e  a 廿 W a y  p r e s S 山 ' e  i n  p a t i e n t s  w i t h  o b s h 1 1 C t i v e  s l e e l 〕  a p n e a
0 .  T a g u c h i ,  W .  H i d a ,  S .  o k a b e ,  E .  E b i h a r a ,  H .  o g a w a ,  Y .  K i k u c h i ,  K
S h i r a t o
T 0 1 〕 o k u  J .  E X P .  M e d . 1 8 3 :  P . 4 5 - 5 3  1 9 9 7
1 3 4
T G F - i 3  i n d u c e d  b y  o r a l  t o l e r a n c e  a m e l i o r a t e s  e x p e r i m e n t a ]  t r a c h e a l  e o ・
S i 1 1 0 P I 〕 i l i a
1 < 、  H a 1 1 e d a ,  K .  s a n o ,  G .  T a n l u r a ,  T .  s a t o ,  S .  H a b u , 1 < .  S 1 1 1 r a t o
T h e  J o u r n a l o f l m m u n 0 1 0 g y , 1 5 9 :  P . 4 4 8 4 - 4 4 9 0  1 9 9 7
1 3 5
A n t i - a u 〕 e r o g e n i c i t y  ] n  w o m a n  d o e s  n o t  p r e v e n t  r e s t e n o s i s  a f t c r  b a 1 1 0 n  a n ・
g i o p l a s t y
T .  w a t a n a b e ,  S . 1 S o y a m a ,  A .  N a k a m u Y a ,  K .  s h i r a t o ,  H .  K u b o l a ,  N
S e R i g u c h i ,  F .  s a t o ,  A .  K a t 0 1 1 ,  K .  M u n a k a t a ,  M .  S U 部 ,  E .  N o z a l d , 0
N i s ] ] i o k a , 1 < .  T a m a ] d ,  K .  A k a i ,  T .  A k a i , 1 < .  Y o k o y a m a
H e a t  v e s s e l s , 1 2 :  P . 6 0 - 6 6  1 9 9 7
I M
E o s i n o p h i l s  a s  a  s 0 磁 ・ c e  o f  m a t r i x  m e t a Ⅱ 0 皿 ' o t e i n a s e - 9  i n  a s t h m a t i c  a i r w a y  i n ・
a a m m a 廿 o n
1 .  o h n o ,  H .  o h t a n i ,  Y .  N i l t a ,  J .  s u z u l d ,  H .  H o s h i ,  M 、  H o n m a ,  S . 1 S o y a m a ,
Y .  T a n n o ,  G .  T a m u r a , 1 < .  Y a m a u c h i , 1 ・ { .  N a g u r a ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r .  c e 1 1 M 0 1 .  B i 0 1 . 1 6 :  P . 2 1 2 - 2 1 9  1 9 9 7
1 3 7
T I 〕 e  r i s e  t i m e  o f  t h e  m o n o p h a s i c  a c t i o n  p o t e n t i a l  -  A  n e w  m d e x  o f ] o c a l  u s e -
d e p e n d e n t  c o n d u c t i v i t y  b y  s o d i u m  c h a n n e l  b l o c k e l ' s  l n  h u m a n  m y o c a r d i u m
T .  s h i n o z a k i ,  S .  s a t o h ,  M .  M i u r a , 1 < . 1 W a b u c l ) i ,  M .  T a l く e u c h i ,  S .  s u z u k i ,
S .  B a b a ,  H .  K a t o h ,  M .  F u n a k o s h i ,  M .  K e i t o k u ,  J .  w a 始 n a l 〕 e ,  N . 1 S h i d e ,  K
S h 辻 a t o
J a p a n e s e  c h ・ c u l a t i o n  J o u n ) a l , 6 1 :  P . 9 7 9 - 9 7 8  1 9 9 7
138Delection of surfadant protein-A gene transcript in the ceⅡS fYom p]eura] ef・
fusion for the diagnosis of lung adenocarcinoma
H. saitoh, S. shimura, T. Fushimi, H. okayama, K. shitato
Am. J. Med.103: P.400-404 1997
Loading doses of amlodipine safely increase plasma levels during the first days
Of treatment in patients wit]1 angina pectons
Y. Kagaya, N.1Shide, M. Funakoshi, N. Hoshi, K. shiralo
Cardiovasc. Drugs TI〕er.11: P.599-602 1997
Invo】vement of both protein Rinase c and G proteins in superoxlde production
afta' 1gE tnggerlng in guinea pig eoshinopl]11S
T. Aizawa, G. Tam1Ⅱ'a, K. sanpei, A. SI〕ibasald, K. SI〕irato, T. Takishin徐
AⅡerg010gy lnten]ational,46: P.91-99 1997
HNIT Teg111ates ]〕istan〕ine-1nduced glycoconjugate sccrcuon froln 11Uman air・
Ivays n] vltro
T.1tokawa, M. Nagaki, S. shimura, T. sasaki, M. Yamaya,1<, Yamauchi,
K. shira加
Respir. PI〕ysi01.108: P.233-240 1997
Thc effect of app]ied n〕ec]]anlcal vlbTation on lwo dHfa'ent phases of rat
PapiⅡar}吐〕〕usde rclaxation
P.入1.L. Janssen, P. SC11icreck, H. Honda, T. Naya, Y. Koiwa,1<. S]〕irato
PflugeTS Arch accepted 1997
1998年
Ee丘ects o{ L-NAME and L-arginine on diapl〕ragm c01〕traction in a septic
anima] n〕odel
C. S]〕indoh, W.D. ohucl〕 Y, H. Kurosawa, Y. Kikuchi, W. Hida, K. S]1ira加
Comp. Biochem. physi01.119A-1: P.219-224 1998
CD440n l〕]ood eosinophⅡS as a nove] mar]くer olbronchialasthma managanent
K. sano, K. Yamauchi, H. HOSI〕i, M. Honma, G. Tamura, K. shirato
A]1rg010gy 11〕ten〕alional,'17: P.29-35 1998
Hata'ogeneous fatly acid uptake early alter repertusion in rat ]]earts
Y. Yamane, N.1SI〕ide, Y. Kagaya, D. Takeyama, N. shiba, M. chkla, T
Nozald, T. Takahasl]i, T.1do, K. shiTato
Am. J. physi01.274: P.H923-H929 1998
Indudion ol L-Histidine decarboxylase in a human masl ceⅡ line, HMC-1
1<. Maeda, H. Taniguchi,1.01〕no, H. ohtsu,1<. Yamauchi, E. sakuTai,












H M T  r e g u l a t e s  h i s t a m i n e - i n d u c e d  g ] y c o c o n j u g a l e  s e c N t i o n  f r o m  h u m a n  a i r ・
I v a y s  l n  v l t r o
T . 1 r o k a w a ,  M .  N a g a s a k i ,  S .  s h i m 1 Ⅱ ' a ,  T .  s a s a k i ,  M .  Y a m a y a ,  K
Y a m a u c h i ,  K .  s h l r a t o
R e s p i r a t i o n  p h y s i 0 1 0 g y , 1 0 8 :  P . 2 3 3 - 2 4 0  1 9 9 8
P U ] m o n a r y  f u n c u o n  a n d  r e g j o n a l d i s t r i b u t i o n  o f  e m p l 〕 y s e m a  a s  d e t e r m i n e d  b y
1 〕 i g h - r e s o l u u o n  c o m p u t e d  t o m o g r a p h y
M .  H a r a g u d ] i ,  S .  S 1 1 i m 1 Ⅱ ' a ,  W .  H i ( ね ,  K .  S 1 1 i r a l o
R e s p i r a t i o n , 6 5 :  P . 1 2 5 - 1 2 9  1 9 9 8
1 1 1 d u c t i o n  o f  a d r e n o m e d U Ⅱ i n  b y  h y p o x i a  a n d  c o b a l t  c h l o r i d e  i n  l 〕 u m a n
C 0 1 0 r e c l a l  c a r c i n o m a  c e l ] S
M .  N a k a y a m a ,  K .  T a l く a h a s h i , 0 .  M u r a k a m i ,  K .  S ] 1 i r a t o
B i o C 1 1 C m i c a l  a n d  B i o p l 〕 y s i c a l  R e s e a r c h  c o m u n i c a t i o n s , 2 4 3 :  P . 5 1 4 - 5 1 7
1 9 9 8
E Ⅱ e c t s  o f  P 1 1 0 s p h o d i e s t e T a s e  i n 】 Ⅱ b i t o r s  o n  s e c r e t i 0 1 ] s  o f  h u m a n  m o n o k ] n e s
Y .  s u d a ,  G .  T a m u r a , 1 . 0 1 〕 o n o ,  K .  M a e d a ,  Y .  L i u , 1 < .  Y a n 〕 a 1 1 C h i ,  F
K u t i m o t o ,  K .  S I 〕 h ' a l o
A Ⅱ a ' g 0 1 0 g y  l n t a ' n a t i o n a l , 4 7 :  P . 2 1 9 - 2 2 4  1 9 9 8
D e x a m e t h a s o n e  s u p p r e s s e s  g e n e  e x p r e s s i o n  a n d  p r o d u c t i o n s  o f  l L - 1 3  b y  h u ・
m a n  m a s t  c e Ⅱ  l m e  a n d  l u n g  m a s t  c e Ⅱ S
T .  F u s h i m i ,  H .  o k a y a m a ,  S .  s h i m u r a ,  H 、  s a i t o h , 1 < .  s h h 、 a t o
J .  A Ⅱ e r g y  c l i n . 1 m m u n o ] 、  1 0 2 - 1 :  P . 1 3 4 - 1 4 2  1 9 9 8
S u p p r e s s i o n  o f  g e n e  e x p r e s s i o n  a n d  p r o d u c t i o n  o f  i n 加 r l e U 1 ζ l n  1 3  b y  d e x ・
a m e t h a s o n e  i n  h u m a n  p e r i p h e r a l b l o o d  m o n o n u d e a r  c e Ⅱ S
T .  F U S ] ] i m i ,  S .  S I 〕 i m u r a ,  S .  S U Z U ] d ,  H .  s a i t o h ,  H .  o k a y m a ,  K .  s h i r a t o
T o h o k u  J .  E X P .  M e d . 1 8 5 : 1 〕 . 1 5 7 - 1 6 0  1 9 9 8
S u r f a c t a n t  p r o t e i n  A 2  g e n e  e x p r e s s i o n  B y  h u m a n  a i r w a y  s u b l n u c o s a ]  g l a n d
C e Ⅱ S
H .  s a i t o h ,  H .  o k a y a m a ,  S .  s h i m u r a ,  T .  F u s h i m i ,  T .  M a s u d a ,  K .  s h i r a t o
A n 〕 .  J .  R e s p i r .  c e 1 1  M 0 1 .  B i o ] . 1 9 :  P . 2 0 2 - 2 0 9  1 9 9 8
I n n u e n c e  o f  s u s t a i n e d  ] 1 y p o x i a  o n  u 〕 e  s e l 〕 s a t i o n  o f  d y s p n e a
T .  C I 〕 o n a n ,  S .  o k a b e ,  X 入 1 .  H i d a ,  M .  s a t h o ,  Y .  K i k u c h i ,  T .  T a l d s h i m a ,  K
S h i r a t o
J a p a n e s e  J o u m a l o f  p h y s i 0 1 0 g y , 4 8 - 4 : 1 〕 . 2 9 1 - 2 9 5  1 9 9 8
N i t T i c  o x i d e  m o d u l a t e s  s y m p a u 〕 e l i c  c o n t r 0 1  0 f  l e f t  v e n t n c u l a r  c o n t r a c t i o n  i n
Ⅵ V O  ] n  l h e  d o g
T .  T a k i t a ,  J . 1 1 く e d a ,  Y .  s e l d g u c h i ,  J .  D e m a c h i ,  S .  L .  L i ,  K .  s h i r a t o









156Relationship between cholinergic ah'way tone and sa'um immunoglobulin E in
human subjects
N. Endoh, M.1Chinose, T. Takahashi, M. Miura, M. Kageyama, Y
Masl]ito, H. sugiura, K.1keda, T. Takasaka, K. shirato
EW'opean RespiratoTy J0山'na},12: P.71-74 1998
157Metacholine Bronchial Hypetresponsiveness in chronic sinusitis
M. okayama, H.1ijima, S. shimura, A. shimomuta,1<.1keda, H. okaya・
n徐, K. shirato
Respiration,65: P.450-457 1998
158Induction of nltric oxide synt]1ase by ⅡPopolysacchatide inhalation enhances
Substance, P.-mduced mlcrovascular leakage in guinea-pigs
Y. ohucl〕, M.1Chinose, M. Miura, N.1くaσeyama, M. Tomald, N. Endoh,
Y. Masl〕ito, H. SU即Ura, K. shirato
Eur. Respir. J.12: P.831-836 1998
159Tazano]astlnhil)its ozone-induced alrway hypa'responsiveness in guinea-pigs
A.1garashi, H.1ijima, G. Tam轍'a, K. shirato
Am. J. Respir. C]it. care Med.157: P.1531【1535 1998
160Non-invasive estimation of hun徐n le丘 Ventricular end-diasto]ic presS山'e
H. Honda, S. Nakaya, H. Kamada, H. Hasegawa, J. Demachi, H. chi1ζama,
K. sugimura, Y. Yamamoto, N. Kumasaka, T. Takita, J.1keda, H. Kanai,
Y. Koiwa, K. shirato
MedicalEngineering & physics,20: P.485-488 1998
55
161Regional myoCω'dia11ayer function in DO×orubidn cardiomyopathy; clinical
evaluation using novel doppler method
Y.1くoiwa, E. Kamata, H.1くanai,1<. sugimura, F. Tezuka, H. Honda, K
Shira[0, N. chubachi
Proc. of lEEE lnternationa] ultrasonics symposium,in presS 1998
162
1999年
E丘ects of histamine and endotheli11-1 0n ma〕〕brane potentials and ion cur・
rents in bovine lracheal smooth-n〕uscle ceⅡS
M. NaTa, T. sasald, S. shimura, T. oshiro, T. h'okawa, Y.1くakuta, K
Shirato
Am. J. Reapir. ceⅡ M01. Bi01.19: P.805-811 1998
163Pulmonary thromboemboHsm:1S the incidence accurate ?
M. sakuma, N. Kumasaka, K. shirato
Jpn. circ. J.63: P.825-827 1999
5 6
1 6 4
I n 1 1 i b i t i o n  o f  m a t r i x  m e t a Ⅱ O p t o t e i n a s e S  皿 ' e v e n t s  a 1 1 e r g e n - i n d u c e d  a l r w a y  i n ・
a a m m a t i o n  i n  a  m u r i n e  m o d e l  o f  a s a Ⅱ n a
K . 1 く U m a g a i , 1 .  o h n o ,  S .  o k a d a ,  Y .  o h l { a w a r a ,  K .  S U Z U } d ,  T .  s h i n y a ,  H
N a g a s e ,  K . 1 W a t a ,  K .  s h i t a t o
T h e  J o u m a l o { 1 n Ⅱ n u n 0 1 0 g y , 1 :  P . 4 2 1 2 - 4 2 1 9  1 9 9 9
O v e r e x p r e s s i o n  o {  i n s u l i n - 1 i k e  g r o w t h  f a c t o r - 1  i n  h e a t t s  o f  r a t s  l v l t h
i s o p r o t e r e n 0 1 - 1 n d u c e d  c a r d i a c  h y p e r t r o p l ) y
J .  s u z u k i , 1 . 0 1 〕 n o ,  J .  N a w a t a ,  S .  M i u r a ,  J . 1 k e d a , 1 < .  S 1 1 i r a l o
J o u n 〕 a l o f  c a r d i o v a s c u l a r  p h a T m a c 0 1 0 g y  3 4 :  P . 6 3 5 - 6 4 4  1 9 9 9
I n h i b i t i o n  o f  t r a c h e a l  s m o o t h  m u s d e  c e 1 1  P r o l i f a ' a t i o n  b y  p l 〕 o s p h o d i e s t e r a s c
i n h i b i t o r s
K .  M a s u , 1 .  o h n o ,  M .  Y a m a y a ,  T .  K a w a n 〕 u r a ,  H .  s a s a k i , 1 < .  s h i r a l o
A Ⅱ a ' g 0 1 0 g y  l n t e m a t i o n a l , 4 8 :  P . 2 5 9 - 2 6 4  1 9 9 9
V o l u m e - p t e s s u r e  p r o p e r t i e s  o f  u ] e  u p p e r  a h 、 w a y  n 〕  n o r m a l  s u b j e c t s  a n d
P a t i e n t s  W 北 h  o b s t r u c t i v e  s l e e p  a p n o e a
D .  W U ,  X 入 1 .  H i d a ,  Y .  K i k u c h i ,  S .  o k a b e ,  H .  K u r o s a w a ,  H .  o g a w a , 1 < 、  S 1 1 i r a [ 0
R e s p i r 0 1 0 g y , 4 :  P . 6 9 - 7 5  1 9 9 9
N o d u Y n a l  b l o o d  p r e s s u r e  d u t n g  a p n o e i c  a n d  v e n t H a t o r y  p e r i o d s  i n  p a t i e n l s
W i t h  o b s t r u c t i v e  s ] e e p  a p n o e a
Y e .  T u n ,  S .  O R a b e ,  W .  H i d a ,  H .  K u r o s a w a ,  M .  T a b a t a ,  Y .  K i k u c h i , 1 <
S h i r a t o
E 1 Ⅱ ' o p e a n  R e s p i r a t o r y  J o u n a l , 1 4 :  P . 1 2 7 1 - 1 2 7 7  1 9 9 9
I n c i d e n c e  o f  p u l m o n a r y  t h r o m b o e n l b o ] i s n 〕
N .  K u m a s a k a ,  M .  s a k u m a , 1 < .  s h h ' a t o
J a p a 】 1 e s e  c i r c u ] a t i o n  J o u r n a l , 6 3 ( 印 :  P 、 4 3 9 - 4 4 1  1 9 9 9
I n d u c t i o n  o f  h e m e  o x y g e n a s e - 1  a s  a  r e s p o n s e  i n  s e n s i n g  t h e  s i g n a l s  e v o k e d  b y
d i s t i n d  n l t r i c  o x i d e  d o n o r s
E .  H a r a , 1 < .  T a k a l 〕 a s h i ,  M .  N a k a y a m a ,  M .  Y o s h i z a w a ,  H .  F u j l t a , 1 <
S h i r a t o ,  S .  s h i b a h a r a
B i o c h e m i c a l p h a 丁 m a c 0 1 0 g y , 5 8 :  P . 2 2 7 - 2 3 6  1 9 9 9
T h e  Y o l e  o f  a l c o h o l  d e ] 1 y d r o g e n a s e  2  a n d  a l d e y d e  d e h y d r o g e n a s e  2  g e n o t y p e s
i n  a l c o h 0 1 - 1 n d u c e d  v a s o s p a s t i c  a n g m a
T .  s e k i ,  H , o k a y a m a ,  S . 1 S o y a m a ,  Y .  K a g a y a , 1 < .  s h i r a t o , 1 < .  M u n a k a t a ,
M .  K a n a z a w a , 1 < .  T a m a l d ,  T .  H i r a m 0 1 0 ,  M . 0 1 く a y a m a ,  S .  K a s a h a T a








172Concentrations of angiotensin 11, endothelin-1, and BNp in the coronaty sinus
and ascending aorta of patients with heart disease
Y.1くagaya, H. otani, T. Tanikawa, S. Namiuchi, S.1Soyama, K. shirato
Heart,81: P.102-103 1999
173Diacylglycerol delays pHi ova'shoot after repa'fusion and a杜enuates conh'ac・
ture in iso]ated paced myocytes
K.1to, Y. Kagaya, T.1Shizuka, N.1to, N.1Shide, K. SI〕irato
Am. J. physi01.27フ: H1708-1717 1999
174Cholinomimetic action of macroHde antibiotics on airway gland electrolyte
Serectlon
T.1rokawa, T. sasaki, S. SI〕imura, K. sasamori, T. oshiro, M. Nara, T
Tamada, K. shirato
Am. J. physi01.276 (Lung ceH. M01. pysi01.20) 1999
175E丘ects oflow doses of endothelin-10n basalvascular 加ne and autoregulatory
Vasodj]ation in canine coronary mlcrocirculation in vlvo
Y. wang, H. Kanatuska,1<. A1ζai, A. sugimura, T.1くUmagai, T. Komaru,
K. sato, K. shirato
Japanese ch'culation Journal,63(8): P.617-623 1999
176Immunohistochemical ana]ysis o{ platelet-derived growth fador-B expres・
Sion in n)yocardia] tissues in l〕ypertrophic cardiolnyopaa〕y
J. suzuki, S. Baba,1. ohno, M. Endoh, J. Nawata, S. Miura, Y
Yamamoto, Y. seldguchi, T. Taldta, M. ogata, K. Tamald, J.1keda, K
Shirato
Cadiovascular palh010gy,8(4): P.223-231 1999
57
17フ AdrenomedUⅡⅡ〕 in monocytes and macrophages: possible involvement of
macrophage-delived adtenomedUⅡ血 in atherogenesis
M. Nakayama, K. Takahashi,0. Mutakami, H. Murakami, H. sasano,1<
S11irato, S. sibahara
Clinica] science,97: P.247-251 1999
178Suplatast tosilate inl〕ibits late response and alrway inaammation in se1玲itized
gUⅡlea plgs
H.1ijima, G. Tamura, Tzuen-ren, Hsiue Ye. Liu, H. Taniguchi, K
Sh辻飢0
Am. J. Respir. crit. care. Med.160: P.331-335 1999
179D辻fa'ential expression of α1,α3 and α5 integrin subnits in acute and chronic
Stages of myocardialinfarction m rats
J. Nawata,1. ohno, S.1Soyalna, J. suzuki, S. Miura, J.1keda, K. shirato
Cardiovascular Research,43: P.371-381 1999
5 8
1 8 0 P t o d u c t i o n  a n d  s e m ・ e t i o n  o f  a d r e n o m e d U Ⅱ Ⅱ 〕  i n  c u l t u r e d  h u m a n  a l v e o l a r  m a c ・
r o p h a g e s
M .  N a l く a y a m a ,  K .  T a k a h a s h i , 0 .  M u t a k a m i ,  M .  Y a n a i , 1 < .  s a s a l く 1 ,  K
S h i t a t o ,  S .  S I 〕 i b a h a r a
P e p t i d e s , 2 0 :  P . 1 1 2 3 - 1 1 2 5  1 9 9 9
S a f e t y  a n d  e f f i c a c y  o f  t h e  n e u r a m i n i d a s e  i n h i b i t o r  z a n a m i v i r  i n  t r e a t i n g  m ・
a u e n z a  v i t u s  i n f e c t i o n  i n  a d u l t s :  T e s u l t s  f r o m  J a p a n
1 < .  M a t s u m o t o ,  N .  o g a w a ,  K .  N e Y o m e ,  Y .  N u m a z a l d ,  Y . 1 く a w a k a m i ,  K
S h h ・ a t o ,  M .  A r a k a w a ,  S .  K u d o h ,  K .  S I 〕 i m 0 1 く a t a ,  S .  N a k a j i m a ,  N I
Y a m a k i d o ,  S .  K a s h i w a g i ,  T .  N a g a t a k e
A n t i v i r a l T 1 1 a ' a p y , 4 :  P . 6 1 - 6 8  1 9 9 9
T T a n s f o r m i n g  g r o w t h  f a c t o r 一 β  S e c r e t c d  f r o m  c D 4 + T  c e Ⅱ S  a m e Ⅱ O T a t e s  a n ・
t i g e n - i n d u c e d  e o s i n o p h Ⅱ i c  m a a m m a t i o n
1 < .  H a n e d a ,  K .  s a n o ,  G .  T a m u r a ,  H .  s h i r o t a ,  Y . 0 1 〕 k a w a r a ,  T .  s a { 0 ,  S
H a b u ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r .  c e Ⅱ  M 0 1 .  B i 0 1 . 2 1 :  P . 2 6 8 - 2 7 4  1 9 9 9
E f f e c t s  o f  i n t a 、 f a ' o n - a  a n d  - r o n  d i a p h r a g m  m u s c l c  i n  r a t s
C .  s h i n d o h ,  D .  K a t a y o s e ,  K .  s h i r a t o
B U 1 1 e t i n  o f  c 0 1 1 e g e  o f  M e d i c a l  s d e n c e s  T o h o ] a l  u n i v e r s i t y , 8  ( 1 ) :  P
3 1 -
4 2  1 9 9 9
E 丘 e c t s  o f  c o n t i n u o u s  h y p o x i a  o n  d i a p h r a g m  m u s d e  c o n t r a c { i o n  a n d  f i b m ' s  i n
r a t s
C .  s h i n d o h ,  D .  K a t a y o s e ,  K .  s h i r a t o
B U Ⅱ e t i n  o f  c 0 1 1 e g e  o f  M e d i c a l  s c i e n c e s  T o h o k u  u n i v a ' s i t y , 8  ( 2 ) :  P
1 3 3 -
1 4 2  1 9 9 9
O V A  a n d  M .  T u b e r c l o s i s  b a c i Ⅱ i  c o o p a ' a t i v e l y  p o l a r i z e  a n t i - O V A  T I 〕  c e 1 1 S
t o w a r d  a  T h l - d o m i n a n t  p h e n o t y p e  a n d  a m e l i o T a t e  n Ⅱ U ' i n e  れ ' a C 1 1 e a l  e o ・
S l n o P 1 1 1 1 i a
1 < .  s a n o , 1 < .  H a n e d a ,  G . ' f a m u r a , 1 < .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r .  c e 1 1 .  M 0 1 .  B i 0 1 . 2 0 :  P . 1 2 6 0 - 1 2 6 7  1 9 9 9
B r a d y k i n i n  B 2  a n ね g o n i s t  H O E 1 4 0  i n l 〕 i b i t s  l a t e  a Ⅱ a 、 g i c  m i c r o v a s c u l a r  l e a k a g e
I n  g u m e a  p l g  a l r w a y s
Y .  M a s h i t o ,  M . 1 C h i n o s e ,  K .  s h i r a t o
I m m u n o p h a r m a c 0 1 0 g y , 4 3 :  P . 2 4 9 - 2 5 8  1 9 9 9
R o l e  o f  p e r o x y n i t r i t e  i n  a i r w a y  m i c r o v a s c u l a r  h y p e η 〕 e r m e a b i l i t y  d u r i n g  l a t e
a 1 1 e r g i c  p h a s e  i n  g u m e a  p i g s
H .  s u g i u r a ,  M . 1 C I ] i n o s e ,  T .  o y a k e ,  Y .  M a s h i t o ,  Y .  o h u c l 〕 i ,  N .  E n d o ] 〕 ,  M
M i u r a ,  S .  Y a m a g a t a ,  A .  K o a r a i ,  T .  A k a i k e ,  H .  M a e d a , 1 < .  s h i r a t o








188Sa〕sory nerve activation in airway microvascular permeability m guinea plg
Iate a11ergic response
Y. Mashito, M.1Chinose, H. sugiura, M. Miura, N. Endoh, K. shirato
Eur. Respir. J.14: P.320-327 1999
Stimulated glucose uptake in {1〕e ischemic border zone: its dependnce ot g111・
Cose uptaRe ln the mormaⅡy perfused ω'ea
Y. Yamane, N.1Shi(1e, Y. Kagaya, D. Talくeyama, N. shiba, M. chida, T
Nozald, T. Taka1嬢SI〕i, T.1do, K. shitato
1]〕e Year Book of Nuclear Medicine : P.349-351 1999
Nocutrnal blood pTesS山'e during apnoeic and venti]atory periods in patients
With obstNctive sleep apnoea
Y. Tun, S.0]くade, W. Hida, H. Kurosawa, M. Tabata, Y. Kikuc]〕i, K
Shirato
Eur. Respir. J.14:1271-1277 1999
2000年
Visualization ol Myocardial phosphoinositide Tun〕over with l一江一11C]
butyryl-2-pa11nltoyl-rac-glycerolin rats witl〕 myocaTdialin{arction
M. chida, Y. Kagaya, Y.1mahorl, S. Namiucl)i, R. Fujil, M. Fukuchi, C
Takahashi, F. Tezuka, T.1ko, K. shirato
J. NUCI. Med.41:2063-2068 2000
Prevention of tracl〕eal higl〕-dose tolerance induction by granulocyte-n〕acro・
Phage c010ny stimulatlng factor-dependent l'estの'ation of antigen-presenting
CeⅡ function
K. Haneda, K. sano, G. Tamura, K. shⅡ'ato
A11a'go]ogy lnternationa],49:157-165 2000
Increase in reactive nitrogen sl〕ecies production in cl〕ronic obstructive pul・
monary disease airways
M.1Chinose, H. sugiura, S. Yamagata, A.1くoarai,1<. S]〕irato
Am. J. Respir. ctit. care Med.162:701-706 2000
Basel]ne airlvay l〕yperresponsiveness and its reversible component: role of
airway inaammation and caliber
M.1Chinose, T. Takahashi, H. sugiura, N. Endoh, M. Miura, Y. Mashito,
K. shitato
Eur. Respir. J.15:248-253 2000
Induction of adrenomodUⅡin during hypoxia in cultured human gⅡoblastoma
CeⅡS













A I ] e r g i c  a i T w a y  h y p e r r e s p o n s i v e n e s s  a n d  e o s i n o p h Ⅱ  i n a t r a t i o n  i s  r e d u c e d  b y  a
S e l e c t i v e  i N o s  i n l 〕 i b i t o r , 1 , 4 0 O  W ,  i n  m i c e
A .  K o a r a i ,  M . 1 C I 〕 i n o s e ,  H .  s u g i u r a ,  S .  Y a m a g a t a ,  T .  H a t t o r i , 1 < .  s h i r a t o
P u l m .  p h a r m .  T h e r . 1 3 : 2 6 7 - 2 7 5  2 0 0 0
C m 、 o n a l ' y  m i c r o c i r c u l a t i o n :  p h y s i 0 1 0 g y  a n d  p h a T m a c o ] o g y  ( R e v i e w ) ,  T a t s u y a
K o m a r u ,  H i r o S 1 1 i  K a n a t s u k a
K u n i o  s h i r a t o
P h a r m a c 0 1 0 g y  a n d  T I ) e r a p e u t i c s , 8 6 : 2 1 7 - 2 6 1  2 0 0 0
C ] i n i c a l f e a t 山 ' e s  a n d  p r e d i c t o r s  o {  i n - h o s p i t a l  m o t t a l i t y  i n  p a t i e n t s  w i t h  a c u t e
a n d  d Ⅱ ' o n i c  p u l m o n a r y  t 1 Ⅱ 、 o m b o e m b o H s m
N . 1 く U m a s a R a ,  M .  s a k u n ] a , 1 < .  s h i r a t o
I n t e r n a l M e d i c i n e , 3 9 : 1 0 3 8 - 1 0 4 3  2 0 0 0
A  V S V - G  p s e u d o t y p e d  H l v  v e d o r  M e d i a t e s  E 丘 i c i e n t  T r a n s d u c t i o n  o f  H U ・
m a n  p u l m o n a r y  A r t e r y  s m o o t h  M u s d e  c e Ⅱ S
S h o u - L i n  L i ,  x i a o - Y a n  z h a n g ,  H o n g  L i n g ,  J u n  l k e d a ,  K u n i o  s h i r a t o ,
T o s h i o  H a t t o r i
M i c r o b i 0 1 0 g y  a n d  l m m u n 0 1 0 g y , 4 4 ( 1 2 ) : 1 0 1 9 - 1 0 2 5  2 0 0 0
R e g i o n a ]  a n d  t e m p o r a 1  皿 ' o f i l e s  o f  p h o r b 0 1  1 2 , 1 3 - d i b u t y r a t e  b i n d i n g  且 丘 e r
m y o c a r d i a l i n f a r c t i o n  i n  r a t s :  E 丘 e c t s  o f  c a p t o p r i l  t r e a t m e n t
S .  N a m i u c h i ,  Y , 1 く a g a y a ,  M .  C I 〕 i d a ,  Y .  Y a m a n e ,  C .  T a R a h a s h i ,  M
F U I く U c h i ,  F .  T e z u k a ,  J .  N 入 7 a t a n a b e ,  T . 1 d o , 1 < .  s h i r a t o
J .  c a r d i o v a s c .  p h a r m a c 0 1 . 3 5 : 3 5 3 - 3 6 0  2 0 0 0
E x p r e s s i o n  o f  G l u t - 4  a n d  G l u t - 1  t r a n s p o r t e r s  i n  l ' a t  d i a p h r a g m  m u s d e
X .  N i e ,  W .  H i d a ,  Y .  K i k u c h i ,  H . 1 く U r o s a w a ,  M .  T a b a l a ,  T .  K i t a m u r o ,  T
A d a c h i , 1 .  o h n o ,  K .  s h i r a t o
T i s s u c  &  c e Ⅱ , 3 2 : 1 0 7 - 1 1 5  2 0 0 0
A c t i v a t i o n  a n d  t r a n s f o n n i n g  即 ' o w t h  { a d o r - b e t a  p r o d u c t i o n  i n  e o s i n o p h i l s  b y
h y a l u r o n a n
Y .  o h l く a w a r a ,  G .  T a m u r a ,  T . 1 W a s a k i ,  A .  T a n a k a ,  T . 1 く i l く U c h i ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r .  c e Ⅱ  M 0 1 .  B i 0 1 . 2 3 ( 4 ) : 4 4 4 - 1 5 1  2 0 o o  o d
S u p p r e s s i o n  o {  m a x i - K  c h a n n e l  a n d  m e m b l ' a n e  d e p o l a r i z a t i o n  b y  s y n 血 e t i c
P o l y c a t i o n s  ] n  s l n g l e  t r a c h e a l  n 〕 y o c y t e s
T .  o s h i r o ,  T .  s a s a l d ,  M .  N a r a ,  T .  T a m a d a ,  S .  s h i m u r a ,  Y .  M a r u y a m a ,  K
S h i r a t o








204Characterization ot p]atelel-activaing fador-H〕duced cytosolic calciun〕
mobilization in ]1Uman eosinophils
T. oshiro, Y. KalくUta, S. shimura, M. Nara, K. shirato
C]in. EXP. AⅡa'gy,30: P.699-705 2000
205Long-tern〕 rigl〕t venuiculaT volume overload increases lnyocardial FDG UI>
take in the Ⅱ〕terventricular septum in patients with atrial septal detect
H. otani, Y.1くagaya, Y. Yamane, M. chida,1<.1to, S. Namiuchi, N. shiba,
Y. Koseld, M. Ninomiya, J.11祀da, H. saito, M. Mal'uoka, T. Fujiwara, T
Ido, N.1Shide, K' SI〕iYato
Circulation,101:1686-1692 2000
206Regulation of T-he]per ceⅡ type 2 and alrway eosinophilia by transmucosal
Coadministration of antigen and o]igodeoxynudeoti(1es containing cpG motifs
H. shh・ota,1<. sano, T. Ki]くUchi, G. Tamura, K. shirato
Am. J. ResP廿. ce11M01. Bi01.22:176-182 2000
207Regulation of Murine Airway EosinoP11i]ia and Th2 CeⅡS by Antigen-conju・
gated cpG oligodeoxynucleotides as a Novel Antigen-specific lm、
munomodulator
H. shirota, K. sano, T. Kikucl〕i, G. Tamura, K. shirato
J.1mmun01.164:5575-5582 2000
61
208E丘Cd of(1iadenosine tctraphosphate (AP4A) on coronω'y microvessels in the
beating canⅡ〕e heart
Akihi]w sugimura, HiroshiKanatsuka, ToshinoriTanikawa, Boon H ong,
KⅡnio shirato
Jpn. circ. J.64:868-875 2000
209Interaction between L-type ca2+ channels and sarcop】asmic Reticulum in
Thc Regulation of vascular l'one in lsolated Rat smaⅡ Arteries
Masahal・U Takeuchi, Jun Nvatanahe, satoru Horiguchi, ARihiko Karibe,
Hirosl〕i Katoh, shigeo Baba, Tsuyoshi shinoza]d, Masahito Mi1Ⅱ'a, Mit・
Sumasa FUIくUchi, Yutaka Kagaya, Kunio shn'ato
Journal o{ C雛・diovascu]at pharmac010gy 36,5:548-554 2000
210A novel flmction o{ tl〕yrotropin as a potentiator of electrolyte secretion hom
U祀 tracheal gland
T. Tan]ada, T. sasa]d, H. saitoh, Y. ohkawara, T.1rokawa,1<. sasamoTi,
1. oshiro, G. Tamura, S. shimura, K. shirato
Am. J. RespiT. ceⅡ M01. Bio].22: P.566-573 2000
6 2
2 1 1
R o l e  o f  p e r t u s s i s  T o x i n - s e n s i t i v e  G  p r o t e i n  i n  M e t a b o l i c  v a s o d i l a t i o n  o f  c o ・
r o n a 丁 y  M i c r o c i t c u l a t i o n
T o s h i n o r i T a n Ⅱ く a w a ,  H i r o s h i K a n a t s u I く a ,  R y o j i K o s h i d a ,  M i t u a l d  T a n a k a ,
A k i h i k o  s u g i m 山 ' a ,  T o s h i n o b u  K u m a g a i ,  M a s a h i t o  M i l u ' a ,  T a t s u y a
K o m a r u ,  K u n i o  s h h 、 a t o
A m .  J .  p h y s i 0 1 . 2 7 9 :  H 1 8 1 9 - H 1 8 2 9  2 0 0 0
2 1 2
E 丘 e c t s  o f  n a s a l  c 0 1 〕 t ] n o u s  p o s i t i v e  a i r w a y  p r e s s u r e  o n  a w a k e  v e n t i l a t o r y
r e s p o n s e  t o  c h e m i c a l  s t i m u l i i n  p a t i e n t s  w i t h  o b s t r u c t i v e  s l e e p  a p n e a
Y e  T u n ,  X へ 1 ,  H i d a ,  S .  o k a b e ,  Y . 1 く i k u c h i ,  H .  K u r o s a w a ,  M .  T a b a t a ,  K
S h i r a t o
T o h o k u  J .  E X P .  M e d . 1 9 0 : 1 5 7 - 1 6 8  2 0 0 0
2 1 3
I n s p i r a t o r y  e H o r t  s e n s a t i o n  加  a d d e d  T e s i s t i v e  l o a d i n g  l n  p a t i e n t s  w i t h  0 1 〕 ・
S h ' u c t i v e  s l e e p  a p n e a
Y e  T u n ,  W .  H i d a ,  S .  o k a b e ,  Y .  K i k u d l i ,  H . 1 く U r o s a w a ,  M .  T a b a t a ,  K
S h i r a t o
C h e s t  1 1 8 : 1 3 3 2 - 1 3 3 8  2 0 0 0
2 1 4
E Ⅱ e d  o f l o w  d o s e s  o l e n d o t h e l i n - 1  0 n  b a s a l  v a s c u l a t  t o n e  a n d  a u t m ' e g u ] a t o r y
V a s o d i l a t i o n  i n  c a n i n e  c o r o n a r y  m i c r o c h 、 c u l a t i o n  i n  v i v o
Y a n  w a n g ,  H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  K e n j i r o  A k a i ,  A k i h i k o  s U 即 m u r a ,
T o s h i n o b u  K u m a g a i ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  K o u i c h i  s a t o ,  K u n i o  s h i r a t o
J p n .  c i r c .  J . 6 3 ( 8 ) : 6 1 7 - 6 2 3  1 9 9 9
2 1 5
E 丘 e c t  o f  a  c a l c i u m  s e n s i t i z a t i o n  m o d u l a t o r ,  Y - 2 7 6 3 2 ,  o n  i s o l a t e d  h u m a n
b r o n c h u s  a n d  p u l m o n 討 y  a T t e r y
S .  Y a m a g a t a ,  M . 1 C h i n o s e ,  H .  s u g i { Ⅱ ' a ,  A .  K o a r a i , 1 < .  K o i k e , 1 < .  s h i r a t o
P u l m .  p h a r m .  T h e r . 1 3 : 2 5 - 2 9  2 0 0 0
2 1 6
A n t i s e n s e  o l i g o n u d e o t i d e s  t o  N F - ? B  i m p r o v e  S 山 ' v i v a l i n  b l e o m y c i n - i n d u c e d
P n e u m o p a u ] y  o { t h e  m o u s e
X . Y .  z h a n g ,  S .  s h i m u T a ,  T .  M a s u d a ,  H .  s a i t o h ,  K .  s h i r a t o
A m .  J .  R e s p i r .  c r i t .  c a r e  M e d . 1 6 2 :  P . 1 5 6 1 - 1 5 6 8
2 1 7
2 0 0 1 年
I n t e r a c t i o n  b e t w e e n  s a r c o m e Y e  a n d  m i t o C 1 1 0 n d r i a 1 1 e n g t h  i n  n o r m o x i c  a n d
h y p o x i c  r a t  v e n t r i c u l a r  p a p i 1 1 a r y  m u s c l e s
T .  N o z a k i ,  Y .  K a g a y a ,  N . 1 S h i d e ,  S .  K i t a d a ,  M .  M i u r a ,  J '  N a w a t a , 1 .  o h n o ,
J .  w a t a n a b e ,  K .  s h i r a t o
C a r d i o v a s c  p a t h 0 1 , 1 0 : 1 2 5 - 1 3 2  2 0 0 1
218Endogenous histamine and aⅡergic eosinophilinfiltration in{o the airways
A. Koarai, M.1Chinose, S.1Shigald, S. Yamagata, H. sugilH、a, E. sakurai,
A.1くUramasu, T. watanabe, T. Hattori, K. shirato, H. ohtsu
T. watanabe, H. Timme丁man, K. Yanai editors, Histamine Researcl〕 in
the New MiⅡem]ium, Excerpta Medica, New York,325-328 2001
219Effects of a selectivc HI-rcceptor antagonist, epinastine, on a1τWay ln11am・
mation in ast1Ⅱ〕〕atics
K. Kimura, M.1Chinose, M. Hayashi, G. Tamura, T. Ha110ri, K. S]]h'a山
T. watanabe, H.1immen〕〕an,1<. Yanai editors, Histamine Research in
Ule New MiⅡennium, Excerpta Medica, New Ym"k,349-354 2001
220Magnitude of transmural heta'ogeneity as a detenηmant factor {or LVEDP
e]evation in HCNI
Koiwa Y, Kamada H,1keda J,1nose M, shirato K, saito]〕 Y, Honda H,
Kanai H, Hasegawa H
IEEE lntenlational ultrasonics symposium,2/2:1245-1248 2001
221EⅡect of whole-1〕ody x-]rradiation on antigen一Ⅱlduced alrway response ln
Sensitlzed guinea pigs
Y. Liu, G. TamuYa, H.1Ⅱima, H. Taniguchi, T.1くikuchi, Y.0】1kawal'a, K
SI〕1ralo
Eur Respir 〕,17:615-622 2001
222
63
Novelroles of cpG OHgodeoxynucleolides as a leader for thc sampling and
Presentation of cpG-tagged Ag by dendTitic ceⅡS
H. shirota,1<. sano, N. Hirasawa, T. Ta'ui,1<. ohuchi, T. Ha110ri, K
Shirato, G. Tamura
J.1mnⅡln01,167:66-74 2001
223Dec]ining trend of uw in-1〕ospital case-fata]ity rate from acule myocardial
infarction in Miyagi, Japan -The Experience of Miyagi prefect1Ⅱ'e h"om
1980 a]rough 1999-
Jun 气入latanal〕e, Kaoru lwabuchi, Yoshito Koseld, Mitsumasa Fukud〕i,
Tsuyoshi shinozald, Masahito Mi山'a, Tatsuya Komaru, Yutaka Kagaya,
Kunio shira加
Jpn circ J,65:941-946 2001
224Incrcased von wi11ebrand fact0丁 ln a〕e endocal'diun〕 as a local predisposing
factor fot thTombogenesis in overloaded human atrlal appendage
Fukuchi M, watanabe J, Kun捻gaiK, Katori Y, Baba s, FUI{uda K, Yagi
'「,1guchi A, Yokoyama H, Miura M, Kagaya Y, sato s, Tabayashi K,
Shirato K
J Am c0Ⅱ Cardi010gy, Apr; 37(5):1436-1442 2001
6 4
2 2 5
S t r e t c h  a n d  q u i c k  r e l e a s e  o f  r a t  c a r d i a c  t r a b e c u l a e  a c c e l e r a t e s  c a 2 +  w a v e s
a n d  h ' i g g e r e d  p r o p a g a t e d  c 0 1 1 t r a c t i o n s
叉 和 a R a y a m a  Y ,  M i 1 Ⅱ 、 a  M ,  s u g a i  Y ,  K a g a y a  Y , 工 入 l a t a n a b e  J ,  t e r  K e u r s  H E ,
S h i r a t o  K
A m  J  P I 〕 y s i o l  H e a r t  c i r c  l ^ h y s i 0 1 ,  N O V ;  2 8 1 ( 5 ) :  H 2 1 3 3 - 2 M 2  2 0 0 1
2 2 6
C o n t r i b u t i o n  o f  N a 十 ノ C a 2 +  e x c ] 1 a n g e r  o n  u ] e  r e g u l a t i o n  o f  m y o g e n i c  t o n e  i n
i s o l a t e d  r a t  s m a 1 1  a r t e r i e s
S a t o r u  H o r i g u d 〕 i ,  J u n  w a t a n a b e ,  H i r o s h i  K a t o ,  s h i g e o  B a b a ,  T s u y o s l 〕 i
S h i l 〕 o z a k i ,  M a s a h i t o  M i Ⅲ ' a ,  M i t s u m a s a  F U I く U c h i ,  Y u t a k a  K a g a y a ,  K u n i o
S h h ' a t o
A c t a  p h y s i 0 1 0 g i c a  s c a 1 1 g i n a v i c a  A d a  p h y s i o l  s c a n d ,  o c t ;  1 7 3 ( 2 ) : 1 6 7 ー
1 7 3  2 0 0 1
2 2 7
M i c r o - v o l t  T  w a v e  a Ⅱ e n 〕 a n s  i n  ] 〕 u m a n  c a r d i a c  h y p e T t r o p h y  - E l e c t r i c a l i n ・
S t a b i l i t y  a n d  a b n o r m a l  m y o c a r d i a l  a r r a n g e m e n t -
Y u j i  K o n - n o ,  J u n  气 入 l a t a n a b e ,  Y o s h i l o  K o s e k i ,  J i r o  K o y a m a ,  A l d  Y a n 〕 a d a ,
S u n a o  T o d a ,  T s u y o s h i  s h i n o z a k i ,  M i t s u m a s a  F u k u c h i ,  M a s a ] ] i t o  M i u r a ,
Y u t a k a  K a g a y a ,  K u n i o  s h i r a t o
J  E l e c ( r o c a r d i 0 1 0 g y  J ,  J U I ;  1 2 ( フ ) : 7 5 9 - 7 6 3  2 0 0 1
2 2 8
E 丘 e d  o f  T T a n s i e n t  s t r e t c h  o n  l n t r a c e l ] U ] a r  c a 2 +  d u r i n g  T r i g g e r e d  p r o p a ・
g a t e d  c o n t r a c t i o n s  i n  l n t a c t  T r a b e c u l a e
M  M i u r a ,  Y  工 入 l a k a y a m a ,  Y  s u g a i ,  Y  K a g a y a ,  J  X 入 l a t a n a b e ,  H E D J  t e l
1 く e u r s ,  K  s h h ' a t o
C a Ⅱ  J  p h y s i o l p h a r m a c 0 1 , 7 9 : 6 8 - 7 2  2 0 0 1
2 2 9
S c c r e t i o n  a n ( 1  g e n e  e x p r e s s i o n  o f  s e c r e t o r y  ] e u k o c y t e  p r o t e a s e  i n h i b i t o r  b y
1 1 U l n a n  a i r w a y  s u b m 1 1 C o s a l  g l a n d
S a j t o h  H ,  M a s u d a  T ,  s h i m u r a  s ,  F U S I 〕 i m i  T ,  s h i r a t o  K
A m  J  p h y s i o l  L u n g  c e Ⅱ  M o l  p h y s i 0 1 , 2 8 0 :  L 7 9 - L 8 7  2 0 0 1
2 3 0
I n c r e a s e d  e x p r e s s i o n  o f 1 1 e m e  o x y g e n a s e - 1  a n d  b i ] i r 1 1 b l n  a c c u m u l a t i o n  i n  f o a m
C e Ⅱ S  o f  r a b b i t  a t h a ' o s c l e r o t i c  】 e s i o n s
M a s a h a r u  N a k a y a m a ,  K a z u h h 、 O  T a k a h a s h i ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  M i t s u m a s a
F u k u c h i ,  H i f o l d  s h i o i r i ,  K o u i c h i  s a t o ,  T o m o m i  K i t a m u r o ,  K u n i o  s h i r a t o ,
T o k i o  Y a m a g u c h i ,  M a k o t o  s u e m a t s u ,  s h i g e k i  s h i b a h a r a
A t t e r i o s d e r o s i s  T I ) 1 ' o m l 〕 o s i s  a n d  v a s C 1 1 1 部 '  B i 0 1 0 g y , 2 1 ( 8 ) : 1 3 7 3 - 1 3 7 フ
2 0 0 1
2 3 1
G e n e  e x p r e s s i o n  a n d  i n  S Ⅱ U  l o c a l i z a 6 0 n  o f  d i a c y l g l y c a ' o l  k i n a s e  i s o z y m e s  ] n
n o n n a ]  a n d  i n f a t c t e d  r a t  h e a r t s :  E 丘 e c t s  o f  c a p t o p r i 1 1 r e a t m e n t
T a k e d a  M ,  K a g a y a  Y ,  T a k a l 〕 a s h i J ,  s u g i e  T ,  o h t a  J ,  w a 捻 n a b e  J ,  s h h ' a t o
K ,  K o n d o  H ,  G o t o  K
C i r c  R e s , 8 9 : 2 6 5 - 2 7 2  2 0 0 1
232Nonselective endothclin receptor al〕tagonist initiated soon after a〕e onset of
myocardialinfarction may deteriω、ate 24-1)011r S山'vival
Takal〕ashi c, Kagaya Y, Namiuchi s, Takeda M, Fukuchi M, olani H,
Ninomiya M, Yama]〕e Y, Kohzuld 八1,工入latanabe J, shirato K
J cardiovasc pharmac01,38:29-38 2001
233[18F] Labeled Diacylglyca'ol analogue as a potentia] agentt0 廿ace myocardial
Phosphoinositide metal〕olism
Chida M, Kagaya Y, Nagata s, Mukoyoshi M, Namiuchl s, Yamalw Y,
Ishide N, X入latanabe J, Takahashi T,1do T, shirato K
N11d Med Bi01,28:815-819 2001
234Interaction betwecn saTcomere and mitochondna11ength in normoxic and
]1ypoxic rat ventricular papiⅡaty musdes
Noza]d T, Kagaya Y,1Shide N, Kitada s, Miura M, Nalvata J, ohn0 1,
X入latanabe J, shh'ato K
Cat・diovasc path01,10:125-132 2001
235Strelch and quick relcase of rat cal'diac trabeculae accela'ates ca2+ waves
and triggered propagated contractions
エ¥akayama Y, Miura NI, sugai Y, Kagaya Y, X入latanabe J, ter K以lrs
HEDJ, SI〕irato K
Am J physi01,281: H2133-2142 2001
Effed of Transiest stretch on lntraceⅡU]ar ca2+ durlng lriggered propa・
gated conttactions in lntad Trabeculae
Mi{Ⅱ'a NI, X入la]くayama Y, sugai Y, Kagaya Y, N、1atanabe J, ter Keurs
HEDJ, shira加 K
Can J physiolphaTmac01,79:68-72 2001
65
236
237Rely 加 U〕e Letter to "1ncreased vwF in the endocal'dium as a ]ocal




iNos deplelion completely diminjshes reactive nitrogen spedes formation af・
ter a11ergic resp01〕se
A. Koarai, M.1d〕inose, H. sugiura, M.1'omaki, M. X八latanabe, S
Yamaσata, Y. Komald, K. S11irato, T. Hatton
Eur Respir J2002,20:609-616 2002
M FUIくUd〕i, J watanabe, K shirato




P o s t - e n d s y s t o l i c  a c t i v e  s h m ' t e n i n g  l n  t h e  n o n - i s c l ] e m i c  r e g i o n  i m p a i r s  l e 丘
V e v t r l c u l a r  p r e s s u r e  f a 1 1 i 1 1  a c u t e  i s c h a n i c  h e a l ' t
H o z a w a  H ,  s a k u m a  M ,  N a k a g a w a  M , 1 S h i g a k i  H ,  K o m a l d  K ,  Y a m a m o t o
Y , 1 1 く e d a  J ,  K a g a y a  Y ,  w a t a n a b e  J ,  s h i r a [ O  K
T 0 1 〕 o k u  J  E X P  M e d  1 9 8 , 1 9 8 : 1 0 7 - 1 1 8  2 0 0 2
2 4 0
T I 〕 e  i n v o l v e m e n t  o f m a h ' i x  m e t a Ⅱ O P 丁 o l e i n a s e s  i n  b a s c m e n l m e m b r a n e  i n j u r y  l n
a  n 〕 u r l n e  m o d e l  o {  a c u t e  且 Ⅱ e r g i c  a i r w a y  i n f 】 a m n ] a t i o n
1 < . 1 く U m a g a i , 1 .  o h n o , 1 < . 1 m a i ,  J .  N a w a t a , 1 < .  H a y a s h i ,  S . 0 ] く a d a ,  H .  s e n o o ,
T .  H a t t o r i ,  K .  S I 〕 i r a t o
C l i n  E X P  A I ] e r g y , 3 2 : 1 5 2 7 - 1 5 3 4  2 0 0 2
2 4 1
E 丘 e c t  o f  a n g i o t e n s i n  c o n v e r t i n g  e n z y m e  Ⅱ 〕 h i b i t i o n  o n  m y o c a l 、 d i a ]  P 1 1 0 S ・
P h o i n o s i t i d e  m e l a b o l i s l n  v i s u a l i z e d  W 北 h  l - [ 1 - 1 1 C ] - b u t Ⅵ ' y l - 2 - p a l m i t o y l -
r a c - g l y c e r o ]  i n  m y o c a r d i a l i n f a r c t i o n  l n  t h e  r a t
K a g a y a  Y ,  c h i d a  M , 1 m a h o o r i Y ,  F u j H  R ,  N a m i u c h i s ,  T a k a d a  M ,  Y a m a n c
Y ,  o t a n i  H , 气 入 l a t a n a b e  J ,  F u k u d ) i  M ,  T e z u I く a  F , 1 d o  T ,  S ] 1 i r a t o  K
E u r o p e a n  J o u m a l  o f  N u d e a r  M e d i d n e , 2 9 ( 1 1 ) : 1 5 1 6 - 1 5 2 2  2 0 0 2
2 4 2
L e 丘  V e n t r i c u l a r  T r a n s m 瞰 ' a ]  s y s t o l i c  F u n d i o n  b y  H i g l ) - s e n s i t i v i t y  v e l o c i t y
M e a s u r e m e n t  "  p h a s e d  T r a d d n g  M e t h o d "  a c r o s s  a ] e  s e p t u m  i n  D O × o r u b i d n
C 印 ' d i o m y o p a u 〕 y
K o i w a  Y ,  K a n a i  H ,  s a i t o h  Y ,  s h i r a t o  K
U l t r a s o u n d  M e d . &  B i 0 1 . 2 8  ( 1 1 ) : 1 3 9 5 - 1 4 0 3
2 4 3
T ] ] e  m a g n i t u d e  o f  t r a n s m u r a l ] 1 e t e r o g e n e i t y  a s  a  d e t e r m i n a n t  f a c t o Y  f o ]
上 V E D p  e l e v a t i o n  i n  H C M  p a l i e n t s
K o i w a  Y ,  K a m R d a  H , 1 ] く e d a J ,  s h h ' a t o  K ,  H o n d a  H ,  K a n a i H ,  H a s e g a w a  H ,
S a i t o h  Y
P r o c .  o f  l E E E  l n t e r n a t i o n a l  u l t r a s o n i c s  s y m p o s i u m , 2 0 0 2  1 n  p r e s s
2 4 4
S y s t o l i c  H e t e r o g e n e i t y  o f  T r a n s m u r a l  M y o c a r d i a l  F u n c u o n  i n  N o n n a l  s u b ・
j e d s :  p h y s i o ] o g i c a l  F u n c t i o n a l  H e t e r o g e n e i t y . ( s h o r t  R e p o r t )
K o i w a  Y ,  K a m a d a  H , 1 n o s e  M ,  s h i r a l o  K ,  s a i t o  Y ,  H a s e g a w a  H ,  K a n a i H
T o h o k u  J .  E X P .  M e d . 1 9 7 ( 3 ) : 1 8 3 - 1 S 7
2 4 5
V a s o d i l a t o r  s i g n a l s  F r o m  u ] e  l s c h e m i c  M y o c a r d i u m  A r e  T r a l 〕 s d u c e d  加  U 〕 C
C o r o n a r y  v a s c u ] a r  w a Ⅱ  b y  p e r t u s s i s  T o x i n - s e n s i t i v e  G  p r o t c l n s ;  A  N e w
E x p a ' i m e n t a l  M e t h o d  F o r  t h e  A n a l y s i s  o f  Ⅱ W  { n t e r a c t i o n  B e t w e e n  t h e  M y ・
O c a r d i u m  a n d  c m ' o n a r y  v e s s e l s
K o u i c h i  s a t o ,  T a t s u y a  K o m a l ' U ,  H i r o a l d  s h i o i r i ,  s a t o r u  T a ] く e d a ,  K a t s u a l d
T a R a h a s h i ,  H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  K u n i o  s h i r a t o
J 0 山 ' n a l  o f  A m a ・ i c a n  c 0 Ⅱ e g e  o f  c a T d i 0 1 0 g y , 3 9 ( 1 1 ) : 1 8 5 9 - 1 8 6 5  2 0 0 2
246Evaluation ot heart-rate turbulence as a new prognostic marker m patients
With ch】'onic heart failure
Koyama Jiro, watanabe Jun, Yamada ARi, Koseld Yoshito, Konno Yuji,
Toda sunao, shinozald Tsuyoshi, Miura Masahito, Fukuchi Mitsumasa,
Ninomiya Mototugu, Kagaya Yulaka, shirato Kunio
Citculation J01】rnal,66(10):902-907 2002
Thc conh'ol effect of histamine on the body temperat11re and respiralory
function in lgE-dependent syslemic anapl〕ylaxis
Makabe-Kobayashi Y, Hori Y, Adadli T,1Shigald-suzuld s, KilくUchi Y,
Kagaya Y, shiralo K, Nagy A, U]ike A, Talくai T, X入latanabe T,01]tsu H
JOUTnal olAⅡe堰y and c]inica11mm11n010gy,110(2):298-303 2002
Proliferativc effects of eosinophi11ysates on cU11UTed h山nan airway smootl]
muscle ce]1S
Masu K, ohn0 1, suzuld K, okada s, Hattori T, shirato K
Clin EXP AⅡergy,32:595-601 2002
Diffa'ential e丘ed of epidennal gTowt]〕 fador on serous and n〕Ucous cel]s in
Pordne alrway subn〕ucosal gland
Nobuhisa lwase, Tsukasa sasaki, Takako oshh'0, Tsutomu Tamada,
八lasayuld Nara, Kan sasamoti, Toshio Hattori, Kunio shirato, Yoshlo
Maruyama
Reph'atory pl〕ysi010gy & Neurobi010gy,132:307-319
Hemodynamic Effects of ln]〕aled Nitric oxi(1e using pu]se Delivery and c01]・
tinuous DeⅡVery systems in pulmonary Hypettension
Osamu KitamuIくai, Masahito sakuma, T01〕1'U Takahashi, Jun Nawata, Jun
U祀da, K山〕io shiralo
Intemal Me(1icine,41(6):429-434 2002
Right venh'1CU]ar ejection function assessed by cineangiography:1mportance
Of beⅡOws action
Sa1乳lma M,1Shigald H, Komald K, oikawa Y, Katou A, Nakagawa M,
Hozawa H, Yamamoto Y, Takahas]〕i T, shh'at01<
Citc J,66:605-609 2002
11ncreasing mortality from pulmonary en〕bolisn〕 in Japan,1951-2000
Sakuma M, shirato K
Circ J,66:1144-1149 2002
Currel]t Repotts
Sak山na M, shirato K











E 丘 e c t s  a n d ,  p l o b l e m s  o f  c o n t i n u o u s  l n f u s i o n  o f  E p o p r o s t e n o l f o t  p a t i e n t s
W Ⅱ h  p r i m a r y  p u l m o n a r y  H y p a l e n s i o n
T o h Y U  T a k a h a s h i ,  N l a s a h i t o  s a k u m a ,  J u n  l k e d a ,  J u n  N a w a 捻 ,  J u n
D e n 〕 a c h i ,  o s a m u  K i t a m u k a i ,  K u n i o  s h Ⅱ ' a t o
I n t c r n a l M e d i c i n e , 4 1 ( 1 0 ) : 7 8 4 - 7 8 8  2 0 0 2
2 5 5
E v a l u a t i o n  o f  H e a r l  R a t e  T u r b u l e n c e  a s  a  N e w  p r o g n o s t i c  M a r k a ' i n  p a t i e n t s
W 北 h  H e a r t  F a Ⅱ U r e
J i r o  K o y a m a ,  J u n  w a t a n a b e ,  Y O S I 〕 i t o  K o s e l d ,  Y u j i  K o n n o ,  s u n a o  T o d a ,
T s u y o s h i  s h i n o z a ] d ,  M a s a ] ] i t o  M i u r a ,  M i t s u m a s a  F u k u c h i ,  M 0 1 0 t s u g u
N i n o m i y a ,  Y u t a k a  K a g a y a ,  K u n i o  s h i r a t o
C h ・ C U ] a t i o n  J o u m a l , 6 6 ( 1 0 ) : 9 0 2 - 9 0 7  2 0 0 2
2 5 6
2 0 0 3 年
V a r i e t i e s  o f  r i g h t  v e n t r i c u l a T  d i a s t o l i c  f u ] 〕 c t i o n  l n  p a t i e n t s  w i t h  n o n - o b s h ' U C ・
t i v e  ] 1 y p e r t r o p h i c  c a r d i o m y o p a t 1 1 y
K . 1 く o m a k i ,  M .  s a R u m a ,  H . 1 S h i σ a k i ,  H .  H o z a w a ,  Y .  Y a m a m o t o ,  T
1 ' a k a h a s l ] i ,  N . 1 く U m a s a k a ,  Y . 1 く a g a y a ,  J . 1 1 く e d a ,  J .  X 入 l a t a n a b e ,  K .  s h i r a t o
T o h o k u ,  J .  E X P  M e d , 1 9 9 : 4 9 - 5 7  2 0 0 3
2 5 7
I n c i d e n c e  a n d  c ] ] 磁 ' a c t e r i S Ⅱ C s  o f  p u l m o n 印 ' y  T r o l n b o e m b o l i s m  i n  J a p a n  2 0 0 0
O s a l n u  K i t a m u k a i ,  M a s a h i t o  s a k u m a , ' f o r h u  T a k a h a s h i ,  Y U ね k a  K a g a y a ,
J u n  X 入 l a t a n a b e ,  K u n i o  s h i T a t o
I n t e r n  M e d , 4 2 : 1 0 9 0 - 1 0 9 4  2 0 0 3
2 5 8
R e c e n t  d e v e l o p m e n t s  i n  d i a g n o s t i c  i n ) a g i n g  l e d ] n i q u e s  a n d  m a n a g e m e n l f o r
a c u t e  p U 1 1 n o n a T y  e m b o l i s m :  m u l t i c e n l e r  r e g i s t r y  b y  t h e  J a p a l 〕 c s e  s o c i e t y  o f
P u l n 〕 o n a r y  E n b 0 Ⅱ S m  r e s e a r c h
M .  s a R u m a , 0 .  o k a d a ,  M .  N a k a m u r a ,  N .  N a k a n i s h i ,  Y .  M i y a h a r a ,  N
Y a m a d a ,  H .  F u j i o k a ,  T .  K u r i y a m a ,  T .  K 轍 〕 i e d a , 1 .  s u g i m o t o ,  T .  N a k a n o ,
K .  s h i r a t o
I n t a ' n  M e d , 4 2 : 4 7 0 - 4 7 6  2 0 0 3
2 5 9
C o m p a r i s o n  o f  1 1 〕 e  e 丘 i c a c y  o f  r e p a 、 f u s i o n  杜 〕 e r a p i e s  f o r  e a Y l y  m o r t a l i t y  h ' o m
a c u t e  m y o C 印 、 d i a ]  i n { 印 ' c t i o n  i n  J a p a n :  r e g i s t r y  o f  M i y a g i  S ヒ L l d y  G r o u p  f o r
A M I ( M S A M D
K .  s a k u r a i ,  J .  I N a t a n a b e ,  K . 1 W a b u c h i ,  Y . 1 く o s e k i ,  Y .  K o n - n o ,  M
F 1 1 k u d l i ,  T .  K o m a r 1 1 ,  T .  s h i n o z a l く i ,  M .  M i u r a ,  M .  s a k u m 丑 ,  Y . 1 く a g a y a ,  S
K i t a o ] く a ,  K .  s h i r a t o
C i r c  J , 6 7 : 2 0 9 - 2 1 4  2 0 0 3
2 6 0
a ( h e n o m e d U Ⅱ l n  d u n n g  h y p o x i a  i n  c u l t u r e d  h u l n a n  g l i o b l a s t o m a
I n d u d i o n  o f
C e 1 1 S
T .  K i t a m u r o , 1 < .  T a l く a h a s h i ,  M .  N a l く a y a m a , 0 .  M u r a k a m i ,  W .  H i d a ,  K
S h i r a l o ,  S .  s h i b a 1 1 a r a
J o u r n a l o f  N e u r o c h e m i s t r y , 7 5 ( 5 ) : 1 8 2 6 - 1 8 3 3  2 0 0 0
261Diffa'ential expression of adrenomedUⅡin and its receptor component, recep・
tor activity mod辻ying protein (RAMP) 2 during hypoxia in cultured 11Uman
neuroblastoma ceⅡS
T.1くitamuro, K. Takahashi, K. Totsune, M. Nakayama,0. Murakami, W
Hida, K_ shirato, S. S]〕ibahara
Peptides,22(11):1795-1801 2001
262Evaluation of heal't-rate turbulence as a new prognostic marker ]n patlents
Ivith clu'onic hearl failure
J. Koyama, J,气入7atanabe A. Yamada, Y. Koseki, Y. Konno, S. Toda, T
Shinozald M. Mi山'a M. Fukuchi M. Njnomiya, Y. Kagaya, K. shh'ato
Circulation Journal,66:902-907 2002
263Disruption of L-hisudine decarboxylase reduces airway eoslnop]1i]ia but not
hypcrresponslveness
A. Koarai,八1.1Chjnose, S,1Shigaki-SUZ11ki, S. Yalnagata, H、 suglura, E
Sakurai, Y.入lakabe-Kobayas]〕i, A. Kuramasu, T. X入latanabe, K. shh'ato,
T. Hatt0丁i, H.0]〕tsu
Am, J_ Respir crit caTe Med,167価):758-763 2003
264Bachl functions as a hypoxia-inducible repressor for the heme oxygenase-1
gene in human cCⅡS
T.1くitamuro, K. Takahashi,1<. ogawa, R. udono-FUJ]n〕on, K. Takcda,
1<. FUI,uyama, M. Nakayama, J. sun, H. Fujita, W. Hida, T. Hattori, K
Shirato, K.{garashi, S. shibahara
JOW11a] of Bi010gical c}]cmistry,278(11):9125-9133 2003
69
265CorN]ation bet訊,een change Ⅱ] pulmonary {unction a11d suppression of reactlvc
nltrogen species production f0ⅡOW]ng steroid treatment in copD
Hisatoshi sugiura, MaS丑kazu lchinose, syunsukc Yamagata, AIくⅡ'a
Koarai, Kunio shiralo, Toshio Hattori
Ihorax,58(4):299-305 2003
266Greater lmpajrment of rig111 Ventncular systolic function ln patients w]11〕 an・
terior myocatdialinfarction because of a]e extent ol proxima11esi01栂
Tohru Takahashi, Nlasahito sakuma, Kohtaro]〕 Komaki, Norihisa
Kumasaka, osamu Kitamukai, Hidenan Hozawa, Yoshito Yamamoto, Elji
Noza]d, Kenji Tama]d, Kunio shirato
Circulation journal,67(5):396-400 2003
267SI]ould increasing u]e dose or adding ATl feceptor blocker f0ⅡOw a Telativc]y
10w dose of ACE inhibitor initiated in acute myocardialinfarctio]]?
T. SU又ie, Y. Kagaya, M. Takeda, H. Yahagj, C. Taka11as]]i, J. Takahashi,
M. Ninon〕iya, J. watanal〕e, R.1d〕inohasan〕a, F. Tezuka, K. shiralo
Cardiovasc Res,58:611-620 2003
7 0
2 6 8 C L I N I C A L  D E M O N S T R A T I O N  O F  F U N C T I O N A L  W A V E  F R O N T  O F
T H E  I N T R A M Y O C A R D I A L  I S C H E M I C  R E G I O N  I N  P A T I E N T S  W I T H
C O R O N A R Y  S T E N O S I S
B . H .  o n σ ,  Y . 1 く o i w a ,  M .  s u t o h , 1 < . 1 W a b u d ] i ,  Y ,  K a g a y a ,  H .  H a s e σ a w a ,  H
K a n a i ,  J .  w a t a n a b e ,  K .  s h i r a l o
2 6 9
X a n t l ] i n e  o x i d a s c  i n h i b i t i o n  l ' e d u c e s  l ' e a c t l v e  n i t r o g c n  s p e c i e s  p r o d u c t i o n  m
C O P D  a h 气 V a y s
M a s a k a z u  l c h i n o s e ,  H i s a t o s h i  s u g i u r a ,  s y u n s u k e ,  Y a m a g a l a ,  A k i r a
K o a r a i ,  M a s a f u m i  T o m a l d ,  H i r o m a s a  o g a w a ,  Y u i c l 】 i l く 0 m a k i ,  p e t e r  J
B a r n e s ,  K u n i o  s h i r a [ 0 ,  T o s h i o  H a Ⅱ o r i
E u r  R e s p i Y  J o u r n a l , 2 2 : 4 5 7 - 4 6 1  2 0 0 3
2 7 0
D e { i c i t  o f  c D 3 8 允 y d i c  A D P - r i b o s e  i s  d i f f a ' e n t i a Ⅱ y  c o m p e n s a t e d  i n  h e a 1 1 S  b y
g e n d c r s
J .  T a k a l ) a s h i ,  Y . 1 く a g a y a , 1 .  K a t o ,  J . 0 1 〕 1 a ,  S . 1 S o y a n 〕 a ,  M .  M i u r a ,  Y .  s u g a i ,
N I ,  H i r o s e ,  Y .  w a k a y a m a ,  M .  N i n o m i y a ,  J .  w a t a n a b e ,  S .  T a k a s a w a ,  H
O k a m o t o  K .  s h i r a t o
B i o d ] c m  B i o p ] ] y s  R e s  c o m m u n , 3 1 2 : 4 3 4 - 4 4 0  2 0 0 3
2 7 1
N o n ] 〕 a l  a n d  o x i d i z e d  l o w  d e n s i t y  l i p o p r o t e i n s  a c c u m u l a t e  d e e p  i n  p h y s i 0 1 0 g i ・
C a Ⅱ y  u 〕 i c I く e n e d  i n t i m a  o f  h u m a l 〕  c o r o n a r y  a r t e r i e s
M .  F u k u c h i ,  J .  w a t a n a b e ,  K . 1 く U m a g a i ,  S .  B a l ) a ,  T .  s h i 1 1 0 z a l d ,  M .  M i u r a ,
Y .  K a g a y a ,  K .  S I 〕 i r a t o
L a b o l a t r o y  l n v e s l i g a t i o n ,  S 2 : 1 4 3 7 - 1 4 4 7  2 0 0 2
2 7 2
C o m p a r i s o n  o f  t h e  e f { i c i e n c y  o f  T e p a 、 f u s i o n  t h e r a p i e s  f o r  e a r l y  m o r t a l i t y  丘 o m
a c u t c  m y o c a l ' d i a l i n f a r c t i o n  i n  J a p a n ?  R e g i s t r y  o f  M i y a g i s t d u y  G r o u p  { r o  A N n
( M S A M I ) ?
K .  s a l く U r a i ,  J .  w a t a n a l ) e ,  K . 1 W a b u c h i ,  Y .  K o s e k i ,  Y ,  K o n - n o  M .  F u k u c h i ,
T .  K o n ] a r u ,  T .  S ] 1 i n o z a k i  八 1 .  M i 山 " a  M .  s a l く U n 〕 a ,  Y .  K a g a y a ,  S .  K i t a o k a ,  K
S ] ] h ' a t o
C h ' c u l a t i o n  J O U T n a ] , 6 7 : 2 0 9 - 2 1 4  2 0 0 3
2 7 3
C ] ] a r a c t e r i s t i c s  a n d  l - y e a r  P 円 g n o s i s  o f  m e d i c a Ⅱ y  t T e a t e d  p a t i e n t s  w i t h
C h r o n i c  l 〕 e a r t  f a i l u r e  i n  J a p a n  -  c h r o n i c  H e a r t  F a i l u r e  A n a l y s i s  R e g i s t r y  i n
T o h o k u  D i S れ ・ i c t  ( C H A R T )
Y . 1 く o s e k i ,  J .  w a t a n a l 〕 e ,  T .  S I ] i n o z a k i ,  M .  s a ] く U m a ,  T .  K o m a r u ,  M
F u k u c h i ,  M .  M i u T a ,  A .  K a r i b e ,  Y .  K o n - n o ,  H .  N u m a g u d 〕 i ,  M .  n i n o m i y a ,
Y .  K a g a y a ,  K .  s h i r a t o
C i r c u l a t i o n  j 0 山 ' n a l , 6 7 : 4 3 1 - 4 3 6  2 0 0 3
2 7 4
I m p a c t  o f  h y p e r c h o ] e s t e r o l e m i a  o n  a c i d o s i s - 1 n d u c e d  c o r o n a r y  m i c r o v a s c u l a T
d i l a t i o n
H i r o ] d  s h i o i r i ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  K o u i c h i  s a t o ,  H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  J u n
W a t a n a b e ,  K u n i o  s h i r a t o
B a s i c  R e s e a r c l 〕 i n  c a r d i 0 1 0 g y , 9 8 ( 2 ) : 7 6 - 8 3  2 0 0 3
275Vasodila加r signals from the ischemic myocardium are transduced to the co・
ronary vascular wa11 by pertussis toxln-sensitive G proteins: a new ex・
Pa'in)a〕tal method {or the analysis ot the interaction between the myocardium
and coronary vessels
Kouichi sato, Tatsuya Komal'U, Hirold shioiri, Hiroshi KanatS111くa, Kunio
Shirato
J0山'nal of American c0Ⅱege of cardi010gy,39(11):1859-1865 2002
276Cytochrome P450 Metabo]ites but not NO,PG12 and H202 Contribute to
Acetylcholine-1nduced Hyperpolarization of pressurized canine coronary
Microvessels
Mitsua]d Tanaka, Hiroshi Kanatsuka, Boon Hooi ong, ToshinoriTanika・
Wa, Akira uruno, Tatsuya Komaru, Ryoichi Koshida, Kunio shirato
American Jour11alof pl〕ysi010gy,285(5): H1939-48 2003
27フ
2004年
TI〕e upregulation oflcAM-1 and p-selectin requires high blood pressure but
not CⅡ'culating renⅡ〕-ang]otensln systen〕 1n vlvo
Huan wang, Jun Nawata, Noriko Kakudo, Koichiro sU即m轍'a, Jun
Suzuki, Masah北O sak山na, Jun 11祀da, Kunio shirato
Journal of Hypa'tension,22 (フ):1323-1332,2004
278
71
Warfatin-1ntradable,1ntraatrialThrombogenesis in A 52-Year-old woman
With Mitral stenosis and C11ronic AtTia] Fibri11ation
Mitsumesa Fukuchi, Koji Kumagai, Masahito sakuma, Yutaka Kagaya,
Jun wa{anabe, Koicl〕i Tabayashj, Kunio shirato
The Tohoku Joun〕al of Experimental Medicine 203:59-63,2004
279Expression oftl〕e von X入linebrand Factor in Atrial Endocardium is lncreased in
Atrial FibriⅡation Depending on u〕e Extent of structural Remodeling
Koji Kumagai, MitS脚nasa Fukucl], Jun ohta, shigeo Baba, Katsuhiko
Oda, Hiroji Aldmoto, Yutaka Kagaya, Jun 工入latanabe, Koid〕i Tabayashj,
Kunio shirato
Circulation Journal,68(4):321-327,2004
280Analysis of chl'onic Heart Failure Registry in the T01〕oku District-Third Year
F0ⅡOW-UP-
Nobuyuki shiba, Jun watanabe, TsuyoS11i shinozalくi, Yoshito Koseld,




R a t i o n a l e ,  D e s i g n ,  a n d  o r g a n i z a t i o n  o f  a ] e  D i a s t o l i c  H e a l ' t  F a Ⅱ U r e  A s s e s s m e n l
S t u d y  i n  T o h o k u  D i s l r i c t  ( D I A g D
T s u y o s l 〕 i  s l 〕 i n o z a k i ,  J u n  工 入 l a t a n a l ) e ,  J u n i c h i  K i k u c h i ,  K e n j i  T a l n a l { i ,  N O ・
b u o  H O S I 〕 i ,  M a s a t o  H a y a s 】 1 i ,  Y u k i o  o n o d a ' a ,  T e t s u y a  H i r a m o t o ,  J u n  1 1 く e ・
d a ,  M a s a h i t o  s a k u m a ,  M i t s u m a s a  F u k u d ] i ,  M a s a f u m i  s u g i ,  Y u t a k a
K a g a y a ,  K u n i o  s l 〕 Ⅱ ' a t o
C i r C 1 1 1 a t i o n  J o u m a l , 6 8 ( フ ) : 6 6 0 - 6 6 4 , 2 0 0 4
2 8 2
C h a r a c t e r i s t i c s  0 ι  t h  i n c r e a s e  i n  p l a s m a  b l 、 a i n  n a t r i u r e t i c  p e p t i d e  l e v e ]  i n  l e R
V e n t r i c u l a r  s y s t o l i c  d y s f u n c t i o n ,  a s s o c i a t e d  w i t 1 1  m u s c u l a r  d y s t r o p l ] y  Ⅱ ]  c o m ・
P a T i s o n  l v i t l ]  i d i o p a t h i c  d i l a t e d  c a r d i o m y の 〕 a u ] y
J u n  D e n ) a c h i ,  Y u t a k a  K a g a y a ,  J u n  w a t a n a l ) e ,  M a s a h i t o  s a k u n ] a ,  J u n
1 1 く e d a ,  Y a s u n o r i  K a k u t a , 1 y o k o  M o t o y o s l ) i ,  T a k e s h i  K 0 1 〕 n o s u ,  H i r o a k i
S a l く U m a ,  s h i g e t u  s h i m a z a l d ,  H i d e a k i  s a k a i ,  T e i k o  K i m p a r a ,  T o s h i a l く i
T a k a h a s h i ,  K i y o s h i  o n Ⅱ l r a ,  M i h o  o k a d a ,  H Ⅱ ' o s h i  s a i t o ,  K u n i o  s h i t a t o
N e u r o m u s c u ] a r  D i s o r d e r s , 1 4 : 7 3 2 - 7 3 9  2 0 0 4
2 8 3
I n f e r i o r  v e n a  c a v a  F Ⅱ t e r  i s  a  N e w  A d d i t i o n a l  T h e r a p e u t i c  o p t i o n  加  R e d u c e
M o r t a 1 北 y  F r o m  A c u t e  p u l m o n a r y  E m b 0 Ⅱ S m
M a s a h i t o  s a R u m a ,  M a s h i o  N a k a y a m a ,  N o r i f u n 〕 i  N a k a n i s h l ,  Y o s h i y u l d
M i y a l 〕 a r a ,  N o b u h i r o  T a n a b e ,  N o r i k a z u  Y a m a d a ,  T a k a y u k i  K u r i y a m a ,
T a k e y o s l ] i  K u n i e d a ,  T s u n e a l d  s u g i m o t o ,  T a k e s h i  N a k a n o ,  K u n i o  s l ] 1 r a t o
C i r c u l a l i o n  J o u r n a l , 6 8  四 ) : 8 1 6 - 8 2 に 0 0 4
2 8 4
R i g h t  v e n t r i c u l a r  s y s t o ] i c  F u n c t i o n  a n d  t l ] e  N l a n n e r  o f  T r a n s f o r m a Ⅱ o n  o f  t h e
R i g h t  v e n t r i c l e  i n  p a t i e n t s  w i t h  D Ⅱ a t e d  c a r d i o m y o p a t h y
S 1 1 i g e t o  o y a n 松 ,  M s a h i t o  s a l a l m a ,  K o h t a r o h  K o m a l d ,  H i d e h Ⅱ く 0  l s h i g a l く 1 ,
M a ] く o t o  N a k a g a 、 v a ,  H i d e n a T i  H o z a w a ,  Y o s h i t o  Y a m a n l o t o ,  Y u t a ] く a
K a g a y a ,  J u n  X 入 l a t a n a b e , 1 く U n i o  s h i r a t o
C i t c u l a t i o n  J o u r n a l , 6 8 ( 1 0 ) : 9 3 3 - 9 3 7  2 0 0 4
2 8 5
H y p e T c h o l e s t a ' o l e m i a  l m p a i r s  T r a n s d u c t i o n  o f  v a s o d i l a t o r  s i g n a l s  D e r i v c d
F r o m  l s c h e m i c  M y o c a r d i u m  M y o c a r d i u m - M i c r o v e s s e l  c r o s s - T a ] R
K o u i c h i  s a t o ,  T a t s u y a  K o m m ・ U ,  H i r o ] d  s h i o i T i ,  s a t o r u  T a k e d a ,  K a t s u a l d
T a k a h a s h i ,  H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  M a s a ] 1 a r u  N a l く a y a m a ,  K u n i o  s ] 〕 h 、 a t o
A r t e r i o s d a ・ ' 1 ' h r o m b  v a s c  B i 0 1 , 2 4 : 2 0 3 4 - 2 0 3 9  2 0 0 4
2 8 6
E p i d e m i 0 1 0 g y  o f  p u l n l o n a r y  E ] n b o l i s m  i n  J a p a n
M a s a h i t o  s a k u m a ,  T o h r u  T a k a h a s h i ,  J u n  D e n 〕 a c h i ,  J u n  s u z u l d ,  J u n
N a w a t a ,  N o r i k o  K a k u d o ,  K o i c h i Y o  s u g i n 〕 u r a ,  B o o n - H O 0 1 0 n g ,  H u a n
W a 1 唱 ,  K e n y a  s a j i ,  K u n i o  s l 〕 i T a t o
K .  s h h ・ a t o ( E d . )  v e n o u s  T h T o m b o e m b 0 Ⅱ S m  p r e v e n t i o n  a n d  T r e a t m e n t












































1 9 8 7 年
ロ コ ル ナ ー ル の 幌 症 心 不 令 に 対 す る 使 川 経 験
内 ・ 上 邦 リ 」 , 澁 島 任
M R C の 会 仙 台 昭 羽 1 6 2 4 予 ] 1 ナ 」 6 日
心 膜 の 心 機 能 に 及 ぼ す 影 糾
" 上 邦 屶




1 9 8 8 年
S i ぴ n i f i c a n c e  o f  a ] e  p e r i c a r d i a m  { o r  C 田 、 d i a c  f u n c t i o n  i n  a c u t e  i s d l e m i a  w i t ] ]
V O ] u m e  o v e r l o a d
h 」 二 J 心 男 , 佐 久 制 雪 町 二 , 及 川 仁 元 , 加 削 泰 敦 , 小 川 披 , 石 川 萸 彦 , 沌 1 ■ 任
3 r d  p e r i c a r d i a l  c l u l 〕 ( w a s l ) i n g 加 n  D . C .  U . S . A . ) , ] 9 8 8 . 1 1 . 1 3
1 9 9 0 年
原 発 性 肺 高 血 圧 症 の 長 瑚 予 後 に 文 」 す る 抗 凝 固 薬 , 血 管 拡 引 て 粲 併 川 療 法 の 効 宋
白 士 邦 男 , 滝 島 仟 , 尾 形 公 彦 , 大 礼 正 敏
第 8 7 回 Π 人 内 科 学 会 総 会 東 京 〒 成 2 年 1 打  6 Π
1 9 9 2 年
左 冠 動 脈 十 蛉 部 閉 空 に よ り 狭 心 症 発 作 を 繰 り 返 し た 大 動 脈 炎 症 候 群 の ・ ' 例
杉 正 文 , 大 H 1 圧 敏 , 池 田 淳 , 白 上 邦 男 , 瀧 島 仟
錦 3 4 印 1  柬 北 心 寸 m 管 造 影 懇 話 会 仙 六 平 成 4 午 2 上 Ⅱ 4 1 , 1
弛 緩 朔 局 所 心 筋 動 態 に 及 ぼ す 急 、 忰 冠 血 沈 低 下 の 影 "
朴 沢 英 成 , 内  1 1 邦 男 , 佐 久 Ⅲ 凹 町 . , 1 〒 j l i 英 彦 , 占 田 浩 司 , Ⅱ _ 1 本 美 人 , 瀧 g , 任
第 1 0 引 リ 1  Π 木 循 環 排 学 会 総 会 東 』 ヒ 」 也 力 会 仙 台 平 成 4 イ F 2 ナ 1 2 8 臼
右 室 の 血 液 昂 出 に 及 ぼ す 左 室 の 影 粋
石 加 萸 彦 , 亡 凶 二 邦 リ } , 仏 久 Ⅲ 1 聖 仁 ,  i Y 田 1 告 司 , オ 、 ト 沢 英 成 , 駒 木 亨 メ く 郎 ,  1 舵
島 任
第 5 6 1 回 Π 本 l j 削 業 器 学 会 総 会 下 菓 乎 成 4 イ r 3 j ] 2 6 Π
急 性 j " 血 の 弛 緩 期 局 所 心 筋 動 態 へ の 影 紳
朴 沢 英 成 , 白 上 邦 リ } , 佐 久 1 1 _ 1 1 中 仁 , 石 上 i 共 彦 , 1 i Ⅱ N 告 川 一 駒 人 孝 太 郎 , 1 」 」
本 渡 人 , 片 ・ リ Π 誠 , 瀧 島 仟
第 5 6 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 千 菜 ・ 平 成 4 匂  3 打 2 7 Π
交 感 神 経 刺 激 時 と カ テ コ ラ ミ ン 投 与 1 1 寺 に お け る ノ f 率 収 縮 力 に 、 ' え る 影 糾 の 尾 y ι
に つ い て
洗 仟 1  右 , 池 田 浄 , 杉  i 〔 文 , 関 Π 汗 ' r , " 士 邦 屶 , 沈 配 , 任
























































急 , 打 急 m 心 に お け る ド ブ タ ミ ン の 局 所 心 筋 動 態 に 及 ぼ す 影 糾
佐 久 冏 聖 イ _ _ 1 , イ i 垣 英 彦 , 1 1 Ⅱ 1 浩 司 , 朴 沢 英 h 艾 , 駒 人 孝 太 郎 , Ⅱ 1 人 義 人 , 白
W 3 男
第 1 0 9 1 川 Π 本 循 瑞 謁 昂 学 会 柬 北 地 方 会 仙 台 平 成 5 年 2 j Ⅱ 9 Π
ア レ ル ギ ー 疾 戀 、 に お け る サ イ ト カ イ ン
大 野 勲 , 白 士 邦 屶
第 2 7 回 東 北 ア レ ル ギ ー 懇 話 会 青 森 平 成 5 q ・ 2 刀 2 0 日
気 管 支 喘 忘 、 悲 、 者 の 昭 疹 小 剤 Ⅲ 炮 に お け る サ イ ト カ イ ン の 局 在
人 野 勲 , 星 宏 紀 , 山 内 広 平 , 西 岡 き よ , 佐 1 係 裕 f , 川 村 弦 , 丹 對 り 太
大 , 血 上 邦 劣
第 2 7 舮 1  束 北 ブ レ ル ギ ー 懇 お 舌 会 青 森 平 成 5 年 2 打 2 0 訂
上 気 道 抵 抗 症 候 群 と お も わ れ た 過 趾 U 企 の 2 例
1 朔 部 椣 一 , 飛 1 羽 渉 , 仟 Ⅱ 、 】 治 , 小 川 浩 Ⅱ , 水 浮 唯 沫 己 ・ f , 進 際 千 代 彦 , 菊
池 喜 陣 , 鞭 島 任 , 白 士 邦 男
第 1 0 回 睡 恨 呼 吸 師 * 側 究 会 東 京 平 成 5 年 2 河 2 7 Π
桜 性 閉 塞 性 肺 肺 霄 態 、 者 の 気 道 組 織 に お け る サ イ ト カ イ ン の 発 現
大 野 勲 , 山 内 広 平 , 打 野 恭 夫 , 白 士 邦 屶
第 1 3 回 東 北 免 疫 研 究 会 仙 台 平 成 5 年 3 村  6 Π
ア レ ル ギ ー 件 慢 性 気 道 炎 症 が 神 経 原 性 気 道 収 縮 反 応 に 及 ぼ す 影 辨
小 嶋 夏 f , ー ノ 瀬 正 和 , 五 十 嵐 淳 , 三 浦 元 彦 , 佐 々 木 康 夫 , 高 橋 識 全 ,
山 内 淑 行 , 戸 荷 乳 文 , 井 上 洋 西 , 靴 島 任 , 白  1 二 邦 男
第 2 9 印 1  気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 5 年 3 打 1 3 日
ロ イ コ ト リ エ ン D 4 由 来 気 道 炎 症 に お け る 内 因 性 タ キ キ ニ ン の 開 与
石 川 淳 , ・ ソ 瀬 正 利 , 二 1 浦 元 彦 , 中 嶋 夏 ・ f , 山 内 淑 行 , 戸 蒔 雅 文 , 佐 々
木 康 大 , 井 上 洋 西 , 白 士 邦 男
第 2 9 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 5 年 3 打 1 3 H
抗 原 誘 兆 性 気 道 収 縮 に 対 す る K チ ャ ン ネ ル ブ ロ ヅ カ ー の 川 怖 喉 力 采
山 内 淑 ? j , _ ' 浦 元 彦 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 , 石 川 淳 , 小 嶋 夏 f , 戸 1 埒 雅 文 , 佐 々
木 康 夫 , 井 上 洋 西 ,  h 上 邦 屶
第 2 9 1 回 気 道 過 敏 竹 研 究 会 東 京 平 成 5 年 3 月 1 3 Π
気 管 支 喘 息 及 び 慢 性 気 管 支 炎 患 者 に お け る 峪 疾 小 サ プ ス タ ン ス P 耻 の 検 討
戸 蒔 雅 文 , ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 小 嶋 安 子 , 山 内 淑 行 , 井 W 下 西 , 白 十
邦 男
第 2 9 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 5 イ r 3 J 、 ] 1 3 日
血 小 板 活 性 化 囚 子 ( P A F ) に よ る 人 単 一 好 触 球 細 胞 内 C a 濃 度 変 化 の 画 像 解 析
奈 良 正 之 , 角 田 康 典 ,  H W U 放 也 , 大 城 社 子 , 田 村 弦 才 龍 島 任 , 内 丁 に 邦 屶

























































A 址 h 捻 C y d 血 e 系 抗 痛 剤 に よ る 淋 在 性 心 不 全 の 早 川 } 検 出 一 食 道 ペ ー ジ ン グ 負
荷 エ コ ー 法 を 加 い て ・
櫻 ル 克 彦 , 小 岩 喜 郎 , 前 原 和 平 , 島 木 壮 彦 , 菊 地 淳 ・ ー , 盛 田 y 酔 村 , 杉 Ⅱ 1
文 , 福 嶋 孝 子 , 古 関 義 人 , 小 山 二 郎 , 金 野 裕 司 ,  h 士 邦 男 , 瀧 島 任 , 斎
峠 淑 イ ・ ( 第  3 1 大 」 科 )
第 5 7 回 日 木 循 環 將 学 会 総 会 下 葉 平 成 5 年 3 打 2 5 - 2 7 Π
造 影 法 に よ る 拡 張 型 心 筋 症 の イ i * 機 能 の 検 討
' 駒 木 孝 太 郎 ,  h  1 二 邦 男 , 佐 久 1 州 聖 仁 , 石 1 Ⅱ 英 彦 , 青 f Ⅲ 告 司 , 朴 沢 英 成 , 山
人 裳 人
第 5 7 1 司 日 木 循 環 器 学 会 総 会 千 架 平 成 5 圷 ・ 3  打 2 5 - 2 7 日
右 冠 動 脈 1 羽 楽 1 蒔 の 容 W d 气 ' i 帛 と ド ブ タ ミ ン 投 り の 影 判
青 田 浩 司 , 1 ' 1 1 二 邦 男 , 佐 久 冏 聖 仁 , イ i 垣 英 彦 , 木 卜 沢 萸 成 , 駒 木 孝 太 郎 , " _ 1
本 義 人
鮮 兆 7 回 日 木 循 喋 器 学 会 総 会 千 葉 平 成 5 年 3 打 2 5 - 2 7 Π
閉 案 性 障 吉 を 有 す る 喫 煙 者 の 気 這 紲 織 に お け る サ イ ト カ イ ン の 発 現
大 野 勲 ,  h  に j お 男 ,  J .  G a u l d i e ,  M .  J o r d a n a  ( M C M a s t e r  u n i v . )
第 3 3 回 日 本 胸 部 疾 態 、 学 会 総 会 獣 浜 平 成 5 年 4 村  8 日
覚 酸 ラ ッ ト 延 伽 孤 柬 核 に お け る 低 酸 素 負 荷 時 グ ル タ ミ ン 酸 の 変 動
小 川 浩 止 , 水 澤 心 紀 子 , 菊 池 悪 汁 専 , 飛 田 渉 , 黒 洋 一 , 1 岡 部 快 一 ' , 田 口
治 , 進 藤 千 代 彦 , 白 ・ 上 邦 屶
第 3 3 山 1 日 木 胸 剖 " 矣 患 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 イ r 4 j 」 8 日
覚 醒 ラ ッ ト 孤 暁 ι 核 に お け る ク ル タ ミ ン 酸 の 呼 1 吸 に 及 ぼ す 影 燮
水 澤 ゛ 紀 子 , 小 川 浩 正 , 飛 田 渉 , 菊 池 轡 博 , 岡 Ⅷ 夕 膜 ・ ' , 田 口 治 , 巡 藤
千 代 彦 , 白 士 邦 屶
第 3 3 1 川 Π 本 胸 荊 g 矣 態 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 イ r 4  打  8  H
ヒ ト 気 道 粘 映 下 1 保 細 胞 の イ オ ン チ ャ ン ネ ル
佐 々 木 司 , 山 谷 睦 鮒 , , 占 村 〒 苗 , 佐 藤 正 俊 , 長 岐 珊 俊 , 佐 々 人 英 忠 , 白
上 J 心 屶
第 3 3 踵 1 日 木 胸 都 " 矣 W 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 年 ・ 4 月 8 日
気 通  L 皮 イ オ ン ト ラ ン ス ポ ー ト に お け る  L a m i n i n の 関 与 に つ い て の 検 討
山 本 実 , イ メ 訂 藤 正 俊 , 山 谷 睦 雛 , 増 田 徹 , ' ト 1 〒 畄 , 佐 々 木 司 , 仏 々
木 萸 忠 , 洗 島 任 , 白 士 邦 リ }
第 3 3 1 川 日 人 胸 部 疾 恋 、 学 会 総 会 獣 浜 平 成 5 年 4  打  8 日
ブ ラ イ デ イ キ ニ ン に よ る 気 道 粘 暎 下 腺 か ら の 分 泌 機 序
長 岐 邪 俊 , 志 村 ・ 甲 苗 , 佐 々 木 司 , 佐 j 藤 正 俊 , 佐 々 人 英 忠 , 1 龍 島 任 , 冉
士 邦 男















人野 11ψ,白・1J心男, J. Gau]die, M. Jordana (MCMaster univ.)




























i1与雅文,佐々人康火,1i川瀞、, jl・上1Υ二西, t弛J;b 任, n、上J心リ}












K +  c h a m W 1 1 刑 1 1 蔡 に よ る 判 1 経 原 竹 気 道 炎 症 抑 制 効 果
戸 1 1 寺 雅 文 , 石 川 涼 , ・ ・ ノ 瀬 止 和 , 高 お 偏 敲 〒 , 巾 嶋 聖 子 , 三 浦 元 彦 , 1 _ Ⅱ 内
淑 h , 五 1 ' 嵐 敦 , 佐 々 木 康 夫 , 井 上 洋 西 , 沌 島 任 , 1 h 上 邦 男
錦 3 3 回 Π 人 加 バ 彬 疾 悲 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 イ 1 " 4  打 1 0 Π
血 小 板 1 舌 竹 化 1 河 ・ f  ( P A F ) に よ る 人 単 ' 好 酸 球 舗 肱 包 内  C a 濃 度 変 化 の 四 像 解 析
奈 良 1 1 之 , 鈎 山 廩 典 , 相 沢 敏 也 , 大 城 社 f ,  H 1 村 弦 , 瀧 島 仟 , 門 十 邦 屶
第 3 3 1 回 門 木 胸 剖 詞 矣 悲 冉 を 会 総 会 横 浜 平 成 5 午 4  打 1 0 H
A T P に よ る 気 通 上 皮 細 胞 の 水 分 分 泌 蛸 大 に ヌ 、 1 す る 低 濃 度 β 刺 激 桑 の 垪 強 効 宋
に つ い て
佐 1 誤 」 f 俊 , 志 村 ・ 〒 ・ 苗 ,  1 1 _ 1 谷 睦 鄭 , 山 木 交 ,  j 曽 1 ・ " 徹 , 長 1 岐 雅 俊 , 佐 々 木
司 , 白 ナ 邦 屶
第 3 3 回 日 本 胸 部 疾 恋 、 ' Υ 会 総 会 織 浜 平 泌 艾 5 年 4  打  1 0 "
又 、 道 粘 映 、 F 1 保 の 瓢 Ⅲ 抱 内 恬 縦 イ ム 達 機 構 に お け る サ イ ク リ ッ ク  A D P  り ホ ー ス
( C A D P R ) の 役 1 判 ・ 一 新 し い セ カ ン ド メ ヅ セ ン ジ ャ ー と し て の Π 玲 副 牛
佐 々 人 司 , 志 村 〒 ・ m , 局 沢 伸 , 長 1 披 邪 t 俊 , 佐 心 1 [ 1 俊 , 岡 木 宏 , 广 1 上
邦 男
第 3 3 1 0 I  H 本 胸 剖 " 矣 , 桜 冉 を 会 総 会 横 浜 平 成  5 年 4  打  1 0 日
好 触 球 の ヒ ト 気 道 1 リ 剣 音 養 剤 Ⅲ 抱 の 通 過 竹
増 田 徹 , 山 谷 睦 雄 , 相 沢 敏 也 , 佃 村 弦 , 志 村 早 ・ 苗 , 佐 々 人 英 忠 , 靴 島
仟 , 冉 十 邱 屶
第 3 3 1 川 日 人 胸 附 " 交 恕 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 年 4  打 1 0 H
慢 性 閉 塞 例 リ 1 1 削 矣 態 、 恕 、 者 の 眺 矮 中 矧 U 抱 に j , 0 在 す る サ イ ト カ イ ン の 検 出
星 宏 紀 , 人 野 勲 , 田 村 弦 , 白 士 邦 屶
ア レ ル キ ー ・ 好 酸 球 研 窕 会 央 京 平 成 5 年 6 打 Π H
エ キ ス 製 剤 が 効 果 不 1 ' 分 で 煎 剤 が 奏 効 し た 気 管 支 喘 息 の が 刎
門 野 恭 大 , 前 田 貰 美 人 , 内 ナ _ 邦 屶
芽 列 4 回 Π 本 束 洋 氏 学 会 学 術 総 会 仙 台 平 成 5 年 6 j ・ Ⅱ 2 Π
遅 延 後 確 位 ( D A D ) 発 牛 . ・ レ に 観 察 さ れ る 一 過 竹 . 内 向 き 電 流 の 細 1 胞 内 カ ル シ ウ
ム イ オ ン 振 動 に 対 す る 時 制 依 存 竹 . 反 応 竹 低 下
小 田 浩 司 , 石 出 偏 止 , 二 t 浦 昌 人 , 桜 井 充 , 内 ・ 上 邦 屶
第 4 2 1 川 東 北 脈 管 和 1 究 会 平 成  5  q 三 6  打  1 2 日
エ リ ス ロ マ イ シ ン ( E M ) 長 期 療 法 中 に 出 現 し た E M 耐 竹 . 肺 炎 球 菌 の 壯 例 と そ
の 対 策
ナ } 野 恭 火 , 1 旦 i 岡 き よ , ゞ 剣 泉 央 子 , 前 胴 貴 美 人 . 人 野 勲 , 仏 J 藤 裕 ・ f , 内 ・ 1
邦 屶


























































カ ル シ ウ ム 過 負 イ 削 商 Ⅱ W 舵 流 心 橡 人 に お け る 弛 緩 能
篠 崎 毅 , 佐 藤 滋 子 , 子 汗 Ⅱ 伝 正 ,  h 上 邦 リ j
第 H 回 Π 本 循 環 器 学 会 東 北 地 力 会 山 形 ・ 平 成 5 ζ f 9  打 1 8 1 _ 1
微 小 振 小 川 剣 1 」 法 に よ る 冠 動 脈 壁 破 化 測 定 の 試 み
納 谷 太 平 , 小 岩 喜 郎 , 訂 」 _ 邦 リ } , 釡 J I ・ 浩 , 小 鉢 辻 沈 1  ( 央 北 大 半  1 . 学 部 )
H 本 超 〒 〒 波 医 学 会 東 」 U 也 方 会 秋 川 ・ 平 成 5 年 9 打 2 6 Π
カ ル シ ウ ム 感 受 性 色 素 の 経 冠 動 脈 的 淋 流 法 に お け る P Ⅱ f a Ⅱ
篠 崎 毅 , 1 i 1 Ⅱ 信 i 下 ,  1 t l + J U リ }
第 2 回 ハ イ オ イ メ ー ジ ン グ フ 会 柬 京 平 成 5 年 1 0 村 1 8 Π
イ ブ ニ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム 吸 人 ス テ ロ イ 下 薬 一 ・ よ り 良 い 適 応 と 限 界
田 村 弦 , 1 1 1 内 ル 、 ・ 平 , 丸 山 修 寛 , 本 惜 伺 リ 明 , 白 士 邦 リ }
第 4 3 山 1  Π 人 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 悩 祇 〒 成 5 年 1 0 打 2 3 - 2 5 Π
好 酸 球 に よ る  P ] a t e l e t - d e r i v e d  g m W 血  l a d 伽 ' ( P D G F ) の 発 現
人 野 則 ! , 白 士 邦 リ } ,  J .  G a u l d i e ,  M .  J o r d a 1 徐
芽 契 3 剛 日 人 ア レ ル キ ー 学 会 総 会 織 浜 平 成 5 午 1 ω 、 1 2 4 H
ヒ ト 肥 満 細 胞 株 H M C - 1 に お け る H D C 充 現 の 解 析
前 田 貴 美 人 , 大 野 勲 , 1 U 内 広 平 , 少 1 野 心 犬 , 六 士 J ' 屶
第 4 3 回 口 本 ア レ ル ギ ー ' γ 会 総 会 横 浜 ・ 平 成 5 午 ] ω j 2 4 日
慢 性 閉 塞 性 肺 疾 恕 、 々 名 の 峪 疾 小 細 胞 に 局 在 す る サ イ ト カ イ ン の 検 出
星 宏 紀 , 人 野  4 辺 ,  U _ 1 内 1 厶 1 三 , 丹 里 f 恭 大 , 1 _ " 村 弦 , 内 士 邦 リ j
第 4 3 1 引  1 _ 1 小 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成  5 イ に 1 0 1 1 2 4 0
遅 発 刑 1 怖 息 、 モ デ ル に お け る  I u n w r  n e c r o s i s  f a d ω ' ( T N F ) 一 α 兆 " し に ヌ 寸 す る 厶 じ
朴 湯 の 効 果
円 對 , 太 夫 , 前 田 賢 美 人 , 朱  1 1 一 赫 立 華 , 飯 島 秀 弥 , Ⅱ ・ _ 上 洋 西 , 糖 W l b
仟 , 門 士 邦 男
第 4 3 山 1 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 乎 成 5 年 1 0 刃 2 5 Π
低 触 素 換 気 1 心 答 に お け る 延 舳 孤 来 核 の グ ル タ ミ ン 酸 の 役 割
水 浮 叩 紀 子 , 小 川 1 告 正 , 菊 池 下 引 専 , 飛 田 沙 , 黒 沢 ・ , 岡 訊 引 真 一 ' , Ⅲ Π
治 , 1 沈 僻 , 任 ,  1 ι 1 1 J ' 屶
第  4 1 可 東 北 マ イ ク ロ ダ イ ア リ ミ ス 研 究 会 仙 台 平 成  5 仟 1 2 j " 1 H
胸 雌 か ら の 拡 張 1 り W 氏 動 入 力 に よ る ヒ ト 冠 血 流 呈 垪 大
納 谷 太 ・ 1 三 , 小 岩 六 . 郎 , 品 木 壮 彦 , 本 田 英 〒 」 , 星 イ 五 大 , 鎌 Π 1 英 一 ,  1 、 _ 1 _ に 邦
屶 , 金 井 浩 , 中 鉢 当 賢 舛 U ヒ 大 学 工 学 部 )










94 N飢lrokinin-receP加r antagonist inhibits bradyldnin-induced bronchoconsric・
tion and cough in asthmatic patients
M.1Chinosc, N. Nakajima, T. Takahashi, H. Yamauti, H.1noue, K. siralo,
T. Takisin〕a
31h Nlecting of E1Ⅱ'opean Ne山'opcpude club, cambridge, UK,汗勺戊 5
95 Involvel〕〕enl of tachyldnivs in LID4-induccd airway n〕icrovascu]雛'1eakage
M. MiU丁a, J.1S11ikawa, M.1Chinose, N. Nakajima, M. Ton〕aki, H
Yalnaud〕i, Y. sasaki, H.1noue, K. shh'ato
3rd Mecting of European V飢lropeptide club, cambridge, UK,平'1J艾 5
イr.41] 5 Π
96 E丘Cd ol Tad〕yldnin Recel〕tor Anlagonist on c]1ronic BI'011Chitis patienls
M.1Chinose, U.1くatS11mata, R. Kikuc[i, T. FUIくUsima, M.1SI)Ⅱ, C.1noue,
K. shiYato, T. Takisinla
ALA/ATS 1993 1nternational conference, san ト、1ncisco, USA,・1ιIJ艾 5
q'.5 j・」 16 Π
97 Ne山'okil]in-Receptor Antagon玲t lnhibits Brady]dnininduccd Bronchocon・
Striction and cough in Asthn〕atic l^atients
M.1CI)inosc, N. Na]くajima, T. Takahasi, H. Yamauchi, H.1noue, K, shh'ato,
T. Takisln〕a
ALA/ATS 1993 1ntcrnational conιa'ence, san Francisco, USA,十'}'115
イ「・ 5 」1 161_1
部
98 E丘ed of 01'aⅡy Administered Mast ceⅡ Slabilizer, XへIP833, on thc lmmediate
and Late Asulmatic Response in Guinea pigs
A.1garashi, H.1ijin]a, S. okada, H.1noue, K. shirato, T. Takishil〕]a
ALA/ATS 1993 1nten〕ationa] confa'ence, san Francisco, USA,平二lj艾 5
年5 ナj16Π
99 Elevated substace p ・ conccntration in sputum after Hypertonic saline l]]]]a・
]ation in Asthma and clu'onic Btoncl〕ilis patients
M, Tomaki, M.1Chinose, N. Nalくajima, M. Miwa , H. Yamauchi, H.1noue,
K. shirato
ALA/ATS 1993 1nlernational conference, san Francisco, USA, May 17,
1993
100PAF lnduces eosinophi-peneh'ation a〕rough l〕uman cultured epit]〕elialium in
Lhe presa〕ce of a protein 】dnacc c activator
T. Masuda, M. Yamada, T. Aizawa, G. Tal〕〕ura, S. S]〕imura, H. sasaki,1
Talasima, K. shh'ato




C h r o n i c  A Ⅱ e r g e n  E x p o s u r e  E n h a n c e s  E x c i t a t o t y  N o n a d r e n e r g i c  N o n c h o l i n e Y ・
g i c  N e r v e  F u n c t i o n  i n  s e n s i l i z e d  G u i n e a  p i g s
N .  N a k a j i m a ,  M . 1 C 1 1 i n o s e ,  A . 1 g a r a s h i ,  T .  T a k a h a s l ] i ,  M ,  M i u l ' a ,  H
Y a m a u c ] 1 i ,  Y .  s a s a k i ,  J . 1 S h i k a w a ,  M .  T o m a l d ,  H . 1 n o u e ,  T .  T a k i s h i m a ,  K
S h i r a t o
A L A / A T S  1 9 9 3 1 n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c c ,  s a n  F r a n c i s c o ,  U S A ,  M a y  1 8 ,
1 9 9 3
1 0 2
C h r o n i c  A 1 1 e r g e n  l n l 〕 a l a t i 0 1 ]  d o s e  n o t  A f f e d  A i r l v a y  R e s p o n s i v e n e s s  i n  Ⅵ V O  H ]
S e n s i t i z e d  G 轍 n e a  p i g s
H .  Y a m a u d l i ,  M . 1 C I 〕 i n o s e ,  N .  N a ] く a j i m a ,  T .  T a k a h a s h i ,  A . 1 g a r a s h i ,  M
M i u r a ,  M .  T o m a k i ,  Y .  s a s a k i ,  J . 1 S I ] i l く a w a ,  H . 1 n o u e ,  T .  T a k i s h i m a ,  K
S h i r a t o
A L A / A T S  1 9 9 3  1 Π t c r n a t i o n a l  c 0 1 1 f e r e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  U S A ,  M a y  1 8 ,
1 9 9 3
1 0 3
E a e c t  o f  c h r o n i c  l L - 5  E X P 0 飢 1 τ e  o n  A i r w a y  s m o o t h  M u s d e  c o n t r a d Ⅱ i t y
Y .  s a s a k i ,  M . 1 C h i n o s e ,  N .  N a k a j i m a ,  M .  M i 1 Ⅱ ' a ,  T .  T a k a h a s h i ,  H
Y a l n a u c h i ,  A . 1 g a r a s l ] i ,  J . 1 S I ] i k a w a ,  M .  T o m a ] d ,  H . 1 n o u e ,  T .  T a ] d s l 〕 i n 〕 a ,
K .  s h Ⅱ ・ a t o
A L A / A T S  1 9 9 3  1 n t e r n a t i o n a l  c 0 1 ] f a ' e n c c ,  s a n  F r a n c i s c o ,  U S A ,  M a y  1 8 ,
1 9 9 3
1 0 4
T h e ,  P . o t e n t i a l  R o l e  o f  t 1 1 e  M a s t  c e ] 1  0 n  o z o n e - 1 n d u c e d  A l r w a y  H y p e r ・
r e s p o n s i v e n e s s  l n  G u i n e a  p i g s
H . 1 i j i m a ,  A . 1 g a r a s l 〕 i ,  S . 0 ] く a d a ,  H . 1 n o u e ,  K .  s h n ' a t o ,  T .  T a k i s h Ⅱ n a
A L A / A T S  1 9 9 3  1 n l e T n a t i o n a ]  c o n f e r e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  U S A ,  M a y  1 8 ,
1 9 9 3
1 0 5
1 " o c a 1 1 Z a l i o n  o { 1 ] i s t a m i n e  N - m e t c y l t r a n s f e r a s e  m R N A  i n  h u m a n  n a s a ]  m u c o s a
b y  i n  s i 1 1 1 ] ] y b r i d i z a t i o n
M , 0 1 く a y a m a ,  K .  Y a m a u c h i ,  H .  H o s h i ,  T .  T a k i s h l m a ,  K .  S ] 1 i r a t o ,  K
S e l d z a w a ,  H .  s a s a l d ,  K .  M a e y a m a ,  S .  H a s h i m o t o ,  N . 1 n a m u r a
A L A / A T S  1 9 9 3  1 n t e m a t i o n a l  c o n f e r e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  U S A ,  M a y  ]  8 ,
1 9 9 3
1 0 6
H i s t a m i n e  N - n 〕 e t l ] y l t r a n s f e r a s e  r e g u l a t e s  c l -  s e c r e t i o n  a c r o s s  c a n i n e  t r a c h e a l
e P 北 h C Ⅱ U m
1 < .  Y a m a d a ,  S .  s h i m u r a ,  M .  s a t ] 1 0 ,  T .  s a s a ] d , 1 < .  Y a n 〕 a u c h i ,  T .  T a k i s h i m a ,
K .  s h i r a t o
A L A / A T S  1 9 9 3  1 n l a ・ n a t i o n a ]  c o n { e r e n c e ,  s a n  F r a 1 1 C i s c o ,  U S A ,  N l a y  1 8 ,
1 9 9 3
107Laminin Ngulates cl- secretion across canine trachea] epithelium
M. Yamamoto, M. sau〕0, M. Yamada, T. Masuda, S. SI〕imura, T. sasald,
H. sasaki, T. Takishima, K. shirato
ALA/ATS 1993 1nternational confa'ence, san Francisco, USA, May 19,
1993
108Cyclic ADP-Tibose, a candidate for a novel ca2+-mobilizing second mes・
Senger, induced ca2+-dependent C山'rent responses in alrway sul〕mucosal
g]and ceⅡS
T. sasaki, S. shimura, S. Takasawa, M. Nagald, M. satho, H. okamoto,
K. SI]]rato
ALA/ATS 1993 1ntenlational conference, san Francisco, USA, May 19,
1993
109Dexan〕ethasonc supresses both 1上一5 PToduction and its gene expression by
]川man pBNIC
T. FUSI〕imi, H. okayalna, S. S]〕imura, H. sasalくi, T. Ta]dshima, K. shirato
ALA/ATS 1993 1nternational conference, san Francisco, USA, May 19,
1993
110A calcium-dependenl cl- channelida〕tilied on aplcal surface ol cU11山'cd hu・
n〕an tracheal submucosa] glands
T. sasald, M. Yamaya, S. shimura, M. NagaRi, M. satho, H. sasa]d, K
Shirato
ALA/ATS 1993 1nterl]ational conference, san Francisco, USA, May 19,
1993
85
111Image ana]yses of platelel-activating factor (PAF)-induccd ca transients in
human single eosi"ophils
八1. Nara , Y.1くal{ula, T. Aizawa, T. oshiro, G. Tanlura, T. TaRishima,1<
SI〕Ⅱ'ato
ALA/ATS 1993 1nteTnational confa'ence, san FYancisco, USA, May 19,
1993
112Protein ldnace c (PKC) modulates granule release lhrough regulating
Cytoskelcta] system or granu]e membrane fusion step il] human basop]]ⅡS
T. oshiro, Y. Ka]くUta, N. Maruyama, M. Nara, G. Tam1Ⅱ'a, T. Takisl〕1ma,
K. shirato
ALA/ATS 1993 1nternationa] conference, S2n Francisco, USA, May 19,
1993
113ClinicalTrials of cefpodoxime proxetⅡ in Ⅱ〕e patients with Rcsplra加ry Trad
Infedions
Y. Tanno, M. Nisioka, K. shh・ato, M. salくamoto, R.1くikuchi, Y. S]〕i]〕doh,
M. Takahashi, M.1Shii, K. Kudo, T. Takishinla
18th lnternational congress of chemotherapy, stocldl011n, June 29,1993
8 6
1 1 4
E f f e c t s  o f  H y p o x i a  o n  G l u t a n 〕 a t e  R e l e a s e  i n  t h e  N U C ] e u s  T r a c t u s  s o l i t a n i u s
A .  M i z u s a w a ,  H .  o g a w a ,  Y .  K i k u d } i ,  W .  H i d a  ,  H . 1 く U r o s a w a ,  S . 0 1 く a b e ,
0 .  T a g u c h i ,  C .  s h i n d o h ,  K .  s h i r a t o
X X X 1 1  C o n 即 ' e s s  o f  t h e  i n t e r n a t i o n a l  u n i o n  o f  p h y s i 0 1 0 g i c a l  s c i e n c e s ,
G l a s g o w ,  U .  K ,  A u g u s t  l - 6 , 1 9 9 3
1 1 5
V e 1 1 t Ⅱ 祉 飢 ' y  R e s p o n e s e  t o  l n s p i r a t o r y  R e s i s t i v e l o a d i n g  i n  N e a r - f a t a l  A s t l ] m a
0 .  T a g u c h i ,  Y .  K i k 1 1 C h i ,  S . 0 1 く a b e ,  X 入 1 .  H i d a ,  H .  o g a w a ,  A .  M i z u s a w a ,  C
S h i n d o h ,  K .  s h i r a l o
X X X Ⅱ  C o n ダ r e s s  o f  t l ) e  i n t e r n a t i o n a l  u n i o n  o {  p h y s i 0 1 0 g i c a l  s c i e n c e s ,
G l a s g o w ,  U . 1 < ,  A u g u s t  l - 6 , 1 9 9 3
C h e m o s e n s i u v i t y  a n d  p e r c e P 壮 o n  o f  D y s p n e a  l n  p a t i a 〕 t s  w i t h  N e a r  F a t a l
A s l h m a
Y . 1 く i k u d 〕 i ,  S .  o k a b e ,  G .  T a m u r a ,  W .  H i d a ,  M . 1 1 0 n n m a ,  J .  M i d o t i k a w a ,
K .  S ] 〕 i r a t o ,  T .  T a k i s h i m a
X X X 1 1  C o n 即 ' e s s  o f  t h e  i n t e n 〕 a t i o n a l  u n i o n  o f  p ] ] y s i o ] o g i c a l  s c i e n c e s ,
G l a s g o w ,  U .  K ,  A u g u S 1  1 - 6 , 1 9 9 3
1 1 6
1 1 7
A u g u m e n t e d  f r e e  f a t t y  a c i d  u p t a l く e  a t  t ] 1 e  i s c h e m i c  p e Y i p h e r y  d u r i n g  m y ・
O c a r d i a l  r e p e r  f u s i o n
Y .  Y a m a n e , 0 .  T a k e y a m a ,  N .  S ] ] i b a ,  M .  C ] 1 i d a ,  T .  N o z a l く i ,  Y .  K a g a y a ,  N
I s h i d e ,  K .  s h h ' a l o ,  T . 1 d o
4 t h  l n t a ・ n a t i o n a ]  s y m p o s i u l n  o n  R a d i o a u t 0 即 ' a p h y  松 ' 、 、 汗 勺 ' と 5 イ 下 9  f l
3 0 Π
1 1 8
I n c r e a s e  i n  B r o n d 〕 i a l  R e s p o n s i v e n e s s  t o  H i s t a m Ⅱ 〕 e  i n  A s t h m a t i c  p a t i e n l s  w i t h
N e g a t i v e  B r o n c h i a l  R e s p 0 1 〕 s e  t o  l n l 〕 a l e d  A Ⅱ e r g e n
M .  H o n m a ,  Y .  Y a m a u c h i ,  G .  T a m u r a , 1 < 、  s h i r a 加
A s i a n - p a s i f i c  s o c i e t y  o f  R e s p i r 0 1 0 g y ,  s i n g a p 0 1 ,  o d o b e r  8 , 1 9 9 3
1 1 9
I n t e r  c e Ⅱ U l a t  A d l 〕 c s i o n  N l o l e c u l e  l  ( 1 C A M - 1 )  a n d  v a s c u l a r  c e Ⅱ  A d h e s i o n
M o l e c u l e  l  ( V C A M - 1 )  p l a y  c r i t i c a ]  R o l e s  i n  s e l e c t i v e  E o s i n o p h i l  R e c r u i t ・
m e n t i n t o  t l w  A i t w a y  o f  t h e  p a t i e n t s  w i t h  B r o n c h i a l  A s t h m a
Y .  o h k a w a r a ,  K .  Y a l n a u c l 〕 i ,  H .  H o s h i ,  N .  M a r u y a m a ,  M ,  H o n m a ,  G
T a m u r a ,  Y .  T a n n o , 1 < .  S ] 1 i r a t o ,  T .  T a k i S 1 1 i m a
A s i a n - p a s i f i c  s o c i e t y  o f  R e s p i Y 0 1 0 g y ,  s i n g a p 0 1 ,  o c t o b e r  8 , 1 9 9 3
1 2 0
気 道 の 血 管 透 過 性 亢 世 と N O
三 浦 j 亡 彦 , ー ' ノ 瀬 1 1 ' 和 ,  1 _ Ⅱ 1 大 ル 奴 行 , 中 雌 } 夏 子 , 戸 1 蒔 雅 文 , 小 宅 辻 也 , 大 内
讓 , 白 _ 上 那 リ }
第 6 1 0 1  つ く ば 呼 吸 器 カ ン フ ブ ラ ン ス つ く ぱ 平 成 6 q  1 打  1 4 U


















































, R 張 型 心 筋 症 に お け る 右 室 入 動 態 と 収 縮 能 の 関 係 ( 造 影 法 に よ る 部 価 )
● H 需 徹 , 佐 久 間 聖 t , 1 、 i 畑 英 彦 , 朴 沢 萸 成 , 駒 木 ギ 太 郎 , 山 木 義 人 , 寸 ・ ,
川 誠 , 山  1 , 3 リ } , Ⅱ 1 巻 健 治
第 1 1 2 同 Π 本 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 〒 成 6 年 2 月 1 8 Π
急 性 虚 血 心 に お け る 心 拍 数 変 化 の 等 容 収 菊 刷 則 ■ 所 心 价 分 動 態 に 及 ぼ す 影 刈
山 本 義 人 , 佐 久 Ⅲ 1 斗 町 二 , 石 垣 英 彦 , 朴 沢 英 成 , 駒 木 孝 太 郎 , 松 H 需 徹 , 川
町 } 1 m , 円  1 二 J 3 屶
第 1 1 2 回  H 人 ヲ 市 業 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 6 年 2 打 1 8 Π
械 尿 荊 を 合 併 し た 循 上 W 器 疾 恕 、
孑 i 出 信 正 , 白 士 邦 屶
H ヒ
加 賀 谷
_ 、 ア 、 ,
第  1 邑 レ 宮 城 岬 ゛ 1 ! f 尿 抽 介 併 症 研 究 会 仙 台 平 1 曵 6 午 2  打 2 3 1 , 1
ア ン ギ オ テ ン シ ン 変 換 酵 宗 隙 害 剤 に よ る 咳 嫩 と 誘 発 昭 矮 小 サ ブ ス タ ン ス 1 ' 址 の
検 討
j ゴ 蒔 雅 文 , ー ノ 瀬 正 和 , 小 宅 辻 也 , _ ι 浦 ノ C 彦 , ル 1 内 淑 行 , 中 1 嶋 夏 ・ f , 人 内
讓 , 广 1 士 邦 男
第 3 0 「 0 1  気 道 過 敏 竹 飢 究 会 東 京 平 成 6 仟 ・ 3  打 1 2 Π
ヒ ト 気 道 受 動 感 作 と 料 」 経 原 竹 ム 〔 道 収 締
' ノ 瀬 正 和 , 二 ξ 浦 フ t 彦 , Ⅱ _ Ⅱ 大 N 叔 〒 i , ' ・ 1 ・ 岫 U 聖 子 , 戸 1 1 寺 雅 文 , 小 宅 逹 也 , 大 内
譲 , 白 十 1 お 男
第 3 引 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 6 年 3 刀 1 2 日
気 道 の ア レ ル ギ ー 反 応 と N O
三 浦 ノ ' 彦 , ー ノ 瀬 1 和 , 山 内 淑 h , 小 嶋 安 了 , 戸 心 邪 文 , 小 宅 迂 也 , 人 内
譲 , 内 上 邦 リ }
第 3 0 阿 父 道 過 敏 竹 研 究 会 東 京 Ψ ・ 成 6 圷  3 " 1 2 Π
炎 症 竹 メ デ ィ エ ー タ ー に よ る 気 道 血 管 透 過 竹 亢 進 に 対 す る 一 触 化 窒 永 ( N O )
の 1 契 1 与
小 1 嶋 変 了 ・ , ・ ノ 瀬 正 和 , 二 浦 尤 彦 , 1 1 1 内 淑 〒 1 ,  j 了 i 博 邪 文 , 孑 i 川 朽 . , 小 を む
辻 也 , 大 内 譲 , 門 上 邦 リ }
芽 犯 0 1 川 気 道 過 敏 件 研 究 会 東 京 平 成 6 年 3 門 1 2 Π
商 張 食 塩 水 吸 入 に よ る 誘 発 矮 中 サ プ ス タ ン ス P _ 址 の 検 , 寸
戸 1 所 牙 什 文 , ・ ー ノ 南 力 f 和 , 小 宅 辻 也 , 二 浦 ノ C 彦 , 1 Ⅱ 内 淑 〒 1 , 小 1 鳴 児 子 , 大 内
譲 , 内 ・ 上 邦 男
錦 3 回 薬 物 吸 入 療 法 研 究 会 東 京 Ψ 成 6 年 3 1 Ⅱ 9 Π
気 管 支 喘 息 、 と 肺 気 雁 の 合 併 し た  1 例
星 宏 紀 , 倒 村 弦 ,  1 [ 1 内 広 平 , 木 Ⅲ l i モ 明 ,  1 ! 1 上 邦 屶






















































半 . 相 活 動 確 位 は 局 所 伝 導 性 の 指 枳 と な り う る か
a 知 埼 毅 , 仇 藤 昇 ・ ・ , 渡 辺 涼 , 慶 従 § 佑 正 , _ _ 1 浦 昌 人 , 鈴 木 秀 , 佐 唱 q 茲
・ f , 千 田 雅 信 , 竹 内 雅 治 , 岩 淵 燕 , 小 山 一 ' 郎 , イ ・ i 出 佑 正 ,  h  1 二 邦 リ }
第 5 8 同 日 木 循 喋 器 学 会 総 会 東 京 平 成 6 午 3 上 1 2 9 Π
加 齢 が 細 胞 外 因 子 に よ る 心 形 網 明 包 成 長 に 及 ぼ す 効 果
小 松 す 成 司 ,  1 峨 1 _ U Ⅱ . 玄 , 瀧 島 仟 , " ヒ 1 心 男
第 認 扣 1 日 水 循 瑞 難 拶 γ 会 総 会 東 京 平 成 6 イ f 3 ナ 1 2 8 H
゛ ξ 化 心 の } " Ⅱ 1 1 1 1 寺  H e a t  s l 〕 o c k  p r o t e i n  m R N A  発 g ι
新 Ⅱ 1 有 子 , 礒 山 ル 玄 , 白 士 邦 屶 , 阿 部 康 二 , 、 占 木 卯 史
第 5 8 1 引  H 木 循 喋 器 学 会 総 会 央 京 ・ 平 成 6 郁 3  打 2 8 Π
喘 息 死 削 検 肺 に お け る 接 着 分 子 の 充 現 に つ い て
山 内 広 平 , 大 河 原 鰯 . ・ ー ' , 星 宏 紀 , 人 Ⅲ Π 1 1 明 , 田 村 弦 ,  1 ' 1 1 ' 邦 男
気 管 支 喘 息 対 策 恊 議 会 第 2 同 講 演 仙 台 平 成 6 ザ 4 打 9 Π
鋏 咳 剤 l e v o d r o p m p i z i n e  の 1 1 畔 制 京 性 気 道 収 痢 討 鄭 t に 対 す る 抑 制 効 果
ノ ゴ i 告 雅 文 , 小 宅 述 也 , ・ ノ 瀬 正 和 , 二 浦 兀 彦 , 山 " ル 叔 行 , ' 十 , 1 嶋 安 了 , 大 内
蔽 , 打 門 3 リ }
第 6  匝 I  H 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 朴 期 臨 床 大 会 熊 小 平 成 6 午 4 j ・ 1 劃 H
O K Y - 0 妬 が 茗 効 し た 気 管 支 喘 息 の 3 例
木 階 } 正 明 , 山 村 弦 , 星 宏 紀 , Ⅱ _ ψ 況 叔 行 , " 十 那 リ }
第 6 1 ・ 1  Π 人 ブ レ ル ギ ー 学 会 幣 床 界 季 大 会 熊 本 平 成 6 年 4 刀 M e
喘 ' ! 、 死 の メ カ ニ ズ ム ・ - N e a r - f a t a l a s t h m a  恕 、 者 に お け る 化 7 誹 菰 楙 幾 枇 と 呼 ・ 吸
困 媒
白 士 邦 屶 , 菊 池 冉 ' 愽 , 飛 田 渉 , 田 村 弦
第 9 1 回  H 本 内 科 学 会 総 会 新 潟 乎 成 6 午 4 1 Ⅱ 4 - 1 6 日
肥 人 刑 心 筋 症 に お け る 右 室 拡 弧 機 能 の 検 討
! 胸 木 孝 太 郎 , 佐 ク 寸 剖 聖 イ : , 石 垣 萸 彦 , オ 十 沢 央 成 , Ⅱ 1 本 筏 人 , 商 橘 微 , 小
川 誠 , 白 十 邦 屶 , 田 巻 健 治
第 9 1 1 可  H 木 内 科 学 会 総 会 新 潟 平 成 6 年 4  打  1 4 - 1 6 日
ワ ー ク シ , ツ プ 「 フ レ ル ギ ー と 神 経 , 粘 御 の 按 , , 瓢 は ど こ に あ る の 力 " 気 道 の ア
レ ル ギ ー 反 1 心 と 内 t l t 神 経 性 調 節
・ ー ' ノ 瀬 1 1 1 和 , 二 1 浦 尤 彦 , 山 1 人 ル 叙 行 , 小 1 嶋 夏 ・ f ,  f i n ' 上 雅 文 , 小 ' セ 達 也 , 大 内
讓 , 广 1 上 邦 男
第 6 回  H 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 朴 永 岫 , 床 大 会 熊 本 平 成 6 年 4 打 1 6 H
炎 症 件 メ デ ィ エ ー タ ー に よ る 気 道 l m 管 透 過 性 亢 進 に ヌ 、 1 す る ・ ・ ・ 酸 化 * 系 ( N O )
の 関 与
ヰ ・ H 嶋 安 子 , 三 浦 元 彦 , ー ノ 瀬 止 和 , 山 内 淑 行 ,  j 可 寺 卯 文 , 不 i 川 淳 , 小 宅
辻 也 , 大 内 譲 , 白 十 j お 男
























































モ ル モ ッ ト 1 喘 息 モ デ ル 肺 に お け る G M - C S F 発 現 の 経 時 的 変 化
飯 島 秀 弥 , 岡 田 信 司 ,  H 1 村 典 彦 , 星 宏 紀 , 前 田 貴 美 人 , 大 野 勲 , 川 内
広 平 , 丹 野 恭 火 , 广 1 士 邱 屶
第 3 4 1 田 Π 人 胸 剖 砂 矣 患 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 午 4 打 2 5 日
1 喘 息 管 郡 の た め の 確 子 式 ピ ー ク フ ロ ー メ ー タ ー
田 村 弦 , 小 ; 1 瑚 正 明 , 白 士 邦 屶 , 須 田 茂 明 , 菰 田 止 治 , 川 本 博 則 , 流 酔 , 仟
芽 弗 4 1 田 Π 本 胸 部 疾 懋 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 守 4 刀 2 5 日
N A D P H - d 法 に よ る ・ 峡 化 窒 永 合 成 酵 宗 気 道 内 局 在 の 検 討
火 内 讓 , 三 浦 元 彦 , ・ ・ ' ノ 瀬 正 和 , 1 _ Ⅱ 内 淑 行 , 中 嶋 慶 子 , 戸 i 搭 雅 文 , 小 宅
逹 也 , " 上 邦 屶
群 犯 4 回 日 本 1 倫 " 沸 疾 患 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 郁 ・ 4 月 2 5 Π
睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 恕 、 老 に お け る 呼 吸 鬮 対 感 と 化 学 闘 節 機 枇
飛 幽 渉 , 岡 部 快 ・ ' , 南 池 ◆ : 博 , 二 木 祐 , 田 口 治 , 水 澤 ゛ 紀 ・ f , 小 1 _ U
浩 1 モ , 呉 徳 屶 , 進 藤 千 代 彦 , 白 士 邦 男
第 3 4 1 川 Π 小 ; 胸 部 疾 患 学 会 千 葉 平 成 6 年 ・ 4  打 2 5 Π
臼 人 人 泌 胞 忰 線 締 症 ( C F ) 患 者 に お け る  C F T R 遺 伝 子 △ F 5 0 8  の 検 索
1 ミ 薇 , 岡 山 博 , 原 口 」 1 ι 彦 , 伏 見 敏 明 , 志 村 早 苗 , 石 川 ヂ 1 , 、 五 ・ 1 ' 嵐
裕 ,  h _ 上 邦 男
第 3 4 同 日 木 胸 部 疾 患 ¥ 会 総 会 千 葉 平 成 6 年 4 河 2 5 - 2 7 H
慢 性 閉 察 性 気 道 疾 悲 、 に お け る  S e c r e t o r y  L C U 1 Φ P r o t e a s e  l n h i b 北 m ' ( S L P D  遺 伝
子 の 変 異 の ス ク リ ー ニ ン ク
1  薇 , 岡 山 博 , 井 上 洋 西 , 岡 山 道 f , 飛 1 " 渉 , 鈴 木 俊 郎 , 志 村 〒
市 , 瀧 島 任 , 木 田 厚 瑞 , 广 1 ・ 上 邦 男
第 ' 3 4 回 Π 本 胸 部 疾 患 、 学 会 総 会 千 葉 ・ 乎 成 6 作 4  打 2 5 - 2 7 1 _ 1
喘 忘 、 発 作 を 有 す る 肺 気 』 刺 歪 患 者 に お け る 気 道 の 形 態 学 的 解 析
原 口 止 彦 , 志 村 〒 鹸 , 沢 井 高 志 , 安 應 f ■ 紀 子 , 門 上 邦 男
が 犯 4 回  H 木 胸 剖 " 矣 悲 、 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 年 4 月 2 5 - 2 7 日
慢 性 岳 リ 1 腔 炎 に お け る 気 道 過 敏 性 の 検 討
冊 Ⅲ _ 1 道 子 , 志 村 〒 苗 , 岡 山 博 , 飯 島 秀 弥 , 田 村 弦 , 白 士 邦 屶 , ド 村
明 , 池 田 勝 久 , 高 坂 知 節
第 3 4 回 日 本 胸 部 疾 恕 、 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 年 ・ 4  河 2 5 - 2 7 H
N i t r i c o x i d e  の 気 道 粘 膜 下 線 か ら の 分 泌 に 及 ぼ す 影 判
長 岐 雅 俊 , 色 川 俊 也 , 佐 々 木 司 , 志 村 甲 ・ 苗 , 二 浦 尤 彦 , 白 士 邦 屶
























































E n d o t o x i n 投 り 、 ・ の 横 隔 膜 筋 収 締 に 対 す る し 一 N A M E  の 防 初 1 効 樂
巡 藤 千 代 彦 , 小 川 浩 i r , 水 沢 亜 紀 子 , 呉 徳 男 , 細 村 典 彦 , 菊 池 喜 博 , 飛
1 旧 渉 , 由 士 邦 リ 」
第 3 4 1 回 日 木 胸 剖 弭 矣 悲 、 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 イ ド 4 円 2 7 日
L e v o d r o p r o p i z i n e  の 料 1 経 原 件 気 道 収 痢 引 幻 心 、 に 対 す る 打 Ⅲ 例 効 衆
小 宅 辻 也 , 戸 醍 可 作 文 , ソ 瀬 j 「 和 , 三 浦 尤 彦 , Ⅱ 1 内 淑 行 , 中 嶋 安 了 , 大 内
浜 , 白 士 邦 男
第 3 4 1 川 口 本 1 愉 n 郁 疾 患 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 1 F 4  打 2 7 日
心 Ⅲ 時 型 気 道 反 応 に お け る  A p a m i n e - s e n S 北 i v e  K  チ ャ ン ネ ル の 1 刈 ケ
Ⅱ 1 内 淑 〒 」 , 二 1 浦 フ 亡 彦 , ー ノ 瀬 正 和 , 中 嶋 旦 子 , 戸 酔 訓 忙 文 ,  r 1 上 邦 男
第 3 4 1 川 「 1 本 胸 部 疾 患 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 イ r 4 円 2 7 日
運 動 貞 荷 試 験 に お け る 近 赤 外 光 法 を 用 い た 細 織 酸 素 化 及 び 悦 酸 系 化 へ モ グ ロ ビ
ン 及 び ミ オ グ ロ ビ ン 濃 度 測 定 装 羅 の 使 用 経 1 験
盛 田 真 樹 , 櫻 井 克 彦 , 古 関 義 人 , 小 山 二 部 , 釡 野 裕 司 , 川 島 拓 郎 , 池 Ⅷ
淳 , 白 士 邦 男
第 3 3 回 Π 本 M E 学 会 大 会 局 松 平 成 6 年 5 打 1 3 H
運 四 川 ・ , の 非 述 動 部 に お け る 血 管 抵 抗 の 変 化 に つ い て
金 野 裕 司 , 礁 田 真 樹 , 櫻 井 克 彦 , 古 関 雅 人 , 小 山 二 郎 , 田 島 拓 郎 , 池 田
淳 , 白 士 J 心 男
第 3 3 1 0 1  Π 本 M E 学 会 大 会 商 松 〒 成 6 年 5  打 1 4 H
モ ル モ ッ ト 喘 息 、 モ デ ル に お け る サ イ ト カ イ ン 発 現 に 対 す る 柴 朴 湯 の 効 宋
丹 野 恭 夫 , 前 田 貰 美 人 , 朱 打 , 白 士 邦 屶
第 4 5 同 日 人 東 洋 医 学 会 学 術 総 会 神 戸 平 成 6 午 5 j Ⅱ 4 H
近 赤 外 光 法 ( N I R 法 ) に よ る 無 浸 製 組 織 酸 業 化 , 脱 峡 業 化 へ モ グ ロ ビ ン 及 ひ
ミ オ グ ロ ビ ン 濃 度 測 定 奘 勝 の 運 動 負 荷 試 験 に お け る 使 川 経 験
櫻 井 克 彦 , 盛 田 真 樹 , 古 関 裳 人 , 田 島 拓 郎 , 小 山 二 郎 , 釡 野 裕 司 , 白  1 二 邦 男
第 5  回 臨 床 モ ニ タ ー 学 会 牛 団 児 平 成 6 年 6 村  3 Π
運 動 負 荷 試 験 に お け る 心 拍 } _ 1 _ 1 躍 測 定 法 の 力 Υ 去 譜 Ⅱ ヒ ' 皎
田 島 拓 郎 , 盛 田 j ! 酔 肘 , 櫻 井 克 彦 , 前 原 利 平 , ' _ i 関 義 人 , 小 山 む 郎 , < i > 野 裕
司 , 白 士 邦 屶
第 5 1 可 昭 床 モ ニ タ ー γ 会 札 幌 平 成 6 年 6 刀  4  Π
A n t h r o p o m e t r i c  d e t e n 〕 〕 i n a t i o n  に よ る  l e g  v o l u m e  と  e x e r c i s e  t o l e r a n c e  の 1 刈 係
金 野 裕 司 , 盛 田 典 1 吋 , 櫻 井 克 彦 , 古 関 義 人 , 小 山 一 _ 郎 , 山 島 拓 郎 , 池 田
淳 ,  h 上 邦 屶























































H R - S T  l o o p  o f t h e  S れ ' e s s  E C G  t c s i n g  i n  c o T o n a T y  a r t r y  d i s e a s e  p a 6 e n t s  w i l h
n o r m a l  s { r e s s  E C G
盛 田 0 1 封 , 櫻 井 克 彦 , 1 ! 〒 関 義 人 , 小 山 、 二 郎 , 釡 野 裕 司 , Ⅷ 島 拓 郎 , 池 Ⅱ 1
淳 , 白 十 邦 男
第 2 1 回 世 界 心 確 学 会 横 浜 平 成 6 年 7 j 1 4  H
加 岫 1 と 心 臓 : 心 夕 村 N イ の 加 齢 雅 心 可 鯏 N 胞 の 発 育 成 長 に 及 ぼ す 影 糾
小 松 誠 司 , 儀 1 」 _ 1 1 1 1 玄 , 瀧 島 任 , 广 1 上 J ' 男
細 W 出 仟 錠 勉 強 会 東 京 平 成 6 年 6 月
イ メ ー ジ ン グ ・ プ レ ー ト
3 H  と  I C  に よ る 一 I E 標 i 哉 オ ー ト ラ ジ オ ク ラ フ ィ
を 用 い た 定 品 解 析 法 の 開 売
武 Ⅱ 1 人 也 , 柴 イ n 行 , 下 田 雅 偏 , 関
山 根 山 理 子 , 石 出 偏 止 , 加 1 賀 谷
1 Ⅱ 1
」 エ ノ ー ,
Π 汗 ・ 平 , 野 ・ 崎 哲 司 , 内 十 邦 屶 , 井 戸 逹 雄
第 1 2 1 回 四 血 刷 亥 医 学 研 究 会 仙 六 平 成 6 年 7 打 ] 6 "
二 重 標 識 オ ー ト ラ ジ オ グ ラ フ ィ ー を 用 い た 心 の 万 症 ハ ム ス タ ー に お け る エ ネ ル
ギ ー 気 質 と 血 流 の 検 討
1 _ 1 _ 1 根 1 卜 1 蝉 、 子 ' , ι 1 ミ イ f i 行 , 県 f 峪 哲 司 , 内
1 Ⅱ 乢
千 田 邪 オ ム , 石 出 イ ' J l f , 加 賀 谷
1 、 】 」 ,
士 邦 屶 , 井 戸 辻 雛
第 1 2 回 動 見 以 亥 氏 学 W 「 究 会 仙 台 平 成 6 年 7 j 」 1 6 Π
〒 ・ 削 菌 検 出 に よ り 救 命 し 得 九 激 症 型 A 群 容 連 菌 感 染 症 の 1 例
丹 野 ・ 恭 大 ・ , 西 岡 き よ , ネ 剣 京 央 ・ 子 , 大 野 勲 , 市 川 _ 1 貴 美 人 , 佐 1 藤 裕 子 , 門 上
邦 屶
第 3 2 回 東 北 化 学 療 法 側 究 会 仙 台 Ψ 成 6 午 9 j 」 3 日
ヒ ト 女 〔 道 に お け る ヒ ス タ ミ ン ク ) 何 ι 門 ¥ 累 ・ ・  H i s t a m i n  N - n ) e t h y l t r a n s f e r ・
船 e ( H M T ) の 構 造 と 機 能
山 内 仏 平 , 星 陸 絲 己 , 木 問 正 明 , 大 野 勲 , 田 村 弦 , 内 十 邦 屶 , 関 沢 清
久 , ホ 沢 秀 血 , 山 谷 峠 火 , 仇 々 人 英 忠 , 柴 原 茂 樹 , 桜 井 映 子 , 渡 辺 健 彦 ,
沈 島 仟
A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i  第  3 1 回 研 究 会 仙 台 〒 成  6 イ f  9  Ⅱ  9  「 _ 1
ス テ ロ イ ド 依 存 竹 喘 忘 、 態 、 X に お け る 気 道 内 炎 症 に つ い て
丸 山 修 寛 , 田 村 弦 , 朴 W U 政 也 , 人 類 孝 , 志 村 〒 ・ 茄 , 訂 上 邦 リ } , 1 龍 工 b  仟
A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i  第  3  1 回 研 究 会 仙 台 ' 1 り 女  6 イ f  9  J 、 1 1 0 日
D 叩 P l e r 法 で の み 心 室 1 / U 石 校 差 が i 則 定 さ れ た 肥 人 心 の  H 列
遠 心 1 モ 人 , 池 田 淳 , 白 上 邦 屶
芽 弗 9 「 田 東 北 心 血 管 造 影 包 七 ; 舌 会 仙 介 乎 成 6 年 9 打 1 6 Π
桜 竹 気 道 炎 症 に お け る 接 着 分 r の 充 現
ナ 1 ・ 野 恭 火 , 大 野 勲 , 前 田 貴 芙 人 , 畢 宏 紀 , 小 ; m l i [ 明 , 山 内 ル ゛ γ , 余 良
正 と , Ⅱ _ 1 村 弦 , 广 1 上 J ・ " り }























































市 症 1 喘 府 、 恕 、 老 に お け る 局 用 跿 フ ル チ カ ゾ ン 吸 入 用 散 剤 の 効 果
Ⅱ 1 村 弦 , 山 内 ル ÷ 平 , 本 Ⅲ 1 正 明 , 仏 唖 子 公 仁 火 , 星 乞 絲 己 , 白 三 1 二 那 リ }
第 4 1 田 薬 物 吸 入 療 法 研 究 会 東 京 平 成 6 仟 1 0 1 1 2 9 H
心 房 収 綸 能 に ヌ 寸 す る 交 感 副 交 感 神 絲 刺 激 の 効 栄
川 町  1 順 , 池 田 淳 , 沌 剛 有 , 関 Π 汗 平 , 杉 」 上 文 , 广 1 上 邦 屶
第 3 5 回 日 本 川 M 亨 学 会 総 会 東 京 平 成 6 年 1 0 1 1
肺 1 田 栓 寛 栓 症 の 疫 学 山 1 介 ' 宮 城 4 J 、 に お け る 集 瓢 の ' ・ 1 ・ , 1 川 蛾 告 } 姉 寛 栓 症 研 究 酬
白 士 邦 屶 , 佐 久 岡 聖 仁 , 熊 坂 祝 久
平 成 6 仟 度 第  1 1 可 研 会 議 人 阪 平 成 6  午 】 u j 1 1 H
シ ン ポ ジ ウ ム 「 慢 性 気 道 疾 懲 . に お け る N 訊 川 村 f の 遺 伝 子 発 現 」
大 對 ・ 真 ψ , 県 、 宏 紀 , 新 1 _ H 有 子 , 木 階 川 二 明 , 1 1 1 内 仏 斗 ι , 田 村 弦 , 丹 野 ■ L
大 , 内 ・ 上 邦 男 ,  1 能 島 任
芽 弗 1 1 川 Π 木 臨 床 小 凹 ! 学 会 大 阪 平 成 6 作 1 け 1 1 7 U
〒 朔 陥 検 出 に よ り 救 命 し 得 た 激 症 型 A 型 容 述 菌 感 染 症 の 1 例
丹 野 汰 火 , 西 岡 き よ , 1 剣 東 央 子 , 大 野 勲 , 前 I U 貴 美 人 , ν 訂 係 裕 f , 广 1 上
邦 男
群 列 3 回 Π 木 感 染 症 半 会 東 日 本 地 力 会 東 京 平 成 6 午 Ⅱ 門 2 6 臼
A n t h t o p o m e t r i c  d e t e n n i n a t i o n  法 に よ る 一 F 肢 撃 f l ' と 迎 動 耐 容 能 の 関 係
川 島 拓 郎 , 小 1 1 1 ' 郎 , 金 野 幣 司 , 古 関 綻 人 , 櫻 井 兇 彦 , 嘘 Ⅱ _ 1 ↓ ' 鵡 針 , 池 田
淳 , 白 士 那 屶
第 2 8 回 制 本 M E 学 会 東 北 部 人 会 仙 台 平 成 6 年 1 1 " 2 6 Π
ニ プ ラ ナ ロ ー ル の 犬 冠 微 小 血 乍 " こ 刈 す る 作 用
小 丸 逹 也 , 杉 村 彰 彦 , 1 ' 1 卜 邦 男
J ^ ニ ,
熊 谷 利 伝 , 釡 塚
フ じ ,
第 3 1 " 1  ハ イ パ ル フ ォ ー ラ ム 平 ・ 成 6 午 ] υ 児 6 H
ア ン ジ オ テ オ シ ン 変 換 醇 永 阻 〒 1 1 薬 の 長 川 1 投 与 が ラ ッ ト の 肥 大 心 筋 釧 胞 の 収 締 ,
地 緩 お よ ひ カ ル シ ウ ム ハ ン ド リ ン グ に り ' ・ え る 影 糾
イ i Ⅱ _ 1 イ ' 正 , 白 二 上 邦 リ }
1 1 Ⅱ
加 賀 谷
. U I _ ,
第 4 5 1 川 東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 ・ 平 成  6 年 1 2 河 1 0 Π
低 触 宗 換 気 訓 鄭 に お け る 延 舳 孤 柬 核 で の N 0 の 役 割
小 川 浩 正 , 水 洋 凧 絲 ι 子 , 菊 池 下 村 専 , 飛 則 渉 , 及 川 ま な み , 1 県 澤 一 ,
人 祐 , 進 藤 千 代 彦 , 呉 徳 屶 , 白 士 邦 屶
第  5  回 マ イ ク ロ ダ イ ア リ シ ス 研 究 会 仙 台 平 成 6 午 1 2 珂 1 0 1 1
断 Π 咳 1 " * 感 受 竹 G 蛋 E K G V G O ) は 湛 流 圧 低 、 F 時 の 冠 微 小 1 Ⅲ 管 反 1 心 を P 肱 ↑ j す る
小 丸 逹 也 , 王 艷 , 赤 井 健 次 部 , 佐 心 光 一 ・ ' , 関 1 、 」 展 代 , 杉 村 彰 彦 , 熊 芥
訂 上 邦 男
^
利 イ ' , 金 塚 フ C ,























Eaed of submenta] stimulation on upper airway Tesistance in nωmalSⅡbjects
and patients with obSれ'uctive sleep apnea
W. Hida, S. okabe, H. Mild, Y. Kikuchi, H. Kurosawa,0. Taguchi, A
Mlzusawa,11. ogawa, T. Takishima, K. shirato
ALS/ATS 1994 1nten)ational confa'ence, Boston, USA, May 20-24,
1994
Pole of N-methy11tansfcrase in glyconjugate sea'etion from human ai丁Way
Subnucosa1 創an(1S
T.1τokawa, M. Nagaki, S. simuYa, K. Yamaud〕i, K. S]]jrato
International confcrcnce ATS, Boston, May 21-25,1994
A 皿'otein lくinasc c (PKC) inhibiter n]odulates granule men〕brane fusion step
In human al]d ginea pig eosinopils
T. OSI〕iro, Y.1くakUに1, N. Maruyama, M. N雛'a, G. Tam山'a, S. shimura, K
Shh'ato
Internationa] confa'ence ATS, Boston, May 21-25,1994
Nilric oxide (NO) regulates glycocanjuate secrelion h'om airway sublnucosal
glands
M. NagaRi, T.1rokawa, T. sasa]d, S. shinⅡⅡ'a, M. Miura, K. shirato
Inten〕ational conference ATS, Boston, May 21-25,1994
L山nma11〕ypa、osmolarily Ngu]ates the ,-adrenergicaⅡy evo]くed active ion
transport across canine tracl〕eal epithelium
M. Yan〕amoto, T. sasa]d, S. shimura, M. Nagald, K. shirato
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248Endou〕eHn-1 0pens a receptot-operated K+-channe] in bovine tracheal
Sn〕ootl〕 1nⅡScle ceⅡ 10 n〕odulate 北S responsiveness to hjstan〕ine
M. Nara, T. sasald, S. shimura, T.1rokawa, M. Nagaki, M. Miura,1<
Shh・ato
International conference ATS, Boston, May 21-25,1994
249Long lerm P1Ⅱ'enic nerve denervaⅡon o{ diaphragn] in rat, C. S]〕indoh
H. ogawa, A. Mizusawa, Y.1くikuchi, X入1. Hida, K. SI〕irato
ALS/ATS 19941nten]ationa】 conference, Boston, USA, May 22,1994
2501" vivo Telease of glutamate in tl〕e nudeus tractus sdita丁ii (NTS) of rat dutil〕g
hypoX途
A. Mizusawa, H. ogawa, Y. Kikud〕i, W. Hida, S. okabe,0. Tagud〕j, H
Mild, C. shindoh, K. shiralo
ALS/ATS 19941nternauonal conference, Boston, USA, Nlay 22,1994
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上 気 道 虚 脱 竹 に 及 ぼ す 上 気 逝 筋 の 役 割
飛 田 渉 , 黒 澤 ・ , 岡 盲 " 椣 一 ' , 三 木 刷 , , 呉 従 g l , 菊 池 1 1 ・ 愽 , 小 川 I H
正 , 水 澤 唖 紀 了 ・ , 及 川 ま な み , 進 藤 下 代 彦 , 白 ・ 1 二 邦 男
第 1 4 回  1 匪 1 嘱 呼 吸 師 害 研 究 会 東 京 平 成 7 1 1 Ξ 2  刀  4 日
心 筋 に お け る イ ノ シ ト ー ル リ ン 資 質 代 謝 厄 1 転 の 牛 体 内 i 乎 価 法 に 関 す る J ' q 飽 杓 検 i , 、 1
孑 i l H 信 i ト , 大 谷 広 絲 己 , 内 十 邦 屶 ,  J l j 1 注 夫
1 Ⅱ 1
千 田 雅 信 , 加 賀 谷
、 呈 . ,
第 1 1 5 阿 日 木 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 7 午 2 j 、 ] 1 0 1 1
4 8 人 . 、 川 3 人 に ぺ ー ス メ ー カ ー が " 1 え こ ま れ た ー 一 家
佐 藤 尻 . ・ , 白 十 J お り } , 小 脚 倉 り ム 典 , 八 木 暫 ・ 大 , 仏
" h
J I ' 1 _ 1 _ 1 智 子 , 加 賀 谷
r l J を . ,
際 尚
第 Ⅱ 5 回  U 小 ; ヲ 邸 業 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 7 午 2 打 1 0 H
サ ル コ メ ア と ミ ト コ ン ド リ ブ の 構 造 的 に 1 刈 す る 逃 ・ f 顕 徴 鏡 的 観 察
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」 Ⅱ 1
野 崎 哲 司 , 冶 ' 出 伝 止 , 加 賀 谷
_ 、 」 1 . ,
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心 房 小 1 覇 欠 " リ 謎 こ お け る 右 X 訓 ガ 黛 と 1 躯 出 様 式
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急 性 冠 閉 塞 心 に お け る 心 扣 数 川 υ 川 の 局 所 心 筋 動 態 に 及 ぼ す 変 化
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熊 谷 利 伝 , 金 塚
ノ 心 ,
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N - f o m w l p e p t i d e  の 冠 動 脈 暗 結 合 部 位 と そ の 作 川
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肥 大 型 心 筋 症 と 高 血 圧 性 肥 大 心 に お け る 心 ■ 万 の  1 8 F - 2 - a u o r o - 2 - d e o x ・
y g l u c o s e ( F L D ) 摂 取 の 比 峻 検 討
石 川 信 正 , 千 田 邪 1 偏 , 大 谷 五 絲 己
1 1 1 1
柴 信 行 , 广 1 上 邦 男 , 加 賀 谷
』 工 ι ,
第 兜 1 川 日 水 内 科 学 会 総 会 ■ 古 屋 乎 成 7 年 4 刀 4 臼
ヒ ト 気 道 線 の 電 解 質 液 分 泌 に お け る  C y d i c  A D P - r i l 〕 o s e  の 役 割
广 1 士 邦 男 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 苗
第 9 2 同 日 本 内 チ 十 学 会 総 会 名 古 屋 平 成 7 1 r 4 ナ 1 4  「 _ 1
H R - S T ル ー プ 冉 動 解 析 シ ス テ ム を 用 い た 冠 動 } J 耐 矣 悲 、 の 診 断
金 野 裕 ' 司 , 田 島 打 法 β , 小 山 _ ム 郎 , 古 段 1 義 人 , 櫻 井 克 彦 , 池 田 淳 , 1 イ ・ 1  上 邦 男
第 9 2 回 日 本 内 科 学 会 名 古 憾 平 成 7 年 4 河  4 Π
低 酸 累 換 気 応 答 に お け る 延 倣 孤 東 核 で の N 0 の ポ ジ テ ィ ブ フ ィ ー ド バ ヅ ク メ
カ ニ ズ ム
小 川 港 l f , 水 澤 心 紀 子 , 菊 池 喜 博 , 飛 田 渉 , 及 川 ま な み , 黒 澤 ・ ,
木 祐 , 進 藤 下 代 彦 , 白 士 邦 男
算 犯 5 1 回 目 人 胸 部 学 会 総 会 名 古 見 平 成 7 午 5 打
a 1 璃 i o t e n s i n  変 換 酵 索 阻 害 剤 に よ る 咳 嫩 と 誘 発 疾 小  S u b s t a n c e  P  羅 の 検 二 、 1
戸 侍 乳 文 , ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 1 1 1 叶 ル 叔 行 , 影 山 夏 子 , 小 宅 達 也 , 大 内
誠 , 遠 藤 旧 美 , 白 士 邦 男
第 3 5 回  H 本 胸 部 疾 態 、 学 会 総 会 名 古 吊 平 成 7 年 5 月 1 日
P o s i t r o n  e m i s s i o n  t o m o g r a p h y  に よ る 吸 気 抵 抗 負 荷 n 剰 卿 侍 の 脳 内 グ ル コ ー ス
代 謝 測 定
菊 池 喜 博 , 畑 沢 順 , 飛 田 渉 , 小 川 浩 正 , 水 澤 韮 紀 f , 岡 部 椣 一 , 三 人
祐 , 黒 洋 一 , 進 藤 千 代 彦 , [ ÷ L 上 邦 男
第 3 5 回  H 木 胸 部 疾 患 学 会 総 会 名 古 屋 平 成 7 午 5 月 1 Π
N 0 2 暴 露 後 の ヒ ス タ ミ ン 代 削 と モ ル モ ッ ト に お け る 気 道 過 敏 忰 亢 巡
星 宏 紀 , 1 [ 1 内 広 平 , 関 沢 清 久 , 中 沢 秀 喜 , 沖 永 壮 治 , 大 抑 Π 宗 鮒 ' , 飯 島
秀 弥 , 人 野 勲 , 木 1 剖 止 明 , 任 1 村 弦 , 佐 々 木 英 忠 , 拘 I J 3 屶




















第351田 U本胸部疾恕、'γ会総会名占屋平成7年5 刀 1 Π
人好酸球における血小沽・性化因子(PAF)による細胞内 Ca2十動態


































袖 経 由 来 の 一 触 化 * 業 ( N O ) に よ る 気 道 平 滑 筋 払 張 反 応 に 及 ぼ す 繰 返 し 抗 原
曝 肱 の 影 劃 X こ つ い て の 検 討
1 1 1 内 淑 行 , § 浦 元 彦 , ー ノ 瀬 l f 利 , 大 内 譲 , 影 山 夏 子 ,  j オ i 1 寺 雅 文 , 小 宅
逹 也 , 述 藤 辿 美 , 广 1 士 邦 リ }
芽 弗 5 1 川 日 本 胸 訊 , 突 態 、 学 会 総 会 名 ι f 屋 平 成 フ ィ r 5  門  2 円
I F N 一 α , 1 F N ヲ の 枇 隔 膜 筋 収 勳 泓 こ 対 す る 影 刈
進 藤 下 代 彦 , 黒 澤 一 , 呉 徳 屶 , 小 川 浩 正 , 水 沢 唖 紀 子 ,  t 木 祐 , 菊
池 i T 卜 草 , 飛 Ⅱ 1  沙 , 内 ・ 上 邦 男
第 3 5 同 日 本 胸 部 疾 鰹 、 学 会 総 会 名 古 屋 平 成 7 仟 ・ 5 打  2 日
鬼 馴 乍 モ ル モ ヅ ト に お け る ア レ ル ギ ー 件 気 道 反 応 に 対 す る 肉 1 村 忰 オ ピ オ イ ド の 鬨 ・ ケ ・
遠 際 心 美 , ー ノ 瀬 止 和 , _ ' 浦 元 彦 , 山 内 淑 打 , 1 杉 Ⅱ _ 1 熨 子 , 戸 1 告 雅 文 , 小 宅
述 也 , 大 内 譲 , 广 1 上 邦 リ 」
第 3 5 祠 Π 木 胸 部 疾 慰 、 孚 会 総 会 名 古 屋 平 成 7 午 5 打  2 Π
抗 原 曝 鰯 に よ る 気 道 内 知 覚 神 経 制 御 機 構 へ の 影 糾
气 浦 元 彦 , ー ノ 瀬 正 和 , 影 山 夏 ・ f , 戸 甫 冴 隹 文 , 遠 藤 雨 美 , 人 内 讓 , 小 宅
述 也 , 冉 士 邦 男
第 3 5 回 日 木 1 恂 剖 " 矣 惣 、 学 会 総 会 名 古 斥 乎 成 7 年 5 j 」 3 日
喘 息 態 、 名 に お け る 運 動 誘 発 気 通 狄 窄 に 対 す る サ ブ ス タ ン ス P の 関 与
・ ー ノ 瀬 止 和 , 山 内 淑 行 , 影 山 夏 了 ・ , 丁 t 浦 元 彦 , ノ ゴ i 1 寺 雅 文 , 丁 : 木 祐 , 小 宅
達 也 , 大 内 ' 讓 , 田 村 弦 , 飛 田 沙 , 白 士 邦 男
第 3 5 回  M 木 胸 部 疾 患 学 会 総 会 名 古 吊 平 成 7 年 5 打  3 日
抗 原 嶋 甑 零 に よ る コ リ ン 作 動 性 神 経 の 反 応 亢 進 モ デ ル に お け る ス テ ロ イ ド の 効 果
影 山 夏 子 , 三 浦 元 彦 , ー ・ ・ ノ 瀬 正 利 , 戸 砥 冴 件 文 , 小 宅 逹 也 , 大 内 讓 , 遠 藤
画 美 , 白 士 邦 屶
群 犯 5 同 Π 本 胸 剖 " 矣 患 学 会 総 会 名 占 尻 平 成 フ ィ に 5 ナ 1 3 日
成 人 気 管 支 1 喘 忘 、 の 自 然 発 作 時 の 気 道 炎 症 病 態 ・ 遅 発 型 反 応 と の 比 較
仕 1 内 広 平 , 田 村 弦 , 大 河 j 京 雄 一 ・ , 本 間 正 明 , 1 1 1  宏 紀 , 1 U 1 1 修 寛 , 佐 野
公 仁 夫 , 大 野 勲 , 丹 里 f 恭 夫 , 内 士 邦 屶
第 7 1 田 Π 木 ブ レ ル ギ ー 学 会 祁 季 臨 床 大 会 制 山 〒 成 7 年 5 ナ 1 2 4 Π
ワ ー ク シ ョ ッ プ 印 沸 庖 1 、 の 管 理 に お け る P E F の 有 用 性 と そ の 限 界 」  P E F の コ ン
プ ラ イ ブ ン ス と 現 状 一 ・ ・ ビ ー ク マ ン 8  を 用 い て の 検 i 寸 ,  f 1 動 記 録 に よ る コ ン ビ
ラ イ ア ン ス ・ ー
水 冏 正 明 , 田 村 弦 , 星 宏 紀 , 佐 野 公 仁 夬 , 1 ヨ 十 邦 男






































第Π1回 Resph'at仇'y MO]ecu]ar and ceⅡU]ar Bio]ogy仙究会東京平成














閉 案 性 n 倒 潤 時 処 印 四 吸 懲 名 に お け る 述 動 耐 客 能 に つ い て
田 口 治 , 飛 田 渉 , _ 1 木 祐 , ! 県 洋 ・ , 小 川 浩 i F , 水 澤 唖 紀 ・ f , 呉
徳 男 , 進 心 千 代 彦 , 菊 池 禽 博 , 白 士 那 男
第 1 5 厄 Π 挿 眠 師 弐 研 究 会 東 京 〒 成 7 年 7 打 1 5 Π
気 通 炎 症 の 神 経 性 調 節
・ ノ 南 Ⅱ f 和 , _ _ 1 浦 元 彦 , 酔 怖 偏 哉 全 , 影 山 旦 ・ f ,  f 〒 1 告 乳 文 , 小 宅 逹 也 , 大 内
讓 , 遠 心 1 0 . 美 , 訂 十 j " 男
第  1 1 可 小 児 気 管 支 1 喘 息 J 丙 態 研 究 会 名 古 上 1  平 成 7 午 9 j ・ 1 3  H
ブ ム ロ ジ ン の 籾 期 投 り ・ 吊 の 増 加 が 桑 物 体 内 動 態 に り え る 影 1 排 : 狭 心 症 恋 、 名 に お
け る 検 討
田 中 迄 子 , 石 出 伝 正 , 内 上 那 屶
" 1 「
船 越 1 1 ・ 行 , 加 1 賀 谷
_ ! 1 」 1 . ,
芽 党 回  C V フ ォ ー ラ ム 仙 六 平 成 7 年 9 例  8 日
心 b j 刺 覇 欠 摸 症 に お け る 心 筋 糖 代 需 " 硬 常 の 検 討
下 田 雅 侶 , 山 根 由 皿 f , 柴 イ ' 行 , ニ ' 凡 本 報 , 池
1 ι 1 1
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
、 1 1 . ,
田 浮 , イ i 出 正 偏 ,  h  1 二 邦 男 , 丸 岡 御 , 井 戸 達 如
第 4 3 1 川 Π 木 心 1 臓 病 学 会 横 浜 平 成 7 仟  9 j 1 1 5 H
H R - S T ル ー プ 臼 四 が 竹 析 シ ス テ ム を 川 い た 迎 動 負 荷 時 S T 低 下 例 に お け る 冠 動
脈 疾 患 、 の 診 断
旧 島 打 i 郎 , 小 山 _ 、 、 . 郎 , 金 野 裕 司 , 占 1 刃 裟 人 , 櫻 井 克 彦 , 池 田 涼 , 内 上 邦 屶
第 4 3 回 日 本 心 臓 病 学 会 桜 i 浜 平 成 7 年 9 ナ Ⅱ 5 日
造 影 法 に よ る 心 房 中 隔 欠 横 症 の 右 室 機 能 の 評 価
局 橋 徹 , 休 久 Ⅲ 1 聖 イ 1 , 朴 沢 英 成 , . 駒 人 享 太 郎 , 山 木 義 人 , 熊 坂 祝 ク > イ _ 1
加 英 彦 , 冉 士 邦 屶 , 田 巻 健 治
第 4 3 山 1  Π 本 心 1 幟 病 学 会 織 浜 平 成 7 午 9 j ・ Ⅱ 5 日
喘 息 恕 、 者 に お け る 呼 気 小 ・ 嚴 化 窒 宗 ( N O ) 器 切 叟 と 気 道 過 敏 件 お よ び 誘 発 疾 小
ブ ラ デ ィ キ ニ ン ( B K ) 濃 度 の 検 討
高 橋 i 哉 至 , ー ノ 沫 血 f 和 , 大 内 改 , 二 浦 尤 彦 , 影 山 安 子 , 途 藤 1 百 美 , 田 村
弦 , 本 剛 正 明 , 白 十 邱 屶
第  4 1 田  N 0  関 迎 物 質 研 究 会 仙 六 平 成 フ ィ F 9  打 1 6 Π
心 房 細 動 の 開 始 と 持 制 肌 寺 の 心 房 内 活 動 電 位 打 統 時 間 の 変 化 の 検 村
岩 沸 1  燕 , 佐 際 外 ・ , 篠 崎 毅 , 加 1 心 粘 , 船 越 正 1 1 , 鈴 木 秀 , 佐 心 滋
Υ ・ , 竹 ν " 佐 治 , 苅 部 明 彦 , 馬 場 忠 火 、 , 二 浦 占 ' , 人 , 慶 徳 洲 川 二 , 波 辺 打 1 , 白
1 二 邱 屶























































1  1 4
3 6 1
心 ψ " 罰 動 の 1 寺 続 と 心 房 内 伝 導 遅 延
船 越 i 噺 」 , 竹 内 雅 治 , 篠 崎 毅 , ' 1 局 場 忠 犬 , 力 山 藤 沿 , 岩 り 肘 越 , 慶 徳 1 儲
正 , 渡 辺 淳 , 佐 藤 外 ・ 、 , 石 出 信 i [ , " 士 邦 屶
第 1 2 1 h 1  Π 木 心 確 学 会 、 東 京 平 寸 女 7 年 1 0 j 1 5 日
肺 気 唖 の 胸 胖 鏡  F レ ー ザ ー 治 療 前 後 に お け る  V o l u m e  N d u d i o n  と 迎 動 i 酎 容 能
の 相 関 関 係
煕 澤 ・ ・ , 飛 川 渉 , _ ι 木 祐 , 進 藤 下 代 彦 , 小 川 粘 1 モ , 水 浮 川 絲 己 f , 呉
徳 リ } , 及 川 ま な み , 菊 池 γ 「 博 , _ ι i 1 ル モ J 皀 , 内 」 二 邦 労 , 黒 川 R 県 , 貝 羽 義 沿
第 3 2 1 川 日 本 臨 1 末 牛 ' , E γ 会 札 幌 平 成 7 1 門 o j ] 2 1 日
休 表 脚 心 確 図 に お け る ー ' 打 リ 五 の 波 形 ゆ ら ぎ の 検 ' 司
古 Ⅳ 上 撲 人 , 小 Ⅱ _ 1 一 二 郎 , 馬 場 恵 火 , 篠 崎 毅 , 波 辺 淳 , 仏 ヲ 蝶 男 , ・ ・ ・ , " ・ 上 j U 屶
群 Π 0 1 田 時 Ⅲ 1 循 環 蹄 研 究 会 柬 京 平 成 7 郁 1 0 門 2 ] 日
シ ン ポ ジ ウ ム ,  N 0 と 気 通 炎 症 N 0 に よ る 父 道 炎 症 の 修 飾
ー ' ノ 瀬 正 和 , 工 ξ 油 ) t 彦 , 1 ' ε 橋 i 哉 全 , 影 1 _ 1 _ 1 夏 f , 人 内 讓 , 小 宅 逹 也 , 戸 i 痔
雅 文 , 田 村 弦 , 人 捌 正 明 , 1 ヨ 士 邦 男
第 4 5 1 川 口 木 ブ レ ル ギ ー 学 会 割 ι 浜 平 成 7 圷 ・ 1 0 打 2 5 Π
喘 恕 、 恕 、 者 に お け る 呼 左 い ・ 1 ・ ト ・ ・ 酸 化 窒 立 ( N O ) 濃 腰 と 気 道 過 敏 性 及 び 誘 発 疹 小 フ
ラ デ ィ キ ニ ン 田 K ) 濃 度 の 検 吋
商 橋 滋 〒 , ・ - 1 瀬 1 1 、 利 , 戸 i 汚 雅 文 , 人 内 譲 , . 三 訓 1 ) 、 山 珍 , 影 山 夏 子 , 遠 心
辿 美 , ル 1 村 弦 , 人 Ⅲ ] 正 明 , 广 1 士 邦 男
第 4 5 1 祠 日 本 プ レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 平 成 フ ィ N 0 打 2 5 Π
フ レ ロ キ サ シ ン の l m 小 テ オ フ ィ リ ン 濃 度 に ヌ 、 1 す る 影 紳
内 士 邦 屶
本 朋 正 明 , 田 村 弦 , j i ! 広 記 , 佐 野 公 七 大 , 劉
第 4 5 1 祠 Π 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 平 成 7 年 1 0 打 2 5 日
' E 偽 喘 息 、 患 者 に お け る 局 川 「 辻 フ ル チ カ ゾ ン 吸 入 川 散 剤 の 効 果
本 剛 正 明 , 田 村 弦 , 児 宏 紀 , 白 士 邦 リ }
第 4 5 匠 I  H 木 ブ レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 ・ 平 成 フ ィ H 0 打 2 5 Π
遅 発 J W 喘 息 、 反 応 モ ル モ ヅ ト モ デ ル に お け る 抗 1 喘 慰 、 薬 I P D - H 5 1 T  の 扣 川 , 1 1 効 来
, 飯 島 秀 弥 , 星 松 紀 , 田 村 弦 , 内 士 那 屶
喫 "
群 H 5 印 1  Π 木 ブ レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 平 成 7 年 ・ 1 0 j 」 2 6 Π
気 管 支 喘 慰 、 に お け る 1 眺 矮 小 及 び 末 梢 l m 好 触 球  1 二 の C D 4 4  の 発 現
佐 野 公 イ _ 大 , 川 内 広 平 , 木 1 剖 1 1 1 明 , 呆 宏 紀 , 羽 根 田 カ ン ナ , 仟 1 村 弦 ,
白 士 邦 屶
第 4 5 1 回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 平 成 7 年 1 0 ナ 1 2 劇 、 1
ヒ ト 気 道 に 対 す る 過 酸 化 水 素 ( H 2 0 2 ) の 効 釆
述 ル 楡 百 美 , ゾ 瀬 正 和 , 二 浦 元 彦 , ■ 橋 i 哉 系 , 影 Ⅱ 1 安 子 ,  f 吋 寺 雅 文 , 山 ・ し
邦 屶












加賀谷"!:,石出佶if, 1ヨ・E邱リJ, B.H, LoveⅡ































加賀谷 1」1「 fⅡ"偏iF, 11、1 上邦リ}、H.,
狄心寸永公開座談会仙台平成7年11打 71_1









プ レ ル ギ ー 性 気 道 反 応 と 刈 1 経 原 竹 炎 症 の 扣 互 作 用
・ ・ ノ 瀬 ル 和 , 上 1 浦 元 彦 , 高 橋 識 系 , 影 1 1 1 夏 子 ' ,  j 〒 i 埒 雅 文 , 广 1 , 1 二 邦 男
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N o v e m b e r  2 1 , 1 9 9 5
4 3 0
E 丘 e c t s  o {  t h e o p h y Ⅱ i n e  a n d  s e l e c t i v e  p h o s p 】 ] o d i e s t e r a s e  i s o e n z y m e  i n ] ] i b i t o r s
O n  s e c r e t i o n s  o f  T N F a l p h a  a n d  l L - 1  b e t a  f r o m  h u m a n  n ) o n o c y t e s  s t i m u l a t e d
b y  ] ] P O P O ] y s a c c h a r i d e
Y .  s u d a ,  G .  T a m u r a , 1 .  o h n o ,  K .  Y a m a u c h i ,  K .  M a e d a ,  F .  K u r i m o t o , 1 <
S h h ' a t o
2 n d  A s i a n  p a c i f i c  c o n g r e s s  o f  a 1 1 e r g y  c l i n i c a l i m m u n 0 1 0 g y  f ; 、 化 ,
N o v e m b e r  2 1 , 1 9 9 5
4 3 1
長 〔 管 支 1 喘 " 1 急 に お ι ナ る m a れ ・ i x
発 現
4 3 2
星 宏 紀 , 大 野 勲 , 本 1 剖 _ ! 1 明 , 田 村 弦 , 白 上 那 屶 , 人 谷 明 夫
第 1 2 回  R M C B 何 1 究 会 東 京 中 成 8 年 1 円  1 9 Π
桜 性 副 郵 腔 炎 に お け る 気 通 過 敏 忰
岡 山 道 子 , 飯 篇 , 秀 弥 , 志 村 〒 ・ 飾 ,
第 8 回 気 通 病 態 シ ン ポ ジ ウ ム
4 3 3
1 9 9 6 年
m e t a Ⅱ O p r o t e i n a s e  ( M M P ) - 1  お よ び  M M P - 9  の
ダ ン ト ロ レ ン は C a 2 + 過 負 荷 心 の 分 の 向 充 的 振 動 を 抑 制 し て 心 機 能 を 改 魚 す る
訂 上 邦 屶
1 1 1 」
篠 峪 毅 , 石 出 信 止 , 苅 部 滋 了 ・ , 加 賀 谷
r 「 」 1 . ,
第 1 2 1 0 1  心 不 全 W 「 窕 会 柬 京 十 成 8 イ F  l j 、 1 2 0 日
4 3 4
肺 気 1 師 に 対 し て 胸 峅 鏡 卜 外 科 手 術 が も 元 ら し た 川 政 ( 肺 減 少 効 果 と 迎 動 負 荷 呼 , 吸
困 凱 度 改 論 の 関 係
1 1 : , ! t ・ ι
黒 譯 一 ・ ' , 飛 冊 渉 , 二 木 制 i , 小 川 浩 1 ト , 水 洋 ゛ 紀 ・ f , 海 老 原
貝 羽 "
徳 屶 , 及 川 ま な み , 巡 峡 千 代 彦 , 菊 池 ・ 再 陣 , 」 浦 フ t 彦 , 广 1 士 邱 屶 ,
博 , 黒 川 良 望
門 り 女 7 年 度 第 2  山 1  厚 小 , ? i 特 定 疾 恕 、 「 呼 1 吸 不 令 」 轟 " 沓 研 究 班 班 会 議 総 会
東 京 干 成 8 年 1 刀 2 6 日
内 上 邦 男 , ト 村
央 京 平 成 8 圷
4 3 5
女 件 の 抗 動 脈 硬 化 性 は 再 狄 * を 抑 制 す る か ?
渡 辺 力 , 礒 Ⅱ 1 正 玄 , 白 士 邦 屶 , 関 1 - 1 於 代 , イ ノ ' j 係 文 敏 , 勿 Ⅱ 藤 敦 , ン K 像
敬 , 杉 正 文 , 野 崎 英 ー ニ , 西 岡 修 , 1 刑 巻 健 治
第  6  回  C o r o n a r y  c l u b  仙 台 斗 ι 成  8 年 1 月 2 8 日
明 , 池 田 } 峅 久 , 1 布 坂 知 節
1  ナ 1 2 0 1 、 1
4 3 6
遅 発 型 喘 息 反 応 モ ル モ ヅ ト モ デ ル に お け る 抗 喘 息 薬 I P D - U 5 1 T の 扣 1 制 効 巣
谷 1 、 1  - , 飯 島 秀 弥 , 劉
, Ⅱ 1 村 弦 , 由 証 二 J 心 リ }















































急 赳 1 虚 血 心 に お い て 心 拍 数 は 前 負 荷 と 独 立 し た 局 所 心 筋 動 態 の 影 粋 囚 ・ f で あ る
1 _ 1 _ 1 本 簑 人 , 佐 久 冏 聖 仁 , 朴 沢 英 成 , 駒 人 孝 人 郎 , 1 悟 橋 徹 , 熊 坂 祝 久 , 石
煩 英 彦 , " 士 邦 男
第 6 0 回 Π 木 循 喋 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 8 守 , 3  打 1 9 H
当 科 ・ に お け る 原 発 性 肺 「 拓 血 圧 症 恕 、 者 の 長 期 予 後
出 1 町  1 順 , 池 田 淳 广 沌 山 右 , 1 渕 【 、 1 洋 平 , 白 士 邦 屶
第 6 0 1 回 日 本 循 環 排 学 会 総 会 人 阪 干 成 8 年 3 打 1 9 日
心 房 中 核 欠 損 症 に お け る 心 筋 エ ネ ル ギ ー 基 質 代 謝
千 倒 雅 信 , 山 根 山 即 イ , 伊 際 健 太 , 柴 伝 行 , 古
" h
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
1 工 ゛ _ ,
関 義 人 , し に 宮 本 十 R , 池 田 淳 , 丸 岡 伸 , 井 戸 逹 雄 , 石 1 Ⅱ 仁 任 , 白 十 , 邦 屶
築 ' 6 0 1 司 Π 木 循 環 器 学 会 総 会 人 阪 〒 成 8 年 3  打 1 9 - 2 1 日
1 ! i Π 咳 磁 業 感 受 竹 G 蛋 白 質 は 心 什 * 品 1 坪 仂 Π 時 の 冠 微 小 動 1 振 ト ー ヌ ス を 制 御 す る
谷 川 俊 了 , 金 塚 完 , 杉 村 ' 彰 彦 , 熊 谷 利 信 , 佐 際 光 一 , 小 丸 辻 也 ,  h 士 邦 男
第 印 回 日 木 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 8 年 3 打 1 9 - 2 1 臼
シ ン ポ ジ ウ ム Ⅱ 「 心 筋 不 全 の 成 因 と 対 策 」 心 不 全 へ の 移 行 期 に お け る 肥 大 心 噺 万
痢 Ⅲ 泡 の カ ル シ ウ ム ハ ン ト リ ン グ 及 び 収 締 と 弛 緩 ー ブ ン ジ オ テ ン シ ン 変 還 酬 素
阻 害 薬 の 長 期 投 ・ ケ ' は カ ル シ ウ ム 反 応 竹 を 改 羔 す る
加 賀 谷 豊 , 石 出 イ 旨 止 , " 上 邦 屶 ,  B e v e r l y H .  L o r e Ⅱ
鮮 狐 0 1 可  H 本 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 8 勺 三 3 " 2 0 日
特 発 性 肥 大 型 心 筋 症 の 心 筋 生 検 組 織 に お け る P D G F - B 鎖 蛋 内 発 現 の 検 村
鈴 木 潤 , 馬 場 忠 夫 , 縄 凶 淳 , 池 田 淳 , 白 士 邦 男
第 6 0 回  H 本 循 珍 1 才 i シ フ 会 総 会 人 阪 平 成 8 年 3 j 1 2 0 Π
心 交 感 神 経 に よ る 左 * 収 縮 及 び 拔 マ 張 の 訟 櫛 j に ヌ 1 す る N 0 介 成 系 の 関 り ・
沌 1 Ⅱ イ j , 池 田 淳 , 関 口 洋 平 , Ⅱ _ ^ 町 順 , 訂  1 _ : 邦 男
第 6 0 回 日 木 循 環 雛 学 会 総 会 人 阪 平 成 8 年 3 月 2 0 日
微 少 振 剰 が π 1 斤 に よ る  A d r ね m y c i n 心 " H 生 評 価
鎌 山 英 一 , 小 岩 喜 郎 , 本 田 英 行 , 納 谷 太 平 , 白 十 邦 男 , 手 塚 文 明 , 令 井
浩 , 中 鉢 憲 賢 , 斎 波 淑 f , 豊 田 隆 讓
第 6 0 1 司 日 本 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 斗 Z 成 8 午 3  刀 2 0 日
遺 伝 事 貯 高 血 圧 発 症 動 物 の 、 心 1 幟  H S P 7 2  0 v e r i n d u c u o n
岩 渕 董 , 礒 1 1 1 正 玄 ,  H ・ 1 島 み の り , 白 三 L 邦 リ }
第 6 0 回  H 木 ヲ 師 業 器 学 会 総 会 人 阪 平 成 8 年 3  珂 2 0 1 1
過 酸 化 水 索 に よ る ヒ ト 気 道 収 縮 の 機 庁
遠 嫌 伯 1 美 , ー ノ 瀬 ! 1 1 和 , 二 浦 元 彦 , 高 橋 識 全 , 影 山 夏 子 ,  f i i 搭 Ⅷ 文 , 増 j 〒
康 文 ,  h  ヒ 邦 リ } , 小 池 加 保 児

























































気 道 1 割 峽 下 腺 卸 1 胞 か ら の 蟠 ニ ミ イ オ ソ 分 泌 に 刈 す る 新 規 抗 喘 息 薬 T A K - 2 2 5 の
作 朋
符 森 寛 , 佐 々 人 司 , 志 村 〒 ・ 苗 , 奈 良 正 と , 色 川 俊 也 , 鈴 木 丙 け 1 , 白 1
邦 躬
第 3 6 1 川 日 本 胸 部 疾 態 、 ' γ 会 総 会 宇 都 ' 宮 平 成 8 年 4 ナ 1 5 日
ウ サ ギ 気 管 支 炎 モ デ ル に お け る 気 道 上 皮 で の 施 停 " T 怜 送 異 常
色 川 俊 也 , 岩 瀬 信 久 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 倚 , 笹 森 寛 , 鈴 木 五 打 , 白 十
邦 男
第 3 6 1 回 日 人 胸 吉 糊 矣 患 学 会 総 会 丁 噛 山 吉 平 成 8 年 4 刀  5 日
ヒ ト 肥 沸 沸 Ⅲ 泡 株 に お け る  l n t e r l e u k i n  1 3 q L - 1 3 ) 造 伝 一 f 発 現 と  D e x a m e t h a ・
S o n e  に よ る 杠 川 例
伏 見 敏 明 , 岡 山 博 , 志 村 ¥ ・ 苗 , 内 士 邦 男
第 3 6 回 " 本 胸 部 疾 悲 、 学 会 総 会 宇 都 宮 平 成 8 仟  4 "  5 n
ヒ ト 好 酸 球 に お け る 血 小 板 活 竹 イ ヒ 1 大 1 子 ( P A F ) に よ る 紳 Ⅲ 包 内  C a 2 十 動 態 に 対
す る 細 胞 外 C a 2 十 濃 度 の 影 糾
大 城 礼 子 , 角 田 康 典 , 志 村 早 苗 , 白 上 邦 男
第 3 6 回 日 本 胸 部 疾 懲 学 会 総 会  1 ? 伊 宮 平 、 成 8 年 4 打  5 H
肺 血 栓 塞 栓 症 に お け る 血 液 擬 砧 1 第 5 因 子 巡 伝 f A 蠣 5 0 6 G l n 変 異 の 役 割
関 隆 文 , 岡 " 」 博 , 熊 谷 御 ・ f , 佐 久 冏 樂 仁 , 熊 坂 祝 久 , 石 井 宗 彦 ,  h 士
邦 屶
第 3 6 回 Π 本 胸 訊 g 交 悲 門 を 会 総 会 宇 都 官 平 成 8 仟 ・ 4 j 、 1 5  Π
イ ベ り オ ト キ シ ン 感 受 竹 K チ ャ ン ネ ル 肝 h コ 薬 S C A 4 0 の ヒ ト 気 道 に 対 す る 効 果
戸 ! 博 雅 文 , ー ' ノ 瀬 正 和 , 二 1 浦 ノ ' 彦 , 遠 藤 1 占 美 , 山 内 淑 行 , 影 山 夏 ・ f , 小 宅
逹 也 , 大 内 譲 , 口 士 邦 屶 , 小 池 加 保 児
第 3 6 回 Π 人 胸 部 疾 恕 、 学 会 総 会 宇 Ⅷ 夕 宮 平 成 8 仟 ・ 4 月 5 日
肺 気 睡 態 、 老 に お け る 昭 疾 好 酸 球 と コ リ ン 作 動 性 神 経 活 性 の 関 係 に つ い て
二 浦 元 彦 , 影 山 夏 子 , ・ ー ノ 瀬 正 和 , 局 橋 識 〒 , 戸 H 寺 牙 北 文 , 速 藤 直 美 , 増 戸
康 文 , 杉 浦 久 敏 , 白 士 邦 屶
第 3 6 1 川 日 本 胸 附 リ 矣 患 学 会 宇 都 宮 ・ 平 成 8 仟 4  打  5 日
桜 性 気 管 支 炎 ( C B ) に お け る 気 道 炎 症 の 解 析 眺 矮 細 胞 を 用 い て
前 田 貰 芙 人 , 西 岡 き よ , 佐 際 裕 子 , ゞ 剣 東 央 子 , 大 野 勲 ,  h 上 , 昭 y }
第 7 0 回 日 木 感 染 症 学 会 総 会 束 京 平 成 8 年 4 1 Ⅱ 9 Π
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ , ン 「 好 酸 球 と ア レ ル ギ ー 疾 ' 轡 d  好 触 球 と 気 管 支 喘 息 、 に お
け る 細 織 再 備 築
火 皿 f  勲 , 枡 罰 卜 f , 県 宏 紀 , 人 1 剖 正 明 , 川 村 弦 ,  n 士 邦 リ }






















Does diabetic nalropathy increases spatial dispersion of repolarization?
小1_[1_二郎,古関裳人, 1閑碕毅,'1U場恵大,桜井克彦,金Ⅲf裕"J, Hリ;1,拓
郎,波辺淳,1Ⅱ」Ⅱn祀, h上邦男
第7 川 1・目際ホルター創ι浜平成 8年5ナ18 Π















第Ⅱ艸" 1_1木循瑞瑞1学会東北地ノj会仙台平成8什'6 刀 7 門
活動磁付十テ制釧、^問の動的樂芹"こ関する災験的研究
沼1_垰網兆,石出イ五正,占慢1渡人,白士邦屶












活 動 確 位 持 続 " 占 冏 の 動 的 特 * 上 こ 関 す る 理 論 的 解 析
石 出 信 正 广 沼 口 裕 降 , 古 関 義 人 , 白 士 邦 男
第 1 1 9 同 Π 木 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 年 6 月 7 日
, L 、 D j 知 1 亟 I J の  i n i t i a t i o n  と  m a i n t e n a n c e  の メ カ ニ ズ ム
船 越 正 行 , 篠 崎 毅 , 加 藤 浩 , , 竹 内 牙 忙 治 , 鈴 木 秀 , 波 辺 淳 , 孑 1 1 ・ H イ 再
正 , 佐 藤 外 一 , に 1 十 邦 男
第 Ⅱ 9 回 日 本 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 年 6 1 1 7 U
洞 不 令 症 候 群 と 右 心 房 1 舌 動 電 位 の 相 関 に つ い て
加 際 浩 , 篠 崎 毅 , 船 越 正 行 , 加 心 浩 , 竹 内 雅 治 , 鈴 木 秀 , 渡 辺
淳 , 石 出 伝 正 , 佐 藤 昇 一 , 白 士 邦 男
第 4 8 回 東 北 1 派 管 研 究 会 仙 台 平 成 8 年 6 河  8 U
ブ デ ノ ウ ィ ル ス を
P 5 3 及 び P 2 1 W A F v d P 1 遺 伝 子 と 1 姉 血 管 の り モ リ ン グ
用 い た 遺 伝 子 治 療 の 可 能 竹 と 低 酸 素 性 肺 商 血 圧 症 ラ ッ ト 肺 に お け る 造 伝 子 発 現
片 寄 大 , 白 士 J 3 屶 ,  K e n n o t h L o w a n ,  p i e m s e t h
第 4 8 回 東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 8 午 6 月 8 H
特 発 性 肥 大 型 心 筋 症 患 者 の 心 筋 生 検 組 織 に お け る P D G F - B 鎖 蛋 内 発 現 の 検 村
鈴 木 湘 , 大 野 勲 , 馬 場 恵 夫 , 縄 田 淳 , 池 田 淳 , 内 ・ 1 J ' 甥
第 1 四 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 年 6 月 1 5 Π
ヒ ト 肥 沸 洲 1 胞 ( H M C - D  に お け る し 一 h i s t i d i n e  d e c a r b o x y l a s e ( H D C ) の P 1 1 節 .
遺 伝 f 発 現 に つ い て
前 田 貴 美 人 , 大 野 勲 , 白 十 邦 男
第 1 4 9 1 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 乎 成 8 年 、 6 月 1 5 H
呼 吸 器 感 染 症 原 因 菌 の 近 年 の 動 向 と 肺 炎 球 菌 の 抗 牛 " " 感 受 竹 の 現 状
西 岡 き よ , 荻 原 央 子 , 大 野 勲 , 白 士 邦 屶
野 H 四 回  H 本 内 科 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 仟 ・ 6 打 1 5 U
気 管 支 平 滑 筋 細 胞 坪 所 慨 こ 対 す る テ オ フ ィ リ ン の 抑 制 効 果
枡 和 子 , 大 野 勲 , 白 士 邱 男
芽 Π 四 回 日 木 内 科 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 平 成 8 " ' 6 打 1 5 Π
G M - C S F  に よ る 好 触 球 の 生 存 延 長 に 刈 す る  P h o s p h o d i e s t e Y a s e ( P D E ) 阻 剖 、 f 剤
の 効 采
王 薇 , 大 野 勲 , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 1 4 9 回 臼 本 内 科 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 年 6 打 1 5 Π
3 圷 . 闇 に わ た り 毎 晩 ハ イ ド ロ コ ー チ ゾ ソ の 点 滴 を 受 け て い た N o c t u m a l A s t h m a
の H 列
岩 1 崎  l f , 田 村 弦 , 白 ・ 上 邦 y J























































5 0 2 5 午 闇 の 経 過 観 察 し 得 た 人 動 脈 弁 狭 亦 の 一 例
Ⅱ _ 1 町  1 順 , 池 H _ 1  沈 , 白 士 邦 屶
第 4 3 回 柬 北 心 l m 管 造 影 懇 二 円 会 秋 田 平 成 8 午 9 j ・ 打 4 M
活 四 j 心 位 1 寺 統 Π 割 川 の 動 的 噛 十 N こ 関 す る N 論 的 解 析 第 2 、 慢 メ モ リ ー 効 来 の 細 み
込 み
イ 1 H _ 1 倫 i F ,  W 1 1 】 ネ 剤 難 , 占 撲 l j 賢 人 , 口 士 邱 屶
第 1 2 0 回 Π 本 循 環 器 ' γ 会 東 北 地 力 会 秋 田 乎 成 8 q ●  j 、 Ⅱ 5 H
A d i v a t i o n  r e c o v e r y  i n t a ' v a 1  の 1 1 . " 女 数 何 i 域 の 1 片 1 票 の 杉 ミ , i 寸
小 川 二 郎 , , 1 i 鬨 鞍 人 , 、 1 、 島 場 忠 大 , 篠 崎 毅 , 桜 井 兇 彦 , 倫 : 野 裕 河 ,  1 1 1 醜 H ム
郎 , 波 辺 淳 , 石 出 仁 Π f , 白 し 邦 リ }
第 1 2 0 回  1 1 本 循 環 器 学 会 束 北 地 ノ j 会 秋 H _ 1  平 成 8 介 ●  1 1 巧 Π
A R I ( A d i v a t i o n  r e c o v a ' y  i n t e r v a D  は  S T  に 代 わ っ て 述 動 f { 荷 心 屯 I × 1 に お け る
虚 血 の 指 標 と な り 得 る か ?
1 Π 島 拓 郎 , 小 1 _ 1 _ 1 ' . 1 那 , 釡 野 裕 司 , 馬 場 忠 夫 , 古 関 義 人 , 桜 井 兇 彦 , 篠 崎
毅 , 渡 辺 淳 , 1 i 出 信 正 ,  N 上 邦 リ 」
第 1 2 例 叫  H 木 循 環 器 学 会 東 北 地 ノ j 会 秋 田 ・ 十 ' 成  8 年 9  打  1 5 1 , 1
造 伝 性 , 高 l f 川 モ 発 症 動 物 の 心 臓  H S P 7 2 0 v e r i n d u C 6 0 n
岩 渕 雌 , 儀 1 1 Ⅱ 上 玄 , 剛 僻 , み の り , 白 士 邦 屶
第 1 2 0 回  H 本 循 環 群 学 会 柬 北 地 力 会 秋 田 平 成 8 年 9 打 1 5 Π
人 肥 沸 削 1 1 胞 株 ( H M C - D  の 丘 一 4 1 竜 生 に つ い て
谷 口 ・ , 田 村 弦 , 大 野 勲 , 白 上 邦 リ 」
第 6 3 師 1 日 木 胸 部 疾 W 、 半 会 東 北 地 力 会 耿 Ⅱ _ 1  平 成 8 圷  9  珂 1 5 H
G M - C S F  に よ る 好 骸 球 の 止 存 延 R に 刈 す る  P h o s p ] w d i e s t e r a s e ( P D E ) Ⅲ 1 筈 剤
の 抑 制 効 果
下 薇 , 大 野 勲 , 枡 羽 f f , 1 H 村 弦 , 广 1 上 J 陟 }
第 6 3 1 , ! 1  H 本 胸 部 疾 患 学 会 リ 剣 U 也 力 会 秋 田 平 成 8 年 9  打 巧 Π
桜 性 気 稲 ・ 支 炎 モ デ ル 気 通 1 二 皮 に " 熨 的 な 磁 流 に つ い て
佐 々 木 司 , 志 村 〒 苗 , 色 川 俊 也 , 笹 森 覽 ,  n 上 邦 屶
第 6 3 1 田  1 ・ 1 本 j 胸 部 疾 恕 、 学 会 東 北 」 也 力 会 秋 剛 平 成  8 年 9  打  1 5 H
血 清 l g E 伯 泛 気 道 の コ リ ン 作 動 竹 沖 経 活 動 竹 の 関 迎 性 に っ い て
述 獄 ゛ 美 , ・ ・ ソ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 局 橋 識 至 , 影 川 夏 f , 増 J す 康 文 , 杉 油
久 敏 , 池 田 勝 久 , 白  1 二 邦 屶
第  5  1 " 1  A s t 1 1 m a  c l u b  i n  s a l d a i  仙 台 平 h 艾  8  イ に  9  ナ 1 2 0 1 - 1
ヒ ト 肥 訓 洲 物 包 株 ( H M C - 1 ) に お け る  H 广 4 の ル j 上 と 遊 削
谷 【 _ 1  ・ ・ ' , 大 野 勲 , 枡 千 l f f ,  1 狗 田 貴 美 人 , 飯 島 秀 弥 , 田 十 1  弦 , 訂 ヒ
邦 屶



























































心 房 筋 活 動 電 位 持 絖 時 闇 の 加 齢 に 伴 う 変 化
馬 場 恐 大 , 篠 崎 毅 , 船 越 正 行 , 加 1 藤 浩 , 竹 内 乳 治 , 鈴 木 秀 , 波 辺
淳 , 丕 i l " 信 正 ,  U 訂 捺 昇 一 , 白 士 邦 男
第 1 3 回 心 確 学 会 別 府 平 成 8 年 ・ 1 0 月 4 日
運 動 負 荷 心 償 鬨 に お け る A R 1 の 右 用 性
田 島 拓 郎 , 古 関 義 人 , 篠 崎 毅 _ 1 蔦 場 忠 夫 , 桜 井 克 彦 , 金 野 裕 司 , 波 辺
淳 , 石 出 偏 正 , 白 十 邦 屶
第 1 3 田 心 確 学 会 別 府 平 成 8 年 1 0 j 」 4 日
洞 不 全 症 候 群 に お け る イ i 心 房 活 動 電 位 " 統 塒 開 の 検 肘
加 藤 浩 , 篠 崎 毅 , 船 越 仟 行 , 力 山 係 浩 , 竹 内 雅 治 , 鈴 木 秀 , 渡 辺
淳 , 石 出 信 正 , 佐 藤 同 、 ー , 白 士 邦 リ }
冴 孔 3 回 心 確 学 会 別 府 乎 成 8 年 ・ 1 0 列  4 日
1 区 動 電 位 持 統 1 1 、 " 剖 の 動 的 特 竹 に 関 す る 研 究
沼 口 裕 降 , 石 出 信 正 , 古 関 義 人 , 白 士 邦 男
第  1  回  A n ・ h y t h m i a  F m ・ u m  i n  s e n d a i  仙 台 平 成  8 イ F I 0 月 5 日
唾 眠 時 無 呼 吸 に 対 す る  T h y r o t r o p i n  R e l e a s i n g  H o r n ⑩ n e ( T R H ) の 効 条
郡 N 側 女 ・ , 菊 池 喜 博 , 飛 田 渉 , 黒 浮 一 , 呉 徳 男 , 打 」 , 3 男
第 2 3 回 呼 吸 調 節 研 究 会 東 京 平 成 8 年 1 0 乃 2 5 日
O S A 悲 、 者 に お け る 上 気 遊 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 検 討
呉 徳 男 , 飛 1 旧 沙 , 岡 割 タ ザ ! ・ , 黒 澤 一 , 喋 j 池 点 愽 , 小 川 浩 正 , 海 老 原
覚 , 及 川 ま な み , 進 藤 下 代 彦 , 白 土 邦 男
第 2 3 匝 1 1 1 乎 吸 J " 節 研 究 会 東 京 平 成 8 イ r ・ 1 0 河 2 5 H
気 V 蔀 支 喘 庖 、 恐 、 名 に お け る 気 道 壁 の 肥 厚 に 対 す る C T お よ び シ ン チ に よ る 検 討
岩 崎 正 , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 1 6 回 宮 城 総 合 画 像 研 究 会 仙 台 乎 成 8 年 1 0 月 2 5 目
気 管 支 平 滑 筋 細 胞 地 殖 に 対 す る テ オ フ ィ リ ン の 抑 制 効 果
枡 和 子 , 大 野 勲 , 谷 口 ー ' , 田 村 弦 , 大 類 孝 , 山 谷 腔 鮒 ,  h 士 J ・ " 男
第 妬 回 日 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 総 会 宇 都 宮 平 成 8 午 1 0 月 3 0 日
ヒ ト 肥 満 絲 1 胞 株 ( H M C - 1 ) に お け る  I L - 4  の 産 生 と 遊 際
谷 口 ・ , 大 野 勲 , 枡 和 子 , 前 円 貴 美 人 , 飯 島 秀 弥 , 田 村 弦 , 白 士
邦 屶
第 4 6 1 回 日 木 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 宇 都 宮 平 成 8 年 1 0 乃 3 0 日
G M - C S F  に よ る 好 触 球 の 牛 存 延 長 に 対 す る  P h o s p h o d i e s t e r a s e ( P D E ) 隠 害 剤
の 効 釆
1 三 薇 , 大 野 勲 , 例 和 子 , 山 村 弦 , 白 土 邦 男
























































慢 性 肺 血 栓 空 枠 症 と し て 治 療 さ れ て き た 多 彩 な 血 管 捕 変 の 1 症 イ 列
熊 坂 祝 久 , 佐 久 1 削 聖 仁 , 出 町  1 順 , 池 「 Π 淳 , 打 上 」 I " }
第 3 1 川 肺 案 栓 症 研 究 会 東 京 平 成 8 ζ Π U 」 3 0 Π
サ ル コ メ ブ と ミ ト コ ン ド リ ブ の 肌 造 的 配 夕 畷 こ 関 す る 屯 ・ f 推 ヰ 散 鏡 的 観 察
イ i 川 佶 正 ,  f 1 上 邦 屶
野 崎 新 司 , 加 賀 谷
」 1 1 「
」 、 T , . ,
第 4 0 1 司 怖 1 人 超 微 j 剛 態 懇 二 舌 会 仙 台 平 成 8 年 1 2 刀  d  e
冠 循 J 業 の 制 福 1 因 子 一  A T P 感 受 性 カ リ ウ ム チ ャ ネ ル と  G T P 結 介 出 白 質 ( , '
恕 捉 供 )




錦 4 釧 " 1  東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 8 仟 ・ 1 2 上 1 7  H
心 筋 1 吏 氏 ラ ッ ト に お け る 局 所 プ ロ テ ィ ン キ ナ ー ゼ C 活 竹 化 の 経 時 的 変 化
孑 i 1 Ⅱ 仁 i ト , , 浪 打 成 人 , 大 谷 宏 紀 , 1 _ " 恨 1 1 U 果 f , 珀
f 1 1 1
千 H 班 併 菖 , 加 1 賀 谷
' 1 コ 」 . ,
十 邦 屶
群 列 9 1 0 l j l u U 脈 徹 W 〒 究 会 仙 台 、 平 成 8 イ N 2 刀  7 日
ラ ヅ ト 小 動 脈 の 収 締 制 御 に お け る し 一 t y p e  c a c h a n n e ] と 筋 小 j 庖 体 の 村 1 互 作 川
竹 内 邪 ' 治 , 波 辺 涼 , 船 越 ル 行 , 鈴 木 秀 , 加 藤 浩 , 堀 口 聡 , ヌ 畍 郁 明
彦 , 仏 コ 侠 昇 ・ ,  E L 上 邦 屶
第 4 9 回 東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 8 年 1 2 1 1 7 日
人 邦 に お け る 川 Π m 枠 来 栓 症 の " イ 削 徹 1 戀 、 態 、 者 数 の 推 定
白 士 邦 労 , 休 久 剛 聖 仁 , 熊 坂 祝 久
平 成 8 イ 刊 男 姉 血 栓 * 栓 症 研 究 釧 会 議 伊 勢 平 成 8 イ 貝 2 河 1 3 "
A i r w a y  s u b n 〕 u c o s a l  g l a n d  s e c r e t i o n  1 Π :  s y m p o s i u m  " B r o n d l i a l  s e a ' e t i o n '
S .  S I ] i m u r a ,  T .  s a s a k i ,  M .  N a g a l d ,  H .  s a i t o h ,  K .  s h Ⅱ ' a t o
9 t h  X 入 1 0 丁 l d  c o n g l ' e s s  f m '  B r o n c h 0 1 0 g y  a n d  B ] ' o n c h o e s o p h a g 0 1 0 l g y  l 、 ; ; 化
平 成  8  午  4  "  1 4 - 1 7 日
L e u R o t r i e n s  c o n h ・ i b u t e  t o  h y d Y o g e n  p a ' O × 1 d e - i n d u c e d  b r o n c h o c o n s t r l c t l o n  Ⅱ ]
h u n ) a n
N .  E n d o h ,  M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  T .  T a l く a h a s l ) i ,  N .  K a g e y a m a ,  M
T o m a l d ,  K .  S I 〕 i r a t o
1 9 9 6  A T S N e w  o r l e a 1 1 S ,  U S A M a y  1 2 , 1 9 9 6
T A K - 2 2 5 ,  A  n e w l y  s y n l h e s z l e d  a n t l 一 Ⅱ l a a m m a t o ] ' y  a g e n t , 1 n l 〕 i b i t e d  o s c i H a 、
t i o n s  i n  c l -  c u r r e n t  i n  a i r w a y  g ] a n d  a c i n a T  c e Ⅱ S
1 < .  s h h ・ a t o ,  T .  s a s a k i ,  S .  S I 〕 i m u r a ,  M .  N a r a  ,  T . 1 r o k a w a ,  S .  S U Z U R i ,  K
S h h ' a t o









549T]1e e丘ect of extraceⅡUlar ca2+ concentration on p]atelet activating factor
induccd cytosol ca2+ concentrauon elevation in human eosinophi】S
T, oshino, M. Nara , Y. Kakuta, S. shimura, K. shira加
1996 ATSNew orleans, USA, May 12,1996
Ana]ysis o( Factor v gene mutation (Arg 506Gln) in Japanese pulmonm、y
thromboembolism
T. Kumagai, H. okayama, T. seki, N. Kumasaka, M. sakuma, H. odaka,
S. Kitaoka, M.1SI〕ii, K. ogata, K. shirato
1996 ATSNew or]eans, USA, May 12,1996
E丘ect of Th2 CeⅡ inhibitor,1PD-1151T, on late asthmatic response in guinea
Plgs
H. TaniσUchi, H.1ijima, Y. Liu, H. Hoshi, M. Homma, T-R. Hsiue, G
Tan〕ura, K. shirato
1996 ATSNew orleans, USA, May 13,1996
Secretm'y responses of secretm'y ]eukocyte protease inhibitor (SLPD from
isolated human airway submucosal glands
H. saitoh, S. Akai, H. okayama, T. Fushimi, S. shimuta,1<. shirato, H
M北Suhashi
1996 ATSNew or]eal〕S, USA, May 13,1996
Abnonnality in airway epithelialion transport m bronchitic mode] rabbit: A
Possible involvement of cFTR-CI- channeljn ah'way inflammation
T.1rokawa, T. sasald, N.1Wase, S. SI〕imura, K. sasamori, S. suzuki,1<
Shirato
1996 ATSNew o】'1eans, USA, May 13,1996
Dexamethasone suppresses inter]euldn 13 gene expression by hun〕an mast ceⅡ
Ⅱne
T. Fushimi, H. okayama, S. shim1Ⅱ、a, K. shirato
1996 ATSNew orlea1玲, USA, May 14,1996
Pulmonary volume reduction itself rescues patients with severe pulmonary
emphysema from dyspnea
H. Kurosawa, W. Hida , Y. Ki1ζUchi, H. Mild , H. ogawa, A. Mizusawa, S
Ebih飢・a, D. WU , M. oikawa, M. Miura, C. shindoh, K. shirato
1996 ATSNew orleans, USA, May 14,1996
Nasal cpAp treatments improve exercise endurance performance in pauents
Wlth obstructlve sleep apnea syndronw
S. Ebihara,0. Taguchi, W. Hida , Y. KilくUchi, C. SI〕ind01〕, H. Kurosawa,
H. ogawa, A. Mizusawa, M. oikawa, D. WU , K. SI〕irato











P r e s s u r e - v o l u m e  ( P - V )  r e l a t i o n s h i p s  o f  u p p e r  a i T w a y  i n  p a t i a ] t s  w i t h  o b '
S t r u c t i v e  s l e e p  a p n e a  ( O S A )
W .  H i d a ,  D . エ ハ 1 U ,  H .  M i l く i ,  Y . 1 く i k u c h i ,  H .  K u r o s a w a ,  H .  o g a w a ,  A
M i z u s a w a ,  S .  E b i h a r a ,  M .  o i l く a w a ,  K .  s h h ' a t o
1 9 9 6  A T S N e w  o r l e a n s ,  U S A ,  M a y  1 4 , 1 9 9 6
M u c u s  g l y c o p r o t e i n  s e c T e t i o n  i n  n a s a l  e p t i t l ) e l i u m  f r o m  d 〕 r o n i c  s i n u s l t l s
P a t i e n t s  t r e a t e d  w i t h  a ' y t h t o m y c i n
M .  N a g a l d ,  T . 1 r o k a w a ,  T .  s a s a k i ,  S .  S 】 ] i m 山 ' a ,  K .  s h i r a l o ,  K . 1 1 く e d a ,  T
T a k a s a k a
1 9 9 6  A T S N e w  o r l e a n s ,  U S A ,  M a y  1 5 , 1 9 9 6
5 5 8
5 5 9
1 1 〕  v i v o  m e a s u r e m e n t  o f  n i t r i c  o x i d e  i n  t h e  r a t  d o r s a l  c a u d a l  m e d U Ⅱ a  d u r i n g
P e r i p h e r a l  c h e m o r e c e p t o r  s t i m u l a t i o n
H .  o g a w a ,  W .  H i d a  ,  Y . 1 く i k u d 〕 i ,  A .  M i z u s a w a ,  H .  K 1 Ⅱ ' o s a w a ,  S .  E b i h a r a ,
M .  o i 1 仏 W a ,  C .  s h i n d o h ,  K .  s h Ⅱ 、 a t o
1 9 9 6  A T S N 飢 V  o r l e a n s ,  U S A ,  M a y  1 5 , 1 9 9 6
5 6 0
E 丘 e c t s  0 1 1 N F 一 α , 1 F N - 7 0 n  d i a p h r a g m  m u s c l e  c o n t r a c t l o n  m  r a t s
C .  S I 〕 i n d o h ,  D .  W U ,  H .  K u r o s a w a ,  S .  E b i h a t a ,  H .  o g a w a ,  A .  M i z u s a w a ,  N I
O i R a w a ,  Y .  K i ] く U c h i ,  W .  H i d a ,  K .  s h h ' a t o
1 9 9 6  A T S N e w  o r l e a n s ,  U S A ,  M a y  1 5 , 1 9 9 6
P r o t e c t i v e  e f f e d  o f  G a b e x a t e  M e s i l a t e  ( F O Y )  o n  d i a p h l ' a g m  c o n t r a c t i o n  a f t e r
e n d o t o x i n
D . 工 入 I U ,  C .  S 1 1 i n d 0 1 1 ,  H .  K u r o s a w a ,  S .  E b i ] ] a r a ,  H .  o g a w a ,  A .  M i z u s a w a ,  M
O i 1 ζ a w a ,  Y .  K i l く U d 〕 i ,  X 入 1 .  H i d a  ,  K .  s h h ' a t o
1 9 9 6  A T S N e w  o r ] e a n s ,  U S A ,  M a y  1 5 , 1 9 9 6
R e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  n i t r i c  o x i d e  i n  e x l 〕 a l e d  a i r ,  b l ' a d y k i n i n  i n  i n d u c e d  s p u t u m
a n d  a l T w a y  h y p e n で S p o n s i v e n e s s  i n  a s t h m a t i c s
T .  T a k a h a s h i ,  M . 1 d 〕 i n o s e ,  M .  T o m a R i ,  Y .  o h u c h i ,  M .  M i u r a ,  N
K a σ e y a m a ,  N .  E n d o h ,  G .  T a m u r a ,  M .  H o m m a , 1 < 、  s h Ⅱ ' a t o
1 9 9 6  A T S N e w  o r l e a n s ,  U S A ,  M a y  1 5 , 1 9 9 6
I n d u c i b l e  n i t r i c  o x i d e  s y n t h a s e  e x p r e s s i o n  i n  a l v e o l a T  n l a c r o p h a g e  i n  a s t h m a t i c
P a t l e n t s
Y .  o h u c h i ,  M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  T .  T a k a h a s h i ,  N .  K a g e y a m a ,  M
T o m a k i ,  T .  o y a k e ,  N .  E n d o h ,  Y .  M a s h i t o ,  K .  s h i r a t o




5 6 4 T h e  e 丘 e c t  o f  i b e r i o t o x l n - s e n s i t i v e  p o t a s s i u m  C 1 松 n n e l  o p e n e r ,  S C A  4 0 ,  o n
h u m a n  a i r w a y s
M .  T o m a k i ,  M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  N .  E n d o h ,  H .  Y a m a u c h i ,  N
K a g e y a m a ,  T .  o y a k e ,  Y .  o h u d 〕 i ,  K .  s h i r a t o
1 9 9 6  A T S N e w  o r l e a n s ,  U S A ,  M a y  1 5 , 1 9 9 6
565Regulatory med〕anisms of coronary mia、ovascular tone in the beatihg heart
T. Komaru, H. KanatsuIくa, K. shirato
Workshop on coronaTy ch'culation in von siebo]d seminar, Amsterdam,
Ncther]ands, october 28-30,1996
566Mechanisms o{ coronary microvascular dHation induced by the activation of
Pertussis toxin-sensitive G protein are vessel si2e-dependent
T.1くomaru, T. Tanikawa, A. sugimura, T.1くUmagai,1<. sato, H' Kanat・
Suka, K. shirato
Xvorkshop on coronary circulation in von siebold seminar, Amsta'dam,
Netherlands, october 28-30,1996
567E丘ects of Long-term Right ventricular volume and H'essure overload on
Myocardial Glucose Metab0ⅡSm in H山nan
H. otani, Y. Kagaya, Y. Yamane, M. chida, K.1to, S. Namiuchi, T
Nozaki, H. Numagucl〕i, T. shinozaki, M. Ninomiya, J.1keda, N,1Shide, K
Shirato
The 12th lnta'nalional conference of {he cardiovascular system Dynam・
ics society, chzpel HiⅡ, USA, November 7-10,1996
568How does tachycardic impair regional myocardial function in acute ischemic
Canine heart?
Y. Yamamoto, M. sa]くUma, H. Hozawa, K. Komaki, T. Takahashi, N
Kumasaka, H.1SI〕igaki, K. shirato
The 12th lnternationa] conference of csDS, chapelH辺, USA, November
フ-10,1996
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569The aU即nentation of Acetylcholin-induced contraction by prostagladin F2a in
Pig epicardial coronary arteries
鈴木秀,波辺淳,船越正h,竹内雅治,加藤浩,堀口聡,苅部明
彦,佐藤外一,内士邦男
第12回 CSDS, CI〕apel, H辺 USA 平成 8年11打 8 U
570Mechanisms of cm'onaty microvascular dilation induced by the activation of
Pertussis toxin-sensitive G protein are vesse] size-dependent
T. Komaru, T. Tanikawa, A. sugimura, T.1くUmagai, K. sato, H.1くanat・
Suka, K. shirato
The 69th sdenti丘C sessions of American He釦't Association, New









急 十 上 心 筋 虚 伯 リ 寛 界 域 に お け る 血 流 と 柳 染 U 夜 の 関 係 ・ i 卜 1 例 或 れ 吋 I U 攻 レ ベ ル と の
関 連
1 _ U 根 山 理 子 , 石 1 ・ " 信 正 , 加 賀 谷
士 邦 屶
C o r o n a r y  c l u b  第  8 1 - 1  研 究 会 仙 台 ・ ' γ ' 成  9  仟  1  打  1 8 Π
高 炭 触 ガ ス 血 症 を 水 し た 睡 眠 Ⅷ " 叩 乎 1 吸 症 例 の 検 討
澗 部 慎 一 , 飛 田 渉 , 弁 、 q ' 弔 ・ , 呉 徳 リ } , 菊 池 1 村 専 , 白 士 邦 リ }
厚 牛 . 省 特 定 疾 恕 、 呼 吸 器 系 疾 恕 、 調 , f 仙 究 班 平 成 8 作 度 総 会 東 京 平 成 9 ゛
1 河 3 0 H
V 0 1 山 n e  R e d u c t i o n 療 法 と 加 齢 の 検 肘
黒 1 ' 子 ・ , 飛 I H  渉 , 岡 部 慎 ・ ・ ' , 呉 徳 リ } , 菊 池 立 : 「 当 ,  1 ' 1 」 二 那 リ }
厚 生 名 特 定 疾 恕 、 呼 ・ 吸 器 系 炊 患 ヨ 1 1 査 研 究 H P 1 勺 女 8 ζ 1 り 叟 総 会 束 京 平 成 9 仟
1  1 1 3 0  f 、 1
東 北 6 県 に お け る 慢 牲 肺 血 栓 塞 栓 症
熊 坂 祝 久 , 佐 久 1 } ・ } 1 聖 イ 、 1 , " 上 邦 リ }
厚 牛 省 特 定 疾 悲 、 呼 吸 器 系 疾 悲 、 調 介 研 究 列 Π 、 成 8 イ " 変 総 会 東 京 平 成 9 圷
1 打 3 0 日
女 f 酸 球 細 Ⅲ 包 1 摸 上  S e t i n e  p r o t e i n a s e  に よ る  m a t f i x  m e t a Ⅱ 0 御 ' o t e i n a s e  ( M M P ) - 9
の 活 竹 _ 化 に つ い て
岡 川 信 司 , 大 野 劇 ! , 枡 千 1 1 ・ 「 , 熊 谷 免 紀 , 白 Σ 上 邦 リ 」 , 紀 太 博 仁 ,  G a ' a l d
J .  G l e i c h
第 M 1 川  R M C B 研 究 会 東 京 平 成 9 仟  1 打 3 1 H
Ⅱ C 暢 町 敲 ジ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル を 川 い た 心 哨 分 イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 代 謝 l i 小 広
の 小 体 内 評 価 に 関 す る 基 礎 的 検 討
浪 打 成 人 , 大 谷 宏 紀 ,  1 1 1 根 由 即 子 , イ i 出 イ J l f , 内
千 田 邪 t 偏 , 加 賀 谷
4 ! 1 ・ ,
士 邦 リ }
剣 Π 2 1 m l  U 本 私 皐 業 器 学 会 東 北 」 也 方 会 仙 介 ・ 十 ' 成  9 年 2 1 1 7  1 , 1
H 本 人 ア ル コ ー ル 誘 発 冠 れ ん 新 i 竹 狭 心 症 に お け る 2 型 ブ ル デ ヒ ド } 悦 水 永 觧 粂
( A L D 印 変 妥 遺 仏 子 飢 析
r l 」 ゴ 那 リ } , 宗 像
1 1 旺
1 刈 隆 文 ,  1 岡 1 _ Ⅱ 博 , 熊 谷 午 Υ ・ f , 礒 1 1 1 仟 玄 , 加 貿 谷
ι 、 フ , T . ,
敬 , 田 巻 健 治 , 平 本 哲 也 , 金 沢 正 1 噛 , 笠 1 京 イ Π ' 弥 , Ⅲ ] U 、 1 道 イ
第 1 2 1 回  H 人 循 g 1 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 9 午 2  打  7 1 - 1
前 壁 , 1 、 , 隔 梗 塞 に お け る 心 室 小 隔 迎 動 の 検 i 上 右 室 造 影 に よ る 創 析
品 橋 徹 , 朴 沢 英 成 , 杉  l f 文 , 大 浦 弘 之 , 野 1 崎 萸 ム , 則 巻 健 治 , 佐 久 冏
聖 仁 , 由 士 邦 屶









































大河原鮒.ー',Ⅱ]村弦, M.R. stampni, X.-F. Lei, Z. xing, J. Gau]・













A d r i a m y s i n 心 寸 樹 生 の 超 音 波 微 小 振 動 仰 畊 斤
鎌 田 英 一 , 小 岩 喜 郎 , 木 田 英 行 , 納 谷 太 平 , 白 士 邦 男 , 金 井 浩 , 中 鉢 憲
堅 , 斎 藤 淑 f , 豊 Ⅱ 1 隆 謙
第 6 1 回 Π 人 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 9 年 3 月 1 9 - 2 1 日
気 管 支 喘 忘 、 患 、 者 に お け る C R H 負 祁 ル U 験 と  A C T H 負 荷 試 験 の 比 較 検 討
岩 崎 正 , 田 村 弦 , 佐 野 公 仁 夫 , 飯 島 秀 弥 , 大 河 原 雄 一 , 劉
, 羽
根 田 カ ン ナ , 白 士 邦 男
第 3 0 回 東 北 ア レ ル ギ ー 懇 話 会 山 形 平 成 9 年 3 門 2 2 日
慢 件 1 姉 疾 恕 、 の 肺 高 血 圧 症 に 対 す る  P G 1 2 誘 導 体 ( b e r a p r o s t ) の 有 効 性 の 検 討
沌 田 有 , 池 田 淳 , 片 寄 大 , 関 U 洋 平 , 出 1 町 順 , 熊 坂 祝 久 , 千 釜 尚
朗 , 後 藤 淳 , 白 士 邦 男
第 6 1 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 9 年 3 円 3 1 日
本 邦 に お け る 肺 血 栓 塞 栓 症 の 発 症 頻 度
熊 坂 祝 久 , 佐 久 問 聖 仁 , 白 士 邦 屶
第 6 1 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 9 年 3 月 3 1 Π
急 件 心 筋 虚 血 境 界 域 に お け る 血 流 と 樽 摂 取 の 関 係 一 正 常 域 雛 摂 取 レ ベ ル と の
関 連
山 根 由 理 子 , 石 出 伝 正 , 加 賀 谷 豊 , 千 幽 雅 偏 , 大 谷 宏 紀 , 浪 打 成 人 , 井
戸 述 雄 , 白 士 邦 屶
第 6 1 回 日 本 循 環 器 学 会 学 術 集 会 東 京 平 成 9 年 3 打 3 1 Π
C 一 Ⅱ  d i a c y l g l y c e r 0 1 を Π ハ け U 上 血 心 筋 に お け る 細 胞 内 情 訓 町 云 逹 系 の 生 体 内 評
価 に 関 す る 検 討
浪 打 成 人 , 大 谷 宏 紀 , 山 根 由 理 f , 井
1 1 1 1
千 田 雅 信 , 石 出 信 正 , 加 賀 谷
! 忙 1 1 . ,
戸 達 雄 , 白 士 邦 男
第 田 回 Π 本 循 環 器 学 会 学 才 村 架 会 東 京 平 成 9 午 3 打 3 1 日
遺 伝 性 高 l m 圧 発 症 動 物 の 心 臓 H S P 7 2 0 v e r i n d u c t i o n
岩 渕 薫 , 礒 山 正 玄 , 幽 島 み の り , 白 丁 上 邦 男
第 6 1 回 日 木 循 珍 噐 呈 学 会 東 京 平 成 9 年 3 月 3 1 Π
ア ド リ ア マ イ シ ン 心 毒 性 に 対 す る 超 音 波 ド プ ラ 高 粘 度 計 刈 法 の 右 用 性
小 岩 宮 郎 , 鎌 山 英 一 , 木 田 英 行 , 納 谷 太 平 , 白 士 邦 屶 , 金 井 浩 , , ・ や 鉢 憲
賢 , 斎 藤 淑 子 , 豊 田 隆 謙
第 田 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 9 年 3 村 3 1 H - 4 打  2 日
機 械 的 振 動 入 力 に よ る 心 筋 ク ロ ス ブ リ ヅ チ 動 態 の 推 定 法
納 谷 太 平 , 本 田 英 行 , 小 岩 喜 郎 , 鎌 田 英 一 , 白 士 邦 男










































大和Π京雄一, M.R. stampai, X. Lei, Z. xing,田村弦,广1上邦男, M
Jordana
第37回訂本那畍沸疾患学会総会横浜平成9年4fⅡ0-12日















ヒ ト 気 通 1 例 映 村 腺 に お け る サ ー フ ァ ク タ ン ト プ ロ テ ィ ン A の 分 泌 と 遺 仏  f 型 の
検 討
斎 峠 弘 樹 , 岡 山 博 , 伏 見 毎 如 町 , 志 村 〒 了 t i , 白  1 ' 邦 屶
第 3 7 同 日 木 胸 部 疾 恕 、 ' 7 会 総 会 織 浜 ' 1 ' 成 9 年 4  門  1 0 - 1 2 日
気 道 脈 房 卸 俳 包 に お け る 牛 即 的 ア セ チ ル コ リ ン 濃 度 で み ら れ た 確 薪 譜 辰 動 の 噛 忰
符 森 覧 , 佐 々 木 司 , , 占 村 〒 鹸 , 佐 愁 i 卜 俊 , 色 川 俊 也 , 人 城 村 . 子 ,  t 1 上
邦 男
第 3 7 1 川 Π 人 胸 附 y 矣 恐 学 会 総 会 織 浜 平 成 9 年 4 円 1 0 - 1 2 Π
気 道 分 泌 翁 Ⅲ 抱 の 屯 解 質 分 泌 に 及 ぼ す マ ク ロ ラ イ ド 系 航 化 物 質 の 抗 コ リ ン 作 川
色 川 俊 也 , 佐 々 ( 司 , 志 太 r l i ¥ i , 佐 藤 正 俊 , 笹 森 寛 , 大 城 社 ・ f , 内 士
邦 屶
第 3 7 回  H 本 胸 部 疾 恕 、 3 を 会 総 会 横 浜 平 成 9 仟 叫 打 1 0 - 1 2 H
O R C C  に 文 1 す る  C F T R の 効 采
佐 際 正 俊 , 佐 々 木  d l , 志 村 早 苗 , 白 二 上 邱 屶
第 3 7 回  H 本 胸 部 疾 悲 J に 会 総 会 村 t 浜 ・ 平 成 9 年 4  " 1 0 - 1 2 日
気 道 の 臼 律 神 経 活 性 に お け る 血 清 l g E 値 の 役 割 に つ い て
述 藤 直 美 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 , 高 橋 1 般 系 , 二 1 浦 尤 彦 , 影 1 1 1 旦 了 , 増 戸 吋 t 文 , 杉 浦
久 敏 , 内 士 邦 男
第 3 7 回 Π 本 胸 ・ 部 疾 患 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 9 年 4 門 Ⅱ Π
呼 吸 器 と  N O ( シ ン ポ ジ ウ ム ) 一 気 道 炎 症 と  N O
' 油 元 彦 , ・ ・ ソ 溺 { 止 和 , 品 橋 嵐 至 , 人 内 該 , 戸 i 坪 乳 文 , 遠 藤 直 美 , 小 宅
趣 也 , 増 戸 康 文 , 杉 浦 久 敏 , 白 士 邦 屶
第 3 7 回 日 木 胸 部 疾 戀 孚 会 総 会 横 浜 平 成 9 圷  4 月 1 2 日
喘 息 、 気 道 に お け る ・ ' 酸 化 窒 素 ( N O ) と ブ ラ デ ィ キ ニ ン ( B K ) 濃 度 に 対 す る
吸 入 ス テ ロ イ ド の 効 釆
f 宕 汁 需 轟 全 , ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 戸 i 持 雅 文 , 遠 祺 画 美 , 増 戸 康 文 , 杉 浦
久 敏 , 白 士 邦 屶
第 3 7 回 日 木 胸 部 疾 態 、 ' γ 会 総 会 横 浜 平 成 9 午 4 打 1 2 Π
気 道 平 附 筋 細 胞 に 対 す る P D E 阻 史 剤 の 抑 制 効 宋
枡 千 1 卜 f , 大 野 勲 , 谷 1 - 1  - ・ , Ⅱ 1 村 弦 , 大 類 孝 , 【 _ Ⅱ 谷 1 1 * 雄 , 佐 々 人
英 忠 , 白 士 邦 屶
第 3 7 1 回 Π 本 捌 サ 部 疾 恕 、 学 会 総 会 横 浜 ' F 成 9 年 4  村 1 2 Π
シ ン ポ ジ ウ ム : 父 管 支 喘 息 に お け る 気 道 炎 症 ・ 急 、 忰 蛸 恕 を ど の よ う に チ ェ ッ ク
す る か ; 肺 生 検 か ら の 検 討
大 野 ' ψ , 大 河 原 飢 ・ ・ ・ , 谷 1 コ ー , Ⅱ _ H 、 1  弦 , 白 Σ 1 ゞ 邦 屶 , 大 谷 明 火 , 1 U 内
広 平
















Π本適応医学会芽H 1川ツ!術集会大阪平成9年・5村 9 Π
心筋ストレストにおけるへムオキシゲナーゼの冠血流締1'"乍川
片寄人,礒山i[1玄,Ⅱ_1本渡人,柴原茂樹,白十J{少},吉111 匡



































M 能 e 手 術 患 名 に お け る 電 気 生 理 学 的 検 制
八 木 卓 也 , 波 辺 淳 , 占 関 義 人 , 金 野 袷 司 , 竹 内 雅 治 , 船 越 正 h , 苅 部 例
彦 , 桜 井 克 彦 , 加 1 藤 濃 , , 馬 場 恋 夫 , 篠 崎 毅 , 山 仟 1 亜 樹 , 鈴 木 秀 , 小
1 _ [ 1 二 郎 , 田 島 拓 郎 , 白 士 邦 リ 」
第 1 2 2 回 訂 本 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 9 午 6 打  6 Π
同 ・ ・ 1 m 管 床 の 太 い 血 管 と 矧 1 い 血 管 か ら 得 た 血 管 平 汁 珂 万 剤 Ⅲ 抱 の 形 態 お よ び 隼 所 齢 E
の 比 較
小 村 明 浩 , 礒 山 正 玄 , 波 辺 力 , 白 ・ 1 t 邦 屶 , 加 藤 光 保 , 澤 井 " ' {
第 1 2 2 川 Π 本 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 9 年 6 河  6 日
骨 格 筋 及 び 腸 問 膜 細 動 脈 に お け る 筋 原 性 血 管 収 縮 反 1 心 の 調 節 機 庁
波 辺 淳 , 船 越 正 行 , 苅 部 明 彦 , 白 士 邦 屶
冴 妬 0 1 回 脈 管 研 究 会 仙 台 ・ 平 成 9 イ f 6  打  7 日
1 2 3 1 - M I B G 心 筋 シ ン チ に よ る 心 不 令 の 交 感 神 経 機 能 の 評 価
李 メ " 呆 , 池 田 淳 , 澁 田 有 , 関 口 汗 平 , 出 町 順 , 千 釜 尚 朗 , 1 麺 藤
淳 , 白 十 ナ " 男
第  1 回 " 宮 城 県 心 1 臓 核 医 学 研 究 会 仙 台 平 成 9 年 6 月 1 3 日
卿 急 性 の 経 過 を 永 し た レ ジ オ ネ ラ 肺 炎 の ー イ 列
符 森 寛 , 菊 池 喜 博 , 奈 良 正 之 , 船 越 止 打 , 志 村 早 前 , 白 士 邦 男 , 秋 保 直 樹
第 1 5 3 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 9 年 6 月 N H
1 姉 気 肺 の 新 し い 治 療 法 を め ぐ っ て 一 川 攻 U 沌 減 少 療 法 一
飛 W  沙 , 白 士 邦 屶
第 6 1 ・ 1  秋 田 県 南 胸 部 疾 惣 阿 チ 究 会 大 岫 平 成 9 年 6  村 2 0 Π
心 房 中 隔 欠 損 症 に お け る 心 筋 エ ネ ル ギ ー 気 質 代 謝 の 変 化
山 根 由 理 子 , ・ 下 旺 1 雅 信 , 伊 藤 健 太 , 社 U 1 成 人 ,
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
占 三 . ,
宮 本 報 , 池 川 淳 , 丸 岡 伸 , 井 戸 達 雄 , 石 1 _ Π 仁 i f ,  h 上 邦 男
Π 本 核 氏 学 会 北 Π 木 地 力 会 仙 台 平 成 9 年 6 打 2 0 H
T  w a v e  a Ⅱ e n l a n S  の 診 件 折 1 1 勺 ; 愆 義
古 関 義 人 , 釡 野 裕 司 , 竹 1 大 」 牙 l t 冷 , 篠 崎 毅 , 船 越 正 行 , 苅 部 明 彦 , 八 木 申
也 , 桜 井 克 彦 , 加 心 浩 , 馬 場 恵 夫 , 鈴 木 秀 , 山 田 亜 樹 , 小 1 」 _ 1 二 郎 , 田
島 拓 郎 , 波 辺 淳 ,  h 士 邦 男
束 北 不 整 脈 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム 仙 台 平 成 9 午 6 必 2 8 日
爪 症 喘 息 、 患 者 の 外 来 で の 長 期 管 理 に お け る B D P の 用 品 に つ い て の 検 討
菊 地  i f , 円 村 弦 , 岩 仙 奇 正 , 佐 野 公 仁 夫 , 飯 島 秀 勃 、 , 大 河 原 雄 ・ ー , 劉
, 羽 根 田 カ ン ナ , 田 ' ・ ヤ 市 子 , 白 士 邦 屶

























































ラ ッ ト 肺 胞 マ ク ロ フ ァ ー ジ の A T P 惹 起 K 十 確 流 に お け る サ イ ク リ ヅ ク  A D P
リ ポ ー ス ( C A D P K ) の 関 与
佐 々 木 司 , 海 老 原 覚 , 飛 田 渉 , 菊 池 喜 f 専 , , 占 村 早 苗 , 商 洋 佃 , 岡
木 宏 ,  1 { 1 + , 芋 男
第 7 0 師 I  H 入 牛 化 学 大 会 令 沢 ・ 平 成 9 年 9  お 2 3 Π
右 室 負 荷 疾 患 に お け る C の 万 エ ネ ル ギ ー 基 質 代 謝 の 変 化
山 根 山 理 子 , 千 田 雅 偏 , 伊 心 健 太 , 浪 打 成 人 ,
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
」 " 1
1 、 」 コ . ,
宮 本 報 , 池 田 涼 , / L 岡 伸 , 井 戸 迂 蹴 , イ _ i Ⅱ _ 仟 高 仟 , 円 十 梯 男
H  木 ' 山 1 幟 病 学 会 札 1 1 児 . r 成  9 イ 「 '  9  刀  2 5  H
剛 ? 剛 生 肥 大 刑 心 筋 症 の Υ i 宰 拡 張 能
駒 人 孝 太 郎 , 佐 久 Ⅲ Ⅱ 理 仁 , 山 本 裟 人 , i 鯏 而 徹 , 熊 坂 祝 久 , 1 、 _ 1 上 邦 リ }
芽 列 5 回  U 本 心 臓 病 学 会 札 幌 平 成 9 年 9 乃 2 5 Π
右 室 駆 川 * と 右 ネ 拔 3 長 容 積 の 関 係 ( イ _ i 室 駆 出 * ス ワ ン ガ ン ツ カ テ ー テ ル の イ i 用
件 お よ び 造 影 法 と の 比 , 1 朔
1 高 橋 徹 , 佐 久 Ⅲ 1 聖 仁 , 朴 沢 英 成 , 駒 木 孝 太 郎 , 1 1 _ 1 木 義 人 , 熊 坂 祝 ク > 石
垣 英 彦 , 白 士 邦 屶
第 4 5 1 川  1 - 1 本 心 臓 1 丙 学 会 札 1 呪 平 成  9 4 f 9  打 2 6 Π
経 口 免 疫 寛 容 に お い て T G F - , 3  が 気 道 好 酸 球 浸 沸 」 を 抑 制 す る
羽 根 剛 カ ン ナ , 佐 野 公 仁 夫 , 飯 1 ; b 秀 弥 , 大 和 Ⅱ 東 誹 ・ ー , 岩 1 崎 正 ,  i 〒 木 1 原 典 ,
, 菊 地 正 , 田 中 章 子 , 川 村 弦 , Π ・ 上 邦 屶馴 1 1
A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i  仙 台 平 成  9 年 9 月 2 6 Π
1 寺 発 イ 牛 心 、 介 万 打 τ に お け る  T  w a v e  a l t e t n a n S  の 検 帝 1
金 野 裕 司 , 古 喫 1 義 人 , 竹 内 雅 治 , 船 越 止 行 , ヌ 垪 脚 山 彦 , 八 木 ゛ 也 , 桜 井 兇
彦 , 加 Ⅱ 侠 浩 , 馬 場 恵 夫 , 篠 崎 毅 , 鈴 木 秀 , 山 田 唖 樹 , 小 山 二 郎 , 田
島 拓 郎 , 渡 辺 淳 , 内 十 邦 男
冴 H 4 1 川 臼 木 心 確 学 会 東 京 平 成 9 午 1 0 j 1 3  Π
心 b j の 拡 大 が  W a v e l e n g U 1 に 与 え る 影 糾
船 越 Ⅱ , 行 , 篠 峪 毅 , 古 関 義 人 , 金 野 裕 司 , 竹 内 雅 治 , ヌ 1 h 祁 明 彦 , 八 人 , ; i
也 , 桜 井 克 彦 , 力 川 侠 浩 , 馬 場 忠 犬 , 鈴 木 秀 , 1 1 _ 1 [ 1 N l i 樹 , 小 1 1 , 1 二 部 , 田
1 島 拓 郎 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 男
第 1 4 山 1  Π 本 心 確 学 会 東 京 乎 成 9 年 1 0 村  3  U
徐 釧 動 を 施 行 L た 慢 性 心 房 細 動 悲 、 者 に 対 す る Π # 抗 不 1 淘 脈 の 氾 W 朧 l t 締 持 効 樂 と
心 、 1 幾 i i E に 午 え る 1 形 糾 !
ヌ 1 上 郁 明 彦 , 波 辺 涼 , ・ ^ ! f 関 綻 人 , 金 野 裕 司 , 竹 内 雅 治 , 船 越 正 〒 f , 八 人 申
也 , 桜 井 兜 彦 , 加 l j 捺 浩 , ' 蠣 場 忠 犬 , 徐 崎 毅 , 鈴 木 秀 , Ⅱ 川 1 唖 樹 , 小
山 二 郎 , 田 R , 拓 郎 , 广 1 上 邦 屶
























第47師1 Π<アレルギー学会総会東京平成9年10H 6 Π
シンポジウム:どのメディエーターが玉愛か:ヒスタミン
木村啓_ニ,林"人,・/i頼正利,田村弦, n_上邦屶






























ラ ヅ ト 単 部 心 室 筋 細 胞 に お い て ,  p r o t e i n  K i n a s e  C 活 性 化 に よ る 虚 血 再 ・ 沈 流
侈 片 阜 盛 減 効 果 は ,  c a 2 +  o v e r l o a d  の 嵯 減 に よ る か ?
石 出 伝 正 , 白 士 邦 屶
" 貝
伊 藤 健 太 , 加 賀 谷
ー ' 、 1 ' . ,
第 ' 1 師 1  Π 本 心 不 全 学 会 総 会 京 都 平 成 9 年 1 0 月 H n
プ ラ ー ク の 形 成 か ら 破 綻 へ の 計 価 を 可 能 と す る , プ ラ ー ク 内 組 成 の 斬 し い 非 観
血 的 商 朴 度 測 定 法
小 岩 宮 郎 , ' ; 田 英 打 , 鎌 田 英 ・ , 千 釜 尚 朗 , " 士 邦 男 , 金 井 浩 , 長 谷 川
英 之 , 小 鉢 憲 賢
芽 Ⅱ 回 Π 本 心 不 全 学 会 総 会 京 都 平 成 9 年 1 0 打 Ⅱ Π
心 筋 梗 塞 に よ る 急 、 . 慢 性 期 心 不 全 に お け る α イ ン テ グ リ ン サ ブ ユ ニ ヅ ト の 発 現
の 変 化
縄 田 淳 , 砥 山 正 玄 , 大 野 勲 , 鈴 木 淵 , 三 浦 祥 子 , 池 田 淳 , 白 士 邦 男
第  1 回 日 本 心 不 令 学 会 京 都 〒 ・ 成 9 年 1 0 月 Ⅱ 日
6 6 2
6 6 3
福 岡 平 成 9 年 1 0 打 2 4 Π
6 6 4 肥 大 心 か ら 心 不 全 へ : 肥 人 心 に お け る  H e a t  s h o c k  p m t e i n ( H S P ) 発 現 よ り み
た 防 御 機 拙 の 低 下 と ブ ン ジ オ テ ン シ ソ 変 換 酬 素 阻 害 薬 に よ る そ の 変 化
礒 " _ 1 正 玄 , 田 島 み の り , 小 松 原 有 子 , 白 士 邦 ワ }
第  1 匝 1  心 不 金 学 会 京 都 平 成 9 年 1 0 月 Ⅱ 日
シ ン ポ ジ ウ ム 「 冠 微 小 循 環 の J 占 礎 と 酬 床 」 百 日 咳 磁 素 感 受 性 G 蛋 白 質 ( G P T ・
X ) に よ る 冠 微 小 動 脈 の ト ー ヌ ス 司 " 節
白 士 邦 男
小 丸 逹 也 , 金 塚
i ! プ
フ 芯 ,
第 3 4 回 Π 木 廊 床 生 理 学 会 総 会 東 京 平 成 9 年 1 0 打 2 3 - 2 4 日
改 良 刑 在 宅 肺 眠 時 呼 吸 モ ニ タ ー ( ブ プ ノ モ ニ タ ー Ⅲ ) の 朔 発 と 1 顎 床 応 用
岡 部 慎 一 , 吉 原 晃 , 高 橋 敏 朗 , 瀧 島 任 ,  Y e T u n , 黒 洋 一 , 菊 池 喜
郎 , 飛 田 渉 , 白 士 邦 リ }
第 2 4 回 呼 吸 耐 舳 行 研 究 会 東 京 平 成 9 年 1 0 月 2 4 Π
川 政 訓 市 V 0 1 山 n e  R e d u d i o n  f 術 前 後 の 二 酸 化 炭 永 換 気 応 符 の 検 討
煕 澤 一 , 菊 池 魯 : 博 , 飛 円 渉 , 岡 部 快 ・ ・ ' , 県 徳 リ } ,  Y e  T u n , 田 如 " "
央 , 白 士 邦 男




苅 部 明 彦 , 八 木 卓
毅 , 小 山 _ ム 郎 , 田
6 6 8 吸 入 ス テ ロ イ ド は ど こ ま で 使 え る か
人 河 原 雛 ・ ー , 田 村 弦 , 白 士 邦 屶
錦 3 9 回 日 本 呼 吸 器 学 会 九 州 地 力 会 総 会
6 6 9 T 波 オ ル タ ナ ン ス の 槻 日 り ズ ム
1 _ Ⅱ 田 卿 樹 , 古 鬨 義 人 , 金 野 裕 司 , 竹 1 人 娚 仲 冶 , 船 越 正 行 ,
也 , 桜 井 克 彦 , 加 藤 浩 , 瑪 場 恵 火 , 鈴 木 秀 , 篠 崎
島 拓 郎 , 波 辺 淳 , 白 ・ L 邦 男
第 1 3 回  1 1 寺 1 制 循 瑞 瑞 訶 肝 究 会 平 成 9 年 1 0 円 2 5 日
670ミニシンポジウム:アレルギー研究の新展開好嚴球の基底膜浸湘とプロテ
アーゼ















































市 井 y 三 心 不 令 を 什 っ た 桜 忰 肺 血 栓 家 栓 症 の 】 例
熊 坂 祝 久 , 佐 久 朋 聖 f : , t 竜 田 イ i , 池 田 淳 , 广 1 士 邱 男
第 4 1 1 _ , 1  肺 塞 栓 症 研 究 会 織 浜 平 成  9 年 1 ] 刀 2 9 日
心 筋 イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 代 剛 同 転 の 画 像 化
武 田 守 彦 , 下 H _ 1 邪 イ 片 , 大 谷 匪 絲 ι ,  1 1 1 狠 山 Ⅲ ! ・ f , 内
I f 1 1
浪 打 成 人 , 加 賀 谷
」 1 H . ,
上 邦 屶
東 北 人 学 C Y R I C  第 1 8 山 1  研 リ 計 艮 告 会 仙 台 平 成 9 仟 ・ 1 2 門  5 日
S y n a l e t i c  c a t i o n i c  p o l y p e p t i ( 1 e s  i n d u c c  m e m b r a n e  d e p o r a l i z a t i o n  i n  b o v m c
h ' a c h e a l  s n 〕 o o t h  n 〕 u s d e  c e l ] S
1 .  O S I 〕 i r o ,  M .  N a r a ,  T ,  s a s a 】 く i ,  M .  T a k a h a s h i ,  Y .  K a k u t a ,  S .  S I 〕 i n 〕 u r a , 1 <
S h i r a t o
A m e r i c a l 〕  T 1 1 0 r a d c  s o c i e t y : 1 n t c r n a t i o n a l  c o n f c t e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
S 磁 ・ f a c t a n t  p r o t e l n - A  s e c r e l i o n  a n d  g c n o t y p e  ] n  h u m a n  a i r w a y  s u b m u c o s a l
g l a l K I S
H .  s a i t o ] 〕 ,  H .  o k a y a m a ,  T .  F u s h i m l ,  S .  S I 〕 ] m 1 1 r a ,  K .  s h i r a t o ,  K .  H o s o d a
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o c i e t y : 1 n t e r n a t i o n a l  c 0 1 ] f a ' e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
D e x a m e u l a s o n e  s u p p r e s s e s  l L - 4  g e n e  e x p r e s s i o n  b y  h u m a n  m a s t  c e Ⅱ  l i n e
H M C - 1
T .  F U S ] 〕 i m i ,  H .  o k a y a m a ,  S .  s h i t n u r a , 1 < .  S ] 】 i r a t o
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o c i e t y : 1 n t c r n a l i o n a l  c o n f a 、 e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
C I 〕 a l ・ a c l e r i z a l i o n  o f  c l - c u n ' e n t  o c i 1 1 a u o n s  i 1 1  a ] t w a y  s u l ) n 〕 u c o s a l  g l a n d  a a n a r
C e 1 1 S  i n d u c e d  b y  p h y s i o ] o g i c a }  c o n c e n t r a t i o n s  o f  a c e t y l c h o l i n e
1 < .  s a s a m o r i ,  T .  s a s a l d ,  S .  s h i m u r a ,  M .  s a t o ] 1 ,  T .  h o k a w a ,  T .  O S 1 1 i r o ,  K
S h i r a t o
A m e r i c a n  T I ] o t a c i c  s o c i e t y : 1 n t e n 〕 a t i o n a l  c o n f a ' e n c e ,  s a n  F t a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
A n t i - d w l i n a g i c  a c t i o n  o f  m a a ' o l i d e  a n t i b i o t i c s  o n  l r a c h e a ]  g l a n d  e l e d o r o l y t e
S e c r e 1 1 0 n
T . 1 r o k a w a ,  T .  s a s a l d ,  S .  S I 〕 i m u t a ,  M .  s a t 0 1 ] ,  K .  s a s a m o r l ,  K .  s h i r a t o
A m e r i c a n  T h m ・ a c i c  s o c i e t y : 1 n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
E 丘 e d  o f  l n h a l e d  s t e r o i d  o n  A i r w a y  l n f l a n ] m a t i o n  a n d  H y p a ' r e s p o n s i v e l w s s
T .  T a k a h a s h i ,  M . 1 C ] 1 i n o s e ,  M .  M i u r a ,  M .  T o m a l d ,  Y .  o h u c h i ,  N .  E n d o h ,
Y .  M a S 1 1 i t o ,  H .  s u g i u r a ,  K .  s h i r a t o








687Enl〕anced cholinergic activity il〕 COPD patients wjth bronchia] eosinophilia
M. Miura, N. Kageyama, M.1d〕inose, T. Takahashi, M. Tomaki, N. En・
doh, Y. Mashito, H. sugim山'a, K. S]1irato
ATS, san Fral)cisco usA, May 20,1997
688The parasympathetic and sympathetic contr01 0f Airway Tone in Nasa] AI・
Iergy, P.atients: Role of serum lgE, N. End01〕
M.1Chinose, T. Takahashi, M. Miura, N. Kageyama, Y. Mashito, H
Sugiura, K.11くeda, K. SI〕irato
ATS, san Francisco usA, May 20,1997
Hyperinflation estimated by residual v01山ne can 御'edict benefit of ]ung
VO]ume reducuon surga'y in patients with emphsema
H. Kurosawa, W. Hida, Y.1くikuchi, S. okabe, H. ogawa, S, Ebihara, D
WU, M. oi]くawa, T, Takahashi, K. shirato
American Thoracic society:1ntemationalconfa'ence, san Francisco, May
20,1997
E丘ects of syslemic infusion of thyrotropin releasing hormone (TRH) in
Patients with sleep apnea
S. okabe, Y. Kikud]i, W. Hida, H. Kurosawa, D. WU, K. shirato






Ventilatory responses to hypoxia and ]〕ypercapnia in streptozotocin-induced
diabelic rats
W. Hida, H. ogawa, Y. Kikud]i, H. Kurosawa, S. okabe, D. WU, M. oi・
kawa, K. shirato
Amencan Thoracic sodety:1nternationalconference, san Ftancisco, May
20,1997
692The inhibitory effect of pl〕osphodiesterase il]1]ibitors on the pro]iferation of
airway smooth musde ceⅡS
1<. Masu,1. ohno, H. Taniguchi, G. Tamura, T. ohrui, M. Yan〕aya, H
Sasa]d, K. shirato
ATS, san Francisco, May 21,1997
693Inhibition of eos]nophil survival by non-selective and selective phos・
Phodiesterase inl〕ibit0玲
W. wang,1. ohno, K. Masu, G. Talnura,1<. shjrato
ATS, san Francisco, May 21,1997
694Clinical usefulness of cRH test fot assessing the function of the
hyp011〕alamic-adreno-cortica] system: comparison with ACTH test
G. Tam山'a, T.1Wasaki, K. sano, H.1ijima,1. Ryu, K. Haneda, K. SI]irato




I L - 4  S y n t h e s i s  a Ⅱ d  r e l e a s e  b y  a  ] 1 U m a n  m a s t  c e Ⅱ  l i n e ,  H M C - 1
1 .  o h n o  ,  H . 1 a n i g u c h i ,  H . 1 i j i m a ,  J .  H .  B u t e r f i e l d ,  G .  T a m 山 、 a ,  K .  s h h ' a t o
E u r o p e a n  A c a d e m y  o f  A Ⅱ a ' g 0 1 0 g y  a n d  C Ⅱ n i c a 1 1 m m u n 0 1 0 g y  ギ リ シ 气 ' ,
J u n e  3 , 1 9 9 7
6 9 6
T h e  e f f e c t  o t  w h o ] e  b o d y  Ⅱ ' r a d i a t i o n  b y  x - r a y  o n  e a r l y  a n d  l a t e  a s t ] 1 n 徐 t i c
r e s p o n s e  i n  g u l n e a - p i g  m o d e l
H . 1 i j i m a ,  G .  T a m u r a ,  Y . 1 ' i い ,  H .  T a n i g u c h i ,  K .  s a n o ,  Y .  o h k a w a r a ,  K
S h i r a t o
I n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  l o r  A e r o s o l s  i n  M e d i c i n e  1 1 t h  B i e n n i a l  c o n g r e s s
仙 台 ,  s e p t e m b e r  2 3 , 1 9 9 7
6 9 7
E 丘 e c t  o f  i n h a l e d  s t e r o i d  o n  a i r w a y  m a a m m a t i o n :  A s s e s s m e n t  b y  i n d u c e d
S p u t 山 n  t e c h n i q u e
M .  T o n 〕 a k i ,  M . 1 C I 〕 i n o s e ,  M .  M i u r a ,  T .  T a k a l ] a s l 〕 i ,  N .  E n d o h ,  Y .  M a s h i t o ,
H .  s u g i u r a ,  K .  s h Ⅱ ' a t o
第 1 1 回  I S A M ,  s e n d a i ,  s e p t m b e t  2 4 , 1 9 9 7
6 9 8
E 丘 e c t  o f  i n l 〕 a l e d  s t e r o i d  o n  a l r w a y  i n a a m m a t i o n  a n d  H y p e r r e s p o n s i v e n e s s
T .  T a k a h a s h i ,  M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  M . 1 0 m a l く i ,  Y . 0 1 〕 u d l i ,  N .  E n d o h ,
Y .  M a s h i t o ,  H .  s u g i u r a ,  K ,  s h i r a t o
第 1 1 1 田  I S A M ,  s e n d a i ,  s e p t e m b e r  2 4 , 1 9 9 7
6 9 9
E f f e c t  o f  a n t i - c h o l i n e r g i c  a n d  β 2 - a d r e n e r g i c  a g a 〕 t s  i n l ] a l a t i o n  o n  a Ⅱ ' w a y
C a l i b e r :  T h e  r o l e  o {  1 g E
N .  E n d o h ,  M . 1 C h i n o s e ,  T .  T a k a h a S 1 1 i ,  M .  N l i u r a ,  N . 1 く a g e y a n ] a ,  Y
M a s h i t o ,  H .  s u g i u r a ,  K 、  1 k e d a ,  K .  s h i r a t o
第 1 1 回  I S A M ,  s e n d a i ,  s e p t a 〕 〕 b a '  2 5 , 1 9 9 7
7 0 0
S u p l a t a s t  t o s i ] a t e  i n l 〕 i b i t e d  m R N A  e x p r e s s i o n  o f  i n t e r l e u k i n - 5  d u " n g  a 1 1 e r ・
g e n - i n d u c e d  l a t e  a s t h m a t i c  T e s p o n s e  i n  g U 1 1 ] e a  p ] g s
H . 1 i j i m a ,  H .  T a n i g u c h i ,  G .  T a m u r a ,  K .  s h i r a l o
第 1 6 回 国 際 ブ レ ル ギ ー ・ 1 顎 床 免 疫 会 議 メ キ シ コ , カ ン ク ン ,  o c t o b a
2 2 , 1 9 9 7
7 0 1
T h e  e 丘 e d  o f  w h o l e  b o d y  Ⅱ ' r a d i a t i o n  b y  x - r a y  o n  e a r l y  a n d  l a [ e  a s t 1 1 m a t i c
r e s p o n s e  i n  g u i n e a - p i g  m o d e l
Y .  L i u ,  G .  T a m u r a ,  H . 1 i j i m a ,  H .  T a n i g u c h i ,  K .  s a n o ,  Y .  o h k a w a r a ,  K
S h h ' a t o
第 1 6 回 国 際 ブ レ ル ギ ー ・ 臨 床 免 疫 会 議 メ キ シ コ , カ ン ク ン ,  o c t o b e t
2 2 , 1 9 9 7
C l i n i c a l  u s e l u l n e s s  o f  c R H  t e s t  f o r  a s s e s s i n g  t h e  ] 1 y p o t h a l a m i c - P 北 U i t a r y -
a d T e n o c o r t i c a l s y s t e m :  c o m p a r i s o n  w i t h  A C T H  t e s t
T . 1 W a s a k i ,  G .  T a m u T a ,  K .  s h i r a t o
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再 避 流 〒 ・ 朔 の 危 険 域 内 に お け る 脂 肪 酸 摂 取 , 樽 摂 取 , 血 流 の 不 均 一 竹
千 田 雅 信 , 人 谷 1 絲 己 , 浪 打 成 人 , 貮 川 守 彦 , 野
1 _ [ 1 根 1 - 1 - 1 即 子 , 刎 1 賀 谷
1 1 1 1
」 1 ι ,
崎 哲 司 , 右 出 信 正 , 白 上 邦 男
第 1 2 4 1 田 日 木 循 蝶 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 1 0 q ' 2  刃 1 3 日
糖 尿 病 忰 ボ 梢 御 経 肺 当 名 に お け る 心 I M 乳 十 1 受 容 仏 反 牙 1 障 害 の 検 村
小 山 二 郎 , 占 恢 上 没 人 , < i > 野 裕 司 , Ⅱ 1 島 拓 郎 , " _ 1 H ・ 1 Ⅲ i 樹 , 波 辺 淳 , 广 1 + 、 ナ 1 1
屶 , 桜 井 克 彦
第 1 2 4 f 川 Π 本 ヲ 1 i j 業 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 1 0 ζ 1 ・ 、 2 J 1 1 3 日
運 動 負 荷 心 屯 区 虻 矧 壌 什 例 の 鑑 別 に お け る A R l i 則 定 の イ j 則 外
田 島 , 拓 郎 , 古 関 筏 人 , 小 山 二 郎 , 金 野 裕 司 , ' 1 § 場 忠 大 , 山 田 心 樹 , 苅 郎 川 1
彦 , 波 辺 淳 , 白 三 1 二 邦 リ } , 桜 井 党 彦
第 1 2 4 1 回 日 本 循 喋 判 ゛ 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 平 成 1 0 1 卜 2 j 1 1 3 Π
睡 眠 時 呼 川 刈 難 宮 に お け る 改 良 刑 ブ プ ノ モ ニ タ ー の 有 川 性 の 検 討
岡 部 快 ・ , 飛 m  渉 , 1 県 澤 一 , 呉 徳 屶 ,  Y e T l m , 川 知 1 邪 央 , 菊 池 、 弁
博 , 内 士 邦 男
群 柁 0 回  1 1 1 五 眠 呼 吸 1 亦 上 佃 究 会 束 京 平 成 1 0 年 2  門  1 4 日
冬 師 心 筋 症 の 心 市 リ 上 検 に お け る  a p o p t o s i S  の 検 , 司
三 浦 祥 了 , 大 野 勲 , 鈴 木 沸 1 , 緑 田 諄 , 池 田 浮 ,  1 ! 1 1 J I " J
日 本 適 応 途 1 学 界 東 京 平 成 1 0 4 に 2  村 2 7 日
P o l y - L - 1 y a n o s i n e  お よ ひ '  p o l y 一 上 一 a r g i n i n e  の 女 誹 丁 支 Ψ 汁 玲 万 細 1 } 泡 の 1 映 ' , E 位 1 に 及
ぼ す 影 "
大 城 礼 子 , 奈 良 正 と , 佐 々 人 司 , 志 村 Y 苗 , 广 1 1 二 邱 屶
第 3 4 回 気 管 過 敏 件 研 究 会 東 京 平 成 1 0 年 2 門 2 8 日
近 発 刑 ア レ ル ギ ー 件 気 通 炎 症 に お け る 活 竹 . 剛 京 神 の 関 ケ
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 小 宅 辻 也 , 増 j ゴ 康 文 , _ 1 辧 b 亡 彦 , 戸 1 埒 雅 人 , 大 内
譲 , 小 抗 井 晃 , 山 縣 俊 介 , 赤 池 孝 章 , 前 田 沿 , 訂 士 J 心 リ }
気 道 過 敏 枇 研 究 会 柬 京 平 成 1 0 年 2 乃 2 8 H
女 ( 通 1 【 1 1 1 1 堕 f 人 欣 了 ・ 酸 球 浸 1 倒 に お け る  m a t r i x  m e t a 1 1 0 p r o t e i n a s e - 9  の 1 生 告 1 1
岡 田 偏 司 , 大 野 勲 , 熊 谷 克 紀 , 大 河 原 雄 一 , 由 上 邱 屶
鮮 Π 8 岡 東 北 免 疫 研 究 会 仙 台 平 成 1 0 年 3 打  6  Π
N a s a l c p A P  が 皆 効 し た 仰 印 , 汲 を i 忽 め な い 日 小 伽 1 眠 症 の ・ 一 例
Y e  T u n , 岡 部 峡 ・ , 曳 徳 男 , 1 熊 浮 ・ ・ ・ , 脚 畑 雅 央 , 菊 池 子 汁 ゛ ,  j 惜 田
渉 , 白 士 邦 屶






















































述 動 負 荷 心 電 図 で の A d i v a t i o n  R e c o v e r y l n d e x ( A R D  に よ る 虚 l m 診 断 の 試 み
田 島 拓 郎 , 金 野 裕 司 , 小 U _ 1 二 邨 , 山 田 亜 樹 , 馬 場 忠 大 , 古 関 義 人 , 桜 井 克
彦 , 渡 辺 淳 , 白 士 邦 屶
第 6 2 回 Π 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 打 2 6 日
7 3 1
蛍 光 法 に よ る 冠 微 小 血 管 の 管 径 変 化 と 血 管 壁 平 汁 玲 例 喚 確 位 変 化 の 向 1 1 寺 計 測 法
王 文 抑 , 金 塚 完 , 谷 川 俊 了 ,  h 十 邦 屶
第 6 2 回 日 本 循 喋 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3  打 2 6 訂 一 2 8 臼
7 3 2
D i a d 印 O s i n e  T e t r a p h o s p l 〕 a t e  ( A P 4 A ) の 冠 微 小 動 脈 径 に 与 え る 作 用 と そ の 機 序
杉 本 夕 杉 彦 , 谷 川 俊 了 , 王 文 輝 , 塩 入 裕 樹 , 金 塚 完 , 白 十 邦 男
第 6 2 1 田 日 不 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 月 2 6 日 一 2 8 日
7 3 3
Ⅱ C 標 識 ジ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル に よ る 心 筋 梗 塞 後 の イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 代
謝 回 転 の 画 像 化
加 賀 谷 豊 , 千 冊 雅 信 , 浪 打 成 人 , 山 根 山 即 子 , 武 田 守 彦 , 井 戸 逹 雄 , 手
塚 文 明 , 石 出 信 正 , 白 士 邦 屶
第 6 2 回  H 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 門 2 8 日
7 3 4
再 灘 梳 早 期 の 危 険 域 内 に お け る 脂 肪 酸 摂 取 , 糖 摂 取 , 血 流 の 不 均 一 性
千 田 雅 信 , 大 谷 宏 紀 , 浪 打 成 人 , 武 田 守 彦 , 野
」 ! 1 1
1 」 _ 1 根 由 理 子 , 加 賀 谷
主 、 ヨ コ . ,
崎 哲 司 , 白 士 邦 男 , 石 出 信 正
第 6 2 回 訂 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 月 2 6 Π
7 3 5
慢 性 心 不 全 の 治 療 効 果 評 価 へ の 1 2 3 1 - M { B G 心 筋 イ メ ー ジ ン グ の 右 用 性 一 心
拍 変 動 パ ワ ー ス ベ ク ト ル 解 析 と の 比 較 検 討 一
李 寿 綵 , 池 田 淳 , 滝 田 有 , 関 Π 洋 平 , 脚 町 順 , 千 釜 尚 朗 , 後 藤
淳 , 白 士 邦 屶
錦 6 2 回 日 木 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 打 2 8 H
7 3 6
7 3 8
ヒ ト 冠 動 1 派 組 織 標 木 を 用 い た 太 い 血 管 と 細 い 血 管 の 免 疫 組 織 学 的 比 ' 1 旋 検 討
中 村 明 浩 , 礒 山 正 玄 , 白 士 邦 屶 , 後 藤 邦 彦 , 澤 井 高 志
第 6 2 回 日 本 循 瑞 謡 号 学 会 東 京 平 成 1 0 年 3 打
有 愆 な 卿 朋 重 病 変 を 見 な い " 正 常 老 " に お い て も , 動 脈 硬 化 危 険 因 子 に 応 じ て ,
動 脈 壁 自 休 の 固 有 弾 性 率 の 異 常 増 大 が 見 ら れ る ー ・ 新 し い 超 竒 波 ド プ ラ に よ
る 高 粘 度 計 測 一
小 岩 喜 郎 , 本 田 英 行 , 鎌 田 英 一 , 千 釜 尚 朗 , 白 士 邦 男 , 長 谷 川 英 之 , 金 井
浩 , 中 鉢 憲 賢
第 6 2 回  H 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 月 2 6 日 一 2 8 Π
商 精 度 超 音 波 測 定 に よ る 頚 動 脈 内 粥 唖 病 変 の 内 部 組 成 探 査 一 粥 加 の 易 破 裂
件 評 価 は 可 能 か ー
千 釜 尚 朗 , 小 岩 喜 郎 , 本 田 英 行 , 鎌 田 英 一 , 白 士 邦 男 , 金 井 浩 , 長 谷 川
英 之 , 中 鉢 憲 賢















































肺 気 肺 V 0 1 山 n e N d u c t i o n  下 術 前 後 の 二 酸 化 炭 業 換 気 1 心 答 の 検 村
黒 浮 一 , 菊 池 再 博 , 飛 田 渉 , 岡 剖 夕 険 一 , 呉 徳 屶 ,  Y e T u n , Ⅱ 1 如 W 佳
央 ,  h に 邦 男
第 3 8 1 " 1  Π 人 呼 吸 器 学 会 会 総 会 熊 永 、 r 成 1 0 午 3  打 3 1 Π
抗 原 吸 入 後 の 遅 発 型 気 道 微 小 血 管 灰 応 に お け る 神 経 原 性 炎 症 の 関 ・ ケ
増 戸 康 文 , - 1 瀬 祀 和 , 二 1 浦 元 彦 , 商 橋 融 至 , 戸 膚 狩 文 , 大 内 訣 , 途 藤
直 美 , 杉 浦 久 敏 , 白 十 J お 屶
鮮 玲 8 " 1  Π 本 呼 吸 器 学 会 熊 木 乎 成 1 0 q  3 j ] 3 1 日
特 発 性 1 氾 大 刑 心 の 鯏 市 態 、 名 の 心 ■ 万 生 検 組 織 に お け る P D G F - B 鎖 蛋 白 充 現 の 検 討
鈴 木 洲 , 大 野 則 ! , . 鵯 場 忠 夫 , 縄 胴  i ? , 池 川 淳 , 1 { 1 十 邦 男
日 本 内 科 学 会 福 岡 平 成 1 0 年 4 ナ 」 9 日
新 し く 開 発 し た 商 粘 度 ド プ ラ 法 に よ る 胴 腫 内 部 組 成 探 査
小 岩 喜 郎 , 白 ナ J 心 屶 , 金 井 浩 , 長 谷 川 英 と , 中 鉢 戀 賢 , 田 小 元 適
第 9 回 心 エ コ ー 図 学 会 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ , ン " 心 筋 細 織 性 状 診 断 ・ 現
状 と 展 望 " 名 l i 屋 平 成 1 0 イ F 4 月 1 6 Π 一 1 8 Π
ペ ニ シ リ ン 感 受 性 お よ び 側 件 肺 炎 球 菌 に お け る プ ロ テ ア ー ゼ 発 現 の 比 峻 検 討
鈴 木 光 , 人 野 勲 , 熊 谷 兇 紀 , 1 知 東 火 Υ , ニ ニ 浦 祥 子 , 西 岡 き よ , 岡 田 偏
司 , 初 利 子 ,  r 、 1 _ 上 那 男
第 7 2 回 日 木 感 染 , i や 学 会 大 阪 平 成 ] 0 年 4 打 2 3 Π
慢 性 市 剥 膿 菌 気 道 感 染 の 好 , ・ 1 , 球 什 . 存 延 長 に 及 ぼ す 影 糾
大 野 勲 , 枡 和 f , 岡 田 信 司 , 熊 谷 兇 紀 ,  h ・ 1 二 邦 屶
第 7 2 1 回 日 本 感 雰 W 主 学 会 大 阪 ' F 成 1 0 年 4 刀 2 3 H
シ ン ポ ジ ウ ム 「 気 管 支 喘 ' ! 、 の  E a r l y  l n t e r v e n t i o n  の あ り か 犬 二 」  5 .  E a r l y  l n ・
t e r v e n t i o n  に お け る 早 ・ 1 U 1 診 断 と 初 j 剖 治 療 の 重 変 性
大 河 原 織 一 ・ ・ , 田 村 弦 , 打 士 邦 男
第 1 0 回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 存 川 1 1 顎 床 大 会 名 占 吊 平 成 1 0 午 4 ナ 1 2 4 H
運 動 誘 発 気 道 狄 窄 と 血 管 系 の 関 芋 ' ( シ ン ポ ジ ウ ム )
述 峠 直 美 , ー ソ 瀬 正 和 , 白 上 邦 男
第 1 0 1 川 日 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 存 季 臨 床 人 会 名 , ! i 屋 平 成 1 0 年 4 月 2 4 Π
蛍 光 色 素 法 を Π 八 け ゴ 商 出 冠 徹 小 動 脈 に お け る 血 管 碇 膜 屯 位 の 測 定
冉 士 J 心 屶
゛ - 1 ; .
芥 川 俊 f , 王 文 洲 , 杉 村 彰 彦 , 田 中 光 昭 , 金 塚
フ C ,
第 1 2 5 1 回 日 本 循 環 器 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 ' F 成 1 0 年 6 月 5  Π
冠 微 小 循 環 に お け る P 2 プ リ ン 受 容 体 の 役 割
广 1 士 J ・ " 屶
杉 村 彰 彦 , 谷 川 俊 了 , 王 文 都 , 金 塚
ゴ ニ 壬 プ
フ C ,
平 成 1 0 年 6 j 1 5  Π




































屋乎・成10イF 8 jj22 H
好触球ノ▲底艘逓過過程におけるプロテアーゼの役割





















高 用 } 卸 吸 入 ス テ ロ イ ド 使 用 恋 え 野 1 こ お け る プ ラ ン ル カ ス ト の 併 用 剣 J 牙 で に つ い て
田 村 弦 , 岩 崎 正 , 柴 崎 篤 , 内 上 邦 リ 1 , 村 1 沢 久 道 , 井 上 セ " 佐 , 長 坂 行
雄 , 東 田 有 智 , 足 立 淌 j , 瀧 島 任
A s t h m a  a u b i n S 印 d a i  第 7 回 研 究 会 仙 台 乎 成 1 0 イ F 9  門 H n
介 成 ポ リ ペ プ チ ド を 朋 い た 好 麼 球 坂 1 粒 蛋 日 の 気 管 支 平 N 捻 箭 刑 抱 に 対 す る 作 用 の
屯 気 牛 ヂ 里 ツ オ 内 検 討
大 城 社 子 , 佐 々 木 司 , 志 村 〒 苗 , 奈 良 正 之 , 白 十 邦 男
第  7  阿  A S U 〕 m a  c l u b  i n  s e n d a i  イ 1 1 1 台 乎 成 1 0 年 9 円  1 1 日
艸 経 伝 逹 物 質 に よ る 気 道 腺 細 胞 地 解 質 分 泌 に 対 す る T S H の 増 強 効 果
ボ 田 勉 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 I Y i , 色 川 俊 也 , 笹 森 寛 ,  r ・ 1 上 邦 躬
第 6 7 回  H 木 呼 吸 器 学 会 東 北 地 力 会 山 形 平 成 1 0 年 9 門 1 2 H
喘 息 モ デ ル マ ウ ス を 用 い た 気 道 炎 症 と 過 敏 性 亢 進 に お け る  m a t r i x  m e t a l ・
1 0 p r o t e i n a s e ( M M P ) の 役 1 1 1 1 1 の 検 討
熊 谷 克 紀 , 人 野 勲 , 岡 田 伝 司 , 大 而 Ⅱ 泉 雄 一 , 鈴 木 光 , 枡 和 了 , 白 1 '
邦 男 , 新 谷
丁 { プ
町 立
第  7  回  A s t h m a  c l u b  i n  S 印 d a i  仙 台 平 成 1 0 年 9 月 1 2 日
単 雜 心 筋 1 剖 抱 に お け る P m t e i n  M n a s e C 活 性 化 に よ る 虚 血 再 湘 流 傷 霄 幌 減 効
果 の メ カ ニ ズ ム ー 細 胞 内 P H  と の か か わ り
石 塚 衆 , 伊 膝 伝 彦 , 石 出 信 正 ,  h _ 上 邦 リ }
伊 ル 奏 健 太 , 加 1 賀 谷
] Ⅱ {
_ ! 1 」 , . ,
第 1 2 6 1 可 日 本 循 環 船 学 会 東 北 地 ノ j 会 山 形 平 成 1 0 年 9  刀 1 2 日
遅 発 型 気 道 反 応 に お け る パ ー オ キ シ ナ イ ト ラ イ ト の 関 与
杉 浦 久 敏 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 , 小 宅 逹 也 , 増 戸 康 文 , 述 藤 直 美 , _ § 1 1 1 元 彦 , 1 1 1 縣
俊 介 , 小 荒 井 晃 , 白 上 邦 男
第  7  回  A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i  仙 台 ' 1 ' 成 1 0 年 9  j l ] 2 Π
閉 案 型 睡 眠 時 無 呼 吸 症 に お け る n a s a l c p A P 療 法 前 後 の 換 気 応 答 に つ い て
Y e T u n , 飛 田 沙 , 岡 部 慎 ・ ' , 黒 浮 一 , 田 如 1 雅 央 , 北 室 知 巳 , 安 達 哲
也 , 珊 秀 釘 , 菊 池 喜 博 , 白 士 邦 労
第 6 7 師 1 日 木 呼 吸 器 学 会 東 北 地 力 会  1 1 1 形 平 成 1 0 年 9  打 1 2 Π
遅 発 型 気 道 反 応 に お け る タ キ キ ニ ン の 役 割 ( 特 別 誥 演 )
増 戸 康 文 , ・ ・ ノ 瀬 止 和 , 門 上 邦 屶
第  6 1 川 ニ ュ ー ロ ペ プ チ ド 研 究 会 大 阪 平 成 1 0 イ 「 、 9 」 1 2 5 日
ポ ジ ト ロ ン 標 識 ジ ブ シ ル グ リ セ ロ ー ル に よ る 心 筋 イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 イ 町 剛 回
転 の 廸 1 像 化
加 賀 谷 豊 , 千 田 雅 信 , 浪 打 成 人 , " _ 1 根 山 邸 子 , 井 戸 辻 節 , " ト 1 お 屶


























































H I V 陽 性 検 休 喋 欝 例 の 机 告
人 野 勲 , 岡 田 イ a 司 , 内 士 邦 屶
平 成 1 0 年 度 東 北 地 ノ j 拠 点 J 丙 院 エ イ ズ 肌 り 末 カ ン フ プ ラ ン ス 仙 台 平 成 1 0 午
1 0 J 1 2 4 日
蛍 光 法 に よ る 冠 微 小 動 脈 " 創 地 ' 位 計 側 法 の 開 発 と 比 、 用
田 小 光 昭 ,  b  文 輝 , 谷 川 俊 了 , 白 上 邦 屶
ノ ' ー ,
令 塚
ノ し ,
第 9 佃  K C 0 研 究 会 仙 台 平 成 1 0 午 1 0 打 3 0 Π
拡 帳 剛 心 噺 分 症 の 病 態 心 不 令 の 治 療 神 絲 系 ; 総 論
白 土 那 労
錦 1 0 1 可 秋 田 1 ' 南 胸 部 疾 恕 阿 〒 究 会 人 山 〒 、 成 1 0 午 Ⅱ 打 1 9 Π
ド 大 肘 Ⅷ k フ ィ ル タ ー 留 擢 術 後 の 介 り " 詣 に 工 応 し た ・ ' 例
I H 町 順 , 佐 久 冏 聖 仁 , 池 1 旧 淳 , 澁 仟 1  令 , 熊 坂 祝 久 , 由 _ 上 邦 リ }
第 5 1 0 1  肺 塞 栓 症 研 究 会 東 京 平 成 1 0 q ・ H 打 2 1 日
喘 息 、 モ デ ル マ ウ ス で の 気 道 炎 症 と 過 敏 竹 _ 亢 進 に お け る  m a t t i x  m e t a l ・
1 0 p r o t e i n a s e ( M M P ) の 役 告 1 1 の 検 討
熊 谷 克 紀 , 大 野 勲 , 岡 1 Π イ 詣 司 , 大 河 原 鰯 シ ー , 鈴 木 光 , 制 和 子 , 广 1 し
邦 リ 1 , 新 谷 孝
第 4 8 山 1  ア レ ル ギ ー 学 会 神 戸 平 成 1 0 午 1 2 打  1 Π
結 核 菌 に よ る 気 遊 好 酸 球 姓 炎 症 の 抑 制
佐 野 公 仁 夫 , 殉 村 弦 , 平 洋 カ ン ナ , 大 河 男 U 紅 ・ ' , 岩 崎 正 , 菊 地  l f ,
1 Ⅱ 小 章 子 , 城 田 英 和 , 白 十 . 邦 屶
第 4 8 師 1 日 人 ア レ ル ギ ー 学 会 神 戸 平 成 ] 0 イ に 1 2 牙  1 Π
H y a 1 Ⅷ o n k a d 永 H A ) に よ る 好 酸 球 活 性 化 の 機 庁 に つ い て の 検 討
大 河 原 雄 ・ , 岩 崎 ' , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 開 同 Π 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 神 戸 平 成 1 0 年 1 2 刀  1 日
肺 奔 1 , 1 ' 減 少 f ' 術 施 行 例 に お け る 肺 機 能 の 3 年 絲 過 成 紕 と 生 命 手 後 の 検 討
黒 澤 一 ' , 飛 田 渉 , 菊 池 、 宮 : 博 , 1 岡 剖 夕 峡 ・ , 剛 畑 邪 . 央 ,  Y e  T u n , 北 室 知
巳 ,  y ξ 迷 哲 也 , 广 1 上 邦 リ J
厚 生 省 " 定 疾 悲 、 呼 吸 器 系 疾 恋 、 那 リ f 班 平 成 1 0 年 産 総 会 宋 京 平 成 1 0 郁 1 2 ナ }
1 Π
Y - 2 7 6 3 2  の ヒ ト 気 管 支 お よ び 川 河 仂 1 脈 に ヌ 寸 す る 効 果 の 検 i 司
1 Ⅲ 縣 俊 介 , ・ 1 瀬 止 和 , 増 f i 月 ' 文 , 杉 浦 久 敏 , 小 荒 井 昇 ・ , 小 池 加 保 兇 ,
"  W 心 甥
第 4 8 1 , _ , 1 日 本 ア レ ル キ ー ら 0 会 総 会 神 戸 . 1 Z 成 1 0 年 1 2 j n  H
, 曙 川 姑 吸 入 ス テ ロ イ ド 仙 用 恕 、 者 に お け る プ ラ ン ル カ ス ト の 併 J 1 1 効 果 に つ い て
佃 村 弦 , 岩 崎 正 , 柴 崎 篤 , 白 十 , お り 」 , 1 Π 沢 久 通 , 井 1 _ 博 蹴 , 長 坂 h
雄 , 東 州 右 W , 足 立 満 , 洗 島 仟
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Japaneses section sateⅡitc symposiun]: potassium cl〕annclin caYdivascu]a丁
Disease and cardioproteclion
T.1くomaru, K. shiTato
RO]e olthc ATP-sensitive potassium cl〕anne11n the regulation of coro・
nary mlcroclrC111ation:1nvolvement of pertussis toxin-sensltlve G protcin,
Tokyo, Deceml〕er 9-11,1998
800T]〕yprolropin Releaseing Hormone の閉*叩川爪ⅢU時沌印乎吸懲才〒の覚酷川寺化学
感受性に刈する効采





801E丘ect o{ calcium scnsi訂Zation modulalor Y-27632 0n the isolated l〕uman
bronchus and puln〕onary artery
S. Yamaσata, M.1CI〕inose, Y. Mashito, H. sugiura, A.1くoarai, K. Koi]くe,
K. S11h'ato
1998 World Asthma con又resS バルセロナ, December 12,1998
802Role o{ reactive oxygen specieS 川 airway microvascular hyperpermeabi]ity
dunng late a11a'gic response in guinea pigs
M.1d]inose, H. sugiura, T. oyakc, M. Mashito, K. shirato
1988 European Respiratoly society Annua] congrcsS ジュネーブ, sep・
tember 20,1998
803Effed of ca]ci山〕〕 sensiⅡZation modula{or Y-27632 0n the isolated h山nan
bronchus and pu}monaTy a丁tety
S. Yamagata, M.1Chinose, Y. Mashito, H. sugiura, A.1くoarai,1<,1くoiRe,
K. SI〕irato
1988 World Asthma congtesS ノ勺レセロナ平成104f12jj 5 1_1
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H . 1 く U T o s a w a ,  Y .  K i k u d ] i ,  S .  O R a b e ,  M .  o i l く a w a ,  D .  W U ,  Y e  T u n ,  M
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1 9 9 8  A T s  m e e t i n g ,  c h i c a g o ,  A p r i 1 2 7 , 1 9 9 8
T h e  u p t a k e  a n d  f u n c t i o n  o f  P 6 5  ( A  s u b m i t  o f  N F - K B )  a n t i - s e n s e
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T 、  M a s u d a ,  H .  s a i l o h ,  H .  o k a y a m a ,  S .  s h i m u r a ,  K .  s h i r a t o
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o c i e t y ,  c h i c a g o ,  A p r i ]  2 8 , 1 9 9 8
8 0 6
8 0 7
E { f e c t  o {  e r y a 〕 r o m y d n  o n  g e n e  e x p r e s s i o n  o f  s e c r e t o r y  L e u k o p r o t e a s e  i n 1 1 i b i ・
t o r  i Π  1 1 U m a n  a i r w a y  e p i t h e n a l  c e Ⅱ S
T .  M a s u d a ,  H .  s a i t o h ,  H .  o k a y a n 〕 a ,  S .  s h i m u r a , 1 < .  S ] 1 i t a t o
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o d e t y ,  c h i c a g o ,  A p r i 1 2 8 , 1 9 9 8
E 丘 e c t  o f  a n t i s e n s e  o l i g o n u d e o t i d e  t o  N F - K B  o n  t h e  s u r v i v a l i n  m o u s e  A R D S
m o d e l
H .  s a i l 0 1 〕 ,  H .  o k a y a m a ,  S .  s h i m u T a ,  T .  M a s u d a ,  K .  s h i r a t o
A m e r i c a n  T h o t a c i c  s o c i e t y ,  c h i c a g o ,  A p r i ]  2 8 , 1 9 9 9
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Y .  K i k u d 〕 i ,  S .  o k a b e ,  H .  K U T o s a w a , 0 .  T a g u d ] i ,  H .  o g a w a ,  S .  E b i h a r a ,
M .  o i l く a w a ,  M .  T a b a t a ,  K .  S ] 1 i r a t o ,  W .  H i d a
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o c i e t y : 1 9 9 8  A L S / A T s  l n t a ' n a t i o n a l  c o n f a ' e n c e ,
C h i c a g o ,  A p r i ] , 1 9 9 8
U p p a  a i r w a y  e l a s t a n c e  i n  p a t i e n t s  w i t h  o b s t r u c u v e  s ] e e p  a p n e a  ( O S A )  w h i l e
a w a k e  c m ' r e l a t e s  w i t h  f r e q u e n c y  o f  a p n e i c  e p i s o d e
W .  H i d a ,  D .  W U ,  S .  o k a b e ,  H .  K u r o s a w a ,  Y . 1 く i k u c h i ,  H .  o g a w a ,  S .  E b i ・
h a r a ,  M .  T a b a t a , 1 < .  s h i r a t o
A m e r i c a n  T h o r a d c  s o d e t y : 1 9 9 8  A L S / A T s  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e ,
C h i c a g o ,  A p r i l , 1 9 9 8
M i n i - s i n p o s i u m :  o v e r e x p r e s s i o n  o f  m a t r i x  m e t a Ⅱ O p r o t e l n a s e - 2  a n d  - 9  i n
a s s o c i a t i o n  w i t h  e o s i n o p h i l  a c C 山 n u l a t i o n  a f t e t  a n t i g e n  c h a 1 1 e n g e  i n  s e 1 鵄 i t i z e d
I n l c e
K .  K u m a g a i , 1 .  o h n o ,  Y .  o h k a w a r a ,  K .  s u z u k i ,  S .  o k a d a ,  K .  M a s u ,  K
S 1 1 i r a t o





812Immuno-regulatory function of endogenous tl'ansforming growth factor一β
(TGF-,) in Th2 type immune response
Y. ohkawara, G. Tamura, K. Kumagai,1.01〕no, K. shirato
American Thoracic society Meeting, chicago, Apri] 28,1998
813Role of Neurogenic lnflaⅡ]ation in Aitway Microrascular Endothelia】 Gap
Formation during Late Airway Response in Gulnea pigs
Y. Masl〕ito, M.1Chinose, M. Miura, H. sugiura, T. TalくahaS11i, M
Tomaki, Y. ohuchi, N. Endoh, S. Yan〕agato, A. Koarai,1<. shirato
1998 ATS/ALA lnlernauonal conference, chicago, Apri1 27,1998
814Reactive oxygen spedes are inv01νed ln airway vasuduar endolhelia] gap for・
mation in late aⅡergic response
H. sugiura, M.1Chinose, M. Miura, Y. Mashito, T. oyake, Y.01〕uchi, N
Endoh, M. Tomald, S. Yamagato, A. Koarai, T. Akaike. H. Nlaeda, K
SI]irato
1998 ATS/ALA lnta'national conference, chicago, Apri129,1998
815Neuu'ophⅡ elastase rcgulation of secretory leukoprotease inl〕ibitor in hun〕an
ah'way subn〕ucosa] glands
H. sait011, T. Masuda, H. okayama, S. S]〕imura, K. shirato, H. Mitsu]1asi
American Thoracic society, chicago, Apri128,1998
816
165
Nonmvasive evaluation of myocaTdia11aya'{unction acrosS ⅡW va][ricular waⅡ
m human cal'dionlyopa伽y by novel ultrasonic dopp]er method symposium
"The cardiac Mechanics symposium"
Y. Koiwa, H. Kanai, H. Hasegawa, Y. saitoh, H、 Kamada, H. Honda, K
Shiralo, N. chubachi
Third world congress of Biomed〕anics (WCB '98), sapP飢'0, August 2【
8,1998
817ThⅥ'ojd stimulating hm'n〕one (TSH) potentiates the n飢lrotransmitter-
Stimu]aled electrolyte secretion 丘om traC1祀al g]and aclnar ceⅡS
T. Tmada, T. sasalくi, S. SI〕imura, T. h'01くawa,1<. sasamori, K. shirato
European Respiratory society Annual congress, Geneva, september 20,
1998
818CGMp potentiates Ach-induced ca2十【dependent C山'renls in tracheal gland
aclnaT ce11S
T.1rokawa, T. sasald, S. shin]ura, K. sasamori, T. Tmada,1<. shirato
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1 9 9 8  1 E E E  l n t e r n a t i o n a ]  u l t r a s o n i c s  s y l n p o s i u m ,  s e n d a i ,  o c t o b e r  5 - 8 ,
1 9 9 8
8 2 2 C I R C A D I A N  V A R I A T I O N  O F T  W A V E  A L T E R N A N S  ( T W A )
A .  Y a n ] a d a ,  Y .  K o s e 】 く i ,  Y .  K o n n o ,  T .  T a s h i n 〕 a ,  J .  K o y a m a ,  J .  w a t a n a b e ,
K .  s h i r a t o
心 不 ム 、 学 分  I L 幌 ,  o c t o b e r 1 5 , 1 9 9 8
8 2 3
C o m p a l ・ a t i v e  a s s e s s m e n t  o f  c a r d i o v a s c u l a T  r e g u l a t i o n  a n d  s y m p a a ] e t i c  s ] く i n
r e s p o n s e  t 0  1 0 w e r  b o d y  n a g a t i v e  p t e s s u r e
J . 1 く o y a n 〕 a , 1 < .  Y O S I ] i t o ,  Y . 1 く o n n o ,  T .  T a s h i m a ,  A .  Y a m a d a ,  J . 工 入 l a t a n a b e ,
K .  s h i r a t o
心 不 个 学 会 札 1 脱 ,  o d o b e r 1 5 , 1 9 9 8
8 2 4
I m a g i n g  o f  p h o s p h o i n o s i t i d e  T u n ] o v e r  A c t i v i t y  ] n  p o s t - M y o C ω 、 d i a 1  1 n f a r c ・
U o n :  E H e d  o f  A n g i o t e n s i n  c o n v a ' Ⅱ n 又  E n z y m e  l n h i b Ⅱ i o n
Y .  K a g a y a ,  M .  c h i d a ,  S .  N a m i u c h i ,  Y .  Y a m a n e ,  N I .  T a k e d a ,  T . 1 d o ,  N
I S I ] i d e ,  K .  S I 〕 Ⅱ ' a t o
芽 兇 回 日 木 心 不 令 学 会  I L 幌 ,  o d o b e r 1 1 5 , 1 9 9 8
8 2 5
R o l e  o f  n e 1 Ⅱ ・ o g e n i c  i n n a m m a t i o n  i n  a l r w a y  m i c o r v a s c u ] a r  h y p e r p e T m e a b i l i t y
d u n n g  l a t e  a Ⅱ e r g i c  t e s p o n s e
Y .  M a s h i t o ,  M . 1 C h i n o s ,  K .  S 】 ] 1 t a t o
プ エ
1 5 t l 〕 . 1 n t e n l a t i o n a l  c 0 1 ] f a 、 e n c e  o n  K i n i n s  K i n i n  9 8  N a r a  c i t y ,  J a p a n
ノ 」 、
良 ,  o d o b e r  2 3 , 1 9 9 8
8 2 6
D i r e C し  V i s u a l i z a 6 0 n  o f  t h e  c h a n g e  i n  m e m b r a n e  p o t e n t i a l i n  c o r o n a T y
m i c r o v a s C Ⅱ l a f  w a Ⅱ  U s i n g  m e m b r a n c  p o l e n l i a l - s e n s i t i v e  f l u o r e s c e n t  d y e
H .  K a n a t s u k a ,  B . H .  o n g ,  T .  T a n i l く a w a ,  K .  S I ] i r a t o
T h e  7 1 t l 〕  s c i e n t i f i c  s e s s i o n s  o f  A m e r i c a n  H e a r l  A s s o c i a t i o n ,  D a Ⅱ a  T e x a s ,
N o v a n b e Υ  8 - 1 1 , 1 9 9 8
827Visualization ol phosphoinositide Turnover Activity After Myocardia11nfarc・
tion using 11C-diacy]glyca'0]: E丘ect of Angiotensin converting Enzyn〕e ln・
1〕il〕ilion
M. chida, Y. Kagaya, S. Namiud〕i, M. Talくeda, Y. Yamane, H. otani, F
1'ezuka, N.1Shide, T、 1do, K. shirato
The 71th scientific sessions of American Heart Association, DaⅡas,
U.S.A, November 9,1998
828Vulnerability of a plaque searched by noninvasive, novel doppler technique
Y.1くoiwa, H.1くanai, H. Hasegawa, H. Kamada, H. chikama, K. shirato,
N. chubad]i
































1 姉 女 U 極 L 田 璃 V o l u m e  R e d u c t i o n S Ⅷ g e r y d  術 後 3 年 ま で の 肺 機 能 経 過
黒 澤 一 , 飛 円 渉 , 魂 抗 也 喜 陣 , 岡 部 偵 ・ , Ⅱ 1 畑 牙 佳 央 ,  Y e T u n , 北 室 知
巳 , 安 達 哲 也 , 山 士 邦 男 , 煕 . 川 良 望
第 6 8 同 日 本 ル 戸 吸 器 学 会 東 北 地 力 会 耿 田 平 成 1 1 イ F 2 刀 2 7 日
心 ■ 万 微 小 循 環 障 害 「 G 蛋 白 を 介 し た 心 筋 と 微 小 血 管 の i n t a l c t i o n 」
小 丸 逹 也 , 佐 際 光 ・ , 塩 入 裕 樹 , 金 塚 完 , 白 十 j 3 男
材 Π 9 師 H 頬 戸 内 ワ ー ク シ " ヅ プ 介 敷 平 成 1 1 年 2  河 2 7 日 一 2 8 U
気 管 支 喘 息 と 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 恕 、 患 岩 気 道 に お け る 誘 遵 刑 一 酸 化 窒 黙 介 成 觧 立 と
ニ ト ロ チ ロ シ ン の 牛 ■ 鄭 こ つ い て
杉 浦 久 敏 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 ,  M 戸 康 文 , 小 荒 井 児 , 【 則 係 俊 介 , 内 上 邦 リ }
第 3 5 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 年 3 河 6 H
イ 氏 分 一 f H y a 1 山 ・ o n i c  A d d ( H A ) に よ る 好 触 球 活 性 化 と 気 道 鞭 り モ デ リ ン ク に つ
い て の 検 討
大 河 原 雄 一 , 菊 地 正 , 岩 崎  1 1 1 , 仏 唖 予 公 f 1 夫 , 田 村 弦 , 内 門 心 男
第 3 5 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 ・ 平 成 Ⅱ 年 3 刀  6 日
肺 揚 に よ る 肺 塞 栓 症 の ・ 一 仔 1 上  1 山 像 診 断 を 巾 心 と し て
商 橋 徹 , 佐 久 Ⅲ 1 聖 仁 , 池 田 淳 , 田 島 拓 郎 , 1 竜 田 イ J , 慶 徳 満 正 ,  h 上
邦 男
第 3 同 東 北 肺 循 喋 研 究 会 仙 台 平 成 Ⅱ 年 3 門 1 3 日
急 十 ■ 肺 血 栓 案 栓 症 の  f 後 と 1 顎 床 1 〒 条
熊 坂 祝 久 , 佐 久 W 偶 町 二 , 池 田 淳 , 1 ! 1 { 二 邦 屶
第 3  回 東 北 肺 循 環 研 究 会 仙 台 平 成 Ⅱ 仟 ・ 3 打 1 3 Π
慢 竹 呼 吸 不 釡 鰹 、 者 に お け る 2 4 時 間 酸 索 飽 利 度 モ ニ タ ー の 使 用 経 験
煕 澤 一 , づ 良 田 渉 , 菊 池 喜 博 , 岡 部 慎 ' , 川 郊 甥 佐 央 ,  Y e  T u n , 北 室 知
巳 , 安 述 哲 也 , 内 士 邦 屶
呼 吸 不 令 酔 じ 1 ヒ 地 区 対 策 協 議 会 第 1 3 匝 I  J i 演 会 仙 台 平 成 1 1 1 f 3 j 、 1 1 3 H
結 核 菌 に よ る 気 道 好 酸 球 性 炎 症 の 抑 制
佐 野 公 仁 犬 , 田 村 怯 , 白 士 邦 屶
第 3 2 1 回 東 北 ブ レ ル ギ ー 懇 活 会 八 戸 平 成 Ⅱ 年 3 打 2 0 "
シ ン ポ ジ ウ ム : 呼 吸 器 疾 忠 の 発 症 機 庁 の 解 明 , 喘 恕 、 ・ 桜 性 閉 塞 料 、 肺 疾 戀 へ の ラ
ジ カ ル ク ロ ス ト ー ク の 関 り
・ ・ ・ ノ 瀬 正 和 , 杉 浦 ク 、 敏 , 白 士 邦 屶
第 7 2 1 回 日 木 薬 理 学 会 年 会 札 幌 平 成 1 1 午 3 打 2 4 Π
Y - 2 7 6 3 2 の ヒ ト 気 管 支 及 び 川 河 功 脈 に 対 す る 効 果 の 検 討
山 縣 俊 介 , ー ノ 瀬 正 和 , 増 戸 康 文 , 杉 浦 久 敏 , 小 荒 井 晃 , 小 池 加 保 児 ,
白 土 邦 男
























































ー ム 施 三 生 の  L u n g  v o h l m e  R e d u c t i o n  s u r g e r y  兆 i 例 の ノ k 命 二 r ' 1 妾 の 検 i ; 寸
, 飛 田 沙 , 菊 池 宮 博 , 岡 部 慎 一 ・ , 翔 畑 雅 央 ,  Y e  T { m , 北 室 知
呉 ミ 祥 」
巳 , 安 達 哲 也 , 黒 川 良 望 , 白 ト . 邦 リ }
第 3 9 1 川 日 本 呼 吸 器 j 丙 7 会 総 会 樹 浜 平 成 Ⅱ 年 3 打 2 7 Π
無 麻 酔 , 無 拘 束 ラ ヅ ト の 低 酸 黙 換 気 抑 制 に 対 す る 延 愉 H 瓜 東 核 小 の L A B A の 役 割
田 如 1 雅 火 , 煕 、 澤 一 , 菊 池 禽 : 博 , 岡 訊 夕 椣 ・ ー ,  Y e  T u n , 北 室 知 巳 , 安 逹 暫
也 , 飛 田 渉 , 白 士 邦 屶
第 3 剖 回 日 木 呼 吸 器 学 会 総 会 織 浜 平 成 Ⅱ 午 3 打 2 7 U
気 管 支 喘 惣 、 と 慢 竹 閉 塞 性 加 ] 疾 患 戀 お 気 道 で の パ ー オ キ シ ナ イ ト ラ イ ト 産 4 . に っ
い て
杉 浦 久 敏 , ・ ・ ノ 沫 川 1 { 和 , 垪 戸 康 文 , 小 抗 j l ・ 兒 ,  1 Ⅱ 1 課 俊 介 , 訂 Σ ト _ ・ 邦 リ }
第 3 9 1 田 日 本 呼 吸 排 学 会 総 会 桜 i 浜 平 成 Ⅱ 年 3 村 2 7 1 , 1
冠 動 脈 に お け る ア ゴ ニ ス ト 収 縮 の 増 強 反 1 心 、  s a r c o p l a s n 〕 i c  R e t i c u l u m  の 役 1 { 叫
鈴 木 秀 , 福 Π 1 浩 一 ' , 八 木 卓 也 , 加 1 ' 点 浩 , 船 越 正 行 , 竹 内 測 J 冶 , 苅 ・ 部 1 明
彦 , 慶 従 § 佑 正 , 山 十 邦 リ J
第 6 3 1 回 日 本 循 深 鴇 学 会 柬 京 ・ 平 成 Ⅱ Ⅱ ・ 3 刃 2 8 日
運 動 負 荷 心 電 図 で の A d i v a 6 0 n  R e c o v a ・ y l n d e x ( A R D  に よ る 店 血 診 断 の 試 み
田 島 杯 郎 , 金 對 ネ 谷 司 , 小 Ⅱ _ 1 _ ム 郎 , 1 U 田 岨 リ 肘 , 馬 場 忠 夫 , 古 1 契 1 義 人 , 桜 井 兇
彦 , 波 辺 淳 , 訂 ' 二 邦 屶
第 6 3 1 U 1  Π 本 循 環 器 学 会 東 京 中 成 Ⅱ イ 「 3 j 、 1 2 8 Π
心 耳 内 血 栓 形 成 に お け る 心 内 膜 V o n V Ⅷ e l 〕 松 n d 1 刈 f と 内 皮 知 Ⅲ 包 の 役 割
福 地 満 正 , 馬 場 忠 火 , 八 人 ' ! 也 , 福 I H 浩 一 . , 波 辺 諄 , 剛 林 晄 ・ , 由 卜 那 リ }
第 6 3 回 Π 本 循 環 器 学 会 総 会 シ ン ポ ジ ウ ム 東 京 ・ 平 成 Ⅱ 年 3 打 2 8 Π
ヒ ト 冠 動 脈 に お け る 動 脈 硬 化 と  8 - e p i p r o s t a g r a n d i n  F 2 a
福 地 満 正 , 波 辺 淳 , ' 蠣 場 忠 火 , 白 士 邦 男
第 6 3 1 可 日 本 循 瑞 瑞 ; 学 会 東 京 、 r 成 Ⅱ イ 「 ・ 3 j ] 2 8 日
虚 血 心 筋 由 来 の 血 管 拡 張 シ グ ナ ル は 微 小 動 脈 の 亡 i Π 咳 樺 永 ( P T X ) 感 受 外 G
蛋 白 ( G P R X ) を 介 し て 伝 辻 さ れ る 。 ー ・ 心 筋 と 冠 微 小 動 脈 の i n t e 皿 d i o n 仰 " 斤
に よ る 検 詞
白 十 邦 男
J 一 匡 . .
佐 際 光 一 , 小 丸 逹 也 , 塩 入 裕 樹 , 金 塚
フ L : ,
第 6 3 回 Π 本 循 喋 器 学 会 総 会 東 京 ' F 成 9 仟 3  打 2 7 Π 一  3  刀 2 9 日
心 房 細 動 恕 、 者 に お け る 心 耳 内 微 小 血 栓 形 成
" 「 ' 場 恵 夫 , 福 」 也 満 1 1 1 ソ 川 j 藤 沿 , ; 岳 田 浩 二 , 波 辺 淳 , 1 ヨ _ に 邦 リ } , 1 Ⅱ 1 不 晄
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ラ ッ ト 心 筋 梗 宴 モ デ ル の 心 室 り モ デ リ ン グ 過 程 に お け る 細 Ⅱ 抱 内 情 報 伝 達 系 の 変 化
千 醐 邪 偏 , 山 根 由 即 子 , 武 則 守 彦 , 高 橋 務 子 , 白
浪 打 成 人 , 加 賀 谷
」 1 旦
1 { 」 1 . ,
士 邦 男
第 3 6 回 東 北 虚 血 性 心 J 矣 恕 羽 〒 究 会 仙 台 平 成 Ⅱ 午 5 打 1 5 日
年 齢 に 件 う 心 房 有 効 不 応 瑚 の 空 1 剖 的 不 均 一 性 の 変 化
戸 幽 直 , 波 辺 淳 , 若 山 裕 司 , 福 1 旧 浩 二 , 加 藤 浩 , 馬 場 恵 夫 , 船 越 正
行 , 竹 内 雅 治 , 二 浦 四 . 人 , 慶 徳 満 正 , 白 士 J 3 屶
第 1 4 回 Π 不 心 臓 ペ ー シ ン グ ・ 確 気 生 理 学 会 学 術 人 会 岡 U _ 1  平 成 Ⅱ 年 5
打  2 6 1 ヨ
心 筋 局 所 交 感 神 経 機 能 に 対 す る A C E 阻 宮 剤 の 影 糾
李 力 霖 , 池 田 淳 , 沌 田 右 , 出 町  1 順 , 下 釜 尚 朗 , 後 心 淳 , 内  1 二 邦 男
第 3 1 回 宮 城 県 心 臓 核 医 学 研 究 会 仙 台 平 成 Ⅱ 午 6 j 1 1 8 H
門 院 で の 植 込 み 型 除 細 動 器  q c D ) の 使 用 経 験
戸 田 直 , 渡 辺 淳 , 若 山 裕 司 , 福 出 浩 二 , 加 U 佳 浩 一 嘱 場 恵 火 , 船 越 正
行 , 竹 内 雅 治 , 三 浦 昌 人 , 慶 徳 満 正 , 白 士 邦 男
第 1 5 8 印 1 日 木 内 科 半 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 H 年 6 月 1 9 Π
閉 塞 型 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 1 界 患 者 の 睡 眠 , ・ 1 、 の 血 圧 と そ の 変 動 に 関 与 す る 1 村 f
岡 諦 峡 一 ,  Y e T u n , 飛 田 渉 , 黒 洋 一 , 田 畑 雅 央 , 北 室 知 巳 , 安 達 哲
也 , 菊 池 喜 愽 , 白 士 邦 屶
第 1 5 8 1 川 Π 本 内 科 学 会 束 北 地 方 会 仙 台 平 成 Ⅱ 午 6 月 1 9 H
鄭 治 性 の 咳 蹴 と 高 度 の 気 通 可 逆 件 を 示 し た 炭 肺 の 一 例
岡 H 1 信 司 , 人 谷 宏 紀 , 佐 際 光 ・ , 大 野 勲 , 菊 池 喜 博 , 白 士 邦 屶
群 Π 5 8 1 引 日 木 内 科 ツ t 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 Ⅱ 年 6 上 Ⅱ 9 H
睡 揚 に よ る 肺 塞 栓 症 の 一 例 ; 1 山 i 像 診 断 を , や 心 と し て
高 橋 徹 , 佐 久 問 聖 イ ニ , 池 円 淳 , 山 島 拓 郎 , 野 崎 哲 司 , 滝 田 有 , 慶 徳
満 正 , 内 十 邦 男
第 1 5 8 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 乎 成 Ⅱ 年 6 月 1 9 日
、 酸 化 窒 索 の 吸 入 療 法 を 施 h し た E i s e n m e n g e r 症 候 群 の 一 例
北 向 修 , 商 橋 徹 , 沌 田 有 , 佐 久 問 聖 仁 , 慶 徳 満 正 , 白 上 邦 男
第 1 5 8 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 Ⅱ 年 6 打 1 9 日
動 脈 硬 化 危 険 因 子 是 正 効 果 は 壁 弾 性 測 定 に よ り 最 も 鋭 敏 に 把 握 し う る 一 条 団
検 診 に お け る , 新 し い 超 音 波 ド プ ラ 法 に よ る 頚 動 1 脈 壁 弾 性 値 の 高 粘 度 計 測 1 ・ ー
小 岩 喜 郎 , 鎌 倒 英 一 ・ , 千 釜 尚 朗 , 口 士 邦 男 , 佐 々 木 毅 , 長 谷 川 英 と , < i >
井  1 生



























































気 迫 壁 り モ デ リ ン グ を 有 す る マ ウ ス 喘 胸 、 モ デ ル の 作 成 と 粧 質 コ ル チ コ イ ド の 効
巣 に つ い て
殊 列 也 正 , 大 河 原 雄 一 ・ , 岩 崎 正 , 田 中 市 二 子 , 城 Ⅱ 1 英 和 , イ ノ ' 野 公 f ' 大 , 1 _ U
村 弦 , 白 士 邦 屶
A s t h n 〕 a  d u b  i n  S 印 d a i  第  8  山 1  研 究 会 仙 台 平 成 1 1 年 9  打 2 5 Π
8 9 2
気 道 壁 り モ デ リ ン ク を 右 す る マ ウ ス 喘 息 モ デ ル の 作 成 と 鞁 質 コ ル チ コ イ ド の 効
果 1 こ つ い て
菊 地 正 , 大 河 原 雄 ・ , 岩 崎 正 , 田 小 章 子 , 城 川 英 和 , 佐 野 公 仁 夫 , 田
村 弦 ,  n 上 邦 男
第 7 回 肺 り モ デ リ ン グ 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 午 1 0 打  2 Π
8 9 3
E a r l y  i n i t i a t i o n  o f  E 1  Υ e c e p t o r  b l o c k a d e  a f t e r  m y o C 雛 d i a l i n f a r c t i o n  n ね y  d e ・
t e r i o r a t e  t h e  s u r v i v a l  a n d  l e 丘  V e n t r i c U 1 雛  r e m o d e l i n g  i n  r a t s
浪 打 成 人 , 武 田 守 彦 , 大 谷 乞 絲 己 , 上 刀 正 呼 , 内 十
1 1 h
高 橋 務 子 , 加 賀 谷
1 1 - . ,
邦 屶
第 3 回 日 本 心 不 令 学 会 7 術 集 会 ネ 品 岡 平 成 H 午 1 ω j 7 H
8 9 4
閉 案 時 師 眠 " 寺 無 呼 吸 症 候 群 恕 、 者 に お け る n a s a l c p A P 治 療 前 後 の 換 気 応 衿
岡 卸 嫉 一 , 飛 田 渉 ,  Y e  T u n , 菊 池 再 博 , 黒 沢 一 , 田 畑 卯 央 , 安 辻 哲
也 , 北 室 知 巳 , 小 川 浩 正 , " 十 邦 屶
第 2 6 回 呼 吸 調 節 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 午 W 打 8 日
8 9 5
ア レ ル ギ ー 性 気 管 支 1 喘 息 マ ウ ス モ デ ル に お け る ・ 、 酸 化 窒 永 の 気 遊 過 敏 性 お よ び
好 酸 球 没 淌 へ の 関 ・ ケ
小 荒 井 晃 , ・ ノ 狽 正 和 , 杉 浦 ク 、 敏 , 増 戸 康 文 , 山 縣 俊 介 , " 士 邦 リ }
第 四 回 Π 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 ル U 島 平 成 Ⅱ イ N ω Ⅱ 8 日
E l f e c t  o f  a n g i o t e n s i n  c o n v e r t i n g  e n z y m e  i n h i b i t o r s  o n  r c g i o n a l i o d i n e - 1 2 3 -
M I B G  u p t a ] く e  o f  h e a r t  i n  p a t i e n t s  w i t h  m i 】 d  t o  m o d e r a t e  1 1 e a r t  f a i l u r e
李 秀 霖 , 池 山 淳 , 沌 「 U  有 ,  H _ り 町 順 , 千 釜 尚 朗 , 後 愁 諄 , 广 1 士 邦 リ }
第 3 回 日 本 心 不 全 学 会  1 品 岡 ・ 乎 成 H 年 1 0 乃  8 M
8 9 6
ヒ ト し 耳 内 に お け る 血 栓 形 成
鴈 場 恋 火 , 福 地 満 正 , 加 藤 浩 , 福 田 粘 二 才 疫 辺 淳 , 白 士 邦 労 , 田 木 村 恍 ・ ー
第 1 6 回  H 本 心 確 学 会 学 術 集 会 甲 府 平 成 Ⅱ 年 1 0 月 8 H
8 9 7
心 室 細 動 時 の 心 内 磁 位 波 高 の a Ⅱ e m a n S の た め に U n d e r s e n s i n g  に よ る 感 知 不
全 を 来 し た I C D 柚 込 み 恋 、 者 の 一 例
戸 幽 適 , 渡 辺 淳 , 若 山 裕 司 , 福 田 浩 ' → 加 } 藤 浩 , 馬 場 恵 犬 , 竹 内 邪 1
治 , 三 浦 昌 人 , 慶 往 U 佑 1 1 ,  h  上 邦 男
































気管、支喘心1、恕、老における末1噛血りンパ球,好触球の CCR3, CRTH2 の発現に
ついて

















心 不 令 患 者 に お け る 散 死 的 不 整 脈 発 生 り ス ク の 井 侵 製 的 評 価
小 山 二 郎 , 渡 辺 淳 , 古 開 義 人 , 金 野 裕 司 , 山 田 Ⅲ 井 肘 , 戸 田 心 , 二 浦 昌
人 , 打 副 也 満 正 , 加 賀 谷 内 士 邦 男
" Ⅱ
」 宝 ヨ . ,
第 引 引 心 不 全 と 不 整 脈 フ ォ ー ラ ム 東 京 平 成 U 年 Ⅱ 河 2 7 「 1
9 0 9
空 洞 形 成 を み 九 桜 件 肺 * 症 の 2 症 例
北 向 修 , 佐 久 冏 雫 仁 , , 島 1 命 徹 一 澁 Ⅷ 打 , 竹 1 人 1 雅 治 , 池 川 淳 , 白 二 に
邦 男
第 6 1 回 肺 楽 栓 症 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 年 H 門 2 7 日
9 1 0
緊 急 、 血 栓 1 徐 去 術 に て 救 命 し 得 た 急 十 郁 市 血 栓 塞 栓 症 の 3 例
高 橋 徹 , 佐 久 剛 聖 仁 , 谷 川 俊 了 , 白 士 邱 男 , 田 林 1 恍 ・ ・ , 金 洋 正 1 噛 , 加 心
敦 , 茂 泉 苦 政 , 佐 久 問 俊 明 , 平 本 1 斤 也 , 佐 藤 成 和
第 6 回 肺 塞 栓 症 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 午 Ⅱ 打 2 7 日
N i t r i c  o x l d e  c o n t r i b u t e e s  t o  a Ⅱ ' s a y  l 〕 y p e r r e s p o n s i v e n e s s  a n d  e o s i n o p h i l i l 〕 ・
f i l t r a t i o n  i n  a Ⅱ r g i c  m i c e
A . 1 く o a r a i ,  M . 1 C h i n o s e ,  H .  s u g i u r a ,  Y .  M a s h i t o ,  S .  Y a m a g a t a ,  K .  s h i T a t o
A m e r i c a n  t h o r a c i c  s o c i e t y : 1 n t a ' n a t i o n a l  c o n f e Y e n c e ,  s a n  D i e g o ,  A p r i 1 2 6 ,
1 9 9 9
9 1 1
慢 性 気 道 閉 塞 恕 、 者 に お け る 可 逆 件 一 一 肺 機 能 検 査 と 画 像 検 査 に お け る 検 討 一
岩 崎  1 1 1 , 田 村 弦 , 佐 野 l y 、 二 夫 , 大 河 原 鄭 . ー ・ , 菊 地 正 , 田 , ・ 1 ・ Π き 子 , 城
田 英 和 ,  h 上 邦 男
第 7 回 臨 床 喘 忘 、 研 究 会 東 京 平 成 1 1 年 1 2 打  5 日
9 1 2
I m a g i n g  o f  p h o s p h o i n o s i t i d e  t u r ] ) o v e r  i n  t h e  v e n t r i c u ] a r  r e m o d e l i n g  a f t e r  m y ・
O c a r d i a l i n f a T c t i o n
Y . 1 く a g a y a ,  S .  N a m i u c h i ,  M .  c h i d a ,  M .  T a k e d a ,  Y .  Y a m a n e ,  F .  T e z u k a ,  N
I s h i d e ,  T . 1 d o ,  K .  s h i r a l o
剣 1 6 3 1 川 Π 本 ヲ π 瑞 1 器 学 t 会 総 会 , 1 n t a ' n a t i o n a l s e s s i o n ,  T o k y o ,  M a r c h  2 8 ,
1 9 9 9
9 1 3
M e c h a n i s m  o f  c o r o n a t y  n o w  m o d u l a t i o n  a t  p h a s e - c o n 訂 ' 0 Ⅱ e d  v i b r a t i o n  i 1 1 0 p e n
C h e s t  c a m n e  p r e p a r a t i o n
Y .  K o i w a ,  H .  H o n d a ,  N .  H o s h i ,  T .  T a k a g i ,  J . 1 く i l く U c h i ,  T .  N a y a ,  K
S h i r a t o ,  H .  K a n a i
笈 工 6 3 1 可 日 ン ド 循 旦 ; 1 跳 ; ¥ 上 会 1 念 会 , 1 n t a ・ n a t i o n a l  s e s s i o n ,  T o k y o ,  M 雛 ' c h  2 9 ,
1 9 9 9
9 1 4
1 乃 h i b i t i o n  o f  m a t Y i x  m e t a Ⅱ O p r o t e i n a s e s  p r e v e n t s  a Ⅱ a ' g e n - i n d u c e d  a i r w a y  i n ・
a a m m a t i o n  i n  a  m u r i n e  n w d e l  o f  a s t h m a
1 < .  K u m a g a i , 1 .  o h n o ,  S .  o k a d a ,  Y .  o h k a w a r a , 1 < .  s u z u k i ,  K .  M a s u ,  T
S 1 1 i n y a ,  H .  N a g a s e ,  K . 1 W a t a ,  K .  s h h ' a t o
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o c i e t y  M e e t i n g ,  s a n  D i e g o ,  A p i r 1 2 6 , 1 9 9 9
9 1 5
916Analysis of changes in FEvl and lung v01山]〕e over 3 yea玲 afta'1Ung volume
reduction surgery
H. Kurosawa, W. Hida, Y.1くikuchi, S.01くabe, M. Tabata, Ye Tun, T
Adachi, T. Kitamuro, Y. Kurokawa, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care. Nled.159: A924, ATS Meeting, san Diego,
Apir128,1999
917Survivalrate a丘a'1Ung volume reduction surgery
T. Kitalnuro, H. Kurosawa, W. Hida, Y. KilくUchi, S. okabe, M. Tabata,
Ye Tun, T. Adad〕i, Y.1くUrokawa, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care. Med.159: A924, ATS Meeting, san Diego,
A皿i128,1999
918Role of GABA in the nudeus tractus solitarius during l〕ypoxic ventilatory
depression in awake rats
M. Tabata, H. Kurosawa, Y. Kikuchi, S.01くabe, Ye Tun, K. Kitam瞰'0, T
Adadli, W. Hida, K. S11irato
Am. J. Respir. crit. care. Med.159: A45, ATS Meeting, san Diego, April
25,1999
919Ptedictive lactors contributing to dle magnitude of tl〕e noct山'nal blood 皿'es・
Sure elevation in patients witl〕 obstructive sleep apnea
Ye tun, S. okabe, W. Hida, H. Kurosa、va, M. Tabata, T. K北amuto, T
Adac]〕i, Y. Kikuchi, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care. Med.159: A422, ATS Meeting, san Diego,
APτⅡ 26,1999
17フ
920Alterations in respiratory chanosensitiⅥty f011Wing nasal continuous positive
airway pressuTe treatn〕ent in patients with obstructive sleep apnea
W. Hida, Ye Tun, S.01くabe, H. Kurosawa, NI. Tabata, T.1くitanⅡⅡ'0, T
Adachi, Y.1くikuchi, K. shirato




T. Tamada, T. sasald, S. shimura, T.1rokawa, K. sasamori,1<. shirato
1999 1nternational confa'ence, American Thoracic society, san Diego,
Apri123-28,1999
922Antisa〕se oligonudeotides to NF-kB in]proveS 壮)e surⅥVal m belomycin-in・
duced peumopathy of mouse
X.Y. zhang, S. shin〕UTa, T. Masuda, H. saitoh, K. SI〕irato
1999 1nternational conference, American Thoracic society, san Diego,
Apri123-28,1999
an endogenous regulator of the airway secN・
1 7 8
9 2 3
V u l n e r a l 〕 i l i t y  o f  a  p a l q u e  s e a r c h e d  b y  n o n i n v a s i v e  n o v e l ,  D o p p l e r  t e d 〕 n i q u e
Y .  K 0 武 V a , 1 1 . 1 く a n a i ,  H .  H a s e g a w a ,  H .  K a m a d a ,  H .  c h i k a m a ,  K .  s h Ⅱ ' a t o ,
N .  c h u b a c h i ,  E .  F u s h i m i ,  M .  H a y a s h i
I s t  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o n  H e a l ' t  D i s e a s e ,  w a s h i n g l o n ,  M a y  1 6 - 1 9 ,
1 9 9 9
9 2 4
P h a s c - c o n t r 0 Ⅱ e d  s m a Ⅱ  a m P Ⅱ t u d C  Ⅵ b r a t i o n  a t  d i s a t o l e  a u g m e n t s  h u m a n  c o ・
r o n a r y  b l o o d  f l o w
T .  N a y a ,  Y .  K o i w a ,  H .  H o n d a ,  H .  K a m a d a ,  K .  S ] ] h 、 a t o ,  S . 1 く i b i r a ,  M
八 l i u r a
I s t  l n t e r n a t i o n a ]  c o n g r e s s  o n  H e a r t  D i s e a s e ,  w a s l ] i n g t o n ,  M a y  1 6 - 1 9 ,
1 9 9 9
9 2 5
O x i d a t i v e  s t T e e s  i n  c h r o n i c  o b s t r u c t i v c  p u l m o n a T y  d e s e a s e  a i r w a y s
M . 1 d 〕 i n o s e ,  H .  s u g i u r a ,  K .  S I ] i r a l o
T h e  F h ' S I  T o k y o  L u n g  R e s e a r c h  c o n f e r e n c e ,  T o k y o ,  M a y  2 1 , 1 9 9 9
9 2 6
T h e  c o n t r 0 1  0 f  m u H ゆ l e  r i s k  f a c t 0 玲  f o r  c o r o n a l 、 y  a r t a ' y  d i s e a s e  c a u s c S  1 1 〕 e
C I 〕 a n g e  i n  a w  c a r o t i d  a l ・ t e r i a l  w a 1 1  e l a s t i c i t y  p r i m '  t o  t h e  d l a n g e  l n  t h i c k n e s s
Y . 1 < 0 武 V a ,  H .  K a n a i ,  H .  H a s e g a w a ,  H . 1 く a m a d a ,  H .  c h Ⅱ く a m a ,  K .  s h i r a t o
X X 1 1 h  E u r o p e a n  s o c i e t y  o f  c a l ' d i o ] o g y ,  B a r c e l a n a ,  s p a i n ,  A u g u s t  2 8 -
S e p t e m b e r  l , 1 9 9 9
9 2 7
I m p o r t a n c e  o f  r e g i o n a l  m y o c a t d i a 1 1 a y e r  f u n c t i o n  b y  " p h a s e d  T r a d d n g
M e t h o d "  i n  d o x m ' u b i c i n  c a r d i o n ] y o p a t h y
H .  K a n a i ,  Y .  K o i w a ,  Y .  s a Ⅱ 0 1 〕 ,  H .  K o m a d a ,  K .  S 】 1 i r a t o
1 9 9 9  1 E E E  l n t e r n a t i o n a ]  u l t r a s o n i c s  s y m p o s i u m  l a k e  T a h o e ,  N e v a d a ,
O c t o b e r  1 7 - 2 1 , 1 9 9 9
9 2 8
E 丘 e c t s  o n  a n g i o t e l ] s i n  c o n v a ' t i n g  e n z y m e  i n h i b i t o r s  o n  r e g i o n a l i o d i n e - 1 2 3 -
m e t a i o d o b e n z y l g u a n i d i 1 1 e  u p t a k e  a 1 1 d  h e a r t  r a t e  v a r i a b i ] i t y  i 1 1  P a t i e n t s  w i t h  d i ・
] a t e d  c a r d i o m y o p a r 1 1 y
S . L .  L i ,  J . 1 k e d a ,  T .  T a l く i t a ,  J .  D e m a C 1 1 i ,  H .  c h Ⅱ く a m a ,  A .  G o t o ,  K .  S I 〕 i r a t o
A m e r i c a n  H e a l ' t  A s s o c i a t i o n  A n n u a l  s d e n t i f i c  s e s s i o n ,  A t l a n t a ,  U S A ,
N o v e m b e r  9 , 1 9 9 9
9 2 9 I n c r e a s e d  v o n  w i Ⅱ e l 〕 r a n d  f a c t o T  i n  t h e  e n d o c a r d i u m  m a y  b e  a n  i n d p e n d e n t
P r e d i s p o s i n g  f a c t o r  f o r  t h r o m b o g e n e s i s  i n  o v e r l o a d e d  h u m a n  a t n a l  a p p c n d a g e
M .  F U ] く U d 〕 i ,  J .  w a t a n a b e ,  S .  B a b a ,  K .  F u k u d a ,  T .  Y a g e ,  K .  T a b a y a s h i ,  K
S h i r a t o
7 2 n d  m e e t i n g  o f  A m e r i c a 1 1  H e a r t  A s s o c i a t i o n ,  A u a n t a ,  N o v a れ 1 〕 e r  1 6 ,
1 9 9 9
930Signa]s from lschemic Myocardium are Transduced lo coTonary Microvessels
Via pertussis Toxin-sensitive G ptolein: A New Experima11al Modelfor
Analysis of 杜〕e lnta'action Belween Myocm'dium and Microvessels
Kouid]i sato, Talsuya Komaru, HiTold sl〕ioiri, Hiroshi Kanatsuka, Kunio
SI]h'ato

















錦12回'宮城県循喋不全研究会仙含・十・成12年2 打 4 Π
多刑不允村ブ心不令に対するアデールn_の仙川;制強
_」浦昌人,白1に邦リ}
第 1山1 心・血管薪剃勿フォーラム東京平成12年2115 Π
アシトーシスによる冠微小血管拡帳作川;局コレステロール血症の効宋
塩入裕樹,小メL達也, U、汀係光一・,渡辺浮,企塚完,白上邦リ}



















前 毛 矧 1 血 管 性 肺 品 血 圧 症 患 名 に 刈 す る ・ 一 酸 化 窒 索 吸 入 の 危 咽 1 反 応
品 橋 徹 , 佐 久 冏 や 仁 , 熊 坂 祝 久 , 沌 田 有 , 出 町 順 , 北 向 修 , 繩 田
淳 , 鎌 田 英 ・ , 1 麹 捺 涼 , 工 1 浦 祥 子 , 池 田 淳 , " 士 邦 屶
第 1 2 9 回 日 本 循 環 器 学 会 東 I U 也 力 会 仙 台 平 成 1 2 年 2 打 2 6 円
C D 3 8 ノ ッ ク ブ ウ ト マ ウ ス に お け る 心 肥 大 形 成 と カ ル シ ウ ム 開 速 遺 伝 子 発 現
太 田 潤 , 礒 山 1 [ 玄 , _ Y 宮 木 帳 , 中 ト " 明 浩 , 浪 打
「 1 1 1
高 橋 湘 , 加 賀 谷
」 ι , 1 . ,
成 人 , 1 拓 橋 務 子 , 加 藤 ・ ・ ' 郎 , 「 搭 洋 伸 , 岡 本 宏 , 广 1 士 邦 屶
第 1 2 9 回  U 本 循 環 器 学 会 地 力 会 仙 台 平 成 1 2 年 2 門 2 6 H
T  w a v e  a ] 1 e t n a n S  Ⅱ I  c a r d i a c  h y p e 丁 h ' o p h y
令 野 ネ 谷 司 , 波 辺 淳 , 田 島 拓 郎 , 小 1 1 1 、 二 郎 , 1 _ U 「 Π 亜 樹 , 馬 場 忠 大 , 占 開 義
人 , 桜 井 克 彦 , 内 十 邦 男
微 小 確 位 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム 柬 京 平 成 1 2 年 ・ 2 打 2 6 Π
幌 症 喘 忘 、 へ の 抗 炎 症 療 法 : 抗 ロ イ コ ト リ エ ン 薬
・ ー ノ 瀬 1 1 ・ 和 , 円 村 弦 , 箔 t 島 仟 , 服 訊 H 麦 火 , " 上 打 拶 }
第 1 0 回 国 際 喘 息 学 会 H 本 北 ア ジ ブ 部 会 ( シ ン ポ ジ ウ ム ) 東 京 平 成 1 2 年
2  1 1 2 6 日
ヒ ト 気 道 粘 1 奥 " 線 に お け る S L P 1 分 泌 と 造 伝 子 発 現 に 対 す る デ キ サ メ サ ゾ ン の
上 1 づ 抑 1
畔 打 藤 弘 樹 , 増 田 徹 , 志 村 早 苗 , " 上 邦 男
第 ] 2 回 気 道 病 態 シ ン ポ ジ ウ ム 東 京 平 成 1 2 年 2 門 2 6 日
伸 展 誘 発 竹 小 , 削 派 一 ・ 乳 肋 包 内 カ ル シ ウ ム 動 態 か ら の 検 討 一 ・
菅 井 義 尚 , _ ' 浦 昌 人 , 若 1 1 _ 1 裕 司 , 加 賀 谷 豊 , 波 辺 淳 ,  n 上 邦 男
第 2 0 邑 1  瀬 戸 内 ワ ー ク シ , ヅ プ 介 敷 平 成 1 2 年 2  打 2 7 日
肺 商 血 圧 症 に 対 す る ・ ' 酸 化 窒 素 ガ ス の 吸 入 療 法 ー パ ル ス 吸 入 の 試 み ー
北 向 修 , 佐 久 闇 聖 仁 , 局 橋 徹 , 池 田 淳 , 白 士 邦 屶
第 4 回 東 北 肺 循 環 研 究 会 仙 台 平 成 1 2 年 3 打 Ⅱ 日
好 酸 球 に よ る 培 筏 ヒ ト 気 道 平 淵 紗 沸 朋 包 の 増 励 誘 導
枡 和 子 , 人 野 熟 , 六 士 邦 屶
封 犯 6 1 引 気 道 過 敏 件 佃 究 会 東 京 平 成 1 2 仟 3 打 Ⅱ H
慢 件 閉 塞 性 肺 疾 恕 、 気 道 に お け る ニ ト ロ チ ロ シ ン の 生 成 と 呼 吸 機 能 に 対 す る 吸 入
ス テ ロ イ ド の 効 果 に つ い て
杉 浦 久 敏 , ゾ 瀬 正 和 , 小 荒 井 晃 , 山 縣 俊 介 , 白 士 邦 屶
第 3 6 「 0 1  気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 1 2 午 3  羽 1 1 日
糸 制 亥 菌 は な ぜ ア レ ル ギ ー を 抑 制 で き る か ?
佐 野 公 イ t 夫 , 田 村 弦 , 城 田 英 和 , 火 河 原 雛 ' , 岩 崎 止 , 菊 地 正 , 田
, ・ 1 ・ , 章 了 ・ , 邵 晨 琢 , 白 十 j お 男























































T h Ⅵ ・ o t t o p i n  r e l e a s i n g  h m ' m o n e  の 呼 ・ 1 吸 コ 司 針 」 系 に 及 ほ す 1 形 判 !
1 冽 部 快 、 ,  Y e T u n , 飛 田 渉 , 菊 池 喜 沖 , 黒 洋 一 , Π _ ぱ Ⅲ 卯 . 央 , 北 室 知
巳 , 安 逹 , 斤 也 , 广 1 1 f 邦 屶
第 4 0 ! " 1  Π 本 呼 吸 器 半 会 総 会 広 品 平 成 1 2 イ ド 3  打 2 2 Π
肺 女 U 沖 V o l u m e  R e d u d i o n  丁 ヰ 前 に お け る 肺 活 姑 の 愆 筬
黒 洋 ・ 、 , 飛 田 渉 , 菊 池 子 1 1 専 ,  1 M 1 部 快 ・ ' , Ⅱ 1 郊 1 牙 北 央 ,  Y e  T U I ] , 安 辻 哲
也 , 北 * 知 巳 , 小 川 1 告 」 1 1 , 牒 川 良 雫 , 門 上 邦 リ 」
第 4 0 回 Π 本 呼 吸 器 学 会 総 会 広 島 , 平 成 1 2 年 3 乃 2 2 Π
無 麻 酔 ラ ッ ト の 延 憶 仟 瓜 東 核 に お け る G A B A 括 抗 薬 の 低 隈 業 ト , 室 内 気  F で の
換 気 に り ・ え る 効 果
則 州 1 雅 央 , 1 県 釋 一 ・ , 4 Ⅱ 也 ・ 禽 : 博 , 小 川 浩 正 , 飛 田 渉 , Ⅲ 1 部 悼 ' ,  Y e
T u n , 後 ! 迷 暫 也 , 北 宇 知 巳 , 川 遊 祁 俊 大 , 白 士 邦 男
第 卯 1 川  H 本 呼 吸 器 ' γ 会 総 会 ル J ; } j  平 成 1 2 イ 1 二 3  打 2 2 Π
肺 商 血 ル 症 に 対 す る N 0 の 吸 気 向 期 パ ル ス 吸 入 の 試 み
北 向 修 , 佐 久 Ⅲ 1 聖 仁 , 1 拓 橋 徹 , 池 川 淳 , 凶 上 邦 屶
第 6 4 「 田 日 本 循 環 蹄 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 年 4 ナ 、 1 1 U
冠 微 小 1 肺 業 の 駛 遣 位 調 節 に お け る N O ・ P G 1 2 ・ チ ト ク ロ ー ム P 妬 0 代 謝 産 物 の
関 ケ
'  1 . ゛
田 , ・ 1 ・ , 光 昭 , 越 田 ヅ ι d l , 谷 川 俊 了 , 小 丸 逹 也 , 白 上 J 心 リ } , く b 塚
/ L
第 6 4 1 " 1  Π 木 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 〒 成 1 2 年 4  門  1 Π
品 コ レ ス テ ロ ー ル 血 痔 は ア シ ド ー シ ス に よ る 冠 微 小 動 脈 批 W 長 を 抑 制 す る
白 十 邦 男
' _ L . .
瑜 人 裕 樹 , 小 丸 述 也 ,  U " 係 光 ・ , 波 部 淳 , 金 塚
ノ し ,
鋪 6 4 1 回  1 _ 1 人 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 午 4  H  1  Π
心 エ コ ー 法 に よ る 解 析 と ぺ ー ス メ ー カ ー 舶 込 後 患 者 の i ド 常 値 の 設 定
二 宮 本 帆 , 菅 原 克 明 , 片 寄 人 , 速 藤 正 人 , 由 十 j 心 リ }
第 6 4 1 川 日 本 循 蝶 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 年 4 打  1 1 ヨ
休 表 而 心 確 図 に お け る  T r a n s m u r a l  d i s p a ' s i o n  o (  r e p o l a r i z a Ⅱ o n ( T D R ) は 致 死 哲 1
不 1 倒 脈 の 予 ι 川 村 ・ f と な る か ?  Q T  d i s p a ' s i o n ,  T  w a v e a Ⅱ a 、 n a 船 と の 比 較
f i 田  i f 「 , 波 辺 淳 , 金 野 谿 " ' 1 , 小 1 1 1  - 、 郎 ,  1 」 _ H I - 1 Ⅱ 獄 封 , , 1 イ 喫 1 義 人 , 由 ・ 上 邦 リ 」
第 6 4 1 川 日 本 循 喋 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 年 4 刀  1 日
シ ン ポ ジ ウ ム 「 循 環 器 画 像 診 断 の n e W  比 e n d 」 1 1 C 将 緬 哉 ジ ブ シ ル グ リ セ ロ ー ル
に よ る 心 筋 イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 イ 町 勵 回 転 の 画 像 化
r l _ 上 J 3 リ }
「 1 ι 」
加 賀 芥
』 1 , 1 、 ,




















































9 7 5 肥 大 型 心 筋 症 に お け る 拡 張 肺 害 と 心 筋 内 名 塀 の 機 能 的 不 均 ' 性 の 定 於 的 関 係
一 新 し い 高 粘 度 ド プ ラ 法  q 立 唯 . 1 差 ト ラ ッ キ ン グ 法 ) に よ る 検 討 ・
鎌 I U 萸 一 ' , 小 岩 喜 郎 , 池 田 淳 , 下 ξ ε 尚 朗 , ゴ ノ 宮 木 報 , 内 士 那 男 , 木 H 1 英
行 , 金 井 浩 , 苅 川 育 子
第 財 回  U 本 循 環 器 学 会 総 会
動 脈 硬 化 ご と に 動 脈 壁 の 弾 性 y 古 常 に 対 す る 生 . 活 習 慣 是 正 の 重 喪 性
小 岩 喜 郎 , 鎌 田 英 一 ' , 白 に 邦 男 , 金 井 浩 , 長 谷 川 英 之 , 宗 像 姑 彦
第 6 4 回 日 本 循 環 蹄 学 会 総 会
マ ウ ス 喘 忘 、 モ デ ル に お け る C P G  O D N 経 気 道 投 / i に よ る 好 酸 球 性 炎 症 と 気 近
過 敏 忰 の 抑 制
城 田 英 千 " , 佐 野 公 イ _ : 夫 , 菊 地  1 [ 1 , 大 河 原 鮒 1 ・ ' , 岩 崎 ' ,  1 ・ 印 十 , 「 工 子 , 邵
ι 之 珠 , 田 村 弦 ,  1 1 _ 1 _ 上 邦 リ J
第 3 3 1 可 ア レ ル ギ ー 懇 , 舌 会 嘘 岡 平 成 1 2 年 4  打  I  H
慢 性 的 に 気 道 狭 窄 を 尓 す 患 名 の 気 道 町 逆 性 の 検 討
岩 崎 正 , 出 村 弦 , 凹 士 邦 男
群 殉 7 回  U 本 内 科 学 会 総 会 京 都 平 成 1 2 仟  4 打  6 訂
当 院 入 院 の 結 核 態 、 老 の 背 景 と 抗 T B G L 抗 休 の 意 義
芦 野 純 子 , 川 村 み づ ほ , 岡 Ⅷ 信 司 , 大 野 勲 , 服 部 俊 夫 , 内 _ 上 邦 男
錦 7 5 回 日 本 結 核 病 学 会 大 阪 平 成 1 2 年 4 打 1 8 0
緑 膿 菌 に よ る 好 小 球 生 . 存 延 長
火 野 勲 , 岡 田 仁 田 , 林 兇 敏 , 白 士 邦 屶
第 7 4 1 回 日 木 感 染 症 学 会 福 1 岡 平 成 1 2 年 4 月 2 1 内
慢 性 剛 来 件 所 捌 矣 恕 、 懇 、 X 気 道 に お け る ニ ト ロ チ ロ シ ン の 生 成 と 肺 機 能 に 対 す る 吸
入 ス テ ロ イ ド の 剤 以 U こ つ い て
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 小 荒 井 晃 , 仕 " 絲 俊 介 , 服 部 俊 夫 , 由 十 邦 屶
第 1 2 回 薬 物 1 吸 入 療 法 研 究 会 拜 浜 平 成 1 2 年 5 打 1 3 Π
ア シ ト ー シ ス に よ る 冠 微 小 動 脈 拡 張 : そ の メ カ ニ ズ ム と 高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 症
に よ る 1 蹄 害
f l ・ 上 邦 屶
塩 入 裕 樹 , 小 丸 逹 也 , 佐 1 捺 光 一 , 波 辺 淳 , 金 塚
' ー 」 三 ,
/ U ,
H 本 M E 学 会 東 京 平 成 1 2 午 5  打 1 7 - 1 9 日
ペ ー ス メ ー カ ー 併 用 に 関 わ る 剛 題 点
波 辺 淳 ノ 川 藤 浩 , 馬 場 恵 夫 , 篠 崎 毅 , 三 浦 昌 人 , 慶 従 漸 術 正 , 白 土 邦 男
電 気 牛 理 ペ ー シ ン グ 学 会 サ テ ラ イ ト シ ン ポ ジ ウ ム ー 1 C D に 関 わ る 諸 問

























































C D 3 8 - c y C Ⅱ C A D p r i b o s e  シ グ ナ ル 仏 述 系 の 欠 損 は 心 肥 大 を 引 き 起 こ す
太 田 湘 , 伯 匂 _ 1 _ 1 正 玄 , ニ ' 宮 木 報 , 小 村 明 1 告 , 浪 打
" 1 1
商 橋 訓 」 , 加 賀 谷
_ 1 、 1 L  ,
成 人 , 高 橋 務 子 , 加 訂 侠 ・ 一 郎 , 高 浮 伸 , 岡 木 宏 , " 十 J U 屶
第 1 5 回 コ ロ ナ リ ー ク ラ プ 福 島 平 成 1 2 年 6 j 、 1 1 7 Π
好 酸 球 に よ る 培 養 ヒ ト 気 道 平 滑 筋 細 胞 の 増 舶 誘 導
人 野 勲 , 枡 和 子 , 白 士 邱 屶
ア レ ル ギ ー . 好 酸 球 研 究 会 2 0 0 0  東 京 乎 成 1 2 イ に 6  河 1 7 日
慢 性 的 に 気 道 狄 * を 示 す 患 岩 の 気 道 可 逆 性 の 検 討
岩 崎 正 , 田 村 弦 , 佐 野 公 仁 火 , 大 河 原 雄 ・ , 菊 地 正 , Ⅲ 小 、 駈 イ , 城
H 1 英 和 , 白 二 k 邦 男
第 9 1 川 気 Ⅵ 午 如 喘 息 、 ヌ J 策 恊 議 会 仙 台 平 成 1 2 年 6  打 2 4 H
循 環 器 外 来 に お け る , ' 制 仟 , 荏 肝 , 柔 肝 集 の 適 用
片 寄 大 , 白 十 j 3 男
第 5 1 「 " 1  Π 本 東 汗 医 学 会 学 術 総 会 京 都 乎 ■ 知 2 年 6 村 2 4 H
ア レ ル ギ ー 竹 気 管 支 1 喘 危 1 、 マ ウ ス モ デ ル に お け る ・ ' 触 化 窒 楽 の 気 逝 過 敏 竹 お よ び
好 触 球 浸 淵 へ の 1 瑚 与
小 荒 井 晃 , ・ ノ 瀬 止 和 , 杉 浦 久 敏 , 増 戸 康 文 , 1 1 1 縣 俊 介 , 服 剖 H 麦 大 , "
_ L 邦 リ J
第 2 Ⅱ 川 日 木 炎 症 学 会 東 京 平 成 1 2 イ f 7 打  4  H
重 症 右 心 不 令 を コ ン ト ロ ー ル に プ ロ ス タ サ イ ク リ ン と 強 心 剤 の 俳 川 が 右 効 で あ
つ た 原 発 性 肺 高 血 圧 症 の 一 例
1 宕 j 橋 徹 , 佐 ク J 樹 聖 イ 1 , 雛 田 淳 , 1 屯 川 イ j , 北 向 修 , 池 田 淳 , 白  1
邦 屶
第 1 1 1 川 心 不 令 治 療 研 究 会 イ 1 1 1 台 平 成 1 2 イ 1 ' ・ 7  打  7  Π
循 環 器 外 来 に お け る , 怒 り を 目 標 と し た 漢 力 粲 の 適 川
片 寄 大 , 、 、 . 宮 ポ 桜 ,  h Σ ゼ 邱 リ }
第 5 1 回 日 木 東 洋 咲 学 会 東 北 支 剖 夕 宮 上 剣 ' 部 会 エ リ 成 ' r 成 1 2 年 フ ナ Π 5 日
M M P Ⅲ 1 害 に よ る  3 ブ ド レ ナ リ ン 誘 遵 竹 心 肥 人 の 抑 制
_ 1 浦 祥 子 , 大 野 勲 , 鈴 人 湘 , 鈴 木 光 , 岡 剛 估 司 , 奥 1 _ 1 1  彬 , 縄 Π 1
浮 , 池 幽 淳 , 冉 士 那 男
第 剥 田 払 丁 悲 と 治 療 に お け る プ ロ チ ア ー ゼ と イ ン ヒ ヒ タ ー 研 究 会 名 , [ 山 1
平 成 1 2 年 8  j 、 } 1 9 Π
マ ウ ス 1 喘 息 モ デ ル に お け る C P G D N A  と 抗 原 結 介 休 の 投 ケ に よ る 好 触 球 竹 炎
症 と 気 道 過 敏 性 の 抑 制
城 田 英 利 , 仇 野 公 仁 夫 , 菊 地 ル , 大 河 1 京 雛 一 ・ , 岩 崎 正 , Ⅱ 1 中 ; ; t f , 邵
晨 琢 , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 1 0 [ o l  a h ・ w a y  c l u b  i n  s e n d a i  イ 1 1 1 h  ・ ' 1 ι j 曵 1 2 イ f ・  9  j 1  9  Π
9 9 4
9 9 5

































Non-invasive Evaluation of ventricular Tachycardia ln The patients xvith
Heart Failure
小山_ム郎,波辺涼,1_1_Ⅱ{M財肘,古1契上没人,金甥ネ弁司, fi山直,白士邦屶



















1 0 1 2
C P G D N A  と 抗 原 結 介 休 に よ る マ ウ ス 気 道 好 酸 球 性 炎 症 と T h 2 細 胞 の 抑 制
新 し い 抗 原 特 異 的 D N A ワ ク チ ン
佐 劉 ・ 公 仁 大 , 城 田 英 和 , 菊 地 正 , 田 村 弦 , 广 1 士 邦 男
第 3 0 回 日 本 免 疫 学 会 総 会 ・ 学 術 集 会 仙 台 平 成 1 2 年 Ⅱ 打 U e
女 迩 今 、 迦 喘 忘 、 に 介 併 し た 肺 ア ス ペ ル ギ ル ス 症
大 野 勲 , 佐 甥 l y 三 屶 , 山 村 弦 , 服 部 俊 大 , 内 士 邦 屶
第 3 回 東 北 呼 吸 器 真 繭 症 研 究 会 仙 台 平 成 1 2 午 1 1 牙 1 8 Π
慢 性 血 栓 塞 栓 症 1 こ 刈 す る エ ポ プ ロ ス テ ノ ー ル の 危 d 牛 効 果
杉 村 宏 一 郎 , 佐 久 岡 聖 仁 , 商 橋 徹 , 縄 田 淳 , 北 向 修 , 鎌 田 英 一 , 後
際 淳 , _ ' 浦 祥 子 , 角 道 紀 イ , 池 1 羽 淳 , 白 士 邦 男
第 7 1 司 肺 塞 栓 症 価 究 会 東 京 平 成 1 2 年 1 1 打 2 5 日
コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ , ン に よ る 心 室 細 動 の C r i t i c a l m a s S 仮 説 の 検 討
戸 田 直 , 渡 辺 淳 , 白 士 邦 男 , 芦 原 貴 司 , 鄭 波 経 普 , 川 瀬 綾 香 , 池 田 隆
徳 , 稲 垣 正 司 , 中 沢 一 鮒
電 子 倩 縦 通 信 学 会 ,  M E  と バ イ オ サ イ バ ネ テ ィ ッ ク ス ( M B E ) 研 究 会
仙 台 平 成 1 2 年 1 1 打 3 0 日
ヒ ト 末 村 Ⅱ m 好 酸 球 に お け る  C C R 3  を 介 し た C h e m o k i n e の 作 用 に つ い て
田 小 章 子 , 大 河 原 雄 一 , 菊 地 正 , 岩 崎 正 , 城 田 英 和 , 佐 野 公 仁 夫 ,  W
村 弦 , 白 士 邦 男
第 5 0 1 可 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成 1 2 何 Ⅱ 2 打  1 日
マ ウ ス 1 喘 息 モ デ ル に お け る C P G D N A  と 抗 原 結 合 体 の 投 与 に よ る 好 酸 球 性 炎
症 と 気 道 過 敏 性 の 抑 制
城 田 英 和 , 仇 里 予 公 仁 大 , 菊 地 正 , 大 河 原 雛 ・ , 岩 崎 正 , 山 中 章 ・ f , 邵
晨 琢 , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 5 0 1 回 日 木 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成 1 2 年 1 2 月  U ]
気 道 壁 線 維 化 を 有 す る マ ウ ス 喘 息 モ デ ル で の M M P - 2 , 9 の 発 現 と 糖 質 コ ル チ
コ イ ド の 効 果 に つ い て
菊 地 正 , 大 河 原 雄 一 , 田 村 弦 , 白 十 J 3 男
第 5 0 回 Π 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成 1 2 年 1 2 "  2 Π
ブ レ ル ギ ー 性 気 道 炎 症 に イ 半 う 上 皮 基 底 映 の 陣 客 と 修 復 喘 息 モ デ ル マ ウ ス を
用 い て
大 野 勲 , 熊 谷 克 紀 , 岡 田 信 司 , 白 士 邦 男 , 今 井 党 幸 , 妹 尾 春 樹
第 5 0 回 日 人 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成 1 2 午 1 2 j 1 1 Π
カ ル シ ウ ム 波 と 不 整 脈
三 浦 昌 人 , 白 士 邦 男
心 不 全 と 不 整 脈 ワ ー ク シ ョ ッ プ 東 京 〒 成 1 2 年 1 2 月 8 訂
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第13回 Coronary club 平成Hイf 6 打 5日
Ca2+ transientS 2nd cardiaC 雛'rhythmias
M Miura, Y wakayama, Y sugai, K shirato
Canadian physi010gical society, Lake Louise,200O Jan 19
Gene expression olsurfactant proteins, SLpland vEGF in l〕uman emphysema
]ung
H. sait01〕, T. Masuda, S. shin〕ura, H.1くUrosawa, K. shirato
200O ATS, Toront, canada, May 5,2000
Secretion and gene expression of secretory leulくOcyte protease inhibitor by
human airway glands
H. saitoh, T. Masuda, S. shim山'a, K. shirato
200O ATS, Toront, canada, May 5,2000
fMLP, a micr01)e-derived chemotactic substance, activates acinar ceⅡS of
Porcine tranc]1eal gland
1<. sasamori, T. sasaki, M. Nara, T. Tamada, S, shimura, T. Hattori, K
SI〕irato
200O A'rs, Tの'ont, canada, May 8,2000
Stimulatory Tegulation of maxi-K d〕annels in swine tracheal smooth musde
CeⅡS by chemotactic peptide
M. Nara, T. sasaki, S. shimura, T. Tamada, T. oshiro,1<. sasamori, T
Hattori, K. shirato
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t r a C 1 1 e a l  g l a n d
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S h i r a t o
2 0 0 O  A T S ,  T o r o n l ,  c a n a d a ,  M a y  l o , 2 0 0 0
1 0 3 1
G I u c o c o r t i c o i d  D e c r e a s e d  A i T w a y  F i b l ' o s i s  l n  A  M u r i n e  A s t h m a  M o d e l  w i t h
P a ' s i s t e n t  A i r w a y  l n f l a m m a t i o n  A n d  A i r w a y  H y p e r r e s p o n s i v e n s e s s
T a d a s l 〕 i ,  K i k u c h i ,  Y u i d ] i  o h k a w a l ' a ,  G e n  T a m u r a ,  K u n i o  s l ] i r a l o
9 6 t h  i n t e m a t i o n a l  c o n f e r e n c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T m ' o n t ,  c a n a d a ,  M a y  7 ,
2 0 0 0
1 0 3 2
A 1 1 e r a t i o n s  o f  b a s e m e n t  m e m b r a n e  c o m p o n e n l s  a s s o c i a t e d  w i t h  a i r w a y  i n ・
n a m m a t i o n  i n  a  m u T i n e  m o d e ]  0 {  a Ⅱ a ' g i c  a s t h m a
K .  K u m a g a i , 1 . 0 1 〕 n o ,  S .  o k a d a ,  Y . 0 1 〕 1 く a w a f a ,  K .  s u z u k i ,  K .  M a s u ,  H
N a g a s e ,  K .  s h i r a t o
9 6 t h  i n t e r n a t i o n a ]  c o n f e r e n c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T o r o n t ,  c a n a d a ,  M a y  9 ,
2 0 0 0
1 0 3 3
T h e  p r o l i { a 、 a t i o n  o f  c u l t u r e d  h u m a n  a Ⅱ 、 w a y  s m o o t h  m u s d e  c e Ⅱ S  i n d u c e d  b y
e o s i n o P 1 1 i l s
K .  M a s u , 1 .  o h n o ,  S .  o k a d a ,  K .  K 山 n a g a i ,  K .  H a y a s h i ,  K .  S 1 1 h 、 a t o
9 6 t h  i n t a ' n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T o r o n t ,  c a n a d a ,  M a y  9 ,
2 0 0 0
1 0 3 4
S t e T o i d  i n h a ] a t i o n  r e d u c e s  r e a c t i v e  n i t r o g e n  s p e c i e s  f o r n 〕 a t i o n  a n d  i m p r o v e s
P u l m o n a r y  f u n c t i o n  i n  c o p D  p a t i a 〕 t s
H .  s u g i u r a ,  M . 1 d 〕 i n o s e ,  S .  Y a m a g a t a ,  A .  K o a r a i ,  T .  H a 杜 o r i ,  K .  s h i r a t o
9 6 t h  i n t a ' n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  A L A / C L A ,  T o r o n t ,  c a n a d a ,  M a y  l o , 2 0 0 0
1 0 3 5
R o l e  o f  r e a c t i v e  n i t r o g e n  s p c d e s  i n  a i r w a y  h y p e r r e s p o n s i v e n e s s  a n d  e o s i n o p h i l
i n f i l t r a t i o n  i n  a 1 1 e r g i c  m i c e
A . 1 く o a r a i ,  M . 1 C h i n o s e ,  H .  s u g i 1 1 t a ,  S .  Y a m a g a t a ,  T .  H 且 杜 o n ,  K .  s h h 、 a t o
9 6 t h  i n t e r n a t i o n a l  c o n f e T e l 〕 c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T m ' o n t ,  c a n a d a ,  M a y  9 ,
2 0 0 0
1 0 3 6
C h o l i n e Y g i c  e x a g g a ' a t i o n  i n  c o p D  a i r w a y s :  r o l e  o f  p o s t l ' e c e p t o r  m e c h a n i s m s
a n d  a s t h m a t i c  c o m p o n e n t
S .  Y a m a g a t a ,  M . 1 C I 〕 i n o s e ,  Y .  M a s l 〕 i t o ,  H .  s u g i u r a ,  A .  K o a r a i ,  T .  H a 杜 o r i ,
K .  s h i r a t o
9 6 t l 〕  i n t e r n a t i o n a ]  c o n f a ' e n c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T o r o n t ,  c a n a d a ,  M a y  9 ,
2 0 0 0
1037Activation and h'ans(onning growlh factor (TGF)-1〕eta production in eo・
Sinophils by low mo]ecular weigl〕t l)yaluronan
Y. ohkawara, A. Tanaka, T.1Wasa]d, T. Kikucl]i, G. Tamura, K. shirato
96th intemalional confercnce AI"A/CLA 2000, Toront, canada, May 9,
2000
1038Dyspnea sensation to added resistive loading in patients w]1h obstnlctive sleep
apnea
W. Hida, Ye Tun, S. okabe, H.1くUrosawa, Y. Kikuc]〕i, M. Tabala, T
Kitamuro, T. Adachi, K. shirato
96th international conlerence ALA/CLA 2000, Toront, canada, May 9,
2000
1039E丘ects of GABA antagonisls il〕 a〕e nudcus tradus solitarii (NIS) on the
normoxic and ]〕ypoxic venti]ation in unanestlwtlzed rats
M. Tabata, H.1くUlosawa, Y. KilくUdli, H. ogawa, S.0]ζabe, Ye Tun, T
Adachi, T. KilamuTO, W. Hida, K. shirato
96tl〕 international conferencc ALA/CLA 2000, Toront, canada, May lo,
2000
1040Significance of slow vital capacjly in ]ung volume reduclion surgery in patients
With severe emphysema
H. Kurosawa, W. Hida, Y.1くikuchi, S. okabe, M. Tabata, Y. Tun, T
Adachi, T. Kitamuro, H. ogawa, K. shirato
96th internationa] conference ALA/CLA 2000, Toront, canada, Nlay 9,
2000
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1041E丘ects of ulyrotropin releasing honn01〕e on venlilation and chemosensiuvity
in patients with severe obsu'uctive s]eep apnea
S. okabe, YC Tun, W. Hida, H. Kurosawa, M. Tabata, T. Kitamuro, T
Adacl〕i, K.1くikuchi, K. shirato
96th internationa】 confcrence ALA/CLA 2000, Tor01]t, canada, May lo,
2000
1042Rigl)t Atrial Elech'OP]]ysi010gical changes caused by Long-1asting Atrial
FibriⅡation in Human
Shigeo Baba, Jun 工入lalanabe, Hiroshi Kato, Tsuyoshi shinozaRi, Masahito
Miura, Koji FU]ζUda, sunao Toda, Kunio shirato
NASPE 21SI Annua] scientific sessions, May 18,2000
1043Hen〕odynamic effed of nitric oxide inhalation using inspiratiorl-gated pulse
deⅡVcry and continuous delivery systems in pulmonary hypeNension
0. Kitamukai, M. sakuma, T. Takahashi, J.1keda,1<. shirato
World congress on Lung Healtl〕 and loth European Respiratofy society
Annual con即・ess, Florence 'γ'成12イF 8 上上H n
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m o n a r y  d i s e a s e  ( C O P D )  a i r w a y s
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A u s t t a l i a ,  o d o b e τ  1 5 - 2 0 , 2 0 0 0
1 0 4 7
A l t e r e d  F u n c t i o n  o f  c c R 3  i n  A c t i v a t e d  E o s i n o p h i l s
A .  T a n a k a ,  Y .  o h k a w a r a ,  G .  T a m u r a , 1 < .  S 1 1 i r a t o
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T a d a s h i  K i ] く U c h i ,  Y u i d 〕 i  o h k a w a r a ,  G e n  T a m u r a ,  K u n i o  s l ] i r a t o
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K .  s a n o ,  H .  s h i r o t a ,  T . 1 く i 1 ζ U c h i ,  G .  T a m u r a ,  K .  s h h ' a t o
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H i r o s h i  o k a m o t o ,  K u n i o  s h i r a t o
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]051AcdeTation of ca2+ waves by ca2+ dissociated 丘om myofilaments in intact
rat trabeculae
Y sugai, M Miura, Y wakayama, Y Kagaya, J watanabe, K shirato
AHA 73rd Annual scientiflc session, New orleans, NOV 14th,2000
Overexpression of von NviⅡebrand factor in the atrial endocal'dial endothelium
may be induced by med〕anical over]oad rather lhan atrialfibnⅡa{ion
Koji Kumagai, Mitsumasa Fukucl〕i, Jun ohta, shigeo Baba,]un
Watanabe, Koichi Tal〕ayas]〕i, Kunio sl】irato
AHA 73rd Annual sdentiflc session, New orleans, NOV 15th,2000
Gel〕e expression and il〕 situ ]ocalization of l'at diacylglycer011dnase isozymes in
normal and in{arctes hearts
MorⅡ]iko Takeda, Yutalくa Kagaya, Kunio shirato, Kaoru Goto



































1 0 6 0ア ン ジ オ テ ン シ ン 変 換 酵 索 1 川 筈 薬 轍 独 と ブ ン ギ オ テ ン シ ン 受 容 体 括 抗 築 併 用 の
い す れ が ラ ヅ ト 梗 舛 噺 髪 心 室 り モ デ リ ン グ 仙 川 川 こ 優 れ て い る か ?
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杉 江 」 モ , 加 賀 谷
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J l e ' ,
玲 , 手 塚 文 明 , 白 ナ 邦 リ 」
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越 H ・ 1 亮 司 , 谷 川 俊 f , 小 丸 辻 也 , " 士 邦 リ }
ノ ' . ,
田 小 光 1 唱 , く 絵 塚
フ C ,
第 備 同 臼 本 循 鴫 W i r ジ 会 総 会 京 都 平 成 1 3 年 3 刀 2 5 - 2 7 Π
1 0 6 6
E v i d e n c e  o f  i m p a i r e d  v a s o d i l a t o r y  s i g n a l t r a n s d u c l i o n  i n  h y p e r c h o l e s t e r o l e ・
m i a :  a n a l y s i s  o f  a ' o s s  t a l k  b e t w c e n  i s c h e n ] i c  m y o c a r d i u m  a n d  c o r o n a r y  v a s ・
C u l a t u t e
内 十 邦 屶
' ー ' ^
佐 心 光 一 , 小 丸 辻 也 , 塩 入 裕 樹 , 金 塚
y し ,
第 6 5 山 I  U 本 循 環 器 学 会 総 会 京 都 平 成 1 3 年 3  打 2 5 - 2 7 1 , 1
1068Transient stretch pulse can be atrl]ythmogalic through the acce]a'ation of
Ca2+ waves in intad trabeculae
YOSI〕inao sugai, Masahilo Mi山"a, Yuji wakayama, Nlasanori Hitose, YU・
taka Kagaya, Jun X入7ala】1abe, Kunio s]]irato
第651・1 Π人循環器学会京都十・成13η・3 打26日
E丘ed of defidency of cD38-cydic ADP-Tibose signaling syslan on ca2十
1〕andl]ng Ⅱ〕 cardiac muscle :1ts temperature dependency
Masanori Hirose, Masahito Miura, Yutaka Kagaya, Yoshinao sUσai, Yuji




































1 0 7 6プ ロ ス タ サ イ ク リ ン 持 続 卸 注 療 法 を 施 わ し た 原 発 性 肺 商 血 斥 症 8 例 の 検 討
1 布 橋 徹 , 佐 久 剛 聖 仁 , 緑 田 朽 i , 北 向 修 , 池 Ⅲ 丹 , 白 ・ し 邦 男
第 9 8 回  1 、 1 水 内 科 学 会 i M 演 会 横 浜 平 " 艾 1 3 年 4  門 1 4 H
E v a l u a t i o n  o f  o x i d a t i v e  S れ ' e s s  i n  p a t i e n t s  w l t h  h e a r t  d i s e a s e  b y  m e a s u r i n g
U r i n a r y  8 - i s o ,  P . G F 2 a
及 川 美 奈 子 , 小 メ L 達 也 , 岩 渕 燕 , 谷 川 俊 了 , 塩 人 裕 樹 , 田 小 光 昭 , 越 田
売 河 , 局 橋 淌 , 波 辺 淳 ,  1 ι 1 1 , ' り }
心 不 令 研 匡 t 会 仙 台 平 成 1 3 年 4 ナ ] 2 1 日
生 命 新 麦 予 測 囚 子 と し て の T - w a v e A Ⅱ e m a n s
1 _ U 田 亜 樹 , 波 辺 淳 , 古 関 義 人 , 金 野 裕 司 , 小 1 1 1 、 二 郎 ,  f i 田 直 , 伽 崎
毅 , 三 浦 菖 , 人 , 内 士 邦 屶
心 臓 確 女 姓 J 里 ペ ー シ ン グ 学 会 筑 波 平 成 1 3 年 5 刀 2 0 日
交 流 逃 流 の 催 不 柴 川 雨 乍 用 に お け る  V i r t u a l e l e c h ・ o d e  p a t t e m  の 市 要 牲
コ ン
ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 乘 ・ 要 性
戸 田 仙 二 , 篠 崎 毅 , 波 辺 淳 , 白 上 邦 男
第 1 6 1 回 日 木 ペ ー シ ン グ ・ 逃 女 U 上 醐 学 会 筑 波 平 成 1 3 午 5 月 2 0 - 2 2 日
心 室 細 1 動 に お け る  C r 北 i c a l  m a s S 仮 説 の コ ン ビ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ , ン ー 細
動 の 雛 持 1 ひ 必 要 な 媒 質 形 状 の 条 什 の 検 討
戸 田 直 , 篠 崎 毅 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 屶
第 1 6 1 引 Π 本 ペ ー シ ン ク . 地 気 牛 理 学 会 筑 波 平 成 1 3 年 5  打 2 0 - 2 2 日
心 筋 伸 展 と カ ル シ ウ ム 波
三 浦 昌 人 , 菅 井 鞍 尚 , 仏 瀬 尚 徳 , 波 辺 浮 ,  h ・ セ 邦 屶
群 牙 6 1 可 門 木 心 1 幟 ペ ー シ ン ク . 暗 気 ノ 卞 四 半 会 つ く ば 平 成 1 3 年 5  打 2 1 日
i N O S 欠 損 マ ウ ス に よ る ア レ ル ギ ー 反 応 後 の 気 遊 過 敏 性 及 び 好 酸 球 浸 潤 に ヌ 、 1 す
る 活 性 窒 京 類 の 役 割 の 検 肘
小 荒 井 児 , ・ ノ 瀬 1 下 和 , 杉 浦 久 敏 , 卞 許 j 1 リ 隶 文 , 1 」 _ 1 縣 俊 介 , 服 部 俊 夫 , 白
上 邦 躬
第  U 司 日 本 N 0 学 会 学 術 集 会 福 岡 平 成 1 3 午 5 刀 2 6 日
・ ' 触 化 * 素 1 汲 入 療 法 を 施 l j し た 心 室 中 隔 欠 損 症 の 一 例
闘 橋 徹 , 佐 久 間 卯 仁 , 出 1 町  1 順 , 縄 田 淳 , 北 向 修 , 内 上 邦 男
第 2 1 川 肺 高 血 圧 症 治 療 研 究 会 東 京 平 成 1 3 年 6 円  2 日
確 f ビ ー ム C T を 用 い た 原 発 一 " 姉 高 血 氏 症 の 右 心 機 能 而 平 価
出 町 順 , 佐 久 間 聖 仁 , 高 橋 徹 , 縄 田 淳 , 鎌 田 英 ^ ー , 北 向 修 , 一 三 浦
祥 子 , 杉 村 宏 ・ ・ 郎 , 角 道 紀 子 , 池 田 淳 , 白 十 邦 屶 , 石 出 偏 正
第 1 3 2 1 0 1 日 本 循 弓 γ 器 学 会 地 ノ j 会 盛 岡 平 成 1 3 年 6 月 9  Π
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】  9 8
1 0 9 4
原 発 1 、 村 姉 高 血 圧 疲 ( P P H ) 治 療 の 現 況 オ 加 こ エ ポ プ ロ ス テ ノ ー ル ( P G 1 2 ) 治
北 f に つ い て
ν ' : 久 剛 聖 仁 , 高 橘 徹 , 1 Ⅱ 町 順 , お Ⅲ _ f 1  淳 , 鎌 H 1 英 一 , 北 恂 修 , 池 田
浮 , 訂 上 邦 屶
芽 Π 備 1 川 Π 本 内 科 学 会 東 北 地 ノ j 会 占 森 平 成 1 3 イ に 9 打  8  Π
原 充 忰 肺 i 布 Ⅲ [ 圧 症 患 、 名 ' の 右 室 機 能 評 何 i ; 1 ・ 匠 負 石 Π こ よ る 右 室 形 態 変 化 の 検 肘
出 岡 } 順 , 佐 久 岡 聖 仁 , 高 橋 徹 , 縄 Ⅷ 淳 , 鎌 円 英 ・ ・ , 北 向 修 , 杉 村
宏 一 ' 郎 , 角 道 紀 ・ f , 池 川 浮 , 广 1 上 邦 屶 , 朽 出 仁 正
第 1 6 5 1 可 Π 木 内 科 学 会 東 北 地 ノ j 会 ・ 1 丁 森 平 成 1 3 イ 「 9  打  8 日
B e n e f i c i a l  E 丘 e c t  o f  A m i o d a t o n e  c o m l 〕 i n e d  w i t h  b - b l o c k e r  o n  v e n t r i c u l a r
F u n c t i o n  i n  p a t i a l t s  w i l h  c o n g e s t i v e  H e a r t  F a i l u l ' e
i 高 橋 子 典 , 篠 峪 毅 , 二 宮 本 帆 , 池 Ⅱ 1  浮 , 波 辺 淳 , 内 十 邦 屶
第 4 9 回  U 水 心 臓 病 学 会 学 術 条 会 ル U 島 平 成 1 3 年 9 打 2 4 日
B e n e f i c i a l  E a e d  o f  A m i o d a r o n e  c o m b i n e d  w i t h  b e t a - b l o c k e r  o n  v e n t r i c u l a r
F u n c t i o n  i n  p a t i e n t s  w i t h  c o n g e s t i v e  H e a r t  F a i l u r e
, 拓 橋 ■ 典 , む 判 崎 毅 , 、 ' 宮 人 縦 , 池 田 諄 , 渡 辺 淳 , 打 上 邦 屶
第 4 9 1 四 心 臓 病 学 会 広 島 、 F 成 1 3 午 9 月 2 4 - 2 6 H
ベ ー タ ー ブ ロ ヅ カ ー と ア ミ オ ダ ロ ン 併 刑 療 沽 の 心 、 1 謝 走 改 遮 効 果 に つ い て
多 田 博 ・ f 丁 劇 断 毅 , 1 拓 橋 孝 典 , 7 γ 宮 木 十 長 , 池 田 諄 , 渡 辺 諄 , 白 士 . 邦 リ }
第 6  川 ブ ミ オ タ ロ ン 研 究 会 東 」 H  平 成 1 3 仟 ・ 9  " 2 9 Π
肥 大 刑 心 筋 症 の 拡 張 j 朝 の 質 堅 性 小 均 ・ 性 に 対 す る 薬 剤 及 び ぺ ー ス メ ー カ ー の 効 果
鎌 田 央 ・ ・ , 小 岩 f f 郎 , 池 田 淳 , 後 j 係 淳 , 猪 i 村 1 幹 鮒 . ,  1 1 1 1 二 邦 男 , 木 1 _ [ ! 英
I j , 所 鵬 蔀 叔 子 , 大 平 美 化 , 千 柴 賢 治 , 長 谷 川 英 之 , 釡 j l ・ 斧 ,
芽 弗 8 1 川  H 木 眺 , 床 牛 . 旦 1 ! 学 会 総 会  1 火 1 _ 1 1  平 成 1 3 年 9  打 2 8 - 2 9 Π
心 判 [ ・ 片 に よ る ' 心 筋 収 新 酎 卯 制 の 臨 床 的 訓 1 明
小 岩 冉 部 , 鎌 川 英 ・ , 後 藤 淳 , 池 田 淳 , 猪 痢 川 ? 姉 , 白 士 邦 リ j , 長 谷 川
英 之 , 企 : j l ・ 浩 , 本 田 英 〒 j
第 3 8 叫 Π 本 1 加 . 床 生 瑠 y 1 会 総 会 秋 U _ 1  平 成 1 3 勺 三 9 1 } 2 8 - 2 9 Π
器 質 的 ' D 疾 恕 、 患 者 の  f 後 予 i 則 閤 f と し て の T - w a v e  A l t e m a n S  の 意 裟
1 」 _ 1 田 弛 樹 , 渡 辺 淳 ,  i 引 刈 筬 人 , 金 野 裕 司 , 小 山 二 郎 , j ゴ 田 直 , 二 宮 水
帳 , 篠 崎 毅 , 三 浦 月 人 , 广 1 ・ 上 J " り }
m 3 8 回 日 人 幣 床 生 理 学 会 総 会 秋 田 平 成 B 年 9 村 2 8 - 2 9 日
デ ジ タ ル ホ ル タ ー 心 雄 侠 W 剣 杉 の 次 元 解 析 一 ・ 非 線 形 解 析 に よ る 心 室 竹 不 ! 劃 脈
の 予 知 は 可 能 か ?
戸 川 心 , 岩 永 浩 明 , 古 1 刈 義 人 , 釡 野 ネ 谷 司 , 小 Ⅱ 」 ご ' 郎 , 波 辺 涼 , 白 士 邦
屶 , 小 沢 一 飢
1 上 休 カ オ ス 研 究 会 秋 Ⅱ _ 1  平 成 1 3 ζ r 9 j ・ ] 2 9 日
1 0 9 5
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1 0 9 7
1 0 9 8
1 0 9 9
1 1 0 0
1 1 0 1

























H08E丘ect of combination tha'apy with amiodarone and beta-bloC1ζer on ven・
tricular syst011C dysfunction ln patients lvith congestive heart fai1山'e
T. Takahashi, T. shinozaki, M. Ninomiya, J.11ζeda, J.訊latana】〕e, K
ShⅡ'ato
日木心不全学会仙台平成13年10村25-26Π
Elevation of oxidative stress in left va}h'icular failure and cardioprotective
e丘ect of nilric oxide release
Minalく0 oi]稔Wa, Tatsuya Komaru, Kaom lwabuchi, Kouichi sato, Hirold









1 1 1 1
C a 2 +  w a v e s  d e t e t m i n e  d e l a y e d  a f t c r d e p o l a r i z a t i o n s  a n d  c a n  b e  a r r h y t h m o ・
g e n i c  i n  i n t a c t  r a t  れ ' a b e c u l a e
菅 井 筬 尚 , 三 浦 昌 人 , 若 山 裕 司 , ル J 頼 尚 徳 , 加 賀 谷 ' 纏 , 白 士 邦 男
第 5 師 1  Π 本 心 不 全 学 会 学 術 条 会 仙 台 平 成 1 3 年 1 0 1 1 2 6 日
1 1 1 2
C h u r g - s t r a u s S  症 候 群 の ー 一 例
岩 崎  l f , 田 村 弦 , 佐 野 公 仁 夫 , 大 河 原 鮒 ・ ' , 城 田 英 和 , 邵 裟 深 ,  f l
士 邦 男
第 9  師 1  侍 副 ボ 1 揣 息 羽 f 究 会 往 Ⅱ 司 平 成 1 3 作 ・ 1 0 打 2 7 1 ヨ
1 1 1 3
I n c r e a s e d  e x p r e s s i o n  o f  v o n  w i Ⅱ e b r a n d  f a c t o r  i n  t h e  e n d o c a r d i a l  e n d o t h e l i u m
O c c u r s  a s  a  皿 ・ o t h r o m b o t i c  a l t e r a t i o n  i n  a t r i a l  f i b n l ] a l i o n  m v o l v i n g  s h ' u c t u r a l
r e m o d e Ⅱ n g
K o j i  K 山 〕 〕 a g a i ,  M i t s u m a s a  F u k u c l ] i ,  J u n  o h t a ,  s h i g e o  B a b a ,  K o i c h i
T a b a y a s h i ,  K u n i o  s h i r a t o
心 不 全 学 会 仙 台 平 成 B 年 1 0 打 2 6 - 2 8 Π
1 1 1 4
E F F E C T S  O F  C O M B I N A T I O N  T H E R A P Y  W I T H  A N G I O T E N S I N  C O N ・
V E R T I N G  E N Z Y M E  I N H I B I T O R  A N D  A T I  R E C E P T O R  B L O C K E R  O N
V E N T R I C U L A R  R E M O D E L I N G  A N D  S U R V I V A L  A F T E R  M Y O C A R D I ・
A L  I N F A R C T I O N  I N  R A T S
武 田 守 彦 , 泊 H 需 務 子 , 商 橋 沸 1 , ' 迫 玲 , 予 塚
Ⅱ Ⅱ
杉 江 正 , 加 賀 谷
」 エ 」 L  ,
文 明 , 白 ・ 上 邦 男
第 5 回 心 不 全 学 会 学 術 条 会 仙 台 平 成 1 3 年 1 ω 1 2 5 H
1 1 1 5
M y o c a r d i a l  p h o s p l ) o i n o s i t i d e  t u t n o v e r  c a n  b e  a s s e s s e d  b y  p o s i t r o n  e n 〕 ] s s l o n
t o m 0 即 ・ a P 1 1 y  w i t h  c - ]  1  1 a b e l e d  d i a c y l g l y c a ' o l i n  p a t i e n t s  w i l h  m y o c a r d i a l i n ・
f a r c t i 0 Π
安 田 聡 , 千 Ⅱ 1 邪 : イ 「 i , 社 吋 1 成 人 , 武 川 守 彦 , 1 ☆ 」 1 防 務
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
1 吐 1
_ 「 五 , . ,
今 堀 良 火 , 由 士 邦 男
f , 及 川 美 奈 子 , 山 根 山 理 子 , 野 乃 人 宏 , 1 係 井
ウ ι 二 ,
錦 5 1 回 日 本 心 不 全 学 会 学 術 集 会 仙 台 平 成 1 3 年 1 0 j 」 2 5 Π
G e o m e 廿 i c  c h a n g e  o f  t h e  n g h t  v a ] t r i c l e  i n  p a t i e n t s  w l t h  p r i m a r y  p u l m o n a r y
h y p e r t e n s i o n
D e m a d 〕 i  J ,  s a k u m a  M ,  T a k a h a s h i  T ,  N a w a t a  J ,  K i t a n 〕 u k a i  o , 1 1 祀 d a  J ,
I s h i d e  N ,  s h i t a t o  K
第 5 回 心 不 余 学 会 仙 台 平 成 1 3 年 1 0 打 2 6 日
1 1 1 6
O b s a ・ v a t i o n a }  s t u d y  o f  s u d d e n  c a l ' d i a c  d e a t ] 1  i n  p a t i e n t s  w ] t l 〕  c h r o n i c  l 〕 e a r t
f a i l u r e  i n  J a p a n
K o s e l d  Y , 工 入 l a t a n a b e  J ,  K o n - n o  Y , 1 k e d a  J ,  s a k u m a  M ,  K a g a y a  Y ,  s h h 、 a t o  K
第 5 回 心 不 令 学 会 仙 台 乎 成 1 3 仟 1 0 j ・ 1 2 6 Π
1 1 1 7
1118Apoptosis ln lschemia-reperfusion model of hypertrophic rat heart
Kakudou N, Nawata J,1Soyan徐 S, wang H, sugim山'a K,1keda, J, shiTato K
封巧回心不令学会仙台平成13年10打26日
プレナリーセッシ,ン 2 「心■巴大・心不全とカルシウムサイクリング」,
Deficiency of cD38-cydic ADP-ribose signaling system causes cardiac








A NOVEL FAMILIAL DILATED CARDIOMYOPATHY WITH ATRIAL-






























1 1 2 6
循 我 γ 器 総 介 医 潦 的 心 エ コ ー 検 査 桃 告 、 牛 作 製 の 試 み 一 楠 易 東 洋 医 ツ 巾 勺 1 川 診 併
用 の イ ・ 」 川 竹 : ・
片 寄 人 ,  1 ι 1 卜 J 3 リ }
第 1 9 1 回  U 人 東 汀 斗 魯 乎 会 東 京 Ψ 成 B 年 Ⅱ 門 2 5 Π
原 発 性 肺 品 肌 圧 症 患 者 の 血 行 動 態 と イ i 室 り モ デ リ ン グ
Ⅱ _ 1 町 順 , 佐 久 階 凹 1 仁 , 商 橋 徹 , 縄 田 涼 , 鎌 Ⅱ 1 英 ・ , 北 向 修 , 杉 村
宏 ・ 一 郎 , 角 道 紀 ・ f , 池 田 淳 , 广 1 上 邦 屶 , イ 1 出 イ . 門 f
平 成 B 仟 J 卿 早 生 省 特 定 疾 悲 阿 存 Υ 1 「 業 呼 吸 不 令 研 究 班 総 会 、 東 京 平 成 1 3
年 1 2 j ] 1 4 日
Ⅲ 群 抗 不 整 脈 薬 M S - 5 5 1 の カ ル シ ウ ム 波 に 刈 す る 影 糾
渡 辺 淳 , " ・ 上 邦 屶
1 1 1 ,
広 瀬 尚 徳 , 、 、 1 浦 昌 人 , 菅 井 綻 尚 , 加 賀 谷
「 工 呈 . ,
第 1 4 1 0 1 心 臓 性 急 死 研 究 会 東 京 平 成 1 3 郁 1 2 打 2 2 Π
T h e  m a g n i t u d e  o l t r a n s m u r a l  h e t e r o g e n e i t y  a s  a  d e t e r m i 1 1 a n t  f a d o r  f o r
L V E D p  e l e v a 壮 o n  i n  H C M  p a t i e n t s
K o i w a Y ,  K a n l a d a  H , 1 k e d a J ,  s h i r a t o  K ,  H o n d a  H ,  K a n a i H ,  n a s e g a w a  H ,
S a i t o h  Y
2 0 0 1  1 E E E  l n t e r n a t i o n a l  u l h ' a s 0 1 〕 i c s  s y m p o s i 山 n ,  A u a n t a ,  G a . 2 0 0 1
T h e  r e l a t i o n s h i p  b e れ V e e n  m i 仇 ' o v o l t - 1 e v e l  T  w a v e  a l t e r n a n s  a n d  m y o c a r d i a l
i n h o m o g e n e i t y  i n  c a r d i a c  l ) y p a ' t r o p h y
Y u j i  K o n n o ,  J u n  w a t a n a b e ,  K u n i o  s h i r a t o
N A S P E  2 2 n d  ボ ス ト ン 平 成 1 3 介 二 5  打  2  - 5  0
A 1 1 e r g i c  a i r w a y  h y p e r N s p o n s i v e n c s s  a n d  e o S Ⅱ 〕 o p h Ⅱ  i n { i l t r a t i o n  l n  l , ー ] 〕 i s t l d 1 Π e
d e c a r b o x y l a s e  g e n e  k n o c k o u t l n i c e
A . 1 く o a r a i ,  M . 1 C h i n o s e ,  H . 0 ] 1 t s u ,  S . 1 S h i g a l d ,  S .  Y a m a g a t a ,  H .  s u g i u r a ,  E
S a k u r a i ,  A .  K I U ' a n ] a s u ,  T .  w a t a n a b e ,  T .  H a l t o n ,  K .  s h i r a t o
I n t e r n a t i o n a l  c o n ι e r e n c e  A L A / C L A  2 0 0 1 ,  s a n  F r a n c i s c o  ' 舮 成 ] 3 ・ , 1 二  5  刀
2 1  Π
C O P D
E a e c t  o f  l u n g  v o l u m e  r e d u c t i o n  s u r g e r y  o n  a Ⅱ ' w a y  r e s p o n s l v e n e s s  m
S u b j e d s :  r o l e  o f  e l a s l i c  r e c o i l  p t e s s u r e  a l ] d  a i r w a y  c a l i b e l '
S .  Y a m a σ a t a ,  M . 1 d 〕 i n o s e ,  H .  s u g i 1 1 1 ' a ,  A .  K o a r a i ,  N .  T a j i m a ,  T .  H a t t o n ,
1 < .  S 1 1 Ⅱ ' a t o
I n t e m a t i o n a l  c o n f e T e n c e  A L A / C L A  2 0 0 1 ,  s a n  F r a n c i s c o  ' 1 り 女 B 仟 ・  5  j j
2 3 日
C O P D
E f f e c t  o f  l u n g  v o l u m e  r e d u c t i o n  s u r g e t y  o n  a l r w a y  r e s p o n s l v e n e s s  l n
S u b j e c t s :  r o l e  o f  e l a s l i c  r e c o i l  p r e s s u r c  a n d  a i r w a y  c a l i ] 〕 e t
M . 1 d 〕 i n o s e ,  S .  Y a m a g a t a ,  H .  s u g i u r a ,  A .  K o a r a l ,  K .  s h i r a t o ,  T .  H a t t o r i
E u r o p e a n  R e s p i r a t o r y  s o c i e t y  A n n u a l  c o n g r e s s ,  B e r Ⅱ n  、 ' γ ゛ ' と 1 3 ' F  9  j 三 1
2 3 日
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1134Chcmotactic peptide stimulati011 0f large conductance, ca]cium-activated
Potassi山n (maxi-K) channels in pm'cine Ⅱ'adleal smoou〕 muscle ceⅡS
M. N丑ra,1<. sasamori, T. sasaki, H. ogawa, K. S]1h'ato, T. Ha杜ori
200I ERS, Berlin, Germany, september 25,2001
N-formyl Mel一上eu-phc (fMLP), a microbe-derived cl〕emoattractant for
Icucocytes, aCれVates porcine airway submucosal g]and acinar ceⅡS
K. sasamori, T. sasald, M. Nara, T. Tamada, K. shirato, T. Ha杜ori
200I ERS, Berlin, Germany, scptelnber 25,2001
Ca2+ waves can be Arrythmogenic Thorough the lncrease in Delayed Af・
terdepo]arizationS Ⅱ] 1ntact Rat Trabeculae
Sugai Y, Milu'a M, wakayama Y, Hirose M, Kagaya Y, shirato K
74t】1Annua] sdentific Meeting of American Heart Assodation, Anaheiln,
U.S.A., NOV.12,2001
Evidence ol impah、ed vasodilatory signa1 廿ansduction in hypercholesta'ole・
mia: analysis of cross ta]k between ischen]ic myocardium and coronary vas・
CU]at1Ⅱ、e
Kouichi sato,1'atsuya Komaru, Hirold shioiri, Masaharu Nakayama,
Hitos]〕i Kanatsuka, Kunio shira加
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喘 息 、 恕 、 者 に お け る 長 剛 吸 入 ス テ ロ イ ド に よ る 気 道 過 敏 性 改 善 の 規 定 因 イ の 検 討
駒 木 裕 ・ 、 , 田 島 心 美 , ・ 、 ノ 瀬 j f 和 , 杉 浦 久 敏 , 戸 1 搭 雅 文 , 仕 " 縣 俊 介 , 小 荒
井 児 , 大 河 原 鮒 一 ・ , 佐 野 公 仁 夫 , 田 村 弦 , 白 上 邦 男 , 服 部 俊 夫
又 ( 道 過 敏 性 研 究 会  2 0 0 2 年 3 ナ 」 1 6 制
X a n t h i n e  o x i d a s e ( × 0 ) 川 [ 害 剤 の 慢 性 閉 来 性 所 W 矣 患 ( C O P D ) 気 道 へ の 効 果 に
つ い て
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 戸 f 搭 雅 文 , 1 駒 人 裕 一 , 小 荒 井 晃 , ロ _ 1 縣 俊 介 , 内
・ 上 邦 屶 , 服 部 俊 夫
気 道 過 敏 性 研 究 会  2 0 0 2 年 3 月 1 6 日
気 道 平 滑 筋 イ オ ン チ ャ ネ ル の り ン 酷 化 に よ る 活 性 制 御 機 枇
奈 良 正 之 , 笹 森 寛 , 白 十 邦 屶 , 服 部 俊 夫
L C S  研 究 会  2 0 0 2 年 4  阿  5 日
野 科 に お け る 原 発 性 肺 商 血 氏 症 恕 、 老 の プ ロ ス タ サ イ ク リ ン 在 宅 治 療 に つ い て
商 橘 徹 , 佐 久 惜 偶 町 二 , 出 町 順 , 縄 田 淳 , 鈴 木 潤 , 北 向 修 , 伯 道
紀 子 , 杉 村 宏 ・ 一 郎 , 池 田 淳 , 白 士 邦 男
錦 ' 6  回 束 北 肺 循 環 研 究 会  2 0 0 2 イ F 4 1 } 2 0 日
「 " 則 祠 肺 商 血 圧 症 の 血 行 動 態 的 特 徴 」 泉 発 性 高 血 圧 症 と の 比 較
北 向 修 , 佐 久 制 聖 仁 , 高 橋 徹 , 出 町 順 , 縄 田 浮 , 杉 村 宏 ・ 一 郎 , 角
道 紀 子 , 鈴 木 潤 , 池 田 淳 , 白 十 邦 男
第 6  回 東 北 1 姉 循 環 研 究 会  2 0 舵 年 4  打 2 0 日
原 発 性 商 血 圧 症 に 刈 す る 脳 死 両 g 弸 姉 移 柚 の 一 例
岡 田 克 典 , 松 村 柿 二 , 島 田 和 圭 , 佐 波 暫 , 佐 心 雅 美 , 鈴 木 聡 , 遠 藤 千
顕 , 星 川 康 , 近 藤 丘 , 高 橋 徹 , 佐 久 冏 聖 仁 , 池 円 淳 , 白 士 邦 男
第 6  回 東 北 肺 循 環 研 究 会  2 0 0 2 年 4 月 2 0 日
虚 Ⅱ 叶 ■ 心 疾 患 患 者 に お け る 心 基 部 か ら 心 尖 部 へ の 段 階 的 な 心 筋 血 所 部 章 誓 の 検 出
- 1 3 N ー ア ン モ ニ ア P E T を 用 い た 検 討 一
大 谷 宏 紀 , 田 巻 健 治 , 野 崎 英 二 , 遠 藤 秀 規 , 仇 々 木 敏 秋 , 寺 1 1 奇 ・ 一 典 , 商 橋
白 士 邦 屶
, 1 [ 1
恒 男 , 加 賀 谷
、 , 4 ,
第 9 回 仁 , 岳 己 念 サ イ ク ロ ト ロ ン ・ セ ン タ ー 共 同 利 用 充 表 会 盛 岡  2 0 促
年 5 月 Ⅱ Π
メ ' 室 収 縮 不 全 を 有 す る 慢 性 心 不 全 患 者 に 対 す る ア ミ オ タ ロ ン と β 遮 断 薬 併 用
療 法 の 有 効 性 に つ い て
高 橋 孝 映 , 篠 崎 毅 , _ 二 宮 木 級 , 池 田 淳 , 波 辺 淳 , 白 十 邦 男
仙 台 心 不 全 研 究 会  2 0 0 2 年 5  門  1 1 日
心 筋 の 不 均 一 収 縮 と 不 1 劃 脈
若 山 裕 司 , 三 浦 昌 人 , 述 藤 秀 晃 , 広 神 貞 尚 徳 , 菅 井 裳 尚 , 加 賀 谷
i 皮 辺
! Ⅱ [
」 1 ゛ . ,
淳 , 白 卜 づ 弔 男 ,  B D M  s t u y v e r s ,  H E D J t e r  K e 川 ' S
R T D  研 究 会  2 0 0 2 年 6 月 3  Π
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X 即 t h 血 e o x i d a s e 1 川 害 剤 に よ る  C O P D 気 道 で の 活 性 * 系 征 1 辛 牛 抑 缶 畉 力 果
杉 浦 ク 、 敏 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 , ノ 〒 ゛ i 邪 1 文 , 駒 木 裕 一 , 小 荒 井 晃 , 1 _ 1 _ 1 縣 俊 介 , Π
士 邦 男 , 服 部 俊 犬
A i r W 符  C l u b  i n  S 印 d a i  仙 台  2 0 0 2 イ r  9  刀 2 1 日
当 院 に お け る ブ ミ オ ダ ロ ン 朔 始 Ⅲ と 肺 合 併 症 に つ い て の 検 制
遠 際 秀 児 , 篠 崎 毅 , 佐 喋 公 雛 , 多 Π 1 陣 f , 深 堀 耕 平 , 広 瀬 尚 徳 , 品 橋 孝
典 , 大 友 淳 , 熊 谷 浩 司 , 杉 1 [ 正 , 若 山 補 " 1 , 八 人 申 也 , 苅 部 明 彦 , 汝 1 1
裕 隆 , _ 二 浦 昌 人 , 福 地 沸 川 ' , 渡 辺 淳 , 白 十 邦 リ 」 , 功 → 1 イ 建 汰 郎 , 菊 池 淳
ブ ミ オ タ ロ ン 研 究 会  2 0 0 2 年 9  打 2 5 訂
野 施 設 に お け る エ ポ プ ロ ス テ ノ ー ル の 導 入
商 橋 徹 , 佐 久 卿 聖 イ 、 : , 出 町  1 順 , 紲 川 淳 , 鈴 木 湘 , 北 向 修 , 角 道
紀 子 , 杉 村 宏 ・ ・ 郎 , 池 田 淳 , 白 士 邦 屶
第  1 回 フ ロ ー ラ ン 治 療 研 究 会  2 0 0 2 イ 下 1 0 河 1 2 日
冠 微 小 4 刎 脈 ト ー ヌ ス に 文 1 す る 心 筋 1 1 - 1 来 の 血 管 拡 W 長 1 人 卜 f の 影 糾
白 士 邱 男
゛ - 1 ; ,
武 田 符 , 小 丸 達 也 , 商 橋 克 明 , 佐 ル 4 光 ・ ・ ・ , 金 塚
フ L ,
第  9  回  C V  フ ォ ー ラ ム  2 0 0 2 年 1 0 月 1 8 Π
卸 リ 抱 外 低 カ リ ウ ム に よ り 1 _ Π 現 す る  H E R G チ ャ ネ ル の ユ ニ ー ク な 噛 性
沼 U 裕 降 , 深 堀 耕 平 , 渡 辺 淳 , 白 士 邦 リ 」
第 9  回 心 血 管 セ ミ ナ ー  2 0 0 2 午 1 0 打 2 4 日
急 竹 型 か ら 慢 性 肺 血 栓 楽 栓 症 件 肺 商 血 圧 症 に 移 行 し た 1 例
局 橋 徹 , 佐 久 問 聖 心 , Ⅱ _ 1 町  1 順 , 縄 円 淳 , 鈴 木 湘 , 北 向 修 , 角 道
紀 子 , 杉 村 宏 一 郎 , 池 田 淳 , 白 上 邦 男
第 9  邑 1  肺 塞 栓 症 研 究 会  2 0 0 2 年 Ⅱ 上 1 2  H
似 牲 肺 血 栓 塞 枠 ■ 村 姉 高 血 圧 症 に つ い て 一 急 性 例 と の 比 岐
イ ノ ' 1 久 階 1 聖 イ ・ : , 商 橋 徹 , 出 町  1 順 , 鈴 木  1 剛 , 縄 田 淳 , 北 向 修 , 池 Π 1
浮 , 白 十 邱 屶
第 9  回 肺 塞 栓 症 研 究 会  2 0 促 年 ・ H 打  2 日
ペ ー ス メ ー カ ー リ ー ド 心 房 単 極 リ ー ド を I C D  に 転 用 し た イ 列
遠 藤 秀 晃 , 佐 藤 公 挑 , 多 田 博 子 , 深 堀 耕 平 , 広 瀬 尚 徳 , 高 橋 孝 典 , 大 友
瀞 . , 杉 江 止 , 字 Π 」 _ 1 裕 司 , 苅 部 明 彦 , 沼 Π 裕 1 峯 , 篠 崎 毅 , _ _ 」 浦 P ' 人 , 渡
辺 淳 , 白 士 邦 男
第 1 3 回 仙 台 施 気 生 理 ! 仙 究 会  2 0 呪 年 Ⅱ 河 2 7 日
ア ミ オ ダ ロ ン に よ っ て 収 締 機 能 が 改 善 す る 慢 性 心 不 全 症 例 が 存 在 す る
遠 藤 秀 兒 , 篠 崎 毅 , 佐 際 公 雄 , 多 田 博 子 , 深 堀 耕 平 , ル § 頼 尚 徳 , 高 橋 孝
典 , 人 友 淳 , 熊 谷 浩 司 , 杉 Υ 上 正 , 若 1 1 _ 1 裕 河 , _ 三 浦 凸 人 , 八 木 申 也 , 刈
部 明 彦 , 沼 U 裕 1 難 , 二 宮 本 祁 , 福 地 満 正 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 屶 , 冰 井 健 次
郎 , 菊 池 淳 ・ ー
第 2 回 東 北 ア ミ オ ダ ロ ン 研 究 会  2 0 0 2 年 1 リ 氷 扣 日
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1170Visualization ofincreased myocaTdial phosphoinositide turnover uslng posltron
emission tomograpl〕y with 11C-1abeled diacylglycerolin patients with my・
Ocardialinfarction
Hirold otani, Yutaka Kagaya, YOSI〕io lmahon, satoshiYasuda, Masanobu
Chida, shigeto Namiuchi, Morihiko Takeda, Minako oi1仏Wa, Ryo FujⅡ,
Hiroshi Nonogi, K山〕io shirato
Scientific Meeting of the America11 Heart Association, chicag0 2002ヰι
11j119Π
1171Evaluation of heart-rate turbulence as a new prognostic marlくer ln patients
With chronic heart faⅡ山'e
Koyama Jiro,工入7atanabe Jun, Yamada Ald, Koseki Yoshilo, Konno Yuji,
Toda sunao, shinozaki Tsuyoshi, Miura Masahito, FURuchi Mit飢ln〕asa,
Ninomiya Nototugu, Kagaya YUねka, shirato Kun]0
NASPE 20舵イr・5j] 8日
207
1172Assessment of Exa'cise-1nduced T一工入lave AⅡernans as a prognostic Marker
for The Deterim'ation of Heart Failure
Yamada Aki, watanabe Jun, Toda sunao,1くon-no Yuji, Koyama Jiro,
Koseki Yoshito, Ninomiya Nlototsugu, shinozala Tsuyoshi, shlrato KUI]io
NASPE 20024F 5 乃 100
1173The progression and prognosis of pulmonary vascular 01〕stl'uctive diseases and
rig11し Ventricularhypa、trophy
Jun Delnachi, Masahito sakun〕a,10htu TaRal〕ashi, Jun Nawata, osan〕U
Kitamukai, Jun l]紀da, Nob脚nasa lshide, Kunio shira加
America11 T]〕oracic society, Atlanta 2002イ1三 5 j、121 し1
1174、Π〕e prevention of stl'eptococcus pneumoniae lnvasion by malrix-degtading
enzyme mhibit0玲
Hayashi K, ohn0 1, okada s, Nishima]d K, Hattori T, shiYato K
ATS 2002年5 ナ122H
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R e l a t i o n  b e t w e e n  h e m o d y n a m i c s  a n d  r i g h t  v e n れ 、 i c u ] a r  h y p e r t r o p h y  m a y  a H e c t
S u r v j v a l  a n d  s e v e r i t y  o f  t h e  d i s e a s e  i n  p a t i e n t s  w i t h  p r i m a r y  p u l m o n m " y
h y p e r t e n s l o n
J u n  D e m a d l i ,  M a s a h i l o  s a k u m a ,  T o h r u  T a k a h a s h i ,  J u n  N a w a t a ,  o s a m u
K i t a n 〕 u k a i ,  J u n  l k e d a ,  N 0 1 〕 u l n a s a  l s h i d e ,  K u n i o  s h i r a t o
E u r o p e a n  R e s p i T a t o r y  s o c i e t y ,  s t o c k h o l m  2 0 0 2 1 F  9 1 j 1 5  Π
1 1 7 6
I n 1 1 i b i t i o n  o f  n i t n c  o x i d e  即 ' o d u c t i o n  u n m a s I く S  u l e  v a s o c o n s l r i c t o t  s i g n a l  d e r ・
i v e d  h 、 o m  i s c h e m i c  m y o c a r d i u m
K a t s u a l d  T a 】 く a h a s ] 1 i ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  s a t の ' u  l a l く e d a ,  K o u i c h i  s a t o ,
H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  K u n i o  s h i r a t o
C o n 即 ' e s s  c m ' d i o v a s c u ] a r  s y s t e m  D y n a m i c s  s o c i e t y  2 0 0 2 イ 手 1 0 j 1 1 4  Π
1 1 7 フ
M y o c a r d i u m - d e r i v e d  v a s o d i l a t o r  s i g n a l s  c o u n t e r a c t  m y o g e n i c  t o n e  o f  c o r o n a ・
r y  a r t e r i a l  m i c r o v e s s e l s  a t  r e s t
S a t o r u  T a k e d a ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  K a t s u a l d  T a 1 ζ a h a s h i ,  K o u i c h i  s a t o ,
H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  K u n i o  s h i r a t o
C o n 即 ' e s s  c a r d i o v a s c u l a Y  s y s t e n 〕  D y n a m i c s  s o c i e t y  2 0 0 2 左 1 三 ] o j } 1 4  Π
1 1 7 8
A  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  T  w a v e  a l t e r n a n s  a n d  l e f t  v e n t r i c u l a t  m e c h a n i c a l  a l ・
t e m a n s  i n  d i l a t e d  c a r d i o l n y o p a t h y
Y u j i  K o n n o ,  J u n  N 入 l a t a n a b e ,  Y o s h i t o  K o s e l d ,  J i r o  K o y a n l a ,  s u n a o  T o d a ,
Y o s h i h i t o  s a k u m a ,  J u n  l k e d a ,  K u n i o  s h i τ 且 t o
C a r d i o v a s c u l a r  s y s t e m  D y n a m i c  s o d e t y  2 0 0 2 年 1 0 打  1 4  H
1 1 7 9 E F F E C T S  O F I N C R E A S I N G T H E D O S E  O F A C E  I N H I B I T O R A N D  A D D ・
I N G  A T I R E C E P T O R  B L O C K E R  A F T E R  T H E  E A R L Y  I N I T I A T I O N  O F
A C E  I N H I B I T O R  I N  A C U T E  M Y O C A R D I A L  I N F A R C T I O N
杉 江 ル , 加 賀 谷 艘 , 武 Ⅱ 1 守 彦 , 矢 作 浩 ・ ・ ・ , 高 橘 務 ・ f , ● H 而 淵 , - 1 宮
木 桜 , 波 辺 淳 , 一 迫 玲 , 手 塚 文 明 , 由 十 邦 男
第 1 5 回  C S D S  2 0 0 2 年 1 0 月 1 4 Π
1 1 8 0
M y o c a r d i u m - d e r i v e d  v a s o d i l a t o r  s i g n a l s  c o u n t e r a c t  m y o g e n i c  t o n e  o {  c o r o n a ・
r y  a r t e r i a ]  m i r o v e s s e l s  a t  r e s t
K a t s u a l く i  T a k a l ] a s h i ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  s a t o r u  T a k e d a ,  K o u i d 〕 i  s a t o ,
H h ・ o s h i  K a n a t s u k a ,  K u n i o  s h i r a t o
A m e r i c a n  H e a r t  A s s o c i a t i o n ,  c h i c a g 0  2 0 0 2 年 1 1 月 5  Π
1 1 8 1
A d U 1 1  b o n e  m 釦 ' r o w  c e Ⅱ S  w i t h  e a l ' 1 y  v a s c u l a T  p t o g e n i t o r  p r o p e r t i e s  c a 1 1
d i f f e r e n t i a t e  i n t o  c a r d i o m y o c y t e s
渡 辺
r f ι 1
苅 部 明 彦 , 大 ク J 呆 直 , 八 木 小 也 , 伊 藤 健 太 ,  f  文 娜 , 加 賀 谷
' 1 丁 1 . ,
淳 , 帯 刀 益 夫 , 白 士 邦 屶
A n w r i c a n  H e a r t  A s s o c i a t i o n  2 0 0 2  S d e n t i f i c  M e e t i n g  2 0 0 2 1 F U  1 1 1 8 日




Heart Fai11Ⅱ'a Therapeutic Horizon 2002年12ナ」 6 0
1183The magnitude of h'ansmura111eterogeneity as a determinant factor for
LVEDp elevation in HCM patients
K0武Va Y, Kan〕ada H,11祀daJ, shirato K, Honda H, KanaiH, HasegawaH,
Saitoh Y






























1 1 9 0
2 0 0 リ F の 宮 城 県 に お け る 肺 血 怜 楽 栓 症 の 発 小 状 況
1 高 橋 徹 , 仇 久 間 聖 イ ニ , 小 1 衷 Π 出 大 , 興 野 Y ド 樹 , 小 田 介 弘 典 ・ , 釡 沢 正 畍 ,
イ ノ E 1 娘 成 和 , 八 巻 埀 ι 札 , 石 出 イ ' 1 f ,  j N 「 Π 沙 , イ 1 Ⅷ 新 ・ ー ' , Ⅱ 1 林 1 恍 一 , 白 ・ 1 t 」 " り }
第 1 3 5 1 田 H 本 循 瑞 器 仟 学 会 東 北 地 ノ ) 会 平 成 1 5 年 2  乃 2 2 日
' 心 筋 釧 胞 形 質 へ の 転 換 能 を 右 す る 骨 徹 細 胞 は 初 川 Ⅲ Ⅱ 管 細 胞 の 4 ! 1 ・ 微 を イ i す る
苅 部 明 彦 , 大 久 保 1 1 ! 〔 , 八 人 卓 也 , 0 " 藤 健 太 , 王 文 洲 , 加 賀 谷
波 辺
' 1 1 1
f 1 丁 r . ,
淳 , 帯 刀 益 火 , 白 十 邱 屶
第  2 1 旦 1 日 本 再 牛 医 号 y 1 会 平 成 1 5 年 3  門  1 1 Π
C O P D の 病 因 と 病 態 生 醐 : 活 枇 窒 業 種 の C O P D 抽 態 へ の 関 リ
小 抗 井 児 , ・ ・ ソ 瀬 正 和 , 杉 浦 ク 、 敏 , 戸 i 埒 町 f 文 , 小 川 治 l f , 駒 木 裕 一 , 内
十 邱 屶 , 服 部 俊 夫
冴 H 3 1 川 Π 本 呼 吸 器 学 会 総 会 ( 福 岡 ) 平 成 1 5 年 3  打 巧 Π
気 道 炎 症 モ ニ タ ー リ ン グ か ら み た 噴 症 1 喘 忘 、 の 抽 態 生 皿
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 ' 和 , 戸 1 1 } f 雅 文 , 小 川 1 告 正 , 小 荒 井 晃 一 駒 木 裕 一 , Ⅲ
村 弦 , 白 し 邦 男 , 服 部 俊 火
Π 本 呼 吸 器 学 会 平 成 1 5 午  3  刀  1 5 1 _ 1
P o s s i b l e  e 丘 e c t i v e n e s s  o f  c o m b i n a t i o n  t h a ' a p y  m  p a t i e n t s  w i t h  s e v a ' e  p u ] m o ・
n a r y  h y p e r l e n s i o n
S a k u m a  M a s a 1 1 i t o ,  T 0 1 〕 r u  T a k a l ] a s h i ,  J u n  D e m a c ] 1 i ,  J u n  s u z u k i ,  J u n
N a w a t a ,  o s a m u  K i t a m u ] く a ] ,  K u n i o  s h i r a t o
第 6 7 匝 田 木 循 環 辯 学 会 総 会 輪 副 吊 D  平 成 1 5 年 3  牙 2 8 日
A d u ] t  B 0 1 ) e  M a l ' r o w  c e Ⅱ S  w i t l 〕 れ ' a n s d i 任 e t e n t i a t i o n  p o t e n t i a l f o r  c a r d i o m y o ・
C y t e s  p o s s e s s  t l ] e  e a r l y  v a s c u l a r  p r o g e n i t o r  p r o p e r t i e s  a n d  a c t i v a t a b l c
C a l ' d i o m y o c y t e  d i 丘 e r e n t i a t i o n  s y s t e m
A k i 1 1 i k o  K a r i b e ,  T a d a s h i  o k u b o ,  T a k u y a  Y a g i ,  B O 0 1 1 1 1 0 o i  o n g ,  K e n t a  l t o h ,
J u n  w a t a n a b e ,  M a s u o  o b i n a t a , 1 く U n i o  s h h ' a t o
第 6 7 山 I H 木 循 喋 器 学 会 総 会 ( 禰 岡 ) 〒 成 巧 年 3 乃 2 8 Π
I m p a c t  o (  a c u t o n o n ) i v  n e r v e  s y s t e m  a c t i v i t y  i n  p a t i e n t s  w i l h  h e a r t  f a Ⅱ U r c  a n d
S l e e p  a p n e a  s y n d r o m e
T a k a Ⅱ o r i T a k a h a s h i ,  T s u y o s h i  s h i n o z a ] d ,  K o u i c h i r o u  s u g i m u r a ,  H h ' o m a ・
S a  o g a w a ,  N l i n a l く 0  o i l く a w a ,  N l a s a h i t o  s a k u m a ,  J u n  w a t a n a b e ,  S I 〕 h ' a t o
K u n i o ,  s h l n i d 〕 i  o k a b e
鮮 拓 7 1 回 H 木 循 環 器 学 会 総 会 ( 福 冊 D  平 成 1 5 年 3  打 2 8 Π
I n c i d e n c e  o f  c h 丁 o n i c  p u ] m o n a t y  t h r o l n b o e m b o l i s m  i n  J a p a n  辻 ' e s U Ⅱ S  o f  a  l n u l ・
t i c e n t e r  r e g i s t r y  i n  J a p a n e s e  s o c i e t y  o {  p u l m o n a r y  E n 〕 b o l i s m  R e s e a r c h
( J a s p E R )
M a s h i o  N a k a m u r a ,  N o b u h h ' O  T a n a b e ,  M a s a h i t o  s a k 山 n a ,  Y o s h i y u ] a
M i y a l 〕 a l ' a ,  N o r H u m i  N a l く a n i s h i ,  N o r i k a z u  Y a n 鳳 d a ,  T a k a y u k i  K u r l y a m a ,
T a k e y o s h i  K u n i e d a ,  K u n i o  s h i r a t o ,  T s u n e a l d  s u g i m o t o ,  T a l { e s h i N a ] く a n o
第 6 7 1 回 H 木 循 環 器 学 会 総 会 ( 福 1 岳 D  平 成 1 5 年 3 j ・ 1 2 8 Π
1 1 9 1
1 1 9 2
1 1 9 3
1 1 9 4
1 1 9 5
1 1 9 6
1 1 9 7
1198APPⅡCation of FDG-PET. for Assessma]t o{ Disease severiw and the Ef・
ficacy of Trcatmenlin patients with pulmonary Hypa'tension
Nlinako oilくawa, Hh"old otani, Yuta]くa Kagaya, Masahito sak山na, Jun
Da〕〕achi, Toru Takahasl〕i, Jun Nawata, Kunio shirato
1_1本循喋器学会平成15イ「・3 」・128 U
1199Inhibilion of Nitric oxide pl'oduction unn〕askes t】]c vasoconstrictor signa](S)
Denved from lscl〕emic Nlyocardium
Kalsuald lakahas]〕i, Tatsuya Komanl, satoru Takeda, Kouichi salo,
Hh'OS]1i Kanatsuka, K11nio sl〕irato
第67回H本循喋器学会総会●引mD 、r成15イ1二3 打281_1
1200Bela adl"energic signal】ng pathway is not in〕pan'cd in d〕ronica11y unloaded
hearts
1くCnla lto, Masaharu Nakayama, Bever]y H LoreⅡ, Kunio shⅡ'ato
第67山IH本循鷄洲シγ会総会qmⅢD 平成15年3 打28Π
1201Transfa'able vasom0加r signals hom Myocardiun〕 Attenuate the Myogenic
Response of coronary Microvessels
Satoru Takeda, Tatsuya Komal'U, Katsuaki Talくahashi, Kouid〕i sato,




New Experimental Model of NonunHorm Excitation-contracuon couP11ng Ⅱ〕
Rat cardiac Musde: Triggering of ca2+ waves and An'hytl]mlas
Yuji wa]くayama, Masahito Miura, Hidea]d Endo, Masanori Hh'ose,
YOSI]inao sugai, Yuta】くa Kagaya, Jun watal〕abe, Kunio sl)iralo, Henk
EDJ te11くe磁'S
第671川臼水循環器学会総会(福1岡)平成15イr・3J・129H
1203Inotropic e丘ed of Nifelくa】an11n monocrotaljne-induced right ventriculal
hyperし1'ophy and heart faⅡUre
Masanori Hirosc, Masahito Mi山'a, Hideald Endoh, Yuji工入lakayan)a, Mit・
Sumasa Fuk11d〕i, Yutaka Kagaya, Jun watanabe, Kunio shh'ato
第67山1日本循環器学会総会(福1岡)平成15イに3 上129日
1204Ris]く factω・S O{ acute pu】monary tl〕romboelnbolism in patients hospita]ized for
medicali111〕ess : results of a n〕ulticenter regiSれ'y in JASPER
NorⅡくazu Yamada, Mashio Nakam山'a, YOS]]iyu]d Miyahara, Masah]to
Sakuma, Notifumi Nakanishi, Nobuhiro Yanabe, Takayuld Kuriyama,
Ta]祀yoshi Kunieda, Kunio shirato, Tsuneald sugim0加, Takesl〕i Nakano
第671・1Π木循喋器学会総会(袮1岡)中・成15年・3 打30日
2 1 2
1 2 0 5
H y p e r s e n s i t i v i t y  o f  c e n t r a l  c h e n 〕 o r e c e p t o r s  c o n t n b u t e  t o  c e n t r a l s l e e p  a p n e a  i n
P a t i e n t s  W 北 h  c o n g e s t i v e  h e S 丁 t  f a i l u r e
K o i c h i t o  s u g i m 1 Ⅱ ' a ,  T s u y o s h i  s h i n o z a l く i ,  s h i n i c h i  o k a b e ,  M a s a h i t o  s a k u ・
m a ,  H i r o m a s a  o g a w a ,  T a k a n o T i  T a k a h a s h i ,  M i n a k o  o i k a w a ,  J u n
W a t a n a b e ,  K u n i o  s h h 、 a t o
第 6 7 1 川 日 本 循 環 瓣 学 会 総 会 住 副 岡 ) 平 成 1 5 年 3 月 3 0 臼
D i f f a ' e n t i a ]  u p r e g u l a t i o n  o f  c a 2 +  c y C Ⅱ n g - R e l a t e d  p T o t e i n s  M a y  E x p l a i n  t h e
G e n d e r  D i f f e t e n c e  i n  H y p e r t r o p h i c  R e s p o n s e  i n  c D 3 8  K n o c k o u l  M i c e
J u n  T a R a h a s h i ,  Y u t a ] く a  K a g a y a , 1 C h i r o  K a t o ,  J u n  o h t a ,  M a s a h i t o  M i u r a ,
M a s a n o r i  H h ・ o s e ,  Y u j i  w a ] く a y a m a ,  s h i n  T a k a s a w a ,  H i r o s l ] i  0 1 く a m o t o ,
K u n i o  s h i r a t o
第 6 7 1 0 1 日 日 本 循 喋 器 学 会 総 会 ( ; 哉 側 D  乎 成 1 5 年 3  " 3 0 H
V i s u a l i z a t i o n  o f  m y o c a l ' d i a l  f i b l ' o s i s  u s i n g  c o n t r a s t - e n h a n c e d  m a g n e t i c
r e s o n a n c e  Π れ a g l n g  i n  p a t i e n l s  w i t h  d i l a t e d  c a r d i o m y o p a t h y :  c o m p a r i s o n  w i t h
m y o c a r d i a l  p e r f u s i o n  s p E C T
H i r o k i  o t a n i ,  H 磁 ' u o  s a 北 0 ,  Y u t a ] く a  K a g a y a ,  T s u y o s h i  s h i n o z a k i ,  J u n
W a t a n a b e ,  K u n i o  s h h ' a { 0
第 6 7 回 H 木 循 環 器 学 会 総 会 儒 副 岡 ) 平 成 1 5 午 3 村 3 0 H
U n i q u e  H i s t o p a t h 0 1 0 g i c a l  F e a t 磁 、 e s  o f  a  F a m Ⅱ i a ]  D i l a t e d  c a r d i o m y o p a t h y  w i t h
C o n d u c t i o n  D e f e c t  b y  a  L a m i n  A / C  G e n e  M u t a t i o n
J u n  o t o m o ,  s h i g e o  K u r e ,  A k i 1 1 i k o  K a r i b e ,  T e t s u o  Y a g i ,  H i r o s h i  N a g a n u ・
I n a ,  F u l n i a l d  T e z u k a ,  M a s a e t s u  M i u r a ,  M e i i c h i l ( 0 ,  J u n  工 入 7 a t a n a b e ,  Y o i c l ) i
M a t s u b a t a ,  K u n i o  s ] ] i r a t o
群 玲 7 1 川 H 本 循 瑞 W ゛ 孚 会 総 会 ( 福 冊 D  平 成 巧 午 3 j ・ 1 3 0 U
不 均 ・ ー な 心 筋 収 縮 が 不 整 脈 を 引 き 起 こ し う る か ? ー カ ル シ ウ ム 波 と の 関 連
, ; 山 裕 司 , 丁 1 浦 だ , 人 , 遠 嫌 秀 晃 , ル q 頼 尚 徳 , 鶴 サ ト 義 尚 , 波 辺 諄 , 内 士 邦
り } , ヘ ン ク ・ タ カ ー ス
Π 人 心 臓 ペ ー シ ン グ ー 屯 気 生 郡 学 会 平 成 1 5 年 5 月 2 7 訂
モ ノ ク ロ タ リ ン 投 与 イ i 室 肥 大 ラ ヅ ト に お け る C a 2 十 波 伝 播 速 度 の 検 討
広 瀬 尚 徳 , 三 浦 昌 人 , 遠 藤 秀 晃 , 菅 井 義 尚 , 若 1 _ U 裕 司 , 渡 辺 淳 ,  h 上 邦 男
Π 本 心 臓 ペ ー シ ン グ ・ 逃 気 牛 1 暗 孚 会 平 成 1 5 年 ・ 5 打 2 7 Π
肺 局 血 圧 症 恕 、 者 の 重 症 度 評 価 , 治 療 効 果 判 定 に お け る ポ ジ ト ロ ン C T の 有 用 性
仏 久 惜 1 聖 「 l , 1 _ H 1 1 1 」 順 , 商 橋 徹 ,
及 川 芙 奈 ・ f , 人 谷 乞 絲 己 , 加 賀 谷
d Ⅱ
1 工 ー _ ,
鈴 木 潤 , 繩 田 淳 , 白 十 邦 男
B x v e ] o d W ス テ ン ト と  T R I S T A R  ス テ ン ト の 初 期 お よ び 速 隔 瑚 成 織
佐 治 賢 哉 , 加 喋 效 , 杉 村 彰 彦 , 谷 川 俊 f , 富 岡 智 f ,  r ' 橋 務 子 , 佐 膝 洋
, 金 洋 正 1 崎 , 白 上 邦 男
錦 1 3 6 1 田 日 本 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 ( 座 而 D  平 成 1 5 年 6 打  7 日
1 2 0 6
1 2 0 7
1 2 0 8
1 2 0 9
1 2 1 0
1 2 1 1















第 3 1回 ipuc 、F成15年6 j128H
Right ventricu]ar [18F] f]um'odeoxyglucose upta]くe determined by clec・
trocardiography-gated posiu'on emission tomography with con'ection of par・
tial volume eHect predicts the degree of rigl〕t ventricu]at pressure overload in
Patients with pulmonary l〕ypa'tension
Minako oi1ζawa, Hiroki otani, Yutaka Kagaya, Masal〕ito sak山na, Jun
Demachi, Tm'U Takahasl〕i, Jun Nawata, Kunio shirato























1 2 2 1パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 2  循 瑞 齢 剖 丙 の 遺 仏 了 診 晰 心 刺 激 伝 導 系 疾 悲 、 の 造 伝
了 診 断 現 況 と 課 題
苅 部 明 彦 , 火 友 淳 , 波 辺 涼 , 内 ・ 上 J I " }
第 5 Ⅱ 川 H 本 心 臓 病 学 会 ( 東 ' 0  平 成 1 5 年 9 J 」 8  訂
急 件 心 肋 梗 楽 悲 、 名 に お け る 内 掬 件 エ リ ス ロ ポ エ チ ン の 心 保 護 作 用
江 U 丁 1 女 人 , 杉  l f 文 , 及 川 雅 啓 , 匹 リ H 告 行 , 小 松 宜 火 , 油 井 満 , 多 田 愽
・ f , 太 Π 1  沸 1 , 加 賀 谷 出 , 白 上 邦 屶
第 5 Ⅱ 可 日 人 心 臓 病 学 会 ( 来 ' 0  〒 成 1 5 年 9  "  9  Π
人 邦 に お け る 拡 張 不 全 の 疫 学
, 知 崎 毅 , 波 辺 淳 , 柴 伝 行 ,  h 三 に 邦 リ }
第 1 7 1 回 Π 本 内 科 ・ 学 会 東 北 地 力 会 平 成 1 5 年 9 j Ⅱ 3 Π
経 皮 的 冠 動 脈 イ ン タ ー ベ ン シ , ン ( P C D  駒 後 に お け る 心 筋 局 所 収 縮 性 の 評 価
位 相 羊 ト ラ ヅ キ ン グ 心 エ コ ー 法 を 川 い た 検 , 村
波 辺 淳 , 長 谷 川 英 之 , 金
1 1 1 L
王 文 凱 i , 須 喋 戈 ・ 女 , 将 渕 燕 , 加 賀 谷
」 1 / ' ,
" 粘 , 小 岩 1 ど 郎 , 广 1 上 邦 屶
Π 本 超 斉 波 1 矢 学 会 東 北 」 也 ノ j 会 ( 伊 f 吟 平 ' 成 1 5 イ r 9 j ] 2 1 Π
P t e d i c t o r s  f o r  M o r t a l i t y  o f  p a t i e n t s  W 北 h  c h r o n i c  H e a r t  F a i 1 山 ' e  i n  ] a p a n
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- 1 3 N ー ア ン モ ニ ブ P E T  を 川 い た 検 討
大 谷 広 絲 己 , 田 巻 健 治 , 野 崎 英 _ ' 、 , 遠 心 秀 児 , 佐 々 木 敏 秋 , ・ ¥ 1 崎 一 ・ 典 ・ , 田 H 而
白 に 邦 屶
1 1 h
価 男 , 加 賀 谷
ー 、 ー . ,
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孝 典 , 大 友 淳 , 若 1 _ Ⅱ 裕 司 , 沼 口 沿 隆 , ヌ 耽 仰 山 彦 , 三 浦 と 1 , 人 , み , リ 也 満 1 [ . ,
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